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ごあいさつ

近年、鎌倉の街では古い家屋や庖舗の建て替えが相次いでいます。その中で、埋蔵文化財

に影響のある工事も多くなっています。乙のため、個人専用住宅等の建設に際しては、昭和

59年度から国 ・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が調査主体となって発掘調査の実施にあ

たってまいりました。

先人の遺産である文化財を守ることは、現在に生きる我々の責務であり、市内のおよそ 6

割の地域が埋蔵文化財ー包蔵地となっている本市の場合、特に市民の皆様のご理解とご協力な

くしては、埋蔵文化財の保存や発掘調査の実施が困難であることは言うまでもありません。

本書は平成15年度及び平成16年度に国 -県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が実施した個

人専用住宅等の建設に伴う発掘調査の記録として15ヶ所の調査成果を掲載しています。特に

浄妙寺旧境内遺跡(地点⑤)では大量の瓦が出土するとともに 211寺期以上にわたって存在し

た池跡の遺構が発見されたととから、六浦道沿いの場所に池をともなう屋敷もしくは寺院の

あったことを推定し得る大きな成果をあげることができました。

調査の実施にあたり埋蔵文化財に対する深い御理解をいただくとともに、調査の期間司、

物心両面にわたり多大なご協力をいただきました事業者 ・工事関係者の皆様に心からお礼を

申しあげます。

平成19年 3月31日

鎌倉市教育委員会
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平成18年度調査の概観

W 成18年度の緊急調査実施件数は、前年度からの継続調査 3件を含む29件であり、調査面積は

1706.55ばであった。これを前年度の30件、1.535.99m'と比l陵すると件数では 1件の減少であるが、調

面積では170.56ばの増加(対前年度比11.11%増)となっており、ここ数年間、少しずつではあるが

調査面積は増加の傾向にある。調査面積は平均で 1件あたり58.84m'(前年度は51.19m')であり、 1件

あたりの調査面積についても前年度より増加の傾向が窺われる。調査原因は個人専用住宅の建設が27

件、 自己用庖舗併用住宅の建設が 2件である。 これら29件の工租別内訳は、鋼管杭打ち工事が18件

(62.1%)、地盤改良工事が 9件 (31.0%)、車庫、擁壁等の築造が 2件 (6.9%) となっている。今年度

も鋼管杭打ち工事や地盤改良工事が発掘調査の主体的な原因 (27件:93.1%) になっている傾向が顕著

にみられた。以下、各地点の調査成果の概要を紹介する。(調査原因、面積及び期間等については 「平

成18年度調査地点一覧」を参照。)

1 玉縄城跡 (No.63)
市内北西部の植木字植谷戸に位置し、玉縄城跡の縄張りにおいては南西外事|培15として位置付け られる

丘陵の東側山裾に所在する。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設にともない

発掘調査を実施した。

調査の結果、玉縄城跡に関わる16世紀代の土獄、柱穴、満跡等の遺構が発見された。

2 甘縄神社遺跡群 (No.177)
市内中心部からやや西寄りの長谷一丁目に位置し、遺跡名の由来となった甘縄神明社の東側約150mの

場所に所在する。個人専用住宅の建設に付帯して実施される車庫の築造にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、 13世紀から14世紀にかけての土城、柱穴、満跡、井戸等が発見された。

3 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)
市内中心部から東側にあたる二階堂字荏柄に所在し、調査地点の北側に鎮座する荏柄天神社の参道の

西側に位置している。基礎工事に際して地盤の柱状改良工引を実施する個人専用住宅の建設にともない

発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の土成、柱穴、満跡、井戸等が発見された。最下層では中世以前の遺物(須恵器

柑)も若干量出土している。

4 北条時房・顕時邸跡 (No.278)
市内中心部の雪ノ下一丁目に位置し、国指定史跡若宮大路の西側に隣接する。鋼管杭の設置による民

礎工事を内容とする自己用庖舗併用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の土殿、柱穴、満跡、かわらけ溜り等の治械が確認され、中 世の木製品・かわら

け ・金属製品が良好な泊存状態で発見された。なお、調査で確認された満跡は若宮大路に関わる可能性

がある。
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5 西御門遺跡 (No.325)

巾内中心部北東側にあたる西御門一丁目に所在し、市立第二中学校の東側に位置している。基礎上誌

に際して地盤の柱状改良工事を実施する個人専用住宅の建築にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の地業面、土殿、柱穴、満跡等の遺構が確認された。

6 高徳院周辺遺跡 (No.327)

市内中心部の南西側にあたる長谷五丁目に所在し、大仏の西側に位置している。鋼管杭の設置による

基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設に発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の礎石建物、地業面、土城、柱穴、jp'J跡等の治柄が確認された。

7 下馬周辺遺跡 (No.200)

市内中心部の由比ガ浜二丁目に所在し、鎌倉駅から400mほど南に位置する。鋼管杭の設置による

礎工事を内容とする庖舗併用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の方形竪穴建築枇、土城、柱穴等の~J:H昨が発見された。

8 名越ヶ谷遺跡 (No.231) 

市内中心部から東方の大IIrJ四丁目に所在する。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用む

宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の t境、柱穴、消跡等が確認された。本調査地点の東側丘陵上に所在する遺構群と

の関連性が注意される。

9 佐助ヶ谷遺跡 (No.203)

市内中心部から西方の佐助二丁目に位置している。本調査地点の西側約100mに銭洗弁天宇賀福神社

が所在する。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設にと もない発掘調査を実施

した。

調査の結果、中世の地業面、土城、柱穴等が確認された。

10 笹目遺跡 (No.207)

市内中心部のやや西側に所在し、南北に長大な谷戸のほぼ中央部東側にあたる笹目 11fTに位置してい

る。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、地業面、土墳、柱穴等の遺構が確認された。最下層では古代の土師器 ・須恵器も若干量

出土している。

11 高徳院周辺遺跡 (No.327)

市内中心部の南西側にあたる長谷五丁目に所在し、前述の調査地点6の南側に隣接する。鋼管杭の設

置による基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の地業面、礎石建物、土城、柱穴等の逃梢が確認された。遺構の展開等は調査地点

6と様相を同じくする。
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12 由比ガ浜中世集団墓地遺跡 (No.372)
市内中心部の由比ガ浜二丁目に位置し、若宮大路に立つーの鳥居から南東約100mに所在する。地下

室の設置を含む個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、砂丘を掘り込んでつくられた中世の方形竪穴建築祉、土横、柱穴、溝跡等の遺構を確認

した。なお、地鎮の可能性がある土成も確認されている。

13 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)
市内中心部のやや北東となる雪ノ下四丁目に位置している。基礎工事に際して地盤の柱状改良工事を

実施する個人専用住宅の建設が実施されることとなり発掘調査を実施した。

調査の結果、滑川の旧河道、土城、柱穴等を確認した。弥生土器も若干量出土している。

14 今小路西遺跡 (No.201) 
巾内の中心部にあたる御成IUJに位置している。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住

宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、建物跡、土城、柱穴等の遺構が確認された。遺物資料としては肩部に三鱗文の型押があ

る常滑産の大暫が埋設された状態で出土した点が特記される。

15 能蔵寺跡 (No.314)
市内中心部のやや東となる材木座二丁目に所在している。基礎工事に際して地盤の柱状改良工事を

施する個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、 14世紀から17世紀にかけての土域墓が多数確認された。土城墓はかわらけ及び銅銭など

の副葬品を有する事例がある一方で、副葬品をもたない事例の双方が認められる点など、中世における

市制の一端が良好に窺える事例である。

16 長谷小路周辺遺跡 (No.200)
市内中心部のやや南側にあたる由比ガ浜三丁目に所在している。基礎工事に際して地盤の柱状改良

一1]，を実施する自己用庖舗併用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の道路状遺構、土域等の遺構が発見された。確認された道路状遺構は、現在の調

地点の北側を走る県道鎌倉 ・葉山線と平行している。

17 宇津宮辻子幕府跡 (No.233)
市内中心部にあたる小町二丁目に所在し、鎌倉駅の北東約300mに位置している。鋼管杭の設置によ

る基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の礎石建物、土焼、柱穴、満跡等の遺構が発見された。発見された建物は軸線が若

申大路に並行するという特徴が認められる。
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18 大慶寺旧境内遺跡 (No.361) 

市内西部の寺分一丁目に所在している。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住宅の建

設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の土城、柱穴、池に伴う堤等の遺構が発見された。若干量ではあるが古代の土師器

等も出土している。

19 西御門遺跡 (No.325)
市内中心音防3らやや北東側となる西御門一丁目に位置し、調査地点の東側約100mには国指定史跡法

華堂跡(源頼朝墓 ・北条義時墓)が所在する。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住宅

の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、 13世紀から14世紀頃と考えられる土城、柱穴、満跡、 トイレ状遺構等の遺構が確認さ

れた。

20 西御門遺跡 (No.325)

前述の調査地点19の西側に隣接する。基礎工事および地下室の築造を内容とする個人専用住宅の建設

にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の地業面、土城、柱穴、満跡等の遺構が発見された。

21 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)
市内中心部のやや東側にあたる二階堂字荏柄に位置し、荏柄天神社の参道に面した場所に所在してい

る。鋼管杭の設置による基礎工事と地下室の築造を内容とする個人専用住宅の建設にともない発掘調査

を実施した。

調査の結果、 中世の掘立柱建物、土機、柱穴、溝跡等の遺構が発見された。迫物資料としては中世の

瓦が多数出土していることが注意される。

22 福泉やぐら群 (No.447)

市内北部の今泉三丁目に位置する。鋼管杭の設置による基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設に

ともない発掘調査を実施した。

調査の結果、近世の段切り跡、中世の土城、柱穴等が発見された。古代の土師器 ・須恵器も若干量出

土している。

23 大倉幕府跡 (No.253)

市内中心部の東側となる雪ノ下三丁目に位置し、源頼朝によって開府された最初の幕府である大倉幕

府の推定地と考えられている清泉小学校の南側約50mに所在している。基礎工事に際して地盤の柱状改

良工事を実施する個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、 中世の土城、柱穴、満跡等が発見された。最下層では古代の土師器等も出土した。
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24 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)
巾内中心部にあたる小町一丁自に所在し、鎌倉駅の北東約300mに位置している。鋼管杭の設置によ

る基礎工事を内容とする個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の方形竪穴建築!J1:、土殿、柱穴等が発見された。

25 極楽寺旧境内遺跡 (No.261) 
市内中心部の南側となる極楽寺三丁目に位置し、江ノ島電鉄極楽寺車庫の南東約100mに所在してい

る。基礎工事に際して地盤の柱状改良工事を実施する個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施し

た。

調査の結果、中世の土城、柱穴等が発見された。

26 円覚寺旧境内遺跡 (No.434)
市内中心部のやや北側となる山ノ内に位置し、円党寺の南側約200mに所在している。基礎工事に際

して地盤の柱状改良工事を実施する個人住宅兼事務所の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、中世の土城、柱穴、杭列等が発見された。

27 材木座町屋遺跡 (No.261) 
市内中心部の東側となる材木座二丁目に位置し、妙長守の北側約50mに所在している。基礎工事に際

して地盤の柱状改良工事を実施する個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

28 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)
市内中心部の東恨IJとなる二階堂字荏柄に位置し、荏柄天神社の南西約50mに所在している。基礎工事

に際して地盤の柱状改良工事を実施する個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

29 今小路西遺跡 (No.201) 
市内中心部となる由比ガ浜一丁目に位置し、江ノ島電鉄和田塚駅の北側約50mに所在している。基礎

工事に際して地盤の柱状改良工事を実施する個人専用住宅の建設にともない発掘調査を実施した。
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本誌掲載の平成 15・16年度発掘調査地点一覧
第 1分冊

迫 朗i 名

① 若宮大路周辺遺跡群

* (NO.242) 

② 能 蔵 寺跡

* (NO.314) 

③ 甘縦神社遺跡 群

* (NO.l77) 

④ 円覚寺旧境内遺跡

* (NO.434) 

⑤ 滞妙寺旧境内逃跡

* (NO.408) 

⑤ 報国寺遺跡

* (NO.306) 

⑦ 報 国寺遺跡

* (NO.306) 

第 2分冊

遺 跡 ~I 

③ 極楽寺中心伽藍跡

* (NO.290) 

⑨ 横小路周辺遺跡

* (NO.259) 

⑩ 若宮大路周辺遺跡群

* (NO.242) 

⑪ 保 寿 院跡

* (NO.250) 

⑫ 円党寺門前遺跡

* (NO.287) 

⑪ 若宮大路周辺遺跡群。 (NO.242) 

⑪ 材木座町屋遺跡
~ (NO.261) 

⑪ 蔵 寺跡
~ (NO.314) 

所 在 上自 調査原因 遺跡、種別 調査面積 調 査 期 間

小町二丁目 283番の 一部
自己問自舗併用住宅

都市 150.l6m' 
平成15年4月14日

(杭基礎構造) ~平成15年6月20日

材木座凹丁目274番2の一部
個人専用住宅

社寺 45.00m' 
平成15年5月29日

(地盤の柱状改良) ~平成15年7月21日

長谷 一 丁目 227番25
個人専用住宅

都市 36.20m' 
平成15年6月17日

(地下車 庫) ~平成 15年7月10日

山ノ内 字瑞鹿山 393番3
個人専用住宅

社寺 36.0001' 
平成15年6月23日

(地盤の柱状改良) ~平成15年7月24日

浄明寺 = 丁目 3番2
個人専用住宅

社寺 37.l3m' 
平成15年7月1日

(地盤の柱状改良) ~平成15年8月8日

沖明寺J 丁目 474番11外
個人専用住宅

社寺 35.0001' 
平成 15年6月23日

(杭基礎構造) ~平成15年7月25日

浄明寺 三丁目 474番12
個人専用住宅

社寺 21.00ぱ
平成15年7月30日

(杭基礎構造) ~平成15年8月31日

所 H. 土山 調査原因 遺跡種別 調査面積 調 査 期 間

極楽寺=丁目 1028番1のー
個人専用住宅 社寺 43.00m' 

平成 15年5月28日
自l ~平成15年6月27日

二階堂宇四ツ石 115番3の 個人専用住宅
都市 80.00ぱ

平成15年8月9日
一部 (杭基礎構造) ~平成15年9月27日

御成町 126番1
個人専用住宅

都市 18.00m' 
平成15年10月25日

(地盤の柱状改良) ~平成15年11月21日

西御門一丁目 922番4
個人専用住宅

社寺 76.0001' 
平成16年1月9日

(地盤の柱状改良) ~平成16年3月6日

山ノ内字松岡 1377番6
個人専用住宅

社寺 49.3001' 
平成16年1月20日

(地盤の柱状改良) ~平成16年3月13日

小町二丁目 402番9外
個人専用住宅

都市 191.0001' 
平成 16年3月10日

(地盤の柱状改良) ~平成16年5月16日

材木座一丁目 921番5外
個人専用住宅

都市 10.50ぱ
平成16年6月17日

(表層地盤改良) ~平成16年6月30日

材木座二丁目 294番3外
個人専用住宅

者11 市 48.00m' 
平成16年7月20日

(杭基礎構造) 一平成16年9月22日|

女印は平成 15年度実施の発掘調干

。印は平成 15年-16年度実施の発掘調査

A印は平成 16年度実施の発掘調
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、1，成 18年度発掘調査地点一覧

巡 跡 名 所 在 1出調査原因 遺跡種別 調査面積 調 査 月J 間

玉 調i 城跡
植木字植谷戸 198番

個人専用住宅
城館 98.00 

平成18年2月6日

* (NO.63) (杭基礎構造) ~平成18年4月6日

2 甘純神社遺跡群
長谷 一 丁目 227番24

個人専用住宅
都市 93.50 

平成18年2月21日

* (N0.177) (車庫の築造) ~平成18年5月2日

3 大倉幕府周辺遺跡群
二階堂字荏 柄76番7外

個人専用住宅
都市 33.00 

平成18年2月23日

* (NO.49) (地盤の柱状改良) ~平成18年4月25日

4 北条時房 ・顕時邸跡
雪ノ下一丁目 269番1の一部

自己用底舗併用住宅
都市 35.00 

平成18年4月4日
(NO.278) (杭基礎構造) ~平成18年6月13日

西御門治跡
西御門 一 丁目 55番5

個人専用住宅
都市 30.00 

平成18年4月4日
(NO.325) (地盤の柱状改良) ~平成18年5月29日

6 
高徳院周辺遺跡

長谷五丁目 337番7
個人専用住宅

都市 46.75 
平成18年4月17日

(NO.327) (杭基礎梢造) ~平成18年6月16日

7 
下馬周辺遺跡

由比ガ浜 二丁目 19番1
庖舗併用住宅

都市 82.40 
平成18年4月25日

(NO.200) (杭基礎構造) ~平成18年6月13日

8 
名越ヶ谷遺跡

大町四丁目 1858番4
個人専用住宅

都市 9.75 
平成18年5月1日

(NO.231) (杭基礎構造) ~平成18年6月7日

9 
佐 助 ヶ谷遺跡

佐助 二 丁目 667番3外 個人専用住宅
都市 33.00 

平成18年5月17日
(NO.203) (杭基礎構造) ~平成18年7月3日

10 
笹 目 遺跡

笹 目 !IIJ 316番 10 個人専用住宅
都市 42.50 

平成18年6月15日
(NO.207) (杭基礎梢造) ~平成18年7月24日

11 
高徳院周辺遺跡

長谷五丁目 337番15個人専用住宅
都市 39.00 

平成18年6月28日
(NO.327) (杭基礎構造) ~平成18年9月11日

12 
由比ガ浜中世集団基地遺跡

由比ガ浜二了目 1014番57
個人専用住宅

都市 49.50 
平成18年6月28日

(NO.203) (地下室) ~平成18年8月7日

13 
大倉幕府周辺遺跡群

雪 ノ下四丁目 570番l個人専用住宅
都市 32.00 

平成18年7月12日
(N0.49) (地盤の柱状改良) ~平成18年8月24日

14 
今小路西遺跡

御成 町 176番 7
個人専用住宅

都市 55.00 
平成18年7月18日

(NO.201) (杭基礎構造) ~平成18年9月25日

15 
能 蔵 寺跡

材木座 二 丁目 293番2
個人専用住宅

社寺 52.50 
平成18年8月10日

(NO.314) (地盤の柱状改良) ~平成18年11月2日

16 
長谷小路周辺遺跡

由比ガ浜 三丁目 254番1
自己鵬舗併用住宅

都市 33.00 
平成18年8月21日

(NO.200) (地盤の柱状改良) ~平成18年10月3日

17 
宇津宮辻子幕府跡

小町二丁目 388番2の一部
個人専用住宅

官街 63.00 平成18年8fl 23日
(NO目239) (杭基礎構造) ~平成18年11月2日

18 
大慶寺旧境内遺跡

寺分 一 丁目 943番2外
個人専用住宅

社寺 56.10 
平成18年9月19日

(NO.361) (杭基礎構造) ~平成18年11月2日
ーー-'-回

女印は平成 17年度からの継続調査を示す。
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遺 跡 名 戸庁 在 士山調査原因 遺跡種別 調査面積 調 査 期 間

19 
西御門遺跡

西御門 一 丁目 11番14
個人専用住宅

都市 57.00 
平成18年10月17日

(NO.325) (杭基礎構造) ~平成19年1月17日

20 
西 御 門 遺跡

西御門 一 丁目 681番1
個人専用住宅

都市 137.50 
平成18年10月25日

(NO.325) (杭基礎構造) ~平成19年1月23日

21 
大倉幕府周辺遺跡群

二階堂字荏 柄3番6外 個人専用住宅 都市 122.40 
平成18年10月30日

(N0.49) ~平成 19年1月26日

22 
福泉やぐ ら群

今泉 二 丁目 292番外
個人専用住宅

やぐら 63.90 
平成18年11月15日

(N0.447) (杭基礎構造) ~平成 19年1月5日

23 
大倉幕府跡

雪 ノ下 三 丁目 637番4
個人専用住宅

官街 68.00 
平成18年11月21日

(NO.253) (地盤の柱状改良) ~平成19年1月19日

24 若宮大路周辺遺跡群
小町 一 丁目 333番2

個人専用住宅
都市 216.00 

平成18年2月2日。 (NO.242) (杭基礎構造) ~平成 19年3月30日

25 
極楽寺旧境内遺跡

極楽寺 三 丁目 330番6
個人専用住宅

社寺 14.00 
平成19年2月5日

(NO.261) (半地下駐車場) ~平成 19年2月26日

26 
円党寺旧境内遺跡

山ノ内 字瑞鹿山 398番
個人専用住宅

社寺 40.25 
平成19年2月6日

(NO必4) (地盤の柱状改良) ~平成19年3月30日

27 材木座町 屋遺 跡
材木座 二 丁目 208番l

個人住宅兼事務所
都市 45.00 

平成19年2月26日。 (NO.261) (地盤の柱状改良) ~平成19年3月30日

28 大倉幕府周辺遺跡群
二 階 堂字 荏 柄76番4

個人専用住宅
都市 42.00 

平成 19年2月26日。 (NO的) (地盤の柱状改良) ~平成 19年3月30日

29 
今小路西遺跡

由比ガ浜一丁目 213番12
個人専用住宅

都市 10.50 
平成19年3月12日

(NO.201) (地下室・抗基礎構造) ~平成19年3月30日

。印は平成 19年度への継続調査を示す。
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著昔芙蕗崩通遺跡詐 (ぬ242)

小町二丁目283番の一部地点、



例言

1. 本舎は、鎌倉市小町二丁目283番の一部における個人専用住宅挫設に伴う足M蔵文化財の緊急調査報告である。

2. 発Wi調査は、同庫補助'fC業として鎌倉市教育委日会が実施した。

調子モ則IIlIは平成15年4川14L1-同年 6月11日にかけて実施され、調査面舶は150.16m'で、ある。出土泊物は鎌倉市教育委

日会が保管している。資料整理にあたっての辿跡略記号はWSYである。

3. 調査団編成は以下のとおりである。

調査の主体:鎌倉市教育委員会

調 資 担 込町:T屯洋品 Jι(日本考占学協会員)

調査補助貝:安達澄代・安藤龍馬 ・岩津智利

調査協力者 ・奥山利平 ・河原龍雄 ・藤枝正義・田口康雄 ・荻野勲・篠原敏夫 ・安達越郎(以上、社団法人鎌倉市シル

パ一人材センター)

4. 本占の冶梢・遺物の縮尺は次の通り である。

辿構図 1/40・1/80(辿桝図の水糸町は海抜高を示す。)

遺物実測図 1/3・1/6
5. 遺物実測図には次の記号が使間されている。

約11の限界線一一一 使間痕の範Ihly.←→? 

調整の変化点 一一一 加工痕の範凶?←-....y
6. 本{!Jの執筆 ・編集は以下の者が行なった。

第lî~ f考回t)t第 2・4草沌洋品子第 3章迫梢:沌津遺物森孝子編集沌潔

7. 本-，lfの|玄|版作成及び写兵搬影は次の者が分担した。

逃梢位l版沌洋品子 ・ 森~子
遺物図版 宇賀神雅チ ・河内令子 ・坂倉美恵子

治桝写真沌神品ヱ

辿物写真森孝子

8. また、発掘調査に際して多大な御協力を頂いた建築主に深く感謝の訟を表する。
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第 1章遺跡、の位置と歴史的背尽

本調査地は鎌倉市小IIIT二丁目283番の一部にある。 JR鍬tl-駅を起点とすると北東に約220m、若宮大

路の二の鳥居からは北西約30mの距離の若宮大路と小町通りの中間地点に位置し、鎌倉を訪れる観光客

が最も多く立ち寄る繁華なー画に当たる。

調査地の遺跡名 「若宮大路加Jill遺跡群J(神奈川県辿跡台111，長No.242) は、若宮大路を 中 jPI~ に北は鶴

岡八幡宮社頭、南は下馬四つ角(大11IJ大路=県道鎌倉 ・葉山線との交点)まで、の南北約l.lkm、東西約

700mの広範な地域に付された遺跡名称で、その範囲内には「北条泰u寺.11寺頼邸跡J(神奈川県追跡台帳

No.282)、「北条H寺房 ・顕時邸跡J(同No.278)、「宇都宮辻子幕府跡J(怖uNo.239) など他泊跡をも包指す

る。

「若宮大路」は言わずと知れた鶴岡八申請常の参道で、中央部分には 「段葛」と呼ばれる高みが築か

れ、将軍等が公式に参詣する際に使われていた。主子宮大路の造営については、寿永元年 (1182)3月源

頼朝が妻・北条政子の安産祈願に際し、頼朝自らが発願 ・監督をし、北条時政をはじめ重臣らも皆土石

を運んだと伝えられている。

頼朝は、京都の平安京を模して鎌倉の都市計画をしたと言われ、この若宮大路をう|そ雀に擬え南北の基

軸に据え町剖を進めた。現在の 「一二の鳥属Jの北側の若7有大路沿いには、北条氏をはじめとする有力御

家人達が屋敷を構えた。特に大路-*側には北条氏嫡流の拠点が代々営まれ、 13世紀に人ると「清宮幕

府J. I宇都宮辻子幕府Jなど政、治中枢機関や、将軍御所ーなどが置かれた。

近年の若宮大路沿いの地域では狐繁に発制調査が実施され、東西両側の大路側溝(:府)が複数地点で

検出されるなど、若宮大路の規模(道|隔)を知|る上で大きな手がかりをもたらしている。それによると

中世の若宮大路(二の鳥居以北)の道l隔は、現在の大路で見ると車道と歩道を合わせた距離が当時の道

l隔に相当すると考えられる。また最近の調査からは、大路に対して直交方向の道路JJdfjl4や、大路itl1J満を

またぐ橋脚・門になる可能性をもっ空閑地が検出 (26地点)されるなど、若宮大路に言われてきた諸々

の従来説に対して、新たな疑問と課題を投げかけている。

また今回調査するに当たって、官僚関述がもたれると考えられる北隣の盟島屋本間用地の調査では、

かなりの胤模になると考えられる柱間 7尺を測る掘っ立て柱建物が検出され、さらに建物の直ぐ北側か

らは敷地内の排水が目的と思われる東西方向の小規模な満が見つかり、その覆土からは紗しい数の一括

廃棄された折敷が出土するなど、活発な人の営みが確認されている。
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図1 遺跡周辺国
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第 2章 調査経過・グリッド配置 ・基本土層

調査経過

沿跡は神奈川県鎌倉市小町二 Ji=l283番の一部に位位する。遺跡の名称は杵宮大路周辺遺跡群 (Nu

242)である。調査は鎌倉市教育委員会により平成15年2月12日-14日にかけて実施された確認調査の

紡栄を必に平成15年4Jl1411 -6 )1111:1に本調査が実施された。調査対象面相は約150.161ll'で、ある。敷

地の都合上調査区を北部と南部に分けて調査した。

、IL}JX:15年4月14LI 1 [(rI検出

4 fI 19 1:1 1面冶+llf検w井戸 ・冶物溜り等

4月21n 銅製の注き'1コI':H叫

4 Jl2411 t月j山業による道路状辿椛検出

5月171::1 調査区南青1st面全景帰彬

5月20円 調査区北部重機による表士掘i'ilJ 子持ち山皿l出

5月26LI 1而*1i査

5月271J lUU 辿梢検出 上丹地業 ・満等

6月6Il 調査医北部 1面全景撮;該

6 FJ 10 IJ 11 I代河川全対損彬

6月11日 司~iJ査終「 ・ 撤収

“25.2 

ー75.7

図 2 遺跡位置図

-6-



グリッド配置(図 3) 

グリッドは調査区の形状に合わせて任 x22

意に設定した。国土座標(エリア 9)と

の合成点は A点、 グリッド (x1、 x20

y 2) =国土座標 (X-75.7428、y-

25.2490km) B点グリッド (x1、 x18

y7.85) =同上座標 (X-75.7435、y-

25.2433km)である。グリッドx車1I1は磁北 x16

に対して14
0

06' 55"東に傾く 。

x14 

基本土層 (図 4) 

現地表lはま海J抜友6.οOm前後を測る。司郡訓:司l査区 x川1吃
2 

の大部分が現j地山表下 1m百1前後呪代撹乱で
O 失している。遺梢が検山された土屠層tは黒 x1叩

褐色1布料粘i千竹lHi質上のj地山山でで、ある。ただし、 海抜

5.6m付近に良好な土丹j山業が検出し、こ x8 

れを1a面としている。また、 1面は線数

時j事lのJfH峠がほぼ同一レベルに混在して x6 

検出し、遺構同士の相|刻関係や、出土造

物から 2時期に分類し、便宜上 1面と 1b x4 

耐と呼称する。そのさらに F府に古代辿

構が検出した。
x2 

xO 

ν/ 

L__  _j  

図3 グリ ッド配置図

t竺±で

-
1-----r---r--E 

¥、

14'06'55. 

1/ 

¥ 

Aト¥、、、、、『

[---l 
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第 3章検出遺構と出土遺物

~ill跡は現代に大幅にm乱を受け、上!曹は消失している 。 ただし一部分過存している筒所があり、そ

れを1a面とした 。 1 面からは上屑の撹乱の影響で 2 時期の遺構群がほぼ同一レベルで、検，~I'，しているが、

その相関関係や出土遺物から 1面と1b面に分けることができた。また、さらに下回には古代河川が検

出している。

第 1節検出遺構

<1a面>(図 5) 

1a面はグリ ッド (x13-15、y2 -6) 付近、海抜

5.6m前後に検，'+'，された k汁J山業面である。 1ニ丹士山業は

南部が細かく密で、北部は粗い。地業の範凶は最大迫

イ子高15で、 I'tJ~t3.2m X3 .3m を測 る 。 その範IIJ:I内南部から

はPitが 61コ検1'1'， した。また、北部からは杭等を打ち

込んだ穴の可能性がある極小刷般のPitが 6I I検出 し

ている。

<1面>(図 6)

1面は海抜5.4m前後、 J也山上に検出された。最も

検lqIIii3414が需で、ある而である。検11'，治構は)t戸 2J;~ ・

道路逃柿・相11291J. !屈立柱建物 2棟・ Pit多数である。

なお、 l:J習は現代に脱乱されており、遺構木米の深さ

を失っている。

'a' 

+-
x13・y6

5.7m ~ a' 

?
丹

一.~
土

口
組

:
 

=
 

出混乱
守、
.

一
丹土級

。 4m 

図 5 1a面遺構配置図

遺物溜り 1(図 7) 

泊物溜り 1はグリ ッド (x14、y5) 付n近、海抜5.45m前・後に検，'~， した 。 渥美の裂のI政 }Jí と子づくねか

わらけを主に京内1.1m尚ゴヒ1mの範凶に出ヒした。

遺物溜り 2 (図 7) 

遺物溜り 2はグリ ッド (x10、y7)付a近、海抜5.4m前後に検出した。子づくねかわらけがやや散乱

して出上した。

遺物溜り 3(図 7) 

遺物溜り 3はグリ ッド (x4、y6)付近、海抜5.4m前後に検出した。検出l白から約15cmの深さの浅

p掘り込みに手づくねかわらけがまとま って出土した。

掘立柱建物 1 (図 8) 

J組立柱建物 1はグリ ッド (x10-14、y2-8)付近、海抜5.4m前後に検出した。検出規模はl確認し

得た範UHで南北 21:1目、東西 31聞で 81-1の柱穴で構成される。柱穴間の距離は芯々で、 210cm前後を測

る 。 深さは検，ti'， r師から 20-40cm前後を測る 。 7 口の柱穴に礎板が検I~Ü され、 P6 は下駄が礎板転川され

ていた 南北軸線方向はNー 22
0

-Eである。

-8-



~ ¥ ¥ ¥ 

)(4 -ーー

)(2 -ーー

Q
U
 

C
u
 

t
-
E
t
t
v
y
 

図置配聾
唖
p

i
i4

S

ド

、

面

斗
co 

図

、
J
P

m
 

A
崎

n
u
 

nu x
 



十
x14，y5 

+ 

。
a 

¥ 

。ぜd

b 
/ Q込

j 

5.4m三

5.4m ~ 

冶 l

十
x14， y6 

5.6m ~ a 

a ~-，.----も叫ベ~

h
u
-m

 

po 
E
J
 

b 

ート
x13， y5 

五コ l 

遺物溜り 1

区;
ノ

0pM tPィ、 x1十0、8
σο 

③ 

七ω

七日y8 

a 
a 

a 十時，y6

~跡
、~ 5 .4m ~ a 

b 

-・・・'・・==p

遺物溜り2 遺物溜り3

m
 

図7 遺物溜り 1~ 3 

nu 

'
EA
 



J⑤一一一-@~

印

ム

ヨ

円

印

品

ヨ

同
川

十

丘

印
'#
コ
d

J14，y2 

ー@噛-一一-~~
勺
品
川
出

可
σ3 

協12 a 14 刀
4

ム 叩

ー

ー I a.， 
t由

と10，y2

5.4m一六f一一¥ J一一

b 
5.4m-

」ぶ7-ーーづt__/P6一一寸Vー

下駄

C 
5.4m-

一一一~γ
掘立柱建物1

。 4打1

u1 u、
t品ヨJ1 .t. ヨ品ヨ

'''' 1-ー
⑦一 -@ 一 - 0 98Y8

P8 

+x8，y2 

"x6， y8 

h _0>一一一一⑤ー
。h'

1"'，ペ 十x6，y2 

擁立柱建物2
5.4m旦V ゾ一一ー一---v---一一vdJ
5.4m !! 

「

h 

一一一-v--

図8 掘立柱建物 1・2

ーム
吋

'A



-Q)------ぷy6 与ん
、~ ------。~

⑧ 

/'14: 
@ 

印
ム
ヨ
l

5.5m-
+山
in、
ヤ
+
川柱穴列 1(図 9) 

柱穴タIJ1はグリ ッド (x14

-8、y8)付近、海抜5.4m

前後に検出した。 4口の柱ア'

から成る南北方向の列で、柱

穴|聞の距離は芯々で、 2m20 

cm前後を測る。深さは検出面から15-40cmを測り、底面には礎板が検出した。南北軸線方向はN-20。一

柱穴手IJ2

司
vi
l
l
i
@
l

掘立柱建物 2(図8) 

掘立柱建物 2はグリッド

(x 8 -6、y2 -8)付近、

海抜5.4m前後に検出した。

検出規模は確認し得た範囲で

南北1問、東西 3聞で、

の柱穴で構成される。柱穴問

の距離は芯々で 2ml0cm前後

を測る。深さは検出面から20

-35cm前後を測る。南北中，h線

-22
0 

-Eである。

7円

方向は

4 

柱穴列 1・2

。

図9

柱穴亨1]1

Eである。

柱穴列 2(図 9) 

柱穴列 2はグリッド (xll、y4-6)付近、海抜5.4m前後に検出した。 3口の柱穴から成る東西方

向の列で、柱穴聞の距離は芯々で、 2ml0cmを測る。深さは検出面から25-40cm前後を測り、 真中の柱

穴には柱の根元が迫存している。東西車rh線方向はW-20
0

-Nである。

道路状遺構 (図10)

道路状治構はグリッド (x3、y4)付近、海抜5.4m前後に検出した。東部および西部は悦乱され消

失。 検 I~PI規模は品大迫存自1)で、京丙 3 m60cm、南北 1m68cmを淑IJ

る。砕いた土丹を厚さ15cm科度に突き固めている。また、東

部から西部にかけて、 20cm登る。正確な車111線方向は不明だが、

調査区南隣を通る通路に庁向を|司じくしている。

+ 
x3，y8 

+ 
x3， y4 

井戸 1

井

した。

王にであるが、

を呈す。

井戸 2(図11) 

井l

@ 
b 

(図11) 

1はグリッド (x6、 y4 )付a近、海抜5.3m前後に検出

仁層は失われており、最下段 1段が検出された。横桟

柱がない。井戸枠は 1辺が90cmを測る正方形 b' 

ノでででで」

~ 
4円1

図10 道路状遺構(x12、y-2)付近、海抜5.2m前・後に検

-12-
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ー山 一白 -

出した。西部は調査区外。上層は失われており、最下段 1段が検出された。横桟支柱式の井戸である。

底面には床板が張られている。井戸枠は 1辺が80cmを測る正方形を呈す。

土坑 1(図12)

坑 1はグリ ッド (x5、y2)付近、海抜5.2m前後に検

出した。平面形は推定で直径70cmを測る円形を呈 し、深さ

は検出聞から20cmを測る。覆土からは伊豆石と木片が出

した。

土坑 2(図12)

ー坑2はグリ ッド (x9、y4)付近、海抜5.4111前後に検

出した。平面形は100cmX80cmの不整円形を呈 し、深さは検

出面から42cmを測る。

土坑 3(図12)

坑 3はグリ ッド (x13、y8)付近、海抜5.2m前後に検

出した。平面形は80cmXl00cmの不整円形を呈 し、深さは検

出面から15cmを測り浅い。

-13-

Lぜ 土坑1
↓ Y弓 v2

〈:3L'
色ノ

土坑2
~ 

d戸~主、 a-
a¥ )) + ，、、 λ/x9， y6 

十
x9，y4 

¥___; 

土坑4

LCiFJ 
5.4m~ニ

。 4π1 

図12 土坑 1-4



x18一一ー

x14ーーー

x10一一一

x2-

図13 1 b面遺構配置図

-14-

4円1



ーィーヒ:， 
三モ三三+ーとミー

5.3m呈

匡ヨEず
a 

モ空安一
b 

ち14，y6 nu 
-u
y
 ，

 

4
U守-

V
A
 

+
 

ミモダ

a 
i湾
2 

"‘』‘

九12，y6 

+x10， y6 

a -
a
-

六ミ/ -
b b 

+ 
x6，y6 

b 

+ 
x4， y6 

十x4，y10 

潜3

x18， yO 
+ 1¥ ~ ~ ' 

5 .6m ~ ':: 
-、』ーー...;-

よ
一¥、---一

4m 

図14 溝 1~3

R
U
 

句
E
A



土坑 4(図12)

ー坑4はグリッド (x9、y8)付近、海抜5.3m前後に検出した。平面形は推定で、l直径72cmを測る円

形を呈 し、深さは検，L!!，而から25cmを測る。

<1b面>(図13)

lb聞は海抜5.3m前後に検t'I~， された中位地山間である 。 1 面とほぼ同一 レベルに検 11'， され、僅かなレ

ベル差と他の遺構との相関関係から、満3条が一面に先行する時代のものであると確認された。

溝 1(図13・14)

il}~ 1はグリッド (x6、y2)付近、海抜5.2ml背後に検t'I.!tした東西方向の満である。束|刷ilJI線方向は

E -22
0 

- Sである。阿部は調査区外。検出し得た全長は 5m28cm、上端IIIRrは 1m80cm、下端|隔は

1 m30cl11、 深さは検出前か ら60cmを測る。底而は束から 同に緩やかに下だる。

溝 2(図13・14)

満 2はグリッド (x14、y6)付近、海抜5.3-5.2m前後に検出した南北方向の満で、ある。南北'Iilu線JJ

向はN-20
0

-Eである。|有端で、束にほぼ直角に曲がる。また、その対岸は渦 1が連結している。北部は

調査区外。検出し得た全長は南北ラインで;15m20cm、東西ラインは 2mで、ある。上端|隔は1m40cm、下

端|隔は 1m、深さは検出面から50cmを測る。底面は概ね、 北から南に下だるが、やや複雑な級相を巴

し、 x14-8ライン付ー近までは東よりに深い流れがあり、 x8ライン以南は阿よりにさらに 1段下がる。

x20一一一

x16一一ー

47'シ

f 
ヂ

， 

x12一一一

yO 

-kcy フJ

メグ

Ir"¥ ~ 
//Jー「ノメ¥

/ 古代河川

" / ，a 

y8 

。
図15 古代遺構配置図
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溝 3 (図13.・14)

itlt 3はグリッド (x18、y0)付近、海抜5.5-5.2m前後に検出した東西}j向の満である。東西車IH線}j

向はE-20
0-sである。点部および西部は調査区外に広がる。検出し得た全長は10m10cmで、ある。この

消は上回が削平されており、底部付近のみ検出された。 特に、西部は浅く、その泌さは検n~"宣iから 5 cm 

程度しか逃存していない。

消 1-3は敷地の区凶消である。相花の位置関係は泌3一端 2.満 2-満 1がほぼ90。で配置され、

満 3-満 1問の距離は芯々で'l1m60cmを測る。また、満2は満3と交差し、さらに、満2は東へ曲がり、

別区阿を梢成している。UI1ち、当調査区内で 5ヶ所に|玄画されている様相が見て取れる。

<古代遺構>(図15)

古代JJdf，¥Jは中世遺梢とほぼ同一レベルに検出した河川辺桝である。

古代河川(図15)

占代河川はグリッド (x12-20、y1 -9)付近、海抜5.4m前後に検出した。方向は北京から南丙に

ごく緩やかに下だり、 'MI線}J向はN-66
0

-Eである。検川し得た全長は10m50cmで、ある。最大上端幅は

3 m52cm、ほ大 |ご端|隔は 2m70cmを測る。深さは検出面から65cl11前後を測る。下回には有機物が堆積し

ていた。

第 2節出土遺物

概J舌

今阿m上した遺物は整理箱20箱で、調査面積に比し、出土Iliが多い。出土逃物はr中111世立i逃邑物が大部分を

市めており、 その?器t指制t刊F樋亜の組j成此はカか、わらけを主体とし、 』舶:Jr巾脚刷F白印削11川11載|陥攻刻陶拘U臨滋器、 国内搬入陶;指i器号i、 ヒ製品、 金属製臼問口、

I行:製製~"竹Jhんμ!HdlJム!

いはl川1"'1世山立山!府幹にI混毘入して少4九祉l止iμLH山lドハ"t二した。

本追跡地のn~土沿物の主体を成すかわらけは、圧倒的に予づくね成形の 1'1'，土比率が布く、糸切り成形

のものがそれを補足するといった峨相を呈している。また、出土した手づくね成形のかわらけは初現の

ものから終末期に比定される13世紀第 2四半期のものまで|幅広く確認された。また、 出土した糸切りか

わらけの'1'"に鎌倉創挫則に遡るものが発見されたことも注11される。

舶載陶磁器類は同安窯系の青磁の櫛JJ1J文碗及び、 肌、龍泉窯系の青磁訓花文碗が主体となっており、

その凡そ90%を内める。このように鎌合初期に比定されるす7予の陶磁部類がまとま って山上したのは特

唱すべきことである 。 このw上状況は、 |百iJ~跡群戸、lの小11I r 1 flI322番地・ 鎌倉スポーツクラブ用地内

の出土状況と酷似する。他の磁器煩は白磁、青白磁が少l止出土している程度である。あえて言うなら鎌

f.¥の冶跡地では山上例が希誹な白磁端反碗が山上していることが注目点である。また、 |陶誌類では黄荊H

の盤が 2点山上している。

~ 1)'1産陶器類では、常滑窯、 j尾美窯、 山茶碗窯系の製品が出上した。 ほぼ同量の出土であるが、若

「、 j屋支窯の製品の日"上比率が!Jiい械札|である。

また、上製品は手焔り、瓦が出|ごしている。手焔りは小)一「が 2点、瓦は過去の調査においても出土例の

少ない永福JF創立J!期に相当する瓦が発見されたことを明記する。また、特殊な土器として刷l付の土器1Ul

が出仁している。
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図23 土横 1・2・3出土漬物

金属製品は主に鉄釘が発見されており、他は銅銭が 1枚の出土で、ある。

石製品は硯が 1而、他は低11である。砥石はlt低、仕上げ砥が出土しているが、 中砥の比率がl白い。

木製品は下駄、箸、箆、曲げ物の底板等生活雑器の矧である。

l与代ill物は小片の |二器類、瓦が有干の出土したが瓦の発見は稀有なものである。

以上、出土遺物の概観を述べたが、本調査地点は出土迎物の様相から、古代-13世紀第 2四半期の

年代に比定される遺跡であることが1確認された。 木遺跡地からは 3 面の中世生活面が検出されたが、，~H

上冶物の様相から rl ' l立~~ 1而である1a面は13世紀中頃、 rli[立第 2面である 1面、 91ttt第3面である1b

而は同一レベルで検出されており、あまり時期]差が感じられないと判断され、 12世紀末一13世紀第一四

半期に比定されると怨定される。木追跡地の前期である 1而、1b面からはかわらけ、舶I1或陶磁器矧が締

ま って多数出土しており、また、展開する沿梢群の様相から本辿跡地が最も繁栄したH寺J~Jであることを

示している。同H寺に中世初期の鎌倉草創期の様相を|開示しており、良好な資料となり得えたと思われ

る。

以下、各々遺物についての注回点を述べる。

かわらけ

木追跡地から II~土したかわらけは鎌倉時代前期までに比定される古手のものが主体である 。 そのかわ

らけの大半は、 12世紀末一131世紀第 1四半期の年代に比定できる宗室長編年鎌倉皿期(以下、 期)の

年代観を示すものである。これは本遺跡地の1而、 1bl自に比定される。また、混入品ではあるが、土JtL

3から山上した図23-17、及び1而山上の図25-13の糸切りのかわらけは八幡宮国主館第 6面の山 lてのか

内品
内

L
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わらけに比定され、鎌倉 I 期に相当する永福;fkl IJ~以前のもの出非常に希少価1111の白いものである 。 ま

た、本遺跡地のかわわけの出土傾向の特長として、手づくね成形のかわらけの出土率が高いことは前述

したが、その出上率はかわらけ全体の73%を占めており圧倒的な量である。その山土比率は本遺跡の後

期に当たる第1a面においても継続される。しかし、時代が下るにつれて器型が変化し、予づくねかわら

け、および糸切りかわらけ共に縮小化の傾向を示す。また、子づくねかわらけは腰高となり器高は布く

なるが、仁l径の減少による縮小化は否めない。

輸入陶磁器類

青磁、白磁、青白磁、黄利が出土しているが、青磁が90%の高い比率を占める。その中でも、同安

窯系 I類(櫛掻Jll花文碗 .illl)、及び龍泉窯系剖花文碗(1 -4b類) ・龍泉窯系占1)花文rrnI類の出上が

際立つ。

本遺跡地における1a商で、の青磁の出土状況は鎌倉N期に比定で、きる龍泉窯系訓花文碗(1 -4a類)、龍

泉窯系 1-5頒が主体であり、内、龍泉窯系主tl花文碗(1 -4a類)が大勢を市めた。26-38は内面底部

に 「河演追範Jの文字のスタンプ文(1 -5 d類)が認められる。 11市以|ごからは同安窯系 I類(櫛品

剖花文!疏.lfIl)、及び龍泉窯系占1)花文碗(1 -4b類) ・龍泉窯系訓花文皿 I類が出土し、同安窯系の製

品と龍泉窯系の製品が柱|半ばする。宗安編年で、は鎌1.T皿期に比定されるものであある。また、この青磁

の，~I!，土呈の多さは注 1=1 すべきもので、鎌倉の過去の調査事例においても稀である 。

白磁は若干の出土量であるが、碗V[.咽類 ・令子・口JC庇類が出土しており、宗呈編年目期に比定され

るものが多い。
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図28 溝 1・2出土遺物

C二二コ

亡二ニコ

23 

10cm 

国産搬入品

常討す窯、泥美窯、111茶碗窯系の製品の搬入が確認されており、器種は各々、郵 ・鉢 ・山茶碗 ・山IDlで、

ある。

i屋並耳

本遺跡地ではこの窯の製品が他の2窯の製品より若干多い。組成は裂、鉢、l1lJt~碗、山皿の 4 器種

である。鉢の出二|こが多数を占めており、また、鉢の内而はあまり摩滅しておらず使用の痕跡は希薄で、あ

る。
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図32 1 b面出土遺物 (4)

特殊品としては 1面からnl，Iこした子持ちのLLillil (12<127-8 )がある。m途は不明で、

あるが、祭杷、儀礼等に使用された供物であると想定される。

?百十i~t窯

;市消用の製品は桜美窯の製品に続いて出上吊が多い。裂が多く nH-:.しており、 4型 図33

式から6a形式までの鎌倉前則に比定されるものである。 古代河川出土遺物

z; 
o 5cm 

山茶碗窯系

本辿跡地からの出土iEは少ない。製品の組成は鉢、 111[mで、鉢がその多数を占める。鉢の内面は非常

に摩滅しており 、使用した痕跡を顕済に示す。 また、冶物溜り 1 から ，~I， 1:した111[[11 (図18-16)は宗坐

。4
q
J
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図34 中世層出土の古代遺物

和i年鎌倉田期に相当し、 12由紀後半と想定される東遠江の産で、ある。

土製晶

子焔り

7 

瓦質、土器質の 2種類の小片のみの出土で産地は不明といわねばならないが、おそらく瓦質の ものは

搬入品(奈良火鉢)、土掠質のものは在地産で、あると推定される。

特殊品

1b面からかわらけ質の閥l付き土器阻(図30-41)が出土している。日常品とは想定出来ず、儀礼時に

使用したと祭杷具と惟iJllJされる。前i'l'，の渥)き窯の f持ち山肌もまた、儀礼時の供物と考えられ、 H寺期も

ほぼ同11寺代であるととから、該則の儀礼具の一端が窺えたのではないかと忠われる。

瓦

瓦の山土日は少ないが、鎌倉前期、及びそれを遡る干片手ものがけll上しており注ド|される。

31-1・2・3は永福寺創建時に比定される鎌倉幕府草創期のものであり、出土例は多くはないため、

さらなる鎌倉前期]の追加燐料になり得ると思われる。

古代遺物

古代河川から土師器の小片、また、中世層から土師得、須忠器、瓦が出土した。土器類は小片であり 、

特筆すべきものはなし、。また、年代を特定するには明確さにかけるものである。

占代の瓦は 2点(図34-7・ 8)出土した。本治則j山の近隣には奈良時代の役所治構を検出した今小

路西遺跡がある。また、近辺にあると推定されている官寺の逃構は現在のところまだ検出されてはいな

いが、木冶跡地からの距離を考えあわせると、それら宵街の辿物に使用 されていた可能性も怨定され、

関連が注目されるところである。

以上、遺物の概観を述べてきたが、かわらけ及び舶載陶磁捺の山上量及び出上傾向は武家屋敷を多く

検出した若宮大路周辺遺跡内においてもかなり、ランクの高い屋敷跡の様相を窺わせるものであったと

思われる。
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遺物寸法表

例 -

. ff院大路周辺辿lM，jtl'(Na242) jU~fnlT小 11町二丁1::1 283おの一部地点/1'，上の遺物の寸法ぷである 。

.ぷ111の|ヌ|版1ft号および冶物高:号は名々の泊物実測11凶版番けと一致している。

( )で示した数値は復元値である。

. lii1也はcm。
「灯J=灯I~J Ullである 。
(予)=下づくねである。
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|文Imi lff ~} m~時 製品名/路地 m物1'，/おやE nttmさ lisi壬/耐 ~iIolmさ 色J'l1!fit) 色品電車11/加点) vlli ~. 

16 ぷ l:k1 l占.・:*i (l)かわらけ (15.2) (3.0) i主従色系

16 2 |二社告 (T')かわらJt (15.1) (3.3) i実燈色系

16 3 上保 ( f.)かわらけ (13.6) (2.6) 灰白色系 1:1 
16 4 l二日告 (予)かわらけ (15.3) (3.5) i実i古色系

16 5 1:お (})かわらけ (14.6) (2.9) i在色系 1:1 

16 6 I::(.~ (f'，・)かわらJt 9.6 1.6 叩L色系

16 7 上総 (J'.)かわらけ (9.5) (1.6) 位色系

16 8 t~ (l)かわらJt 9.6 2.1 以(1色系

16 9 t総 (})かわらけ 9.9 2.7 i:;H立色系 u 
16 10 k日3 (子)かわらけ 9.4 1.9 IVL色系

l6 11 t訟1 ( T')かわらけ 9.8 1.9 以lι10.系

16 12 上総 (f')かわらJJ 9.4 2.2 IUl(立系
16 13 (子)かわらけ 9.2 2.1 i主位色系

16 14 J:見守 (子)かわらけ (9.2) (2.0) 灰(-1色系

16 15 (f')かわらけ 9.1 2.2 J必(10.系

16 16 1'.日日 ( T')かわらけ (9.0) (l.2) 位色系 内折れ

16 17 t(，f} (子)かわらけ (7.6) (1.2) 淡IJll色系 |刈jJi"れ

16 18 i二6;f (})かわらけ (8.0) (1.4) IJll色系 |人l折れ

16 19 l二日出 かわらけ 14.1 8.5 3.1 燈色系 1:1 

16 20 I~. 6:} かわらけ (13.5) 8.0 3.3 i災ill色系

16 21 J::1:i かわらけ 12.5 8.2 2.9 i炎燈色系

16 22 上目白 かわらけ 9.2 6.7 1.9 IVL色系 ~孔

16 23 t:;提 かわらけ (8.6) (6.4) l.9 J火II色系

16 24 f:(，~ かわらけ (9.1) (7.1) 2.0 以ILI色系 u 
l6 25 上日日 かわらけ (9.2) (6.1) 1.5 tな色系 灯

16 26 I : (，~ かわらけ 8.0 4.2 1.7 IUl色糸

16 27 t出i かわらJt (7.6) (4.3) 2.1 肌色系

16 28 ，'1'1滋 樹H員J，~IIË文腕 J火h色系 制緑色 同1i ~熊系
16 29 fT磁 術lt.並文IIll Jパh色系 ~緑色 |司''t'::'i!.系

|116 6 
30 ，'i'fott 刻化文腕 jポ(1色系 同紙色 能見:窯系II入顕苦 |

トー 31 ，'i'fott 訓イu.:腕 (17.0) Jポ色 l兵JT色 nn":R ~鴬系
16 32 ，'Hott えIl弁文腕 灰色 以Jf色 百E片t7駕系

16 33 lef磁 必弁文腕 灰色 !天t'f色 龍片47筏系

116 6 
34 JJ磁 ;1Ji弁>t:.同i l氏色 JポJ'j'(主 日包見47鴬系

35 JT磁 必ず「文献j (16.0) j火色 i火ff色 自包見~ ~銀系

16 36 Jf磁 E自 !パ(1色 I:lH.A色 純泉窯系rt入顕苦
16 37 J'(!滋 IIIl (11.2) 灰(1色 l氏色 自1lJN_~議系

16 38 : II縫 小腕 白色 h色

16 39 I世相IJ 脅2 (IFIJ色 民~色 rt入 l1(~ 狩

16 40 'ìi~計? fi‘ i実茶fぬ色 淡t古色

16 41 古川? ~~ も (42.6) i指先E純j色 ，}Jiミ!tt色

16 42 il:i1Jミ ~ H百1;k色 JW火色

16 43 i伝来 Sド H官灰色 11日以色 1"1而!日i域顕出:

16 44 iltl夫 ~i>- (15.0) 灰色 j火色

l6 45 瓦n F向1り 12.5 1火色 !日L色 lis:r.市内凶1!l:卜h'i
16 46 主L 、".)、L 1.7 1Ii'i!iJ(色 !W.火色

16 47 MflH製品 すり'iiti11 IItrl.ポ色 県茶色 き草野1剖i

16 48 銅製品 日完;通宝

け?49 {i製tiJl 似 13.0 4.7 1.0 

50 イー1製品 自lイi 3.7 3.6 中低

16 51 1:印li総 小、1
1，( 燈色 iを色

17 1 a 1師 上総 (子)かわらけ (13.5) 3.0 lIIL色系 士I

17 2 t日li (J.)かわらけ (14.1) 2.9 給色系

17 3 1日日 (l)かわらけ (14.0) 2.6 淡路色系

17 4 |二日目 (f')かわらけ (13.9) 2.9 IIIl0.系 1:1 

17 5 七日目 (J')かわらIt 10.0 2.1 JJll0.系

l7 6 L:総 (f.)かわらけ 9.6 2.2 IJll色系

17 7 上総 (f')かわらけ 9.6 2.6 灰(1色系

17 8 |二日目 (子)かわらけ (9.2) 2.2 ~íf色系

17 9 |二日}i (f-)かわらけ 9.9 2.7 l火(1色系

17 10 t25 (f')かわらけ 9.2 2.3 J長(1色系 :1:1 
17 1l l二日目 (f-)かわらけ 9.7 2.4 tな色糸 oJ:r 
17 12 土(，;f (T-)かわらIt (9.9) 2.1 燈色系 灯

17 13 [:~日 (f')かオコらけ 9.5 2.1 i炎煩色系 u 
17 14 t..~ ( f.)かわらけ 9.8 1.8 IUl色系

17 15 七日目 (f')かわらけ 9.5 1.8 i古色系

17 16 上総 (f.)かわらけ 9，7 2.3 t立色系

17 17 t日出 (F)かオコらけ (9.6) 2.3 IUL色系

17 18 k目白 (子)かわらけ (9.4) 2.0 灰(1色系 士I
17 19 tHH (f'-)かわらけ 9.5 1.7 11((1色系

p
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l立Wli 目干り 治椛 製品名/産地 巡物r， /日~f，n rll王mさ liS:l呈/1偏 ~I，M平さ 色，}'lllfiU 色:'.¥1':執iln:iぷ) 6m々
17 20 1". 日~ (l)かわらけ (9.5) 1.6 淡t在色系

17 21 ヒ総 (子)かわらけ (9.4) 1.7 i炎灯色系

17 22 l二総 (})かわらけ (9.0) 1.4 IUl色系

17 23 ヒ日lf (f.)かわらけ (9.2) 1.4 肌色系

17 24 1:総 (})かわらけ 8.6 2.0 肌色系

17 25 l二日告 (l)かわらけ (8.0) 1.7 IIIL色系

I 17 26 t日日 かわらけ (14.2) (7.2) 4.0 ( IfU色系
17 27 !:(.lf かわらけ (13.0) 8.7 3.6 燈色系

17 28 上総 かわらけ (13.2) 8.7 3.2 IUl色系

17 29 1-.日it かわらけ 12.3 8.0 3.0 IIlli己系 :l;f 

17 30 1".日常 かわらけ 9.4 6.4 1.8 Ilt.ll色系 H 
17 31 上総 かわらけ 9.0 6.0 2.2 ( 1 t.ll色系
17 32 I:llli かオコらけ (8.7) (6.2) 2.0 Ilt.ll色系
17 33 上総 かわらけ 8.6 5.7 2.3 tな色系

17 34 上21J かわらけ (9.1) (5.8) 1.9 t古色系 H 
17 35 t..日oi かわらけ (9.4) (5.4) 2.1 IUl色系

17 36 Jf磁 陶磁Jl11./f:文腕 (15.6) !氏色 灰緑色 同法・7気系

17 37 ，'iI滋 樹H品占~I化文l疏 灰色 灰緑色 1，刊，:匂系

17 38 ，'r-r滋 櫛j~ JJ1I{E文 1m (10.2) 5.5 2.4 灰白色 灰色 l両]t(~系
17 39 Jf餓 制俗文自白 l氏色 制球11<M色 自Il~~系
17 40 JT磁 訓IE文腕 Jポ色 制l床以緑色 自U五47駕系

17 41 Jf磁 訓{E文I涜 l長色 掲l床以緑色 日Il~~ :~系
17 42 ( 1磁 腕 (1色 (11氏色

17 43 I'dl 磁 t斗F (5.0) 1.3 11色 水J7色
17 44 時t対・1 fj.. Jパ肉色 茶色 |人H而 1:1f. 11~ 多

17 45 時t討? 雪量 }長色 !t~@ 内外ifii降J長
17 46 i出)2 主唱 }火H白灰色 灰11ft灰色 内外l倒1:1f.1パ
17 47 i陪)2 き型 以H宵灰色2 灰H古灰色 内外而降灰

17 48 主L 、F瓦 2.2 灰色 Jポ在2 純[IIIJI文

17 49 瓦 、I'-.l{ 2.4 灰色 !火色 細IIIIJI文
17 50 五L '1'-.l{ 1.8 ~-a 色 然赤色

17 51 .J{ 事FメL.J.L 2.5-3.2 11(色 制!以色

17 52 鉄製品 ~r 
17 53 什製品 IT- 0.2 

18 l m物泊り l I::r.{ (下)かわらけ 14.6 3.1 肌色系 H 
上初 (子)かわらけ (14.2) IIIl色系18 2 3.4 

18 3 tt日 (予)かわら!t (14.4) 2.5 肌色系

18 4 上日* (子)かわらけ (13.3) 2.9 IIIl色系 :1;1 

18 5 (})かわらけ (12.3) 2.9 1111色系

18 6 1-.目白 (nかわら!t 9.8 1.9 (1 t.ll色 士I
18 7 上総 (子)かわらけ 9.7 1.9 IIIL0.系 士I
18 8 t目白 (子)かわらけ 9.4 1.6 IIIL色系

18 9 t日日 (予)かわらけ 9.8 1.5 燈色系

18 10 1:総 (子)かわらけ 9.8 1.7 (It.ll色 士I
18 11 I::f:i (下)かわらけ 9.4 1.8 JUL色系 :I:T 
18 12 Uii (f.)かオコらけ (9.4) l目5 IUl色系

18 13 I~. (.~ (予)かわらけ 9.1 2.0 紅色

18 14 l:(，N (子)かわらけ 肌色系 円*~部研!作111あり

18 15 ，'(fI滋 釧IE.文腕 ( 1色 i炎I'(M，色 飽泉J:i系白人前!苦

18 16 点活I江 1IIIl1l 8.3 3.9 2.3 jポ色 j火色

18 17 常滑 ヨE 18.0 Jポ色 茶色 11、l外l而|刷ポ

18 18 瓦 、I'..I{ 2.4 :w〆色 ~i\l長色 純口1IJ1>t:.

18 19 .ft: ミHt: 2.2 )JU反色 f.¥¥I1(色 制U[IIIJI文

19 遺物滑り2 1: r，:.; (予)かわらけ 13.8 3.2 IUl0.系
19 2 七日3 (子)かわらけ (13.7) 3.3 肌色系

19 3 U~ (子)かわらけ (14.0) 3.2 i炎燈色系

19 4 _ t(.~ (f')かわらけ 14.0 2.8 IUL色系

19 5 J:(.1 (予)かわらけ (10.0) 2.0 i炎位色系

19 6 1'.総 (子)かわらけ 9.3 1.3 (1 t.ll色系

19 7 t6o-i (下)かわらけ 9.6 1.7 淡I;(f色系

19 8 (f)かわらけ (9.6) 2.2 IUl色系

19 9 1.:':1:; (J.)かわらけ 9.3 2.2 t創立色糸

19 10 土器 (子)かわらけ 9.7 2.2 i炎i詮色系

19 11 1:601 (T')かわらけ 9.7 2.2 (1科j色系

19 12 k日ii (子)かわらけ 8.7 1.4 ì~ 1;(f色糸

19 13 [.(，:t かわらけ (14.2) 9.0 3.9 Ilt.ll色系

19 14 上日目 かわらけ (9.2) (7.6) 1.3 i炎熔色系

19 15 I'lfl滋 JJ111E.x腕 l' 11氏色 総J〆色 百Il~ :銀系
20 1 i出物滑り3 1-.日告 (l)かわらけ 14.6 3.6 燈色系

20 2 上日目。 (l)かわらけ (14.0) 3.4 燈色系 :tr 
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|立J):N 番L; 辿榊 ~~品名/路地 ill物1'，1総附 Ilji/長さ Ji~j荒/制，i 志向1判 色，>l1:Jlfi1:) 色品宮前111総ぷ) vW々

20 3 I: (，~ I ( Jと)かわらけ (IU) ， I 3.6 (1 r.u色糸 灯

20 4 l:i*i (T~) かわら It (14.2) 3.5 ( 1依j色系 n 
20 5 |二日it (子)かわらけ (13.2) 3.7 i立色系

20 6 I:~ (子)かわらけ (13.4) 3.6 1'1純j色系 n 
20 7 I:if.i (下)かわらけ (13.5) 3.5 JlJt0.系
20 8 |二日日 ([0)かわらけ (13.2) 3.3 IIJL色系

20 9 1:お (予)かオコらけ (13.1) 3.2 JUL色系

20 10 土議; ( ]'-)かわらけ 14.0 3.0 i炎燈色系

20 11 1'.総 ( f-)かわらけ 14.0 3.0 i事燈色系

20 12 r. (，~ ( ]s)かわらけ 13.4 3.2 i者t立色系

20 13 f:r.N (f)かわらけ 13.6 3.5 i' 1 ~色系 :tr 
20 14 k日日 (l)かわらIt 13.5 3.0 !日L色系

20 15 t日* (子)かわらけ 13.0 3.2 JUL0.系
20 16 上日'N (予)かわらけ (13.2) 3.0 肌色系 灯

20 17 1::伐 ( f.)かわらけ (12.8) 3.7 }汎色系

20 18 1:日，; ( ]'-)かわらけ (13.6) 3.1 JUL0.系
20 19 1:日目・ (f-)かわらけ (13.4) 3.6 ( 1被j色系

20 20 上日日 ( 1'-)かわらけ (13.1) 2.9 ( 1尚色系

I 20 21 1-.日日 (子)かわらけ 14.0 3.4 ( 1株j色系

20 22 上日日 (1'-)かわらけ 14.0 3.0 ( I ~色系 n 
20 23 I:(，~ (子)かわらけ 13.2 3.1 i実絞色系

20 24 |二日日 (T~) かわらけ (13.2) 3.2 i主燈色系 灯

20 25 |二日誌 (})かわらけ 13.5 2.7 JUL色系

20 26 j: (，~ (子)かわらけ (13.6) 2.6 淡路色系

20 27 1-.日;; (子)かわらけ 13.4 3.3 JlJL色系

20 28 上日日 (子)かわらけ 13.4 2.8 JUL色系

20 29 i二総 (予)かわらけ 13.2 3.3 t立色系

20 30 tr.:t (l)かわらけ (13.2) 2.9 信色系

20 31 I-. (，~ (子)かわらけ 9.4 1.8 位色系 u 
20 32 I: ;t~ かわらけ 14目3 9.4 3.6 (' 1依j色系

20 33 t;f日 かわらけ (14.2) (9.4) 3.6 JIJL色系

20 34 上日日 かわらけ (14.1) (9.7) 3.3 JlJl色系 灯

20 35 かわらけ (13.4) (9.0) 3.1 JUL色系

20 36 t日li かわらけ (10.3) (7.4) 3.1 i実i笠色系 n 
20 37 上日~ かわらけ 10.1 7.4 3.1 (1 MJ色系

20 38 1'.日N かわらけ 9.6 7.4 3.1 (1依j色系

20 39 上(.;-} かわらけ (9.8) (6.8) 3.0 (1 ~.u色系

20 40 1-.日J かわらけ (10.0) 7.6 1.8 (1肉色系 fJ 
20 41 1:(.，1 かわらけ 9.5 7.0 1.9 i炎焔色系

20 42 1:お かわらけ 8.6 5.9 1.7 iな色系

20 43 I::t~ かわらけ (8.5) (6.2) 1.7 (1 MJ色系

20 44 I'.(，N かわらけ (8.4) (4.8) 1.9 (1 MJ色系

20 45 J.(，N かわらけ (8.4) (6.2) 1.7 1'1祁色系

21 1 1M、ifJtill物l 1'.日J (l)かわらけ (15.0) 3.3 (1被j色系 n 
21 2 ( IfIM 同i ( 1色 総(1色

21 3 木製品 ド!I!
22 1 Jt-戸1(枠内) 上総 かわらけ (13.7) (8.4) 3.6 位色系

22 2 |こお かわらけ 12.9 7.5 3.6 t立色系

22 3 1:総 かわらけ 9.0 4.6 3.5 t在色系 :tJ 
22 4 イi製品 自tィi 'i'fd5 
22 5 木製JT/1 JfHJx 12.4 0.8 

22 6 木製品 1.1)王将i 13.2 0.6 

22 7 木製J，113 不IIJJ 12.2 2.4 0.1 

22 8 Jfl ii聾込め) J::1:i (子)かわらけ (9.0) 1.9 ( IMJ色系

22 9 L総 (下)かわらけ (8.7) 2.2 JUL色系

22 10 上日日 かわらけ (8.5) (8.0) 1.5 (1 r.u@系

22 11 1:日日 かわらけ (8.0) (5.5) 1.7 (IMJ色系

22 12 百~ìf't 笠 H骨灰色 ~そ色 ぷl飼降灰

22 13 'ii川7 翌E 11背j火色 茶色 ぷ lfii~帯以
22 14 JI'Ji2 l:r.:i かわらけ 9.0 7.2 1.7 JJJl色系

23 1 I:))'u I:r.:，; ( Jと)かわらけ (10.0) 2.0 JlJl色系

日; 2 上初 (子)かわらけ (9.7) 2.2 IJ/l色系

3 1:お かわらけ 13.5 8.4 3.4 i炎H色系

23 4 t: :1~ かわらけ 9.2 6.8 1.7 !日i色系 u 
23 5 1:日; かオコらけ 9.0 7.2 1.3 肌色系 n 
23 6 1:;総 かわらけ (9.0) 7.6 1.2 !汎色系 H 
23 7 ( Ifil! 朝包 ( 1灰色 J火色
23 8 山茶 I~了~系 こね針E (1同色 I~t笠色

23 9 1日付} 型E I氏色 茶色 lλl外而降灰

23 10 上L 可ιJ{ 2.1 lIi;灰色 H庁Jパ色 純1)川l文

ni
 

q
J
 



阪|版 lI):~} ll:H1時 製品名/産地 m物t，/波踊 口径/J詰 底径/1幅 ~高mさ 色高官胎一lニ) 色ユ電車1I/i*A Wi4・
23 11 j二.Ii'L2 七日常 (})かわらけ (10.1) 1.8 向事1I色系

23 12 上総 (子)かわらけ (9.2) 1.9 総色系

23 13 i信美 山茶碗! 16.4 7.1 5.6 灰色 灰色

23 14 土坑3 上告* (下)かわらけ 14.8 2.9 内科j色系

23 15 上総 (手)かわらけ 13.3 2.9 白制色系

23 16 上日* (子)かわらけ 9.4 1.9 tlilJ色系 灯

23 17 土日5 かわらけ 6.9 白~色系 12C 
24 I 1l砥1) 土日告 (予)かわらけ 14.8 2.9 i炎燈色系

24 2 1:総 (手)かわらけ 14.6 2.9 IIIL色系

24 3 .1:日目 (子)かわらけ (14.9) 3.1 IIfL色系 灯

24 4 上日* (子)かわらけ (13.1) 3.6 IIIL色系

24 5 上被 (手)かわらけ (15.0) 4.1 j汎色系

24 6 土報告 (予)かわらけ (15.0) 3.1 IIfL色系

24 7 上r.li (下)かわらけ (14.2) 3.4 i炎燈色系

24 8 上日:-; (予)かわらけ (13.9) 3.9 t炎燈色系

24 9 J-.昔* (手)かわらけ 14.2 3.4 IIIl色系 H 
24 10 土日* (手)かわらけ (14.9) 3.3 白下目色系

24 11 土日* (手)かわらけ (14.2) 3.1 l勺拡j色系

24 12 土日目 (予)かわらけ (14.0) 3.5 自~色系
24 13 上日* (子)かわらけ (14.1) 3.0 IIILi三系
24 J4 ょ;総 (子)かわらけ 13.5 3.2 作l何色系

24 15 上~ (子)かわらけ (13.9) 2.6 !当初色系

24 16 上総 (子)かわらけ (14.6) 2.9 IUL@系

24 17 上日日 (予)かわらけ (14.6) 3.9 !日ls系

24 18 上~ (子)かわらけ (13.9) 3.4 i炎燈色系 H 
24 19 上日日 (手)かわらけ 14.0 3.0 内側色系

24 20 上日告 (子)かわらけ (13.9) 2.7 燈色系

24 21 上t1ii (予)かわらけ (13.6) 3.4 白褐色系

24 22 t日告 (予)かわらけ (13.2) 3.8 白祇j色系

24 23 七日日 (})かわらけ (14.0) 3.2 白執j色系

24 24 上日日 (予)かオコらけ (14.0) 3.6 i;長俊色系

24 25 上日d (手)かわらけ (11.3) 2.6 向褐色系

24 26 上総 (予)かわらけ 9.4 2.4 白紙j色系

24 27 上総 (手)かわらけ 9.4 2.1 IIll色系 n 
24 28 t日日 (手)かわらけ 9.9 2.0 IIJl色系

24 29 上部 (})かわらけ 10.0 2.2 !IIL色系

24 30 上総 (予)かわらけ 9.8 2.0 白褐色系

24 31 土#d (子)かわらけ 9.6 1.9 内側色系

24 32 上器 (予)かわらけ (9.3) 1.8 燈色系

24 33 |こ昔日 (予)かわらけ (9.1) 1.9 !IIL色系

24 34 上総 (手)かわらけ 9.0 2.1 IIIL色系 灯

24 35 土日* (予)かわらけ 9.7 2.0 i炎燈色系

24 36 上日* (手)かわらけ 9.4 1.6 向尚色系

24 37 土Gi (予)かわらけ 9.0 1.6 IUl色系

24 38 i二日告 (予)かわらけ (9.5) 2.0 i炎般色系

24 39 l二日* (予)かわらけ 9.6 1.8 IUL色系

24 40 上日:-; (手)かわらけ (9.3) 2.3 JIIL色系

24 41 土;tt (手)かわらけ 9.2 2.3 白褐色系 n 
24 42 t部 (手)かわらけ (9.4) 1.5 淡燈色系

24 43 上6lt (下)かわらけ (8.9) 1.6 JUls系
24 44 上日出 (子)かわらけ 9.8 2.0 IUL色系

24 45 土器 (手)かわらけ 9.2 1.9 !日L色系 灯

24 46 上日日 (手)かわらけ (9.2) 1.7 向尚色系

24 47 上総 (下)かわらけ 8.7 1.6 門紙j色系

24 48 上総 (1三)かわらけ 8.9 !.7 淡燈色系

24 49 上(.y (予)かわらけ (9.2) 1.8 tl紙j色系

24 50 土日号 (手)かわらけ (9.0) 2.1 ~I 被j色系

24 51 土(.~ (予)かわらけ (9.1) 2.0 i炎燈色系

24 52 土日2 (子)かわらけ (9.2) 2.3 燈色系

24 53 上保 (予)かわらけ 9.4 2.3 IUL色系

24 54 土日出 (手)かわらけ (9.9) 2.0 ( I紙i色系
24 55 上~ (手)かわらけ (9.5) 1.8 JIJl@系

24 56 土昔日 (手)かわらけ (9.6) 1.3 白褐色系

24 57 上日* (予)かわらけ 9.8 1.6 IUL色系

24 58 上日* (f-)かわらけ 9.0 1.5 (]肉色系

24 59 土日d (子)かわらけ 9.9 1.3 tl拘色系

24 60 上甘* (予)かわらけ 9.2 1.7 向~色系

24 61 土器 (予)かわらけ 9.9 1.8 l守秘j也系

24 62 仁日日 (子)かわらけ 9.5 1.9 tl ~色系
24 63 上総 (子)かわらけ 9.9 1.9 燈色系 n 
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24 64 上総 ( })かわらけ 9.7 2.3 淡燈色系

24 65 上i*i (To)かわらけ 9.9 2.1 lι!筒色系 士I
24 66 土1ii'f (To)かわらけ (9.6) 2.1 JUL色系
24 67 上日常 (予)かわらけ (9.1) 2.0 fIIL色系

24 68 -I:(.，-f ( J三)かわらけ 9.1 1.8 淡燈色系 灯

24 69 上日目 (})かわらけ 9.8 2.0 肌色系

24 70 上日時 (子)かわらけ 9.4 2.0 肌色系

24 71 土器 (})かわらけ (9.9) 2.0 肌色系

24 72 土*~ (子)かわらけ 9.4 2.0 燈色系

24 73 土日日 (子)かわらけ 9.8 2.1 (-IW色系 H 
24 74 上25 (f-)かオコらけ 10.0 2.0 II褐色系

24 75 上~~ (Jと)かわらけ 9.7 1.7 }汎色系 灯

24 76 土日持 (J.)かわらけ (9.8) 2.1 淡燈色系

24 77 上器 (子)かわらけ (9.4) 1.5 t笠色系

24 78 t;;日 (J~) かわ らけ 9.6 1.5 i炎i笠色系

24 79 上mt (下)かわらけ 9.1 1.9 JlJl色系 H 
24 80 土日日 (下)かわらけ (10.0) 1.8 淡俊色系

24 81 土(.~ (子)かわらけ 9.8 1.8 燈色系 灯

24 82 t日日 ( })かわらけ (9.9) l.8 (1肉色系

24 83 上日* (T~) かわらけ 9.2 1.9 燈色系

24 84 上日* (f)かわらけ (9.6) 1.6 (11<I.l色系

24 85 上総 (J.)かわらけ 9.5 1.7 1'1初色系

24 86 土昔日 (手)かわらけ 9.3 1.8 h褐色系

24 87 上総 (下)かわらけ 9.1 l.9 (1秘色系 士一f
24 88 上日目 (子)かわらけ (9.8) 1.9 肌色系

24 89 t(.，-f ( 1'-)かわらけ (8.9) 2.1 JUL色系

24 90 土日';f (T~) かわらけ 9.3 1.6 燈色系

24 91 上総 (})かわらけ 9.5 1.8 1'1何色系

24 92 土器 (下)かわらけ (9.4) 1.5 !ι!何色系

24 93 |二日号 (子)かわらけ 9.3 1.5 i立色系

24 94 ゴ二日日 (子)かわらけ 9.8 1.8 内総色系 灯

24 95 土器 ( J三)かわらけ 9.2 1.8 白拘色系

24 96 土器 (子)かわらけ (9.4) 2.2 IJJL色系

24 97 土日告 (p)かわらけ (8.4) 1.4 h肉色系

24 98 土日告 (下)かわらけ (9.3) 1.8 ILI ~心色系

25 1 11ぽ2) t日日 かわらけ (14.8) (10.0) 3.1 i炎燈色系

25 2 上昔日 かわらけ (14.0) (9.4) 2.9 i炎燈色系

25 3 上日* かわらけ (14.0) (9.6) 3.3 tl補色系

25 4 t甘1i かわらけ (14.0) (8.0) 3.2 t立色系

25 5 上総 かわらけ (14.7) (9.5) 2.9 1'1肉色系

25 6 上総 かわらけ (14.0) (9.2) 3.2 1'1依j色系

25 7 土~ かわらけ (12.8) (8.6) 2.8 淡燈色系

25 8 土日告 かわらけ (13.0) (9.0) 3.1 淡燈色系

25 9 t日5 かわらけ 13.0 8.0 3.2 i立色系 :tJ 
25 10 上背任 かわらけ (12.9) (8.6) 3.2 i炎燈色系

25 11 土frN かわらけ 12.8 8.7 3.6 燈色系

25 12 七日3 かわらけ 8.9 5.9 2.1 淡燈色系

25 13 土*~ かわらけ 10.0 8.2 2.2 肌色系

25 14 土 (，~ かわらけ (9.7) 7.2 1.9 (1総色系

25 15 上総 かわらけ 9.5 6.5 2.1 i古色系

25 16 上(.，-f かわらけ 9.6 7.3 2.0 JUL色系 灯

25 17 上総 かわらけ 9.4 8.8 1.6 WL色系 灯

25 18 上総 かわらけ 9.2 6.5 1.8 内側色系

25 19 |二日4 かわらけ 9.0 8.8 1.3 総色系

25 20 土日t かわらけ (9.0) 8.7 1.3 i笠色系

25 21 tHit かわらけ 8.7 7.3 1.4 位色系

25 22 上(.iy かわらけ 8.6 7.2 1.1 t古色系

25 23 上部 かわらけ 8.8 7.5 1.4 肌色系

25 24 t法} かわらけ 9.0 7.4 1.7 IJJL色系

25 25 上総 かわらけ 9.0 6.8 1.6 t在也系

25 26 t(.持 かわらけ (9.3) 6.8 1.6 位色系

25 27 よ日d かわらけ 9.1 6.4 1.9 JVl@系

25 28 上H~ かわらけ (8.8) 6.4 1.7 白褐色系

25 29 t日時 かわらけ (9.4) (7.0) 1.6 給色糸

25 30 上r.:Y かオコらけ (9.4) (6.2) 1.5 肌色系 n 
25 31 ←l二日日 かわらけ (9.2) (6.9) 1.6 WL色系

25 32 上総 かわらけ 9.1 5.5 2.0 淡燈色系

25 33 t日目 かわらけ (9.4) (5.6) 1.8 IJJL色系

25 34 上f).'i かわらけ (9.2) (5.7) 2.0 IJJL色系

25 35 七日4 かわらけ (9.2) (6.8) 2.0 i炎i宣色系
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25 36 1: (，N かわらけ (9.4) (6.6) 2.0 ( 1怯j色系

25 37 1:総 かわらけ (9.2) (6.5) 2.1 !日l色系

25 38 I::(，ii かわらけ (9.1) (6.2) 1.9 ( 1悩色系

25 39 1:日目 かわらけ 9.4 5.3 2.0 fII1色系

25 40 1'.総 かわらけ 8.6 5.6 1.9 IIILo.系
25 41 1:総 かわらIt 8.2 6.8 1.7 IlJl色系

25 42 1~ 6~ かわらけ (9.2) 1.6 i炎燈色系 |川J'rれ. '~".{L

25 43 J:日;{ かわらけ (6.9) 1.1 肌色系 l勾折れ

26 I lliiぽ3) Jf磁 側f員削IE文Illl (10.9) (4.8) 2.2 t在色 !パ色 liilU父系

26 2 I'f磁 H車儲Jl1IIE文1m (11.0) (5，4) 1.7 灰色 以総色 川女:叙系

26 3 1'I"fi滋 附悩釧イt文ml (10.6) 4.4 1.8 H仰天色 ~J( M色 l，il1<:・:駕系

26 4 ，'I"fi沼 櫛tiliJl11イE文lUl 灰色 執H，k色 hiJ'次7駕系

26 5 JJ綴 櫛t並占11イE文腕 !1(色 以緑色 hW五-ヨ民系

26 6 tt磁 fliH並占11イE文腕 (18.0) l長色 持j総色 |μI't.:窯系

226 6 
7 17磁 関係占111と文腕 l火色 』ー lポ緑色 川!女:~糸

トー 8 「f隊 陶磁占11花文腕 (JIポ色 iIJ緑色 |υl安:叙系

26 9 I'i'fi謹 側倣占11イと文腕 (16.5) J〆色 l火山色 hiJ'k:祭系
26 10 1'I'fi滋 備J員削{伝文腕 ((}ポ色 J1( ，・j'O， 1，iJ'k気系

26 11 )'1総 櫛倣占1liE文腕 (13.9) ((}ポ色 ~tk色 川安?慢系

26 12 milt H事J員削イt文椀 jポ色 ~J(U色 h ，I't.: ~句系

26 13 ，'I"<<量 I!~H.員釧1E文腕 5.0 jポ色 ~J(紘色 h.]'k :~系

26 14 ，'i'filt J刻化文IUl 9.8 4.0 3.0 !氏色 Lえt会色 能見~ :1.{ 系

26 15 Itf磁 Jl11イ正文IIU 10.2 3.8 2.2 tl色 i定例j緑色 従長l窯系

26 16 ，'e[ilt 刻化文IIll 1'1色 J火色 nlift! ~駕系
26 17 Jf磁 JI1IiE文l淀 l火色 11( ，'i'色 日li !-Î~ ~詑系

26 18 l'j'l¥並 ，ll111正文献i 以色 !火緑色 nu~!~認系
26 19 Jf磁 .l/11.fE文腕 灰色 ~t，占色 。E泉銭系

26 20 ff磁 J111正文腕 1'1灰色 阪~k色 問先l~系

26 21 I'i'fi量 Jl11俗文腕 !ポ色 1パ緑色 ìiU~~ ~句系

日?22 ，'Ifi滋 訓IE文腕 H汗lポ色 H官以緑色 日目以気系

23 I'j'fi滋 制イ在文I泌 H肖以色 H背U~総色 他局4:匂糸・+品化

26 24 l刊滋 訓イ6文I碗 H白l〆色 H自!ポ緑色 Jìrr~ ~紫系・輪 IË

26 25 Jf磁 Jl11俗文腕 (15.0) !1(色 Jポ1.J色 自E品~ ~熊系

26 26 1'f磁 ，ll1IIE文l施 (15.8) H肖以色 1Ii1!，uk色 自t応策系

けト
27 I'e磁 釧IE)(1涜 1I(iI火色 J火緑色 日E以f奴系

28 ，'i'fi並 釧イt文!秘 Jバ色 以ft色 他見47駕系

26 29 l'fI滋 Jl11イ正文腕 (15.0) (I~色 ~総色 日U片品窯系

26 30 17磁 Jl1IiE文腕 Ul'tl火色 淡 ff緑色 nl!泉究系

26 31 mt!t Jl1IIE文腕 11(1以色 i主Jf緑色 iili決策系

26 32 1'1磁 釧11::文l施 11Mぽ色 i:長j火緑色 Îil!~ J.\系

26 33 ，'j'f道 占1111::.)(1疏 1氏t主 !火色 自江見4言活糸

26 34 ，'i'ft!t Jl1IIE:虫1疏 J火色 制u色 自E見42銀系
26 35 ，'i'ft!t Jl11/{::文l現i hえ色 l天Ji-色 iili片4:駕糸

26 36 Jf磁 釧11::文I班 )j氏t主 j災以色 自E泉:穏系

26 37 ff磁 占111E文腕 l氏0. i;，;長1火色 自l!~ :叙糸

26 38 l'f磁 ;ili弁文腕 11tHパ色 !ポ1';'0. 離県警品内面河肩車直

26 39 ( 1隊 Jl11/t文碗 (1 iIJ色 (1&色

26 40 I'lf滋 碗 ilo. ( 1灰色

226 6 
41 (1磁 腕 H市Jポ色 (11ポ色

←42 ( 1縫 椀 1火色 J火色

26 43 (11滋 碗 (8.0) (1以色 J火色 |人]lIli蛇の11，111ぎ

26 44 (1磁 小腕 ( J色 (10. 

26 45 ( 1磁 11)じ (1色 ( 1色
26 46 ( 1磁 介 f (7.8) (7.0) 2.1 (1色 !長色

26 47 ，'i'l' 1 隊 l随 (1色 t，kl休水，';'0.

26 48 1';'( 1磁 令子 ( 1色 水Jf色

26 49 ，'i'(1磁 合f ( 1色 水 I'Í'(~，

26 50 I'UI餓 小IJIl ( 1色 水Jf色

26 51 1';'( 1磁 小IJIl ( 1色 ポ「f色
26 52 l世事11 脅控 f品J火色 ll~J;氏色 |付lfij欽絵

27 l 11ぽ4) 'ì;~討? 強 i炎j.if色 ぶ茶色 1"11而昨Jぽ
27 2 11J来日t窯糸 こね~1> J火糸色 J火糸色

27 3 111~~腕窯系 こね鉢 (11:火色 (-1灰色

27 4 山茶碗窯系 こね外 灰色 !火色

27 5 瀬戸・)ミ ì~'系 山A5腕 I火色 !火色

27 6 常滑 山茶碗 i:'長必然色 ，h， ~~色

27 7 iltLXi IJ 1茶碗 7.5 11仰天色 11(11火色 ぬれ秒9 ~~~~綴

27 8 i!tl夫 f持ち1JII1Il 7.5 3.7 1.8 :w火色 :w〆色

27 9 iWX き理 (45.8) l火色 i主Jポトu色

27 10 ikl美 Sド H訂以色 11(11火色
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27 11 iliDミ n H骨灰色 H日以色

27 12 IJt~~系 1:鍋 11昔灰色 以(1色
27 13 .1{ 、1'-.1.[ 2.3 灰色 H的反色 純IllIr文
27 14 J{ 、1'.11. 2.2 1;(11天色 !W兵色 ，"dllll(ulゆ杓卜，..j'} 
27 15 .1{ 'l'".1C 1.7 H日灰色 11市j火色 制111111)(
27 16 止L 、|ιJ{ 2.2 }火尚色 J火~色 制11川l文
27 17 止L JLJ‘L 2.2 11苛i火色 1W.ポ色 縦1111]1文
27 18 止L JL.fC 1.9 附灰色 !W火色 縦 ulln;丈

27 19 イi製JIE 自t行 3.1 2.0 11古 (I~色

27 
11220 1 

鉄製品 ~r 
27 鉄製品 事I
28 l it'時1 1"..器 (f)かわらけ (14.2) 3.8 淡(1紋j色系 H 
28 2 上(.~ ( J")かわらけ (9.5) 1.9 i炎俗色系 H 
28 3 t日:;- ( })かわらけ 8.4 2.2 t在色系

28 4 ( Ir~ 端以IlIl ( 1色 jポ(1色

28 5 木製品 ?守 21.2 0.7 0.6 
28 6 木製品 "，l>，: 22.6 0.6 0.5 

28 7 1，'li2 上日* (子)かわらけ (13.5) 2.7 !日l色系

28 8 一i二日i{ ( })かわらけ (11.9) 3.0 !VL色系

28 9 1: r.;i (f)かわらけ (9.6) 1.6 (I~色系

28 10 i".:f.~ (1'.)かわらけ 10.0 1.9 !VL色系

28 11 !こお (子)かわらけ 9.2 1.6 JVl@系

28 12 1:務 ( J:.)かわらけ (9.6) 1.6 淡位色系

28 13 i二総 ( J')かわらけ 9.3 1.6 ( I ~色系

28 14 1".総 (1'.)かわらけ 9.5 1.8 i実t在色系

28 15 1".日日 (子)かわらけ (9.0) 1.6 (I~色系

28 16 ，'i"f道 間~~1釧 IE文 I碗 J:f(~生 i実被j緑色 1，;]安?駕系

28 17 イヲ製品 低イf 5.1 4.2 思灰色 r" Ii!~ 

2228 8 8 
18 木製品 腕 7.7 

木製1171 7ヰ 17.2 0.6 0.5 
木製品 Jj百十以 19.5 0.8 

28 21 木製品 I'Hlj 9.7 10.0 0.5 '1' ;t~ilIl穿.fL I 
28 22 木製品 rr]板 4.1 3.9 1.0 
28 23 木製品 箆 17.6 2.6 0.5 

229 9 
1 b(地IlJ)lfill) 1:日:; (f)かわらけ (14.4) 3.6 JVL色系

2 J'.l*I (子)かわらけ (14.5) 3.1 (I~色系

29 3 1".日告 (J.)かわらけ (14.3) 3.1 肌色系

29 4 上日目 (子)かオコらけ 16.0 3.1 i炎紅色系

29 5 1'.;持 (子)かわらけ (14.9) 2.5 JIIL色系

29 6 (子)かわらけ (15.0) 2.9 JUlt主系

29 7 1:お (J.)かわらけ (15.2) 3.0 !VL~系 'i 1 

29 8 1'.日目 (f)かわらけ 13.9 2.9 肌色系

ほ? 9 (予)かわらけ (14.2) 3.2 t古色系

10 1: a:i (f)かわらけ (14.5) 3.2 JIIL色系

29 11 |二日日 ( f-)かわらけ (14.4) 3.0 JUl色系

29 12 ]-.l*I (1'-)かわらけ (14.2) 3.0 i炎位色系

29 13 I-. :f.~ (子)かわらけ 13.4 3.0 淡路色系

け; 14 1:.，ぉ (子)かわらけ (14.5) 3.1 肌色系

15 1:総 (T-)かわらけ (14.0) 3.3 IUl色系

29 16 1:日3 (f)かわらけ 13.7 3.7 !lJl色系

29 17 ]-.日'~ ( f-)かわらIt (14.0) 何色系 ~ I 

29 18 上総 (子)かわらけ (13.5) 2.8 肌色系

29 19 u指 (千)かわらけ (13.4) 3.1 (1拡l0.系

29 20 1:日i (l)かわらけ (13.0) 3.0 tな色系

29 21 1:お (f)かわらけ (10.3) 1.9 íl~色系
29 22 一 I:(，~ (y)かわらけ (9.6) 1.9 JUL色系

29 23 J:佐官 (f)かわらけ 10.0 1.9 i炎燈色系 n 
29 24 l二郎 (f-)かわらけ 10.1 2.1 !日i色系

29 25 |二日q (1'-)かわらけ (10.0) 2.0 肌色系

29 26 I:~ (子)かわらIt 9.7 1.8 11ft!主系 u 
29 27 1:日目 (F)かわらけ 9.4 1.9 IIIL色系

29 28 (子)かわらけ (10.0) 1.7 1'1悦J色糸

29 29 l-.お (T)かわらIt (10.1) 1.6 白ro色系

29 30 ['.日日 ( J')かわらけ (9.7) 1.6 tJ初色系 H 
29 31 1'.日目 (1'.)かわらけ 9.5 1.7 i' Jr.IJ色系

29 32 J-. ;f~ (f-)かわらけ (10.0) 1.6 肌色系

29 33 I:(.~ Cf-)かわらけ 9.3 1.8 肌色系

29 34 1:日日 (子)かわらけ (9.6) 2.1 i炎焔色系 灯

29 35 1-.;引iil (F)かわらけ (9.9) 1.7 i炎燈色系

29 36 1:撚 (nかわらけ 9.3 1.4 (J~色系
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|文J)tt~ 砕け 迎榊 製品色/産地 ill物r，/紛争E 11径mさ j底径/1陥 出尚/1早さ 色減Jjfj1:.) 色;;¥'賢明11/総点) ('iIl考
29 37 1:日11 ( ]'-)かわらけ 10.0 1.1 J1Jl色系

29 38 上器 Cf-)かわらけ 10.0 2.1 j炎燈色系

29 39 I:ilii (子)かわらけ (9.2) 2.4 rl祇j色系

29 40 七日11 (子)かわらけ (9.2) 2.1 rl~色系
29 41 I:ilii ( J三)かわらけ (9.2) 1.9 i炎怨色系

29 42 」二日持 (f)かオコらけ (9.5) 1.7 h教j色系

29 43 上25 (1'.)かオコらけ (9.5) 1.8 rl持j色系 n 
29 44 上t.i'i (J-)かわらけ (9.0) 2.1 淡符色系

29 45 」ニ1* ( })かオコらけ (8.9) 2.0 IUl色系 灯

29 46 I:r.:-; (})かわらけ (9.4) 1.6 i炎燈色系

29 47 t日4 (})かわらけ (9.2) 1.7 rlioO色系
29 48 仁昔日 (})かわらけ 9.1 1.7 JUL色系

29 49 上総 (子)かわらけ (9.1) 1.7 JUl色系 灯

29 50 t?，;i (Jo)かわらけ (9.4) 1.6 1'1紙j色系

29 51 仁日日 (下)かわらけ 9.2 1.8 !'-I肉色系 灯

29 52 i二日* (})かわらけ 8.9 1.9 t笠色系

29 53 上~ ( 1三)かわらけ 8.9 2.1 !日l色系 H 
29 54 上総 (Jo)かわらけ (9.4) 1.9 tl褐色系

29 55 上端 (子)かわらけ (9.6) 1.7 燈色系 灯

29 56 t日日 (予)かわらけ (9.0) 1.4 rl~色系
29 57 1:.総 (下)かわらけ (9.0) 1.8 !日l色系

29 58 上;器 ( To)かわらけ (9目0) 1.5 i炎燈色系

29 59 1:.(，日 (予)かわらけ (9.4) 2.0 rl祇j色系

29 60 I-.r.if (To)かわらけ (9.5) 2.2 J'lto劫色系

29 61 i二日日 ( 1三)かわらけ (9.6) 2.4 1'1依j色系

29 62 J:(，lf (J-)かわらけ (9.5) 2.3 !日l0.系
29 63 上日日 ( 1'-)かわらけ (9.5) 2.3 内向色系 灯

29 64 上:1d ( 1'-)かわらけ (9.4) 2.0 肌色系

29 65 上日'~ (下)かわらけ (9.0) 1.9 i炎燈色系

29 66 上総 ( J三)かわらけ (9.4) 1.9 1'1何色系

29 67 l二 日'~ (})かわらけ (9.1) 1.9 白紙j色系 *J 
29 68 上総 (下)かわらけ (8.7) 2.0 位色系

29 69 上i'Iif (子)かわらけ (9.2) 1.6 淡熔色系

29 70 t2it (})かわらけ 8.5 2.1 t在色系

29 71 t日持 (To)かわらけ 9.2 1.7 JUl色系

29 72 l二日日 ( 1三)かわらけ (9.2) 1.7 JlJL色系

29 73 上6~ (子)かわらけ (9.2) 1.5 l十I~色系
29 74 上昔日 (下)かわらけ 8.8 1.7 ~-a.色系 H 
29 75 上昔日 (下)かわらけ (8.7) 1.7 肌色系

29 76 !こ昔日 ( Jと)かわらけ (8.5) 1.5 i炎絞色系

29 77 上告詩 ( 1三)かわらけ (8.4) 1.0 tl~色系
29 78 ヒ6N (子)かわらけ (8.0) 1.7 淡燈色糸

30 i lb(t自111>眠2) ヒi1* かわらけ 14.2 9.5 3.4 J1Jl色系

30 2 Jニ総 かわらけ 14.2 7.6 3.2 JI凡色系

30 3 I:.ilii かわらけ (13.7) 8.4 3.2 J1JL0.系
30 4 上器 かわらけ (12.1) (8.6) 3.0 燈色系

30 5 I-.r.y かわらけ (9.6) (7.4) 1.7 燈色系

30 6 上告詩 かわらけ 9.7 7.6 1.8 位色系

30 7 I: (，~ かわらけ 9.2 7.0 1.5 肌色系

30 8 l:2it かわらけ (8.8) (7.2) 1.3 淡燈色系

30 9 上6iY かわらけ (8.6) (6目2) 1.7 淡焔色系

30 10 上器 かわらけ (9.3) (7.2) 1.7 i炎t在色系

30 11 I:ilii かわらけ (9.0) (7.2) 1.7 淡燈色系

30 12 t法t かわらけ 9.3 7.6 1.6 J1JL色系

30 13 上6ii かわらけ (9.2) (7.0) 1.5 般色系

30 14 t昔日 かわらけ (9.3) (6.4) 1.8 JlJL色系

30 15 上6~ かわらけ (9.7) 6.0 2.1 燈色系

30 16 上官官 かわらけ (9.6) (6.4) 2.2 白何色系

30 17 仁器 かわらけ (9.4) (7.2) 2.1 肌色系

30 18 t器 かオコらけ (9.4) (5.2) 1.9 ILI紙j色系

30 19 J:r.i・ かわらけ 9.1 5.6 1.9 tl肉色系

30 20 と日持 かわらけ 9.2 6.0 1.8 tな色系

30 21 土器 かわらけ (8.3) 5.0 1.9 淡符色系

30 22 上認 かわらけ (8.0) (5.6) 2.0 内祇j色系

30 23 上;総 かわらけ (9.5) 4.2 1.6 JUl色系

30 24 J7磁 lmt並llJ11佑文碗 rl灰色 灰緑色 同1;.';:銀系

30 25 -r1磁 陶磁釧イ伝文腕 灰色 滋!呆総色 |日l安窯系

30 26 !?織 側慣例イ6文碗 (4.4) 灰色 JJ<緑色 同1，('$系

30 27 -，'i.磁 llJ11イE文腕 灰色 !反JJ色 能泉ヲE系

30 28 lef磁 占11イE文腕 (15.4) 灰色 1心緑色 自包~言語系
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30 29 l'i磁 mm:文碗 !と1依j色 総!氏色 能見{~系

30 30 147磁 ilI1I1E文llJl 灰色 灰_，1，.色 飽J弘ヲE系
30 31 白磁 碗 (17.0) (6.7) 7.1 灰白色 灰内色

30 32 内磁 碗 灰白色 灰II色 輪:{E

30 33 i民~ 1IIIUl 8.4 5.5 2.4 11ft!灰色 H骨灰色 円縁部|硲灰

30 34 山茶断!~出糸 こね鉢 灰色 灰色

30 35 山茶倒!~器系 こね鉢 灰色 灰色 I}，II侃降灰

30 36 'ì;~ìfi ~ (27.7) 淡燈色 茶色 外而降灰

30 37 i辰美 針t 灰色 灰色

30 38 i!il美 鉢 H音灰色 H背灰色

30 39 i@J! 事草 県灰色 J;I;¥Iポ色

30 40 上告lf'f't 手焔り I炎燈色 i斑位色 内面煤1・t:(i
30 41 土器 Illl (10.3) 4.6 3.9 肌色系 !日L0.系 l均台縦.nl古j削り

31 1 1 b(地山)砥3) 瓦 平瓦 2.2 :X¥灰色 !J¥灰色 ノk広1寺請'JiJ!JVJ
31 2 瓦 てIt瓦 2.3 以l灰色 :込1氏色 7k初τ'ffilJill刈l

31 3 瓦 可11.瓦 1.7 瓜灰色 !J.¥灰色 ノk和i，'Hi'JiI!JVI 
32 1 1 b(地山)iIiW 瓦 鐙瓦 1.7 灰!とl色 )1(白色

32 2 瓦 宇瓦 3目5 灰色 灰色

32 3 瓦 九瓦 1.8 瓜灰色 !i.¥灰色 永稲子ffl'J ~主 JUJ
32 4 銅製品 iJi 解説不能

32 5 鉄製品 7Jf 26.5 3.0 0.7 

32 6 鉄製品 釘 0.7 0.7 

32 7 鉄製品 1r 0.3 0.4 

32 8 石製品 ftlSィ1 0.9 総灰色 中砥

32 9 石製品 耐5石 2.3 2.2 灰色 '1'砥
32 10 お製品 鍋転日l製品

33 l 占代i可111 上自市 宮里 燈色系 外而煤Hd
34 1 中世出土古代遺物 ~ri!JX 小-JJ[_ H昔灰色 H骨灰色

34 2 l二日m ~rnill 灰円色系 肌色

34 3 |二師 IJ、!Jlii (5.2) 淡熔色系 淡位色系

34 4 J二日市 小1む 5.3 II1l色系

34 5 土削l 材: 4.9 t設色系 内而煤Hd
34 6 灰柄11陶器 材: (8.2) H音灰色 内灰色

34 7 瓦 平瓦 2.2 祇j灰色 灰色 $:1め絡子fljI文

34 8 瓦 平J，[ 2.1 l火色 灰色 斜め桁子np文
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第 4章 まとめ
口|の調査では現地表下 1m前後で、地山が検出し、 5呉ZなるH時寺期のj迫jd材柿押11，肋1

た。それらの辿梢は山土辿物或いは土府観察により 411寺WJの巡梢群に分類された。以下、概略をここに

まとめる。

古代遺構

内代遺構として河川泊椛が検出された。流路は北京から南阿方向で、!側l線JJI句はN-66
0

-Eであっ

た。 この他には占代遺構は検出されていなp。 また、律令J~]以降と思われる古代辿物が数点出上してい

るが、いずれも小破片のため時期]を特定できなかった。

1b面 (13世紀初頭頃)

1b而は 1面とほぼ同レベルで、検出している逃1祥であるが、 他の遺構との関連等から1面より前の遺構

群と提えられる。土地区画の役割を持つ満3条が検出している。区画された t地からは柱穴が複数検出

しており、掘立柱建物が建っていたと想定できるが、グループ化できる柱穴がなく、 詳細は不明であ

る。満で匪lまれた区画の中Ih線方向はN-22
0

-Eを示し、古代河川冶械とはまったく方向を異にし、背

宮大路の平rh線方向にほぼ沿っている。

1面 (131並紀前半)

1面期には1b面の満が埋め立てられ、 J屈立柱建物 ・性穴列・井戸が、調査区南端に東西方向の土j、J'

地業の通路が造られる。一般的な掘立柱建物のII¥])-¥_が 2m (6尺 6ナ)であるのに対し、当遺跡、検lψlの

掘立柱建物2棟の柱聞は 2m10cm (7尺)を測り、武家屋敷級の建物が想定し得る。当調査区北隣の発

抑制査(若宮大路間辺迫跡1!?-鎌倉市小110'二一rn283帯 6他 2市地点)でも武家用敷に付随する建物と

推測し得る掘立柱建物が検出されている。また、この|時期lの治梢のjtlh線);向も若常大路にほぼ沿ってL

る。

1a面 (13世紀前半)

1a面は調査区中央付近に1面より上層位にごく 一部検出された土丹地業面で、ある。良好な地業が施さ

れ、柱穴も検出されているが、大部分が撹市Lに泣い消失している。1a面l:.auJO位までに出土した遺物か

らは 1商との時期差はほとんど見られない。

ヒ記が各H寺期の概11自である 。 治柿の変濯を辿ると、山代J~~から鎌倉時代への辿桝の!VIII線万向の変化は

鎌倉幕府ーが聞かれた後、 13世紀初頭にこの辺りに若宮大路を基幹とした都市整備計阿に基づいた開発が

行われたことを明確に示す好資料が発見されたと言える また、 1a凶.1前.1b而はほとんど時期差

がなく、 m.r昨も?をfに検出された。 この地区が約50年の問に数回の~替えが行われ、頻繁に開発されてい

る様相が顕著に現れている。さらに、武家屋敷級の掘立柱建物建物が検出されており、これらの点から

も、当地が鎌倉H寺代13t!:!:紀前半にあって繁華で重要なj也であった事が証明されたと言えよう。なお、 13

世紀前半以後の機相は残念なが ら後世の撹乱で消失してしま っているが、 立地条件からはその後も主要

地域であ ったことは間違いなく、 今後周辺の調有で明らかにされることを期待している。

〈参与文献〉
rrr符大路周辺遺跡群発nJi調有株ti1t，!J (鎌倉i[i小町2rl1283if1: 6他2準t'山尾山知iHIJ血)J1998年7)1 .f，'日大路)Irlill遺跡群発相調1f.トfl

-44ー



図版 1

企 A.調査前風景

企 B. 1a面土丹地業 (西より)

企 C.1面全景 (北より)
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図版 7
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能蔵寺跡 (No.314) 

材木座二丁目294番 3外地爪



例 ー

1. ，..j¥:報は、能厳守跡(県冶跡fi'11坂出314)のill跡内の材木庄二 rlI294番 3外地点における{何人作用住宅建設に(，ドう緊急

発1~1! ?J\jft#l f'j. ， lfである

2. 発持lU4悶査は、平成16"1三7川20"-Ilil年 9) J 22"にかけて、鎌f.rdi教育委只会が実施した。

3 淵代体制は、以下の泊りである。

調査担当符 :1原 庇忘

調 査 貝.須佐111子・木山美智 f--須佐仁平11・早坂{r!1di・久保m裕美 ・11リ11辿 て -相同渓汗

淵任~IìWJí~ ・宇都沖、ド ・ 1'，'S .fi合拓也・山IlTE~ ・野~I(.f:klp)'l .小抑圧菜(鶴見大学生)

l弘~j句作業日:~日Hを持-渡辺がIfj彦 ・ 篠原敏夫 ・川 Ib(.j由紀犬

協力機関名(社)鍬f.rl打シルバー人材センター ・鎌f.r与占学研究所・京国歴史々山学li月究所

4. ，..j¥:幸wの幸Jl乍は、第 1-3i';iを原、第4市については調佼口協議のもと原が稿を，'1-した

ji1l1ヌ|・ 可:兵似|版の作成には、須佐(U'I) ・久似111・11111・1刷l々が行い、辿物脱祭去を矧陀 (II'C) ・Ilil-1が作成した。

5. 本報1tlil改の巧:μは、全以・引百|別辿七時を久保IJI、山|二泊物を須佐(仁)が船影した。

6. 発-ttl!調査における山1:Ji!物、閃而如、写点知などの資料は、鎌倉市教育委日会が保特している。

7. 本報の)'L例は、以下の辿りである

. j'ITilヌl縮尺 全iWIIヌ1:1/80 
辿桝|ヌ1:1/40 
辿物|χ1:1/3 

-辿桝図 迫桝のレベルは海抜標高の数11'1を示している

J.出物同 一 ・ー ・ーは柄h薬範Utlを示す L日常は悶IりJlIJl卜J'Uの油煙煤、 漆慌の本:漆文織をぷ却する。予J2ねかわ

らけ!必任の日hJllIは外!底指頗痕と11松市15とのJ党、桜台15の数値 をぶしている

8. 別地調査及び資料控JlHにおいては、以 下の多 くのJj々 からごU}J汚とご協)Jを脳った。お名前を記して感謝のなを去し

たい(敬称田谷、Ti.卜叩l回)
秋山析A!E. inf野良知山1・'*j川 泉 .[i. 1~~文彦・ (的制ー彦京唱秀lり1 ・ 京屯町民子 ・ 111代 (îlí犬 . 'R，1口| 誠 .，f~尾γ[プJ

X!~iJ:: 1 羽 I liJt
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第 1章遺跡、の位置と歴史的環境

1 .遺跡の位置

本遺跡は、市内中心部の南東で材木座海岸近くにあたり、逗子市にも隣接した場所で五所神社参道

の中程南側に位置した鎌倉市材木座二丁目294番3外に所在する。この地一帯;は遺跡名の由来ともなっ

たようにかつて能蔵寺の旧境内であったとの伝承があり、旧地番ではあるが材木座字能蔵寺としてその

名を残している。

ところで鶴岡八|幡寓東南の宝戒寺前から海岸へ向かう道が小IIIJ大路で、あるが大町大路と交叉する大町

四つ角(米町辻か)あたりは魚川11'や米110"などの地名を残しており、鎌倉時代には繁華街の中心的な場所

であったような人々の往き交う賑やかな商業地域が展開していたことは明らかであろう。さらに海岸へ

延びていくこの道は当地域付近で何と言われていたかは解らないが、おそらく和賀江津まで通じ、海

輸送された物資が往来していたと想像される。またこの道沿いから泊跡周辺には、日蓮宗の長勝寺 ・妙

長守 ・実相寺、浄土念仏宗の来迎寺 ・向福寺(時宗)、九品寺 ・光明寺(浄土宗)などの寺院が多く点

在しているが、このことはここに暮らしていた人々を布教対象にした信仰活動の舞台、 一種の宗教的な

空間が作り出されていたことは明らかであろう。

今回の調査でも明らかになったように遺跡は海成砂層上に立地しており、材木座海岸の形成された砂

丘の一角を占めている。鎌倉旧市街の沖稿用は約 l万年前から始まった縄文海進によって形成された古

鎌倉湾に堆積した砂や泥からなっており、その厚さは湾中央部に当たる鎌倉駅付n近で;15-20m!こも及ん

でいる。また古鎌倉潟、は波による浸食を強く受けて海食波食台(岩礁海岸も含む)が形成されている。

その痕跡は、市街地の東南部が大町四つ角(米~II辻か)を少し南に進んだ路沿い西側の米町遺跡(田

代・原1990)や、中央部が鎌倉駅西方の鎌倉市役所周辺にあたる今小路西遺跡内の 2ヶ所の調査地点、

西南部の長谷に位置した H"k:地神社泊跡群(木村 1995)などからは、それぞれ海食波食台が検出されて

おり(河野 1990、原 2006)、穿孔貝類 ・オオへビガイなどの岩礁性貝類の分布が確認されている。そ

の後、縄文時代晩期頃 (2500年前)には海退による離水で海面が低下していき、現地形に近い状況に

なったと考えられている(松島 1984・1999ab. 2005、上木 2000)。

現代の海外線は西の稲i駒 11、中央の滑川、 東の立腐川の各河口をほぼ直線で結ぶラインが由比ヶ浜と

材木座海岸となっている。ところが近世以前の海岸線は、発掘調査データや地質ボーリング調査の蓄積

によって別在よりも100m以上北側に入り込んでいたと推定されている。特に最も大きく異なる点は滑

利川の河口左岸あたりの氾濫を繰り返していた地域で(材木座ー ・三 ・五丁目の西側地域)、最深部は

現海岸線から北へ約500mまで達していたごとが想定される(松尾 1989)。

2. 遺跡の歴史的環境

調査地点は、 「能蔵寺J1日跡の一角に位置しており、参道突き当たりの山裾には材木座の鎮守五所神

社がある。能i践守に関して、 宗旨 ・沿革などよく j拝っていない。

五所有11社は明治41年 (1908)年の乱楠 ・材木座合併で東鎌倉村になった折、百L橋村の三島神社 ・j

雲神社・金比続宮と、材木座のerlR訪神社 ・見目神社の五社を合問したことに始まるとし Eう。神社境内に

は、 「弘長二年」銘の倶利迦羅明王板碑が存在している。この板硝!は以前、九品寺近くの材木座公会品

付近に所在していた感応寺(廃寺)にあったと伝えられている下総型板碑(市指定文化財 :黒雲母片

製)で現在は磁犀に被われて保管されている。『新編相模風上記;fi"~l j によると、感応寺は真言宗京都 一
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玉院末、山号は由比山宝|臨|境、 中興は養源、本尊は不動明王像、他に神変菩薩 ・理源大師像あり、境内

に倶利迦羅龍王の古碑あり、と記す。この古碑はいま五所神社にある「弘長二年」銘倶利迦羅明王板碑

のことであろう。なお板碑の詳細や造立に係わる歴史的な位置付ーけなどについては、馬淵和雄氏の興味

深い論考があるのでそれを参照されたい(馬淵11995. 1998)。

さらに材木座には、古くから鎌倉の代表的な古諮「天王謡Jが唄L叶云えられている。このl唄は材木座

の夏祭り、すなわち 〈天王祭り〉の判l興御渡の際に唄われるもので、鎌倉市主催で、毎年秋に開催される

三芸能大会においても今なお愛唱されている。この唄の成立時期は不詳であるが、歌詞の内容をみると、

早朝鳥羽を出航すると西風に乗って舟足早く、遠州限1Iから駿河湾沖lを過ぎ|現には早くも伊豆下回(現在

の荊l歌ノ浦か)に入り、鎌倉の飯島港(利賀江)までの海上航路の犠子が鮮やかに示されている。l飼い

伝えられた光景から推測して、その起源は中出まで遡るものであろう 。以下、 参考資料として板碑の銘

文と、天王訴の歌詞を記しておくことにする。

。五所神社jSE板碑の銘文(基部)

一兄卒塔婆永離三悪道

何況造立者 必生安楽園

弘長二年十一月明廿日

右志者為・・・・・・

父母二親往生・・....

日|用・ 参考文献]

七木進

rf古11洋平 -原 I{.'(志

川副武j自L.民連人

木村美代治(まか

河野良知|郎ほか

田代郁夫 ・原 j武志

fi¥J芭立方

総J斗義草

X!~ iJ::1和雄

。天王認の歌詞抜粋

伊ー勢の鳥羽から朝山まいて(アラーヨイ )

晩にや下回か(ヤレコレ) わかの浦(オモシロヤ)

潮にもまれてあと一流し

筏のせたや和賀の茶屋飯島港へかかろじゃないか

..中略……

飯島てるてる 小坪はくもる あざの材木座に 金がふる

2000 ["鎌倉 ・逗子の地形発達史と辿跡形成Jr池子鴎敷戸遺跡j京国歴史考古学研究所

2006 ["今小路西辿跡 (No201) 一御成町200番 2の一部地点一Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報

告占22 平成17年度発掘調有報償;I~ J 鎌倉市教育委員会

1959 r鎌倉市史 社寺編j古川弘文館

1995 fi:l"細神社辿跡群発畑調究報告r-r!JJ同調査団 ・鎌倉市教育委員会

1990 r今小路四辿跡(術l成小学校内)発抗T_l淵斉報告内j今小路西遺跡発侃淵ft団 ・鎌倉市教育

委民会

1990 ["米IQJ遺跡(ぬ245)一大111]二丁目933番地点-J r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 6 平

成元年度発掘調ft報告-t:U鎌倉市教育委員会

1989 ["中世の海j下線と浜Jrよみがえる中世 3一武 tの背11鎌倉一j石井進 ・大三輪龍彦編 平凡

社

1984 ["鎌倉駅地下の地質についてJr成屋敷追跡j鎌倉駅舎改築にかかる迫跡調査会

1999 ["完新|比海成推純物からみた相模湾沿j下地域の地形変動Jr第四紀研究 vol.38No6J日本第

IILI紀学会

2005 ["~化石が諮る鎌t.r市街地の純文の海J r ~ 1 5回鎌t.r l打追跡調貸研究発表会一講演~旨- J
鎌倉市教育委員会 ・鎌倉考古学研究所

1995 ["能蔵寺跡一材木座五所神社境内所在辿跡の発掘調査-J能蔵寺跡発掘調査団 ・鎌倉市教

1守委只会

なお、 |言11二報告11?の巻末にはl鳥羽::Ifll雄 「特論 浜と板仰一五所神社j践弘長二年板碑のな

l床-Jが所収されており、ぜひ参照してほしL、。
1998 r鎌倉大仏の巾世史j新人物往来社
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第 2章調査の概要

1 .調査の経緯と経過

本?~I査地点は鎌倉 r!ï内京市部、材木座海jFに近い逗 h有よりとなる材木座pq 了 円 にあたり 、 五所神社

の参道!I高に位置しており、発御調査は個人専用住宅の建設に伴い実施された。平成14年11月に住宅建伊

に係る事前相談があり、当該の工'11-計画に鋼管.f/LHちを1lう基礎工事であったため、鎌倉市教育委民会

で試J問調査の遺構確認を実施した。その結果、現地表 F約90cm以下lこは中世の逃物包含層と共に数時期

の生活而の存杭が明らかとなり、基礎T'J~でJ+11蔵文化財に対する J負傷は避け られないものと判断され

た。これにより発掘訓teEの実施に|捺して文化財保説法に必づく届山子続きと、現地調査の開始時期や実

施方法などの話し合いを経て、平成15年5月29円から訓査面積45.0111'を対象として発掘調査を行った。

担地調査は、平成15年 5r1291二|よ りまずよ tを屯機品li削することから開始された。調究期間1tlは)1危

い砂質上と多量の汐)水に悩まされながらの調査ではあったが、鎌p.時代後半期1を'1'心とした4時期以

の冶j梢持面と、 それにl'伴主半ドうi迫s村桝存 .巡物が多数発見された。同年7月2幻1円までで、の11川l川リに各生?活百面の図面作成と

2写主点品帰I百i影などの記鉢{保呆干存長を行い無

以以、下のように調査u誌のJ抜友v料粋1戸Eを記しておく 。

<{ 11 誌 抄〉

5月28日 調査開始。調査区を設定し、軍機による表上掘削。機材雌入。

29日 事務所YI'Iの小出設営。第 1面検1'1'，に向けての荒括的作業開始。

6月2日 市 3 級基準点を~，~に ~J111量制方11艮杭を設定、海抜際高の原点レベルを般地内に移動。 第 1 而

の遺構の検出作業。

9円 万形1翠穴建物 ・)t戸 .:tJ;F，饗士臓などを検1'1'，0

13日 第 11市の全長 ・ 個別冶j持などの万点~Mfi'~と 1z< 1 ，(:ÍJ作成を開始。

16日 第 11市の調杏終了。第2面検wに向けての荒堀り作業開始。

20日 第 2 而の調査終了。 全長 ・個別ill~咋などの写真樹!~と図面作成。

21日 第3而のi確認をするために調査区東 ・丙 ・南壁沿いをトレンチ掘り下げ。

7月5FI 第 3 面の調資終了。 方形竪穴建物 ・ Yi~ltなどの辿桝を検出。 全呆 . fllil別泊柄の写真撮影を図而

作j北。

8日 第4而検出に向けての荒堀り作業開始。

16FI 第4国の訓告終了。全呆 .11J1j1別泊中111などの写真版iiE、辺椛全社IiJlヌ|作成。

17r1 調査区'1-'央に|札|七万向のトレンチ設定し、第 4商 |ご確認作業を実施。

21日 調査区東 ・北壁土用堆椋図作成。関係各方而に調査終了の旨を述綿、現地調

撤収。

2. 測量軸の設定

調査にあたり使)-f，Jした測量'rihの設定は、図3に示した|司上沌棋の数値を川いた。まず調査地西似IJで丘

所神社社頭を南北に走る道路上に鎌倉市道路行埋諜が設慣した市 3級基準点(第医座際系)のB035・

B036. B054の3点が確認された。これを図上陸J21の器準として肉 2に示したように B054から道路沿

いの南方、五所神社の社頭で、任意点の Cl¥を設け、そこから般地内のi!1ll主:l'liiJは山性点にあたる C-1 .f)lと
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S=1/1000 

図 2 測量基準点設定図

C-7 -l';'cをそれぞれ設聞した。方H艮ilirll線は1fli出の便利性と予怨される迫桝の主'Iilh方位を優先させるかた

ちで、調査区の形状に即して設置したため、国土座標言1-には一致していない。また調査にあたっては参

道方向を便宜上の東西と認識したことをお断りしておく 。

調査区外に基準点(C-1杭)を設け、そこから東西と南北に 2m間隔の判l線を配して方H艮の設定を

行った。東西jrul*謀にはアルフ ァベットを西から A-Eを、南北車曲線には算用数字を北から 1-7の名称

を附した。なお、市 3級基唯点(B035・B036.B054)及び任意点のA-C点、 C-1・C-7杭の国
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測量輸配置図

土座標数値は図 2に示した通りである。図中の方位はすべて真北を採用し、調査地点の経度 ・緯度は以

のようになる。

南北軸線 (N-280 29' 56" -E J 
調査地点、:北緯 (350 18' 20" J 東経 (139

0

33' 27" J 

海抜楳高の原点移動については、五所神社社頭の道路より一本西1WJ、大町内つ角から海岸へ向かう道

と横須賀水道路との交差点付近に設置された鎌倉市三角水準点 :L =6.420mから調査地の C-1杭上

(L =8.320m)に仮水準点を移動した。文章中及び挿図に記載したレベル数値はこれを基準とした海抜

標高である。

図 3

3.層序

近 ・現代客土用の表土を除くと遺物包含層が表出する。この包含j曹は厚さ10-25cmほどで近世と中世

の遺物が入り混じった様相を呈しており、おそらく江戸時代後期にかなり撹枠されたことが考えられ

る。

第 1面はζのj習を除去して検出された。

第 1面を構成するのは、土丹粒や炭化物を多量に交えた締りの強い暗灰色粘質土で、上面には灰黄色

，-丹小塊を突き固めた版築が調査区南側を中心に薄く敷かれた状況が観察された。面上からは方形竪穴

建物や土焼のほか、多数のピットが検出された。第 1面の海抜際高は7.40m前後で、ある。第 2面は第 1

面の厚さ20-30cmの構築土(1用)を除去すると、間層を挟まずに確認できる。

第 2面は灰褐色砂質土の 2用及び、灰褐色弱粘質土の 3層から成り、海抜楳高は7.10m前後のほぼ平坦

な生活面である。この面では井戸 ・満のほか、土域やピットが発見されている。

第 3面の海抜楳高は6.90mlまどであり、大体平坦な生活面で土丹粒や炭化物を多量に混入した締りあ

る17層の灰色粘質土により構築されている。調査区北側の面上には部分的に造物包含用 (16層)が確
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中世地山

.A.:jt壁土層堆積

調T雪!区: )j[I:;で ~tl笠 I:Mrl， ;it.!
1. 11音灰色糾i質七 上}'け昔、 bjt化物粒多訟に含む

締まり有り、粘性有り
2. J天褐色砂質七 かわらけ片、 lニn粒、炭化物粒多訟に含む

締まりやや1ltlし、粘性ややイJり
3. IInJ~争u色粘質 仁 かわらけJ'r-、上N粒、炭化物粒多 ilIに合む

締まり干Iり、粘1''1:イTり
4. 11ftぷ灰色{沙質上土1'1粒少1，1合む、炭化物多i4に合む、焼七

締まり無し、粘性無し、方堅税上
5. 1 りJÞ~灰色砂質 t 上n粒、 KLt化物粒多i誌に合む、貝粒少iE合む

締まり無し、粘性1nlし、n堅桜上
6. ~Iï灰色事11質 t 上n粒、炭化物粒少i江合む

締まり無し、粘ttイT り、 )j竪担~太木の痕跡か
7 災灰色柄11質土 土丹粒、1:丹)'i、炭化物粒多量合む、かわらけ片少量含む

締まり無し、粘t'tややイTり、 JJ堅床上
8. ~Iï灰色砂質仁 tl'r粒、炭化物料少な合む

締まりやや11!fし、粘性1!!¥し
9. Jf色I沙'l1(上 t J'l~也、炭化物粒、具!沙粒少量合む

締まり無し、粘セJ:無し
10. /灰総色l沙11-1: 炭化物粒少誌に-:'tむ、 1.J.j昔、府

締まり無し、本11性1!l¥し
11. 191灰執j色料i質|二かわらけ粒、 t!'t粒、炭化物粘多iilに合む

約まり行り、利it'l:イIり
12. 1IJ1ぷ灰色粘'i'ttかわらけ粒、上丹粒合む

締まり有り、粘性イTり
13. 1リlA5椋j色料i'i't-I-.土N粒 ・j十多量に合む

締まり非常に有り、t'itl:非常に有り
14. J火尚色本'il1t かわらけ粒-片、上丹粒、炭化物粒多.l.i1に合む 第 2削減 UI上

締まりイヲり、れ1it'J:JI'常にイIり
15. 1リH夫総j色粘質 l二かわらけ粒、上j守粒少44合む

締まり有り、粘性非常に有り
16. 1別灰色粘質 t -t丹片 ・泌合む、締まり1)!1し、粘1"1:ややイTり
17.灰色粘'l'Uこ |二}、}粒、炭化物粒を多ldに会む

締まりややイIり、t1i性イfり
18. 11削天色l沙質」二 I: }'ト粒、炭化物粒、 民砂粒多11に~む

締まり費11し、粘性無し 努¥3面構築土
19. 11背何色事'i'i't-I: trr粒合む、締まりややイTり、粘性やや有り 第 4而治 1磁土
20.株j色砂質 t 砂階、締まり書11し、粘性1111し 安¥4而構築上
21. J.氏側色砂質 t 只砂粒多111に合む、炭化物少fll合む

締まり ~ql し、t'it'J: 11tl し
22.灰色砂質上 貝砂層、締まりイiり、初i性無し
23. ~U灰色紗質七 粘性非常に有り
24. ~U依j色粘質上 中11t!也山

第 11日柄築上

第 2面精築士

' m 州 1磁 t 詰
ト十

!:r; 2面消 1磁t

第2而渦 1桜占

第 3而r.I'iHY二t

釘¥31而構築 t

m4面構築上

。 4m 

図4 調査区壁土層堆積図
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認された。面上からは方形竪穴住物や満のほか、上臓 ・ピットなども見つかっている。第3面構築上下

で序さ 7~ 15cm程度の薄い問層 (18層)を挟んで海抜探1'~S6.60m前後で、第4面を雌認した。

第 4面を構成するのは貝砂j習を主体とした灰褐色砂質土 (21府)、この而では調査区北端で溝や上墳

などの辿桝を検出したに過ぎない。このIIDを調査する頃から地下本の湧水誌が極めてIW加し、掘るそば

から調査区壁や遺構の壁が}Jjト溶していくので精密な調査は|杢|維な状態となった。しかし、第 4面下の状

況を確認するため、調査区 C ライン沿いにトレンチを入れた。 その結果、 海抜標11， ~ 6 . 1 5m前後で、上前の

ほぼす~.J1!な中 世基盤屑 (24府)と、岩干の逃榊を検山 した。
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第 3章 検出遺構と出土遺物

ふ直|の調査で検出した迎桝田は、 4時期以上にわたりすべて中世前期に属するものである。各国で検

出した遺構には、方形竪穴建物、井戸、満、.掘裂を含む40t在、掘立柱挫物を榊成しないピット 70口な

どである。また中世以前のi211持は検出していないが、迫物は奈良・平安H寺代の須恵器 ・土師器など数点

が出上している。迫物は、かわらけ、舶載磁器、瀬戸 ・常滑窯製品、瓦質製品、金属製品、石製品、

骨角製品などが出土している。

1 .第1面の遺構・遺物

今回の調査で検出した退梢は、すべて中世前期に属するもので、方形竪穴建物 2 基、掘~2を含む土J)l;~

40基、ピット40口などである。冶物にはかわらけ、舶載磁滞の青磁や白磁の腕・旧l類など、瀬戸窯の

碗 .nnや瓶子 ・壷、常滑窯の担鉢や裂、瓦質製品の火鉢や上風炉、釘や銭の金属製品、砥石や碁石の4ごl

製品などが出土している。

a.方形竪穴建物 (図 5・6・9、図版 1・2. 10) 

方形竪穴 1

調査区の中央東端、 D-3-5グリッ卜付近で、検出された}5形竪穴建物で西辺のごく 一部を確認したの

みである。大半部は調査区東償IJ外に延びており、また掘り方の北西|料はピット(P8) と現代撹乱のゴ

ミ穴が捌られ床面近くまで壊されていた。

方竪は床面に土内 ・石材などの建築部材を示す痕跡は確認されておらず、辿物構造を女[1る手掛かり

が殆んどない。いわゆる方形土臓の可能性も考えられたが、掘り方の規模や形状、平坦な底面と垂直に

近い壁而であることから、万形竪穴であろうと判断した。摘り方の規模は|幸j北 4m以上、東西80cm以

上、確認而からの深さ約60cmを測り、床面はほぼ、Il.坦で、海抜標高6.85mほどになる。

調査区東壁の土用観察によると(図的、本方竪の磁土は上古IS20cm前後が撹乱で、)'iIJ平されていたが、 rJ-1

程には炭化物を多主に浪人した締まりのない別賞灰色砂質上(5層)の埋土がみられた。明り方の底面

上には、意図的に貼り付けられた厚さ 10cI1lほどの黄灰色粘質土(7層)が本平に堆積しており、この

上面にあたる南 ・北辺の基底部近くには土台材を抱えた痕跡と思しき|幅約20cmの浅い満状 (6層)の落

ち込みが両側で確認されている。さらに掘り方北端の4陪は!1H賀状況から建物壁板外にあたる裏込士の

可能性が考えられる。

出土泣物(図 9)は、 1がロクロ成形かわらけで復元11径17cmをJ包える特大101、 2-4は瀬戸 ・美

治窯製品で 2 が灰利l天国茶腕、 3 が灰柄tI直縁か折紙の皿と思われるもの、 4 が灰~r1J凹耳査で胴部下判 7・

に二条沈線がみられる。 5は常滑窯護の肩部小片で花菱文の叩き目が残る。

方形竪穴 2

調在区北西!明、 B . C-l・2グリ ッ卜付近で、検n'lされた)i形嵯穴建物であるが市辺と京辺のごく -g15

を確認したのみであり、大半部は調査区外に延びている。また南辺は現代撹乱のゴミ穴と土蹟15によっ

て駿されていたので梢造的に不祥な部分が多い。確認された痢り方の規模は、南北2.8m以上、東西1.5

m以上、確認面からの深さ約60cmを測り、床面はほぼ平JjJで海抜襟高6.80mほどになる。本祉は灰色弱

粘質土 (17層の上面)を床面としており、南辺と 、それに平行して約60cm間隔で、2条に土台や根太木な

どを思わす建築部材の痕跡がやや黒いシミ状になって残っていた。南辺のそれは確認された長さ 1m以

-6区 一
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ヒ、 l隔12cm、深さ 5CI11ほどの浅い病状を呈する。

北側に位置した 2条も浅p渦状であるが、南辺の 十 一一一 C

ものよりも少し短くなる。領土は上層が炭化物や た五同

焼士を多く合む明黄灰色砂質上、下層が炭化物 ・ 又 J

只粒 ・かわらけ小片を含む黄灰色砂質 tである。

1':[11土逃物(凶 9)は、 6がロクロ成形かわらけ

の小皿、7-10は瀬戸 ・美泌窯製品で7が鉄利天l

茶碗、 8・9が灰末，l!平腕、 10が灰利花瓶、 11が砥

で赤l床のある砂岩質製である。

Pit 
a 

-----

-----
a 

b.土墳 (図5-10、図版 1・2・10)

土境 1

調査区南丙城、 A.B-4-7グリ ッ卜に位置し

ており、両側は調査区外に拡がっている。形状は

桁円Jtヲを足し、規模はIt-i北'PIl125 2 cm、東1)9~jlh 19 0 

cm、確認面からの深さ40cI11を測る。明り方は断面

が逆台形状を呈 し、覆土は 2暗からなり、薄い上

!刊は炭化物、土J'J・粒を多めに合んだ締りのない茶

褐色砂質土、下層が多量の炭化物 -灰に混じって

a750m - ーー一-a

。 1m 

図 8 第1面 土壌 2

かわらけ完形l守1が多く出 |ごしている。

出上辺物は(図9)は、 12-30がロクロ成形のかわらけで;12-15が口径5.5-5.9cmの小ml、16-26が

円径9.2-10.2cmの中l皿、 27-30が口径12.0-13.0cmの大皿で、ある。25・26・30は外底面と、 一部制口に

も研磨したような痕跡が認められるものである。31は向磁口冗皿、 32.33が瀬戸窯製品で灰和|の天目

茶碗と折縁深阻、 34が常滑J12鉢E類、 35が瓦質土風呂である。

土壌 2

調査区中央、 C-5 グリ ッ トで、検 " ~I した据恋土成である 。 据裂の畑り方形状は桁円形を呈し、規模は

南北!111s90cm、東凶判176cm、深さ32cl11を測り、断面は皿l状を呈する。覆土は炭化物が多いH音茶褐色砂質

上で、ある 。 裂は常~'þtの大認で上半部を欠失するがiE位置に据えられた状態で検出 された 。 内部からは、

JI阿部破片はみられたが白紙部片は全く 出土しておらず、またこの面上周辺からも関連破片は発見されて

いない。饗内部の観察状況から見て、水j留めなどの液体の貯蔵用容器に使用していたものと考えられ

る。山土冶物は(図10)、36.37がロクロ成形かわらけの小皿と大皿、 38が上峨に据えられていた常滑

窯大部、 39が干守備系土器である。

土境 4

t域 2の|判官[lJに近接した位;(1で検出された。方形竪穴住物1と上横により堀り方の東西一部が壊されて

いる 。 確認した形状は桁円形を培し、 ii'(~認規模は点両'lilh 85 CI11、南北側165cI11以上、深さ 55cI11でめる 。 組

は炭化物、かわらけ小片が多く締まりのないH音茶褐色弱砂質土である。|玄|示可能な出土巡物はない。

土墳 5

調査区南東附に近い 6ライン上の位置で、検出された。形状は指円形を呈 し、規模は東西刺165cm、南

~t'JlilI55cm、深さ 15cmで、断 r([jが浅い血状の掘り方である 。 磁土は上!習が炭化物の多い締まりのないH音茶褐

色砂n土、下回が貝殻粒を多く混入した粗い砂が詳し ) .ii~柏で認められた。
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第 1面図 9



山上遺物は(図10)、40のロクロ成形かわらけ小皿である。

土境 6

調査区中央、 C-4杭に近接した位置で検出された。木祉は土城 7・9を壊して掘り込んでいる。平

面形状はほぼ円形を呈 し、径68cm前後、深さ27cmを測り、掘り方の断面は逆台形状を呈する。組土は

炭化物、かわらけ小片が多く締まりのない暗茶褐色弱砂質土である。

出土遺物は(図10) 、 41 ・ 42が瀬戸窯の灰~lllによる縁利小皿と碗、 43が恭石で円形の偏平な向然黒石

をmいている。

土墳 7

上域 6よりも古い遺桝であるが、土域 9との新旧関係は不明である。平而形状はほぼ円形を主し、径

68cm前後、深さ30cmを測り、掘り方の|折田は摺鉢状を呈する。磁上は炭化物の多く締まりのない茶褐

色砂質土である。出土造物は(図10)、44の骨製品だけである。表面は丁寧な削り加工した後に研磨し

たもので、片|師三カ所に刃物の切込みをもっ、 加工途中のものか。

土墳 8

上原13より古い遺村iであり、東端を現代撹乱で壊されている。形状は東丙位の桁円形を呈 し、規模は

束丙75cm以上、南北rliili63cm、深さ15cm程の浅い皿状を呈したものである。磁土は炭化物を合む茶褐色

砂質七である。山土迫物は(図10)、45の瓦質火鉢の小片だけである。

土境 9

土成 6に掘り方西刊[IJの一部を壊されて検出した。形状は楕円形を呈 し、規模は南北l側1133cm、東西1MI

95cm、深さ40cmで、あり、堀り方の断面は摺鉢状を呈する。覆土は上層が炭化物の多い締まりの少ない

茶褐色弱砂質士、底面近くで炭化物と灰の薄い唯柏が確認された。出土遺物は(図10)、46のロクロ成

形のかわらけ大Jmだけである。

土境10

制査区中央丙寄り、 B-4杭に近接した位置で、検出され、掘り方の北端は t臓によ って壊されている。

形状は申告円形を皇 し、規模は南北rpill115cll1、東西中1l198cm、深さ45cmを測る。堀り方の断面は摺鉢状にな

り、磁土は厚い上層が炭化物 ・かわらけ片を多く含む茶褐色砂質土、下層が土丹粒 ・かわらけ片を混入

したやや締まりのある|培茶褐色砂質土、両府に挟まれる状態で薄い灰府の雌柏が認められた。IJr，-1ご遺物

は(図10)、47の常滑窯の担鉢 I類だけである。

土壇12

調査区北側、 C-2杭に近接した位置で検出された。本祉は土成14を峡.して偲り込んでいる。形状は

楕円形を呈 し、規模は東西軸98cm、南北軸80cm、深さ27cmを測る。掘り方の断面は摺鉢状で磁土は茶

褐色砂質上で炭片と灰のブロ ック が多量に混入する。

l出-I:ill物は (1翠10)、48がロクロ成形かわらけ小皿、49が外面に菊花文スタンプと珠文を施した瓦質

火鉢である。

土靖13

本J:止は上峨12に南隣した位置で、検 Hr， され、土成14より新しい冶~;11'tである 。 形状は桁円形をよ止し、)Jl

棋は東西車IU 105cm、南北îMI90cm 、深さ 20cmで、ある 。 覆土は炭化物、かわらけ小片が多く締まりのないIl~

茶制色刷砂J貝上である。図示可能な出土遺物はない。

土壊14

本社は土城12・13よりも古いものである。平面形状は楕円形を呈 し、規模は東西軸85cm、南北軸50

cm以ヒ、深さ25cmほどで断面が血状の掘り方である。磁上は炭化物の多い締まりのない茶褐色砂質土で

-73-
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図11 第 1面上出土遺物

ある。出土遺物は (IZl10)、50の常滑窯の裂口縁部片だけである。

土壇15

調査区北西寄り、 C-3杭の位置で検出された。方形竪穴2を壊して掘り込んだ大きな土城である。

形状は桁円形を呈 し、規模は東西中Ih140cm、南北ili!lI130cm、深さ60cmで、あり、断面が逆圭頭形の掘り方

である。覆土の上層には頭大土丹塊が投げ込まれた様子が窺え、炭化物 ・灰の多く締まりのない褐色砂

質土である。出土遺物は(図10)、瀬戸窯灰糊で51が縁利小皿、52が小査、 53が香炉と思われるもの。

土靖16

調査区北端の中央寄りの位置で検出された。P18.11により掘り方の東西一部が壊されている。確認

した形状は椅円形を呈し、確認規模は東西iMI75cm以上、南北iMI55cm以上、深さ 15cmで、浅い皿状の掘り

方断面である 。 覆土は炭化物、かわらけ小)十が多く締まりのない茶褐色砂質土で為る 。 H~I土遺物は(図

10)、54の瀬戸窯の灰糊をハケ塗りした折縁深皿である。

C. ピット (図 5-7・10、図版 1・10)

この面で、検出されたピットは約40口であるが、これらは掘立柱建物や塀 ・柵などの柱穴列を構成する

ような配置は確認することはできなかった。掘り方は平面形状が円形または楕円形を呈 し、規模は径20

-45cl11、 深さ20-45cmほどである。

E
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ヴ
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各ピットからのw上泣物は([ヌ[10)、P1: 55がロクロ成形のかわらけ大IIJlと56・57が瀬戸窯の灰f.IJi

碗・折縁深田l、P4:58が瀬戸窯の灰~IÍIの紙利l小皿、 P5 : 59が瀬戸窯の灰利l小Illi、P8:60が瀬戸窯の

卸皿と61が常滑窯の抑鉢H類、 P9:62がロクロ成形のかわらけ小[ffi、 P11 : 63がロクロ成形のかわら

け/J¥JJUと64が青磁Jill弁文碗、 P14 : 65が瀬戸窯の小査などの袋物と66が鉄釘、 P17 : 67が瀬戸窯の灰

利の折縁深皿、 P18: 68が口径14cmと大型のロクロ成形のかわらけである。

d. 第 1面遺構外出土遺物 (際[11、|支|版10)

第 1面の遺構に伴うもの以外の"IJ1土遺物で、あり、而 tの包合府や面検IIHn寺に発見されたものをー柄し

てここに載せた。

図11-1-5はロクロ成形のかわらけで 1が11径 5cmの極小JIll、2. 3が小皿、 4がI[IJJU、 5が大1lli

である。 6-10は龍泉紫系青織で 6が注弁文腕、 7が折縁皿、 8・9が劃花文碗、 10がJJIJ花文l皿、12

が折JJ要加である。11は同安窯系 ，IH慈の糊掻文碗で、ある。13はrl磁LI)CJlllo14-17は瀬戸常のもので14

が鉄車111の天目茶碗、 15・16は灰利l碗・皿、 17が瓶子である。18・19は常滑窯の担鉢E類、 20が瓦質の

士風炉、 21が滑石製の鍋である。22は鉄釘、 23・24が北宋銭 『至道元宝jと 『皇宋通セjである。

2. 第 2面の遺構・遺物

この商で検出した治桝には、 ー|二峨 8l走、井戸 1J去、東丙方向の満 1条、航i立柱建物や柱穴列を桝成

しないピット2211などが認められた。迫物は、多量のかわらけの他に舶載陶磁器の行磁・青白磁 ・褐

糊 ・緑糊、瀬戸窯の碗皿類や)低子 ・輩、常滑窯の担鉢や裂、東海系山茶碗、瓦質製品の火鉢や瓦、金属

製品の鉄釘、石鍋などが II-~I .:l:二している 。

a.土墳 (図 5・12・14、図版 3. 4・11)

土靖 1

調杏区中央、 B-4，f/Cに北接した位置で検出した。平田形状は桁円形を呈し、規模は南北軸85cm、東

西車1l155cm 、深さ 35cm を ~WJ る 。 掘り方の断面は捕鉢状であり、磁土は炭化物を多く含んだH音褐色砂質上

である。遺物は図14-1の鉄釘が1'11
1tしただけである。

土靖 2

調査区北東城、 D-2机の西隣に位位しており、前1a を壊して掘り込んでいる 。 平田形状は桁円J I~ を

皇し、 m棋は東西'[ilh65cm、南北'lilh50cm、深さ 15cmで、[ffi状の断而を有する。磁土は炭化物・貝妓粒を合

む茶褐色砂質土である。土壌内からは長さ40cmほどの獣骨がみられ、その大きさからみて馬か牛の大腿

廿と考えられる。

b.井戸 (図 5・12・14、図版 3・4・11)

調空区南西城、 B-5・6グリ ットの位置で、検出され、逃梢の内側は調査区外に拡がっている。上部

は第 1面の七峨 1にJ点されている。

掘り方は規模が束丙2.72m、南北1.65m以上、イミ整方形の平面形を呈すると思われる。調査区壁|緊で

検出されて湧水によるjJ/，部の危険があると判断されたので完掘には至っていない。従って、確認できた

深さは1.65mで、あるが、ポーリング搾の探査によると井戸底而まではさらに65cmほどの深さを推定する

ことができ、井戸底の海抜標高は5.0m前後と考えられる 。 迦~;昨の磁土は最 |二部に焼上( 1府)、その下

に炭化物ブロ ックの多い灰褐色砂賃上(2・3府)、さらに 4府の褐色砂質上を扶んで掲鉄分の多く合
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図13 第 2面 ピット

んだ赤褐色砂附(5府)が検I'Hされたが、 )1ニ戸仲などの痕跡は確認されていない。

出土)品物は、図14-6・7のロクロ成形のかわらけ大小!日l、8が173白磁の水注、 9 が褐~IIIの輩、 10-

18が瀬戸窯の平Ii宛 ・緑柄I.!lm・a'f1Jill. i1I縁大1m.瓶子などの製品である。19-22は常滑窯の裂と担鉢 1. 

H類、22が破片転!日の問り加 Eしたものである。23は瓦質の火鉢である。

c.溝 (図 5・12・14、図版 3・5・11)

調脊区北端、 2ラインれいの位世で、*V9に走る満を検出した。東側のがIt日付近は土成 2や現代批市しに

よって一部が壊されていた。来堀りの満で、断面形がV字に近い逆台形を単 し、規棋は長さ 4m以上、 |幅

210cm前後、深さ 110cm前後を測り、 1:*111万位はN-65
0 

20'-Wである。湖底の海抜標高は6.15m程で、東

1)9両端は殆んと、比lfJ差のない堀り方である。組 tは砂利 ・粗砂を多く合んだ灰茶拘色砂!刊で流本の痕跡

を煩わせる。唯柏 |二層を観察すると、 1-4}冒と 5}晋上部の両端から底面にかけて掘り方噌面の状況が

変化しており、少なくとも二時期の7，'4の波いや抑り直した痕跡と捉えている。

以下の附位にあたると|三活l師、第 3・4而からのお時も位置的にはこのh時と同じ'Iilh方位もほぼ共通してい

ることから、地別が継承されていた可能性がある。

出士した冶物、 12'114-2-4のロクロ成形のかわらけ大中小1m、5が泉州窯系の緑利l盤である。

c. ピット (凶 5・13・14、図版 3・4・11)

この面で、検U'I されたピ ッ トは約22 1-1であるが、とれらは掘立柱建物や塀 ・ ~;IIUなど柱穴列を構成する よ

うな配置は確認できなかった。侃り)Jは.ll乙而形状が円形または桁円形を呈し、刷棋は径20-45cm、深

さ20-45cmほどである。

各ピットからのU'J上辿物は(図14)、P1: 24が女瓦(平瓦) で凸面に花菱文叩目を施すもの。P5: 

25が鉄釘、 P9:26が瀬)i窯の灰lflJIの縁利小山、P10 : 27・28が欽釘である。

d. 第1面下~第 2面遺構外出土遺物 (図14、|事|版11)

第1商品i築1::11'から第 2而 1-:までの12椛に伴わないn'，I::Jfl物を一倍してここに.1或せた。

関14-29-33はロクロ成)1ヲのかわらけで29が11径 5cm強の極小品、 30・31が小lil1、32・33が大ill1であ

る。34は龍泉窯系 !?磁で、古やJtliなどの袋物、 35-37は瀬戸常のもので、35が鉄事111の天U茶碗、 36は灰利l

の縁利l小Iill、 37が在11皿である。38は常滑窯のJ2鉢H類、 39が十円石製の羽釜形鍋である。

。。
司
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3.第 3面の遺構・遺物

この面で検出した遺構は、方形竪穴建物 2基、土蹟 1基、満 1条、ピット 27口などである。遺物に

はかわらけ、舶載磁器の青磁 ・白磁 ・青白磁の碗や合子、瀬戸窯の碗 ・輩、常滑窯の捜鉢や費、東海系

の山茶l施、土器類の火鉢や吉備系土器、砥石の石製品などの中世前期の辿物に伴って'P1此以前の上向Ii器

が出土している。

a. 方形竪穴建物 (図15・16・17、図版 6・11)

方形竪穴 1

調査区中央阿端、 B-2-5グリ ット付近で検出された方形竪穴建物である。大半部は阿fJ!lIの調査区

外に延びているため、詳細は明らかではない。

九方形竪穴の床面には土台 ・根太木などの建築構造を推定させる部材は遺存しておらず、また腐蝕や

抜取り等のシミ状の痕跡も確認されていない。いわゆる方形上横の可能性もあるが、掘り方の形状や貯

面の様子、第 1面でも検出されていることから方形竪穴であろうと判断した。掘り方の規模は南北

2.7m、東西1.7m以上、深さ約25cmを測り、床面はほぼ平坦で、海抜標高6.65m前後で、ある。確認面から

の深さが浅い掘り方なので後世に削平を受けているのかも矢nれない。

額上は上層が炭化物やかわらけ小片を多量に混入した褐色砂質 t、下層が炭化物を多誌に含む暗褐色

砂質土で、ある。

図示可能な出上遺物は、図17-1の瀬戸窯の灰利l四耳査だけである。

方形竪穴 2

調査区南端付近で検出された方形竪穴建物と考えられるものである。南辺と束辺は調査区外に拡がっ

ており、また西辺は第 2面)1二戸により撹乱され、-*壁側は土臓とピットにより壊されているので梢造的

には不詳な部分が多い。確認した堀り方の規模は、東西3.3m以上、南北2.15m、確認面からの深さ約20

cmを測り、床面はほぼ、IL坦で、海抜標高6.70mlまどになる。本町1.1:も土台や根太木などを忠わす建築部材の

痕跡は残っていない。覆土は上j習が締まりのない黄褐色砂質土、下j替が炭化物と黒褐色粘質土ブロック

を含む茶褐色砂質上である。

，'b土遺物は、図17-2が龍泉窯系青磁の櫛掻 -J||花文腕、 3. 4が山茶碗の南部系と東泌系のもので

ある。

b. 溝 (図15・16・17、図版 6・11)

調査区北端、 A-D-2・3グリッ卜の聞に位置しており、東西端調査区外に拡がっている。位置的

には第2面満1aとほぼ同じ位置 ・iliill方位を示しており、そのため覆土上部が削平を受けている。索開り

の、満で断面は薬研掘に近い V字かたちの形状を呈し、規模は長さ 4 m以ヒ、 111~ 130cm前後、確認面から

の深さ110cmを測る。覆土は両壁面沿いに茶褐色粘質土が薄く貼り付き、その内側は拳大の土丹塊を多

く合んだ茶褐色砂質土である。

出土辿物は、区117-5-15がロクロ成形のかわらけで大小田lである。16は同安窯系の青磁腕、 17-20が

常滑窯の~~と JE鉢 1 . n類、 21が古備系土探である。

C. 第2面下~第3面上遺構外出土遺物 (図17、図版11)

第 1面の逃梢に伴うもの以外の出土遺物であり、面上の包合府や面検出時に発見されたものを一括し

てここに載せた。
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口1 ノ/以 :亡二之/
A方堅2

¥ ¥ 

逗三寸一ーグ28 A第2面下~第3面上 。 10cm 

図17 第 3面各遺構・ 第 2面下~第 3面上出土遺物

図17-26-29はロクロ成形によるかわらけである。小1mには26・27の口径 7co1代と28の口径 8co1以上

の2極がみられ、 29の大JIllは口径13c01強の内碗した内向 した休部で器壁の厚子のものである。30は肯

白磁合子蓋で外商に細い蓮弁文を配する。31は瀬戸平椀の体部と思われる小片、 32は土器質火鉢であ

る 。 33は京都~l~流産の仕上砥で、ある 。

4. 第 4面の遺構・遺物

この面で、検n'， した逃j悼には、 」二峨 1 基、 東西方向の~d~t 1条、ピット1仁!などが認められた。辿梢面

は海抜標高6.60m前後で、ある。造物には、かわらけの他に舶載陶磁誌の青磁 ・褐糊、瀬戸窯の輩、常

滑 ・渥美窯の担鉢や査 ・裂、伊勢系上鍋や土錦、鉄釘、不i製品などが出土しており、さらに少阜の須恵、

器や土~lfIî器なども混入していた。

q
J
 口。



a.土靖 (図15・18・14、|支|版 7・11)

土墳 1

調査区北端の東寄りの位置で検出された。本)]1:は南側が満1cに削平され、北側は調査区外に拡がっ

ているので全体の規模は不明である。平田/1ヲ状は桁円)1ヲと推定され、確認したJJM史は東西ljilh215cm、南

北llith50cm以上、深さ35cmを測る大型の土;腕である。掘り方の断面はilll状を呈 しており、額土は炭化物

を多く合んだI暗褐色砂賃上である。土域からは獣骨片が 6点出土した他はロクロ成形のかわらけ小片だ

けで年代観を示す資料は発見されていない。

b. 溝 (1ヌ115・18・19、1:><1版 7・8・11)

調査区北端、 B-D-2グリットに位置しており、-*凶11司側は調査区外に延lfている。索明りの摘り

方の満で断面形状は逆台形を呈し、確認規模は長さ 3.7m以上、 I IJ~205cm前後、確認面からの深さ 65cl11 を

測る。磁土は 2}習に大別され、厚い上回は炭化物と木}'iが混じる有機物腐蝕土を多めに合んだ締まりの

ない茶褐色砂質上、消底に薄く堆航した下層は多lEの炭化物や灰が混じったものである。

出土遺物は、図19-1-13がロクロ成形のかわらけ大小llIlである。小]]1の中で 1-6は口径7.9-9.2

cm 、底径6.0-7.5cmで、 1-1径と}ß;径の比率が小さく器 II~の低い一昨であるが、 7 はロクロ成形時の引き

げ痕を明瞭に留めており、 |川底面にナデ調整を施しておらさず、円径と底径の比率差がやや大きいもの

で、その特徴から鎌倉初期的な要素をもっ。大]]lの 8-13は口径12.0-13.4cm、底径8.4-10.6cm(12以

外)であり、 仁11をと底任の比率差が小さいものである。14は手担ね成形による白かわらけ、 15は瀬戸

窯の四耳輩、 16-19は常滑窯の製品であり 16-18が担鉢 I類、 19が輩、 20・21が石製品であり前者が

土丹(泥岩)を円盤状に加工したもの、後者が長11崎県天平産の砥石、 22・23が鉄釘、 24・25が須忠器

の益と杯である。

C. 第 3面下~第 4面上遺構外出土遺物 (図19、図版1日1)

ここでは第 3而1、;昨It4築上中及び

筒単に削触!れることにする。

玄119-26-31はかわらけ小JI]1であるが、 26-29はロクロ成形のタイ プと30・31の予但ね成形のタイプ

とがみられた。32・33は同安窯系青磁の櫛掻文碗、 34は白磁の口〕じ腕、 35は掲柄11の査で、ある。36-40

は常滑窯の壷 ・ 裂・担鉢、 41がj尾美窯のt~E鉢、 42が南部系の山茶碗である 。 43は伊勢系上鍋、 44がか

わらけ質の土錘、 45が須Jよ(25の益、 46が土ni!i器の蛮である。

5. 第 4面下のトレンチ調査

調査区壁面は土留長11:.が実施されていないので屯機の表土掘削後、ある科度の勾配をつけながら仰り

下げ、さらに壁|療に犬走り状の段差をつけて安全対策を考慮、しながらの調査であった。 しかし、掘り

げて行くと、生活l却を梢成する上j曹は砂層上で湖水!11が笠宮なためJifl都の危険性を感じたので、第4i1ri

以下は面的な調査は~I難と判断して、 トレンチによる調査庁法を採用した。

トレンチは、 調資|孟「↑l央の C ライン沿い東側の位置で長さ 8.8m 、 1~~ 1.3mを設定した(図20) 。 図 4 の

J 甘脱税にみられるように第 4面構築土の灰制色砂質上 (21層)が15-30cm担の厚みがあり、その F

にはj享さ15-35cmの以殻粒を多く合む灰色砂賃上 (22層)が認められ、さらに22)日と 中世地山上面と

の聞に挟まれる状態で的い製灰色砂質土 (23層)が本平に堆積していた。第41頂上から中世地山の黒褐

色~~li1'î土 (24層)まで、は約50cmの深さで、海抜棋1苛6.05m程で、あり、 トレンチ底!日は海抜標高5.85m前後
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の深さまで掘り下げて確認を行った。中世地山而上の遺構には、土成3基とピット1口が検出 されたが

遺構の覆土中からは|支|示可能な遺物は出土していない。

トレンチ内から山上した治物は、図21-1-3がロクロ成形と手控ね成形のかわらけ小皿である。 4

は同安窯系青磁の櫛掻文碗、 5が渥美窯のJ宝鉢、 6が尾張系の山茶碗である。 7. 8は鉄釘、9が骨

の剖口部の周囲を刃物で削り加工したもので、未製品か、 10-13は須恵器の杯、 14が土師器の台付饗で

あろうか。
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表 1 遺物観察表 (1) ( )は復元

図番号 出土函 ・遺構 種別
口径 底径 銭高

a.成形 b.胎土・ 繁地 c.色鯛 d.紬薬 e.焼成 f.備考(cm) (cm) (cm) 

9-1 ?n1UII JJ竪1かわらけ (17.4) (10.6) 4.4 a.ロクロ外底糸り'J1.良 b微砂3母白壷l'J主上c災燈色

9-2 " 瀬戸 fill茶碗 (13.0) / / b. {在尚色o、粒白色粒良 1:d 灰荊ilJ.天災色 ~11Iかなu入 e. 良好軟'i't

9-3 " 瀬戸 ui縁大U11 体制i小)'(
b . 設灰色砂粒白色粒納ELt d 灰柄iIハケ捻り災灰色外面Ç~)治仁外郎:& 1、l'
11 

9-4 " 瀬戸 114.Lf必 / (7.2) / 
a 輪般み b 灰内色砂粒 ~U色粒村1五!t d 灰覇ilI91M灰色内而ç~J治 e . 良好
硬質r.I，j;:ffll外而て本の};司1111する条線 二次焼成の為抽iI抑l雌

9-5 " 'h~汗I ~担 日gjl小片
b. J天褐色砂粒白色粒少公 c. 1I音赤側色-11音尚色[イ~~文のスタンプ 一条
事~イT り

9-6 ?n 1 1師 }j笠2かわらけ (6.6) (4.0) 1.8 aロクロ外ほ糸切浪 b微妙安母赤色粒 ILI針 やや籾 tc.位色

9-7 " 瀬戸 fin 茶碗 (13.6) / / 
b. }火色砂粒 Jお色粒新五!t d .1灰黒色外I而 F位~}治 e. EHf ~史質[ 二次焼
成のため総点nlれる

9-8 " 瀬P '1'-腕 m~古I1小}\.. b. T者灰1'1色紗粒段上 d.J.天相hハヶ'6世り町!iq灰色 e.良好やや硬質

9-9 " 瀬}，、Ji.f被 11総剖i小片 b灰白色紗料相良 td.J灰紬ハケ古書り T'i灰色 e.良好硬質

9-10 " 瀬戸イeJlli. / (8.5) / 
a外底糸切線 b.灰白色砂粒粕良上 d.}沢利 l仰天M色内外而一部 ・外底凶1
露j治細かな民入 e.良好硬質

9-11 " イ7製品自fイヲ 伐イF長 7.5X似 5.6XJ事3.6C. ~伝術色 e. 消印l 砂!A'製 j)H也イミ 191

9-12 第 11師 t減 1かわらけ 5.5 4.4 1.9 a. ロクロ外!必糸切浪 b 微妙 3母亦色粒 I~I壷|土J't粒粗土 c. 燈色

9-13 " かわらけ 5.6 3.95 1.8 a ロクロ外底糸切痕 b 微妙 ~母赤色粒白針やや精1土 c 償色

9-14 " かわらけ 5.8 4.5 1.55 a.ロクロ外底糸切痕 b微砂3母赤色粒 ILI針 やや粗Jニ c燈色

9-15 " かわらけ 5.9 4.2 1.85 aロクロ外!必糸切浪 b微妙22母1'1告l'tJ't粒精IIニc.J.1'i燈色

9-16 " かわらけ 9.0 6.0 2.95 a.ロクロ外!底糸切痕 b微砂妥母赤色粒 ILI針七l'tf立粗上 c位包

9-17 " かわらけ 9.2 5.9 2.55 aロクロ外!底糸切痕 b.微妙11母赤色粒 1'1針 tPl粒粗土 c.位色

9-18 " かわらけ 9.9 6.95 2.95 aロクロ外J必糸切痕 b.微砂 '21S}赤色粒向針 trt粒 *'-ll二c.IVI賞位色

9-19 " かわらけ 9.6 7.6 2.75 a. ロ クロ外lほ糸切痕 b 微妙 ~BJ 赤色粒 ÎI針よj守申立 ~l上 c. T'i位色

9-20 " かわらけ 9.4 6.55 3.15 a ロクロ外j底糸切痕 b 微妙~母赤色粒白針土丹粒粗土 c. 燈色

9-21 " かわらけ 9.6 6.2 2.7 aロクロ外!底糸切痕 b微砂'jJ母亦色粒 (Ifr十U'i'粒粗上 c.位色

9-22 " かわらけ 9.6 6.6 2.85 aロクロ外'jj;糸切泌 b微妙'1m赤色粒 h針小石粒上丹粒羽ltc燈色

9-23 " かわらけ 9.6 6.55 2.7 a.ロクロ外!必糸切泌 b.微妙 雲母赤色粒 13針 t丹粒粗土 c.裁燈色

9-24 " かわらけ 10.2 6.6 2.9 
aロクロ外!必糸切痕 b微妙雲母赤色粒 h針上汁粒潤1上 c.fTI色e灯IIJJ
IUlとして使川か

9-25 " かわらけ 9.0 6.6 2.5 
aロクロ外股糸切浪 b微妙笠母亦色粒臼針上丹粒粗上 c.iq燈色 e底 |

811糸切り後スリ調整

9-26 " かわらけ 9.2 6.7 2.8 
aロクロ外氏糸切痕 b微砂持赤色粒門針 tn削 l上 c.f.j色 E 底 |

ffll糸切り後スリ調態

9-27 " かわらけ 12.0 6.8 3.65 a.ロクロ外l底糸切痕 b.微妙 ;s母赤色粒白針上m立制上 c.償色

9-28 " かわらけ 12.6 7.8 4.2 aロクロ外!応糸切痕 b微妙 :u母赤色粒内針 t丹粒羽I上 c.ffi色

9-29 " かわらけ 13.0 9.0 3.65 a.ロクロ外j広糸切浪 b.微妙 ']1!St赤色粒 h針 tl'tf占相l土 C..þ~位色

9-30 " かわらけ / (8.6) / 
aロクロ 外底糸切浪 b.微妙72母亦色粒白針 組Jニc.燈色 e.lj'y.部糸切り
後スリ調整

9-31 " i'l綴 11 ){;JIU 11縁部小};- b . 灰向色相良堅級 d. 1ιl 色半透明円将 ffll~ltJ治

9-32 " 瀬 戸 天11茶碗 10.6 / (5.95) 
b 灰色料段上 d. 総灰色-11官級灰色外Ilú 卜.位~胎やや粗い1'.1:人 e. 良好昭~
質

9-33 " 瀬i' 折紙深1111 休日11-).版部片 b.灰色村1良|二d.1示前iIハケ裕り IA緑色 e.良好 p!E'I't

9-34 " 1;市ImJ>.lI煩 (33.0) / / 
b.J来初色砂粒 (1色粒小石粒少.ittc. 11背Aミ制色f.1λIITII('史mによるJH滅浪外
而斜1立ヘラナテ.

9-35 " 瓦'i'f I:J凪炉 (36.4) / / 
b災燈色見l色粒小石粒良 tc.i1定位色 f..1縁部一外而にかけ紛|く!野き浪

ヵI9xる

-88ー



表 2 遺物観察表 (2) ( )は復元

図番号 出土面・遣事情 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土 ・素地 c色調 d.粕薬 e.焼成 f備考
(cm) (cm) (cm) 

10-36 第 1iIii t減 2かわらけ 8.2 6.2 2.2 a ロ クロ外J氏糸切痕 b 微rrÞ ~母白針やや粗土 c. I~h'i'i俗色

10-37 " かわらけ 11.9 6.4 3.6 a. ロ クロ 外l必糸切痕 b . 微砂雲母臼~I 赤色粒綱l土 C. 災俄色

10-38 " 常 消費 / 20.0 / b.1I音灰色砂粒白色粒小石粒やや多iEc掲色~燈色

10-39 " 吉備系土日告 11.0 / / b乳白色砂粒 J込色粒小石粒やや粗土 c乳白色一般色e良好

10-40 1:i"i 11m 七機5かわらけ (7.4) (3.9) 1.9 a.ロクロ外j底糸切痕 b.微妙雲母赤色粒 II針粗土 c.t夜色

10-41 ~ 11而上級6瀬戸総柄II小llll 11.8 / / b.灰白色 I沙粒析i良土 d.灰車hI~j総灰色 11縁部ド~外1日銭j胎 e.良好般質

10-42 " 瀬戸 l碗 口縁部小片 b . 灰白色 1沙粒白色粒 ~i'l良上 d. 灰利lハケ塗り総灰色 e. 良好 p!J!'l't 

10-43 " 石製品 4:f石 縦 2.3X横1.6XJfl. 0.5 c.黒色

10-44 m 1而 上品質 7什製品 残存長 4.1X幅1.5 f.表而のfJ.f!iJtfilllに均等な 3ヵ所の切り込みイIり

10-45 がi11街上級 8瓦質火 鉢 口縁部小片
b. 灰~~~色黒色粒白色粒相良土 c. 灰色-~Q灰色 e. 良好 [二次焼成のた
め一部剥$VE

10-46 百~ 1而土羽詰 9かわらけ (12.4) (8.3) 3.5 aロクロ外政糸切痕 b.微妙雲母赤色粒 h針 t丹粒粗_!-.c. i立板色

10-47 ~ 11([j 上級 10rì i~討il N鉢un lコ縁部SJ-r b.1情灰色砂粒 11色粒少盆 c.灰色

10-48 第 1而土嫌 12かわらけ 7.4 5.5 2.0 
a.ロクロ外j底糸切痕 b.微{沙 ']tA}白針小石粒粗上 c.武般色[灯IリJsI1とし
て使用か

10-49 " 瓦質火鉢 し1*訪問i小片
b 亦紘j色紗粒 ~U色粒門色粒小イ1粒良j: c. }，UfU色f外国に菊花文スタン
プJjj;文

10-50 第 l而上級 14常討1 ~控 縁，m幅 2.8 b.1I音灰色砂粒白色粒小石粒やや多ii1c. 11古赤補色

10-51 第 1i7u t城 15瀬戸線柄h小llU rl縁部小片 b.&灰内色砂杓良二td.灰覇h緑灰色円縁部下一外i7u銭Jlfie.良好軟質

10-52 " 瀬戸小道 / 5.4 / 
a.外底糸切痕 b.1則i(['燈色 I沙粒 m色料 l勾色粒前月五!t d.以執h1¥:(1)1'灰|斗
色内jほ而}fl!i踊h細かな1'r入 e.良好 l硬質

10-53 " 瀬戸 子守炉 (10.0) / / 
b. 灰 I~I 色砂粒 ÎI色粒相良 上 d . 灰利l 灰総色円縁高11-外而Jíl!i荊h e五Wli)!!
質

10-54 ~1 市土品質 1E 瀬戸 折縁深1lU / (14.2) / 
a.外底へラ背1Iり痕 b.1天向色砂粒利良上 d灰車hハケ塗り緑灰色調11かなは
人 e.良好硬質 E戸、J1底部重ね燐きの跡有り

10-55 首~ 1而 P1 かわらけ 12.8 6.4 4.5 aロクロ外底糸切痕 b微妙雲I号赤色粒 II針やや担l上 c. T'i.位色

10-56 " 瀬戸腕 体計I1小Jt b 灰白色砂粒車内Ñ_仁 d 灰~Ih 紙灰色ハケお売り利11かな rr人 e 良好似!質

10-57 " 瀬戸' 折縁深1111 体制i片 b明資灰色 I昔、粒白色粒 ft'l良二iニd.灰前hハケ塗り!夫総@e.良好硬質

10-58 第 1而 P4 瀬戸縁取IJlNm l寸*j:dll小片
b.灰色砂粒向色粒納良土 d.灰利l灰緑色 e.良好硬質 f.二次焼成を受
ける

10-59 第 1ii街 P5 瀬戸 小!日l / (3.2) / 
a.外底糸切痕 b.t~灰 ÎI色 1沙粒 ÎI @ó.粒料段上 d.灰覇hハケ塗り !天緑色e良
好硬質

10-60 第 11而 P8 瀬Ji 卸11ll / (3.6) / 
a.外1氏糸切娘 b.以内色砂粒肉色粒災 td . 灰柄hハケ?在り t，~灰1' 1色外j底
:'ff1c"jJ治e良好硬質

10-61 " 常計'1r~鉢 u ，摂 口縁部小片 b灰制色砂粒白色粒少盈 c.外面赤枕)@内1m降灰苅i灰緑色

10-62 自'¥1而 P9 かわらけ (7.8) (5.3) 2.0 aロクロ外}jま糸切痕 b微砂 '1m赤色粒 1'1針小行粒やや相l上c.1主将色

10-63 ~i 11而 Pll かわらけ (7.8) (3.7) 1.9 aロクロ外!必糸切痕 b微妙雲母白針中月五!t c. T在位色 f.nlリIlJll

10-64 " 
飽五($系

高台径 (5.4
a. flllり出し高台 b灰II色粕良l望級 d.I り |総灰色、I~透明高f?内~，;{ I胎 f.外而

7!?磁;m弁文腕 主主弁文

10-65 第 11日 P14 
瀬戸袋物

体内i小Jr b.M灰色砂粒白色粒車内良 1-_d. J反荊hハケ喰り災灰色ι良好やや軟i'i
(小~~か)

10-66 " 鉄製品事I 銭仔長 5.6X幅 1.4XJ平0.5

10-67 第 11而 P17 瀬戸 折縁深IJIl 体内i小J...-
b.1II:灰許l色砂粒向色粒良 td灰利J1占灰向色ハケ !1l り外而~Jltìe田 良好
!~x 'l't f. 二次総成の為!ιl ì~~

10-68 第 1uii P 18 かわらけ 14.0 8.1 2.5 a.ロクロ 外j底糸切痕 b微妙、'it母白針 *i'段上 C.燈色

11-1 買11市上 極小かわらけ 5.0 3.5 1.1 aロクロ 外j民糸切痕 b微妙雲母赤色粒内幸|やや粗-1: c.民俗色

11-2 " かわらけ 7.7 5.8 2.0 a ロクロ外lほ糸切浪 b. 微砂':Uffl:赤色粒 I~I針やや精l上 c.191比一肉色

11-3 " かわらけ 8.8 6.3 2.5 a. ロクロ外!底糸切痕 b. 微砂 ~Rj: II針良 tc. t主位色

Q
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表 3 遺物観察表 (3) ( )は復元

図番号 出土函.i量権 種別
口径 底径 銭高

a.成形 b胎土・ 素地 c.色翻 d.粕薬 e焼成 f.備考(cm) (cm) (cm) 

11-4 ;li)1面上 かわらけ 10.4 7.3 3.3 a.ロクロ外!底糸切痕 b.微砂'2母赤色粒内針やや椛l上 c般色

11-5 " かわらけ 11.8 6.0 3.4 aロクロ外脱糸1;1)痕 b微砂122母赤色粒 (1針やや相11ニ c ist位色

11-6 " 
百UJf{窯系
i'j'磁鋪漣弁文腕

(15.6) / / b灰白色気!色粒粕良竪級 d.J禾緑色不透lリJf外l而i近弁文

11-7 " 飽泉~系w磁折縁阻 lコ縁部小)r b. 灰 I~I@. 相良 l篭M~ d.灰M色、F透明細Hかなn:入 f.1人l耐えE弁文

11-8 " 
飽京言語系

(14.4) / / 
b 灰災色草月五!~と級 d. ;ql床紙灰色半透明 I;I~外 Ifli ì尊い施布Ii細かな 11人 f 外

)';- 磁lll1m~文碗 耐釧ft文

11-9 " 
飽j~~系

(16.0) / / b 灰 |ιI@. 瓜色粒納j込 l翠M~ cI 灰緑色不透明 f. 外 Ifii Jl1JIË文 |人i ITIÏ輪花状区jilîjllÍ"磁!l.~J花文腕

11-10 " 
自包)Il.~系
)'(磁釧花文IlU

(10.0) (5.2) 2.2 b.灰色精良堅鰍cI.灰M色半透明内外郎 I内而JI1J花文

11-11 " 
同安祭系

(1;:部小)r b灰白色村良略級 d.iql床灰緑色透明外而 ff立鍔!治f.内面倒倣削イ正文外
-，tr磁繍級文l施 而欄f量文

11-12 " j'"j'綴折』要1lU / (5.0) / b 灰白色*，'1良!笠M~ d灰緑色半透明;0;台内飽和111卜J'銭l治相い白人

11-13 " 向綴口JCIUl (8.8) / / b.灰向色納良竪級 d.lm公灰色半透明 11将部露l胎

11-14 " 瀬戸 天U茶碗 (11.2) / / b灰h色砂粒良JこcI.)J¥紙j色e.良好 やや軟i'l

11-15 " 瀬戸 腕 (16.4) / / 
b灰ht色紗粒政 tcI. J.天罰Iiハケ塗り此l床!天級世2紺lかなtr入e良好やや
軟質

}1-16 " 瀬戸碗 J底部小)r b 灰色砂粒良ー1:CI灰執hハケ塗り灰紛色外開館!治 e.良好再m

11-17 " 瀬 戸 瓶 子 / (8.2) / 
a外底糸切線 b灰白色紗粒 II色粒 j込td.J:天罰Iiハケ塗り町1以紙色外l必iltl
館j始細かな口入 e.良好硬質

11-18 " 百t計;i担鉢 Ul罰 口縁台11小片 b. !来初色砂粒向色粒 多Jltc. l市赤褐色

11-19 " ';i~討;i 位鉢u矧 )11"1[111小)t b. J.来初色砂粒白色粒やや多iJc目み紙j色

11-20 " 瓦質土)jJJ-O (36.0) / / b 灰白色砂粒 子l 色粒 やや粗上 C. 灰烈色 Ul縁日~I-外l師にかけヘラ J:G き

11-21 " 汗}石製鍋 仁1*$剖IIj、片 c灰祇j色[一iltl煤付Z7

11-22 " 鉄事~ ，~， 釘 残存長 5.2XI[i;-;¥ 1.0 XJ写0.5

]1-23 " 銅製品銭 / / / f. :f，口元宝 北米初$.1/995 fl~ 

11-24 " 銅製品銭 / / / f.lil宋通宝 北:;l<:初鋭 1038年

14 -1 第 2而土品質 l鉄製品事T 校千子長 4.7XI偏0.8

14-2 W， 2 lfii it'Ii 1 かわらけ 7.8 4.8 1.7 
aロクロ外底糸切痕 b.微妙32母赤色粒 h針やや:fll上 C. tl立燈色 f.;: JIljJ 
lill 

14-3 " かわらけ (11.4) (7.8) 2.7 a ロクロ外底糸切痕 b. 微砂 ~母円安| 良上 c. 倍色

14-4 " かわらけ (13.4) (7.8) 3.3 a ロクロ外股糸切痕 b 微妙 52母 赤色舵 I~I針やや組上 c ist位色

14-5 " M踊h総 口縁部小)， 
b.印1I天制色紗粒 II色粒やや紅l土 d.lljJ灰緑色 e.民H硬質f.二次燐j戊を受

ける 泉州黛系

14-6 首~ 2而井}-'1 かわらけ (7.8) (6.0) 1.6 aロクロ外lほ糸切痕 b.微砂主母赤色粒 白針やや柄1土 C.裁般色

14-7 " かわらけ (12.2) (7.4) 3.0 a ロクロ外Jj~糸切浪 b. 微妙 52母小イ1粒やや朝11: c. ~立総色

14-8 " tT臼綴 -*注 胴剖i小片 b.白色料];!I墾級 cI.i'j'Il色透明内而怖い施覇h

14-9 " 事日前b泡 H阿部1小片 b.1I音灰色砂粒白色粒杓良 td.1I骨灰褐色内而露!治e良好 I硬質

14 -10 " 瀬戸平l施 口縁部小n- b. ~占灰色砂粒良 |こ CI 灰荊hハケ冷り l天M色釧かなは人 e.良好 硬質

14 -11 " 瀬戸 平!被 I-I *~河i小)r b灰色砂粒 h色粒良_I:cI. J.天聴Iiハケ塗り灰緑色紙11かなは入 e.良好的!'.l'(

14 -12 " 瀬戸 平腕 H阿部小片
b此l派色砂粒艮こI::cI版刷ハケ塗り灰総色外而 Ff世銀l給制かなn人e良
H 再~質

14 -13 " 瀬戸 総荊hrm 仁l縁剖i小)-'r b. -J/i.灰色砂位 良上 d.1灰利灰緑也 11縁iltl胞覇Iie.良好艇質

14 -14 " 瀬戸 卸Illl 口縁部小片
b制灰色紗粒fl'il込上 d.灰利lハケ冷り灰緑色 LI縁部施利l内外[而露胎 e.良
H硬質 f.1大l外而煤付Jf

14 -15 " 瀬戸 卸illl Clij部小)'j
b. -þ~灰何色砂粒 精良上 c1.!灰覇JIハケ塗り灰紙色 IIU部胞覇Ii内外 l(ii~;{)If)
e. ];!!lf傾!'.l'(
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表 4 遺物観察表 (4) ( )は復元

図番号 出土函・ 遺構 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土 ・繁1也 c.色調 d.糊薬 e焼成 f備考
(cm) (cm) (cm) 

14 -16 安i2面 jtp 1 瀬戸飼JlUl / 5.5 / a外底糸切痕 b.t1t灰色砂粒粕良土 e. 良好硬質 f 内外部~fサ諮

14 -17 " 瀬戸直総大IUl 底部小片 a.外底糸切ITfb.).立灰色砂粒良上 d灰柄hノ、ケ‘漁り i1.t灰色 e.良好硬質

14 -18 " 
瀬戸

胴剖111(18.4) 
b灰術色砂粒 J':J色粒良土 d.，w初色不透明外而}j'tli~1由ハケ 主主り車hダレ e 良

袋物(瓶子か) 好硬質

14-19 " 常消 費 / (17.2) / b.灰筏j色砂粒内色粒やや多盆 C.内而!年灰河i灰緑色外商赤褐色

14-20 " 常滑控 鉢 l鷲1 / (13.2) / a.l刷、f尚fib灰色紗粒白色粒やや多五tc.灰色f内面隠滅

14 -21 " 常滑控鉢日:願 (27.4) (16.6) 10.4 b灰紙j色砂粒白色粒やや多量 c.II音赤褐色 f口縁部和l雌内而磨滅

14-22 " 常消費転問品 校千7-:長 2.3X幅 3.5XI平0.7b灰色砂粒少な c灰色u型破片を 2方向綴り加工

14-23 " 瓦質火 鉢 I1同行I1小片 b.灰r-I色砂粒r-J色粒五!t: c.黒字!3@.e . 良 ~ff 外 rlñヘラ l\'liき j闘l部分最11雛

14-24 m 21.UI P 1 !;( .1i: (平瓦) 残存J乏5.0伎作幅 3.9)亨 2.1
a凹l而縦1立ナデ 凸部隊れ砂イE変文の叩きI.H.灰色紗粒白色粒良土 c.灰
色e.ややHい軟質

14-25 第 2rlii P 5 鉄製品釘 残イ子長 2.9X幅 0.8X)平0.4

14-26 百121.lii P 9 瀬戸縁柄h小llll (11.6) / / b.灰ILI色砂粒車内j込上 d灰罰h灰緑色口縁古I1純平山創11かなl.'l人 e.1H子硬質

14-27 第 2面 P10 鉄製品釘 残存j毛6.9X幅 1.2XJ平0.6

14-28 " 鉄製品釘 残存長 3.1X幅1.2X厚 0.9

14-29 
第 1li而!ご~

極小かわらけ (5.2) (3.8) 1.7 a.ロクロ 外底糸切痕 b微妙 雲母白針上丹粒良上 ci在位色
安j2而上

14 -30 " かわらけ (7.5) (5.8) 2.0 aロクロ 外lほ糸切ITfb微砂雲母 赤色粒白針土丹粒良上 c.燈色

14-31 " かわらけ (8.2) (5.9) 1.7 a. ロ クロ 外lほ糸切浪 b. 微砂 ~母赤色粒白針良 |こ C. 11~燈色

14 -32 " かわらけ (13.3) (9.8) 3.0 aロクロ 外!必糸切瓜 b微妙 雲母 白針上J'tl立五l上 c.ttt.俊色

14 -33 " かわらけ (13.6) (8.9) 3.5 aロクロ 外!底糸切痕 b.微砂玄母臼針良上 c.明1占拠色

14 -34 " 
飽泉言語系

体部小片
b灰向色料良幣級 d.灰緑色不透明内外面J甲子に施柄hね:tいu入f.l泊I'fけ

~{磁袋物 文線 二次燐Jli.を受け文総不鮮明牡丹文か

14-35 " 瀬戸天円茶碗 体部小)十 b.灰白色砂粒良」二d.黒色-11昔肉色外而下位露J治

14-36 " 瀬戸縁糊小Illl 口縁部小片 b.灰白色砂粒段上 d灰粕 l珂灰緑色 e.良好やや軟質

14-37 " 瀬戸 卸Illl (13.6) / / b.灰白色砂粒執j色砂粒良二t:d灰利i灰緑色e.良好 艇n
14-38 " '/it計T 担鉢 [1:Ui @ilil小片 b灰制色砂粒白色粒多抵 c.赤祇j色f.r̂J而j符滅

14-39 " 滑石製鍋 残存良 5.6Xr隔5.4X厚 1.6c灰色I外I釘煤卜j'，j']'

17-1 百13[日 プ'Y~ 1 瀬戸凶耳遊 (12.4) / / b.明灰白色 l昔、粒 l勾色粒良土 d灰覇h灰緑色~貨灰緑色 e.liH子硬質

17-2 第 3面 JJ懸 27.7磁倒舷文腕 {本部小片 b. J示内色相良堅鰍 d.Þ'l l床f~灰色透明内外而i恥 、施利r.内副附掻文

17-3 " 南部系山茶椀 日台径 (6.3)
aロクロ 外J底糸切痕籾殻11'0占付高台 b.灰lι!色砂粒様色粒白色粒粗土

c.灰白色 e.良好 やや硬質 f尾張型か

17-4 " 北部系山茶碗 !ぷ告I1小片
a. ロ ク ロ外J~糸切痕籾倣痕 H占{，j 高台 b. 灰色砂粒煤色粒納良上 c 貧灰
色 e. 良好再~質f. *i侵但

17-5 第 3flii 7，持 1 かオコらけ 7.1 4.8 1.6 aロクロ 外j底糸切痕 b微砂 雲母赤色粒土丹粒やや純l上 c.燈色

17-6 " かわ らけ (6.9) (4.9) 1.7 a ロ クロ 外l底糸切痕 b 微砂 ~母赤色粒白針やや粗 t c. m燈色

17-7 " かわらけ (8.8) (7.0) 1.7 aロクロ 外!凶糸切瓜 b微妙 ''21吐赤色粒やや粗上 c.f笠色

17-8 " かわらけ (12.3) (6.3) 3.7 a ロ クロ 外l底糸切泌 b 微砂 ~母赤色粒白書十やや粗上 c燈色

17-9 " かわらけ (11.9) (7.8) 3.3 a.ロクロ外底糸切痕 b.微砂35母赤色粒白針やや平日上 c.燈色

17-10 " かわらけ 12.1 7.7 3.0 a.ロクロ 外底糸切痕 b.微砂 雲母 白針良土 c.1電信色

17-11 " かわらけ (12.3) (6.3) 3.7 a ロ クロ 外J~糸切線 b 微砂笠母赤色粒白針やや粗上 C. {笠色

17-12 " かわらけ (12.5) (6.3) 3.9 aロクロ 外!必糸切浪 b.微砂雲母赤色粒白針良_I:c位色

17-13 " かわらけ (13.4) (9.4) 3.3 a.ロクロ 外!底糸切痕 b.微妙雲母赤色粒白針良1:c.燈色

17 -14 " かわらけ (13.4) (7.9) 3.5 a ロ クロ 外Jl~糸切痕 b. 微妙 雲母赤色粒良t: c.燈色

17-15 " かわらけ (13.4) (9.0) 3.3 a ロクロ外Jl~糸切痕 b. 微砂雲母赤色粒白針上fl粒制上 c. {笠色

17-16 " 
同安窯系

(11.8) / / 
b.焚灰色相良竪級 d.TiJ床灰緑色透明創11かな白人 f内而似花文 繍掻文

J7磁ilil弁文碗 外而綱領)lli:t~文

噌
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表 5 遺物観察表 (5) ( )は復元

図番号 出土面・ 遣事脅 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土 ・繁地 c.色閥 d.柚薬 e.焼成 f.備考(cm) (cm) (cm) 

17-17 第 3而 ir'Il1 百tifi 主題 111 古~小}'ï b.灰従l@.砂粒 ILI色粒多11ic 肉色降灰河l灰þ~色 E 桁「自のnp き日 IHイI り

17-18 " 1詰消 n:鉢 I類 Ilh¥古11小片 b.llil初色砂粒1'1色粒多r..tc. 1I育制色降灰 r~11，t灰色

17-19 " i;tif1 t'~鉢Hri 荷台径 (12.7) a. lIM、1'I:~í今 b 灰色砂粒 (1色粒小イーl粒多{Itc.灰色

17-20 " m十f1 短鉢 [1~Ji 仁l縁部小片 b.1I古灰色 I昔、粒l'1色粒小行粒多[.tc.褐色|均ー灰古s灰緑色

17-21 " 占的系上i'iii (10.2) / / b乳l'1色砂粒 1'1色粒政 Iニc.IVUHti色~白灰色 e.良好

17-22 ~3 而 P7 かわらけ (7.6) (4.6) 1.7 a. ロ クロ 外I)~糸切痕 b 微妙 '2 1吐 ( 1針良 t c. b1位色

17-23 " かわらけ (8.0) (5.6) 1.6 a ロ ク ロ外JÏíi糸切!J{b微砂 '.fl l~ 11告l'.b.! 1: c俊色

17-24 ~ 3 D函 P8 上倒;帯 休部小}十 b. Ji反政色砂粒 l'1色村良上 c.!を色

17-25 " 
組系1$系

i本市l小)'i b.以下l色村五!I~~級 d. 1I削パ緑色不透明内外1 m)'! lの1Jt!i布h杭lい此入r.外I(O
~(磁ilJl弁文腕 え立力、文

17-26 
首~ 2而下一

かわらけ 7.3 5.6 1.65 a ロ クロ 外J)~糸切線 b 微妙 ']1 BJ: 亦色粒 tl針小行粒良土 c. T1燈色第 3而上

J7-27 " かわらけ (7.6) (48) 2.05 
a ロ クロ 外J)~糸切炭 b 微妙 'lilt}:亦色粒 II歩|小行事立 l込tc.L1i俗色 f灯
rVJ 1.1llとして山川か

17-28 " かわらけ (8.6) (5.4) 1.5 aロクロ外底糸切痕 b.微砂雲母赤色粒 ILI針小行粒良土c.1在位色

17-29 " かわらけ (13.2) (7.6) 3.4 a ロ ク ロ外}j'Sõ糸 切Ilib 微砂 ']1 1吐亦色料J' I~I 小ィ7粒 j込 t c.li~股色

17-30 " 河内磁合チ占i 1本河川、}'i
b.I'1色料良i官級 d明lT灰色、ド透明内外IIlii¥ljい施覇hIIsffll鈴胎 f外l(iiilJl
弁文

17-31 " 瀬戸平腕 休刊i小}t b.灰1'1色砂粒肉色粒相良 td.灰覇Idli灰緑色 e.良好硬質

17-32 " t(，i{'['t 火鉢 n紋ì~il小) '( b. J.火色 1沙粒~(\色粘(1色粒良 tc. !J.U火色 e良好

17-33 " 石製，'iI. r~石 残存長 4.0X削3.2x)tl. 0.8 c則氏褐色r.11:七低 iJr:.r.'製I![li抱政か

19-1 宮H 而 7''1/1 かわらけ 7.9 6.3 1.7 aロクロ外ほ糸I)J痕 b.微砂:3母赤色粒 l二丹粒やや精11二c.1竜俊色

19目 2 " かわらけ 8.3 6.2 2.1 a. ロクロ 外J)~糸切IH b. 微妙 '~It}: (1針やや納11:c. 1'1燈色

19-3 " かわらけ 8.4 6.0 2.0 a.ロクロ外氏糸切IHb.微砂'1A/i):ぷ色粒l'I ~十五! t c田氏燈色

19-4 " かわらけ 8.3 6.9 1.7 a.ロクロ外!ほ糸切I!'lb微砂 'l1Rtn針良 td世俗色

19-5 " かわらけ (8.8) (7.5) 1.6 a. ロクロ外JI~糸切痕 b 微妙 52母円安l' tl'l粒良 lニC.1'l(・位色

19-6 " かオコらけ 9.2 7.1 1.4 a ロ クロ 外J)~糸切泌 b. 微妙 雲母亦色料(1針 UI二C.id位色[灯lりJlJll

19-7 " かわらけ (8目6) (5.2) 2.0 a. ロ クロ 外J)~糸切痕 b 微砂 '，2 1吐ぷ色粒 1:J1t立 五! 1'. c位色

19-8 " かわらけ (12.0) (8.4) 3.5 aロクロ外nSS糸切痕 b.微砂 '111:母やや粧lt c.l'{位色

19-9 " かわらけ 12.0 9.0 3.0 a ロクロ外J)~糸切痕 b 微妙 '11ft}: (1針段上c位色

19-10 " かわらけ 12.6 9.2 3.3 aロクロ 外庇糸切痕 b微妙'11B):，}j';色料|ニJ'I粉やや洞Ll:c位色

19-11 " かわらけ 12.7 9.7 3.3 aロクロ外JJ:S;糸切痕 b微砂'1i1珪赤色粒上川市立五Ltc.燈色

19-12 " かわらけ (13.0) (8.0) 2.7 aロクロ外JIi糸切IHb.微妙'1i1苦赤色粒tJ守粒やや栴Lt.c. ;，t位色

19-13 " かわらけ (13.4) (10.6) 3.5 a. ロ クロ 外，)~糸切泌 b 微砂 '1Uせ ( I~I・ I:N粒小行粒やや粗上 c.ll世俗色

19-14 " 白かわらけ (7.4) / / b微妙'1t1寺小石粒良 1:c.明亦!火色

19-15 " 瀬戸凶耳~':i ií1 ~il小}'ï b.灰ILI色砂粒車内良 1-.d. Iリ11天武色 1"1而鍔胎e良好硬質

19-16 " 'i;ti11 N鉢Ur! (29.6) / / b灰色 I沙料(1色粒小イi利多11tc.灰色

19-17 " '，;ti11 1'E鉢u頃 .1縁台11小片 b. J.〆 .~色砂粒 ILI 色粒 ~色粒小ィ i粒多 ri_t c. J;ポ純j色

19-16 " 常ifl N鉢I悠i (29.6) / / b灰色砂粒l'1色粒小行粒多ほc.灰色

19-17 " 'i;ti1'1 担鉢 Ui LJ緑町al小j十 b.1来初色砂粒(1色N肉色粒小ィi粒多1itc. 1.示祇j色

19-18 " 百tifl n:鉢 I矧 |寸fJffll/J、片 b灰色砂粒見l色粒(1色粒小石粒多'.Jc. J.反抗j色-III火色

19-19 " 1;t討'1 官 / 13.4 / a.外脳部砂II!Hb 灰~色紗料 1' 1 色料やや多 ~11 c 111 

19-20 " 石製円盤 u'J]壬 3.0X)?: 0.4 f. U'rを丸くn:1りIJtr仁

19-21 " 布製品低祈 残(~長 5.0 X帆 4.4XN 4.6 c. ぷ拡j色ー~n総色f. 'I 'Iほ凝灰~'~f( 犬 山Pf

19-22 " 鉄製品釘 残(7-長 4.6XI幅 1.3X)亨1.0

19-23 " 鉄製品釘 残存長 8.7X師 1.0X序 1.2

19-24 " 須T.!.¥旅立1 -;a部小片 b. J氏側色砂粒l'I色粒1'i'lJ込上 c.lI.仰天.r4J色 e.良好

η
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表 6 遺物観察表 (6) ( )は復元

図番号 出土面・ 温情 種別
口径 底径 器高

a成形 b.胎土・ 繁地 c色調 d.柏薬 e.焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

19-25 ~; 4 I(II i持1 ~füJ.~(.告が m~河l小)'r b.1情l氏色紗粒(1色粒良 1:c. 11庁灰総色-lfi.俗色 e.Wr-

19-26 
!:il31(IIドー

かわらけ (7.4) (5.7) 1.6 a. ロクロ外)J~糸切IU b . 微妙 ・'.2 1吐 ( I ~ I' tn*¥'(小イi*11洞11:c. t立色!:il41(li 1二

19-27 " かわらけ (8.2) (6.4) 1.5 a ロ クロ 外!広糸切Ii.H 微妙 '4t 1晋上川市古小イ i粒~f[l上 c燈色

19-28 " かわらけ (10.0) (6.0) 1.4 a. ロクロ外Ij"$;糸切泌 b 微妙 'lm(I ~ 1ー 良 1-. c.位色

19-29 " かわらけ (5.0) (2.8) 2.0 a ロクロ外IJ~糸切娘 b 微妙 '.2 1吐( I ~ I' 小{i1'立やや机1". c.ffi色

19-30 " かわらけ (9.0) (6.4) 1.8 a 予Nね外I!Üt行日H旺n 微妙 ~J1 1￥小口約良t:c.I;ぷ(1色

19-31 " かわらけ (9.6) (7.8) 1.7 a.子Nね外l(lIt削n浪 b.微妙':21吐(11-1良 1:c. ro.色

19-32 " 
hil'U::長系 (8.0) / / 

b.1ポ(1色M五!Im政d.1火山色、ド透明 |人l外1(IIi淳子の胞明hf. 1人lげII釧花丈外l侃
，'j'!i;控倒紙文腕 締倣x.

19-33 " 
同 'b.' ~駕系
J7磁術H益文l碗

1本 1~11小 )'，- b.I;ポ 1' 1 色村山 I:\~鰍 d. 1I削天緑色、l'透 r~ 1 f. I)、II(II欄弘文

19-34 " (1磁 1I)C腕 体i有i小)'，. b.1氏(1色車内五!I :i~級 d . TV反(1色、ド透明[外lfiiド{泊目JIf;

19-35 " 向車h者 l本市111]、}十
b.I1(J'1色砂粒 J，U色粒(1 色料小"t i粒やや現i 上 d.~色不透明 e.Wf 般質
[内I(II胞稿hi去へラナデにより':iWiに無覇h古s(i句

19-36 " 'i;tif1 ，ii( / (7.6) / a.外IJ's:糸切lUb . 1火~色紗杓 (I(引をやや少な c目 II)J ，II<以色

19-37 " 'I;t消策 *hlm恥i(0.7) b.符色紗粒(1色杓小イi1:'Lやや多 ::ttc. 11古今h，~色ドキ1火部j火緑色

19-38 " 'iif滑惣 1I是正fllltl、)'J b. )パ .~色砂ね(1色粘小行粒やや多む c.IIl'1，1I<肉色

J9-39 " 'i;iifl 習E IJ"í; 1~11小!'t- b灰色砂利同色料小イi粒やや少{Jlc.制色 1;キ!兵部rVJf，Hポ色

19-40 " 'i;ii1't f'l鈴 日灯l Jほ i~11小 ) 'r b. 1 りH'i~色砂草'，'， ~，U色村 (1 色特融j色粒小イ i粒多 l ，lc. ~色 f. 1人l而i Jn ì戚

19-41 " i信美 rl鉢 11紙日;11小J¥""
b. )反 ll~色砂粉(1色粒杓良 1:.d.1I昔茶筒色 l勾1(IWilJlf1e.五wr.国1'(r.r 1縁部

明hが絞れている

19-42 " l判部系山35碗 li~ tlIl小 )'J・
a 外li~糸切抗 b.1火色砂干\.~ !J:¥色料(1色料羽11'.c.1ポ色 e良好似't(f.1付IfII
-fflllm域

19-43 " 伊勢系 i二鍋 1iHlII小)十 b灰色砂粉小行杓良 1:c肉色 e.良好ややIi!l!'i't

19-44 " 上製品 1:錐 l占3.9X制部作2.5XfLi壬0.9

19-45 " 5自jよ!:6;ii:i ぷ'lmS小)¥"" b. ~色紗1:，'， (1色村尚色杓 m I:c.以純j色e.五!I~{ 

19-46 " t(:ili;';号、:':i 11縁日11小)'，- b . 灰~色砂利良 1 : c. b'i符色 e.!Hf 

21-1 トレ ンチ かわらけ (8.0) (6.3) 1.65 a.ロクロ外)J¥[糸切炭 b.微妙 ']11吐赤色料 (1$十五!i". C. þ~総色

21-2 " かわらけ (9.0) (7.5) 1.3 a. Tof't!ね外)JH行凶Ii{b.微妙宮町，11<色1:，，((1針良 1: c. Iリl員総色

21-3 " かわらけ (9.4) (5.1) 2.3 a. HJね外収指vii狼 b.微妙 '21吐ぷ色1:i;.(1 ~ I ft'J~ 1二 c.13t総色

21-4 " 
|日19.'気系
17磁樹H益文腕

11縁部小)r b.1I古J火色 11ml:;，.!級 d.1I向緑!ポ色、ド透11)]f.内1(IIIIUh.Jl1IIE文

21-5 " ikDミ NfJ. 1 1縁日~I小川ー b. Jパ色砂干，'， (1色約五!1: d.1ポ色-!.HIポ色ハケ常りf. l~H f，!l!f( 

21-6 " 南部系山茶碗 II*j河i小)¥-
b. I1( (1 色砂干.\~ J~U色料 (1色料相 lこ c.l，ポ r 1色e.良好防!f(f. 1̂lImII?!.¥利多

l，tに卜，'(i')e: ';JP\~ 

21-7 " 10;製，'，，'， iIlf 9見({1:: 7.5 X耐，¥0.3XJ平0.3

21-8 " 鉄製品主[ 伐イF長 7.8X恥，¥0.4 X )1J. 0.4 

21-9 " 1't製品 伐(i長 7.2X耐，j1.3 X)亨0.3a.IUllflI : *~に})物でffll った l.nI U，* '1' 央部縦に fttlぴる ìJ'~ ( Î り 1 11 1而 : "， !Affll 
縦に ftl Jびる筋 (，り f 先端を尖らせている、 十~)彩か

21-10 " m必日:i ~1- (13.8) (8.2) 3.55 aロヲロ 外IJ's:糸!)J泌 b.1:u色紗粉 r1色事ilftH込 i二c.!W火色e目 Wf

21-11 " m以計;; -1'(， I 1*並行1111、n- b.以色紗粒 r1色粒lt'lN 上c灰色e.良好

21-12 " ~.n!.!!. 日日 杯 11綜門事小)'J' b.lI:官灰色砂利(1色村小行事由良 1-.C. lliI';氏色e.良好

21-13 " m忠泌が 1 1*草剤i小}十 b赤純j色砂f，，:'J' 1色粒小イ1平'LU上 c.，11<快j色e.やや11'~ 、

21-14 " 1:削i出 閥!日11小)'，- b. ，11二位j色砂利良I:c.，J¥";総色eやや11'¥、[ 刊i米犠りされている
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第 4章 まとめ

本;Jd他ijiは市内点FfltffSI~J~の材木陀海岸に近い場所にf\ì:Iì"(し、 lill1Jl1 1 にはlr成寺111]前から始まり若宮・宇都

宮*，~IfJ-跡の東辺を通る小IflJ大路が海j~jJ商へ向かい米111J辻(大[IIJI川つ角あたり)を過ぎて最終的には羽l

1~江~I!へと通ずる道が南北に本る。rlこI世当時、この道はおそらく海上愉送でで、平利利11ぱf灯Y江港に!陸培樹J燭拐げされた多

{祉止の物資を運摘槻2する人々のf住EJ米↓長とで
Jぷ宗)λ、来迎寺や向偏子咋f(11時l昨年7京矢約)上、 九品寺や光l印明V明~ ~苛T (浄-七t宗) など現f作下するそ寺干|院涜の他、廃寺も多く存在し

た地域でもあった。 このことは、現花も地元に1~1~ 、伝えられl ド世に遡りうる 1 Lj謡 『天王謡jに知る当時

のIU[衆活動のサ出と、その人々を布教対象にした信仰前動の場であったことは必像に難くない。

調斎j山点は、木ill跡の南端に位置した五所村l十1:参道の111科南制11のー|函にあたり、出!在地点からは11=1世

前期!の少な くとも411寺山jの住所l市と、それに{、ドうiJ24111-I12物が発見された。 さらにlliWtは検出されてい

ないが、 j由業用者:上や治榊磁上に混じって奈良~、11.安 11寺代の t師探や須忠慌の破片が I~I'I上しており、 砂

iヱJてに形成された I~'代集部の存在も恕起される ここで、は科宅許可面から検 I~I~I された辿桝の配置や出土し

た辿物の年代観から 3月jに大別し、以下に特別の変遷と年代の概略を述べてまとめに変えたい。

。第 IIJ羽一第 4 面及び11 1 1 世基盤!啓上 : 調査区北端;で、検 1' 1-'1 した東 IJrW，~の他は浅い上峨やピットだけで治

桝の街j立が低く、生許可の痕跡がおj{t~な掠 fが競える 。 抑人 lpl からみた年代は、遅くとも 13 1立紀第11m半

期頃には営為がはじまり、 13由紀前半を主体とした様相|が折摘できる。なお、部111:区東日を断面の上Jf07Lit

{'i'1 ( 1~1 4 ) で認められるように、この東西満の状況は次代第 期一第 3. 2而へと継承されて摘り直

しが行なわれ、 |文Ilnj消としての機能は続いている。

。第四月l一節 2・3L而:IxsIj満の南側城には、 i114と"iJじ'Plh方位をもっ万形竪穴住物や井戸、土岐など

lilJ代より密集度の高い逃梢により構成されている。搬入遺物からみた年代は、同安窯系 ・竜泉窯系青磁

腕 (1ヌ117-2・16)など13111:紀前柴の要素をもっ資料もあるが、概ね131世紀後集から141:Lt紀前葉を111心

として14世紀中頃までとみて大過ないと思われる。

。第則一第1而 :逃梢としては、前代に継Jf.，されて方11ヲ竪穴建物は認められるが、境界の消が消滅

し、述枕して品1 I り返されたゴミ穴的な I-. ~;'~が冶4111の主体を IJ'jめている 。 而上の搬入品の年代は13 1J:1:紀前

半にはじまり、 15由紀におよぶ。表上l直下の上!?ijで、ありおそらく近世以降大きく撹乱や削平を受けたた

に年代的混乱がもたらされたので、はないかと忠われる。 しかし、治構に伴う 11'1上冶物の年代は141世紀中

柴から15世紀にかけての資料とするのが妥、りであろう 。

[参考文献]

〉長引究明 1992 
京必'，'tJ.'.tf 1996 

日1代自11)ミ 1997 
J111~il ~g. 1997 
1品iJ:a ヰIIMt 1997 

1'1'111:、 1411はじかわらけの安巡Jr与・，Ii論 仲宗川J1;fH~ 
I$l~~ .今小路 IJy辿跡 U，lj l成小?:校 |人.J ) の瀬戸:官製品について_ ， I j瀬戸 lìíj則か ら後J~J までの，'1'， 1二

級制-J r瀬};1 打 J~U版文化財センター研究紀民j

115 ilt~:cのかわらけJ rかながわの，'，山 一J-.待係相を"，心としてーJp11条川札17学会

f161世紀のかわらけJrかながわの小世 ー ト鵠様相を，'，心としてーJpll条川考占学会

1"'1立食慌の地域性鎌frJ rr li' ¥J:JtA ~と民族 1\lj物fij'((i)f究制円d 71集
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甘縄神社遺跡群 (No.177) 

長谷一丁目227番25地小



{列

1. 本報は鎌倉市長谷 ー丁 11227稀25における伽l人咋J~:f住宅辿設にともなう埋蔵文化財党制調伐の幸R千i?で、ある 。

2. 調査期間平成15年 6凡17日一同年7月10LI 

訓~面的: 36.20111' 

3. 木地点、の略称はAH1227とした (i11-制事11社辿跡併J内長作 詞fl1227帯地点のIIIIi) 
4. 調査体制

担 当 者 :馬淵平IJ雄

調査員:鍛治屋JI労コ ・ f~原æ子
訓街相Iì助員 :NI元迫 ・ l 守 1 11 ~'i哉

作 業 日:I処山利平.J隊妓IE諮 .JIIJ斗仁司 ・天野|経引(以 1:(社)$Jf11.T rliシルバー人材センター)

5. 本線作成分担

治~'I'I~図整JÆ : 鍛治!ゼ
造物~1nll ・ 同墨人れ:松原

辿物観察表 :.fi:原

辿物集計表 :松原

造物写真撮影.鈴木

原 hJJ宅)l市 :局iJi:/.鍛治j毛・4ii原
編集・総J百:，t;i1aJ::1 
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第 1章調査地点概観

1.位置と地勢

長谷は大仏と大仏坂周辺、およびその束1HIJの山治いに位iFfし、北は常盤谷)Iと前山、東は笹円の谷

戸、南は由比ヶ浜と J反ノ下の海I~ :t山，lH;、阿は極楽，'fの谷戸に接する 「長芥」のj山名は1111i!:の文|猷(こは

見えないが、 |明治時代初JJ~ J編集の 「相模国鎌1.\，fl1)村誌J(rや11朱川県JAil-ElIU6j)によれば、(長谷村は)

往内由比郷の内にあり、またおt沢の郷内に属していたという 。あるいは 1111比ノ庄j小坂の郷内に凶し

ていたこともあ っ た、とある 。 「山比ノ !tJという北同|の作再については不確実ながら、徳川家I，]~によ

る能長卜二年 (1607) の長作与 fl.}興の制札には 「羽|州小坂ノ，j~~ J とみえる 。 現 {I: ~t鎌合山ノ内に 「小

収」の小字が残るが、 b'[!閥f;的に隔たっており、|珂辿はわからない。同誌によれば、江戸H寺代初めに Lt細

と深沢の一部を併せて長谷村としたという 。 このとき 、 この地阿端の山H~にある長行、?にちなんだず1称

をつけたものであろう。同誌には長谷寺京1]佳の|際に地名をつけたかのようにも J?かれており、江戸時代

のはじめに一村を成したという記述との問に向11師がみられる。長作のほぼ111央に位置するのが I-l綿布川]

社で、調査地点は神町l社から100m余り束の山耐にある。gtfEの地寄は長作 -flI227番25。

甘縄や111りHiは、 長谷大仏 ・長特観音とともに鎌f.¥1打内阿部のこの地に独特の宗教空間を形成する。

111剤UJとはやや明社ー併の通称である。この地名は、 鎌灯時代にはほぼ打何人世九 二ノ鳥!汚並びの無屯ミヤ

ケ科か ら長谷観背前交差点付近にいたる、鎌fけ11d I街地阿南部の広範なj山J戒を折していたが、先述のよ

うに凶半部が近出初めに長作という名称になり、さらに近代には北(束)半部が、そこに設けられた大.

皇家の別邸にちなんで 「御成IIIJJへと変わった その |二昭和|後期の鎌余市役所による行政区阿の改変が

あ って、伝統あるこの地名は公的には地 tから消滅した。 今では長谷イ - [1 のこの神社九j辺にi虫干~I' とし

てのみ存在する 「廿縦」は、かつての郷域の丙端部分に過ぎない。行政上での名林の消えた今、 111-縦J
の範|亙|は厳密さを失いつつあるが、調査地点はそのうちに合まれるとみてよい。

「深沢」も現在の行政|五分としてはもはや作花しない。 しかし、これもかつては常盤 ・梶原 .i1i1干1.

山Ih奇・津などを合む広い郷名であり、 『再妻鋭jからは長芥大仏の辺までも 「深沢巴」のうちであ った

ことが知られる(京禎11.4年3) 12311・同年 5H 1811 . iJi長]14年 8JJ171l条)。後述するように、 11-縦や11

明社は源頼朝入部の|時点で、すで、に{-f{J.していた。I'i代以来の神lりj祉の多くは神)Iや御厨に勧討されるこ

とが多いことから高相11光広τは、 11・制収Ilrリ]社の辺りまでも大庭御厨の内だったのではないか、といってい

る(高柳1959)。それが正しいとすれば、平安Hキ代から鎌食時代にいたるどこかの11年点で、大庭御尉の

京の一部が深沢という刻lif，に変わったと考えなければならない。

調査地点の南側には 「長特小路Jが束阿に通じている。長作小路は、丙の長作矧庁前の交差点、から|町

線的に東進し、笹川付近から北に緩やかに Iltlが っ たのち、 六J山)ì'~~交差点を過ぎると|判に lírJきを変えて ド

馬問ツ角交差点にいたる。 しかし六地蔵から先がどう呼ばれていたかは限定していない。観背前交差点

から長谷小路を約300m東に進むと、左予(北)に'II~ .奥行きとも200mliijf&の符JIがある。この芥r'
は、かつてそこに存布した ，'j'の名にちなみ、 長当5主ヶ件という。調守宅地点はヱの作の開11，'tI1左側の山和j

に位置する。現1Eの鎌倉海岸汀線からは500mほど離れている。地表面の標!日は10m弱で、近・現代の

造成仁を|徐くと、 7.5-8 mが111ill則の数11，liとなる 長作小路か らは100mほど北に位位する。小路道路

1111との比l告は現況で、約1.5mで、ある。

長楽寺ヶ谷の際1115は、 開1-円一寸|背剖部ISで、;'1叩Omη前

つの段状部が閥察できる 。 才芥キは市向きでで、 |什| 、'~りがよく、 ヒ段部(現在鎌f.¥文学館のある喝所)は鎌倉の
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図 1 調査地点と近辺の遺跡・旧跡
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図 1調査地点名

11'k.~U ，p IJ杜泊跡群 (1¥0177) 

1.本調査地点

2. 長谷 1丁目227番地点 1978年調杏 f43.伝安達泰盛邸跡Jr鎌倉市j盟蔵文化財発掘調査年報 1J 1983年 3月 鎌倉市

教育委μ会

3. 長谷 1丁目236番 u山};';( 1991年調佼未報告

4. 長谷 1f目271番10地点 1992年調査 ri:附帥11社追跡発掘府:究報告占 鎌倉消防署 ・長谷出張所改築に伴う 紫;包調

干略報fiTi13 長谷 1丁目271容10J1995年 7月i'l・純神社追跡群発掘調査団

5. 長谷 1丁目227書24地点 2006年調査 未報告長谷小路周辺追跡 (N0236) 

6. 長谷 1fl:1204番外地}~\ 2000年調査 未報告

7目長谷 1丁目205番12J山}，，:¥ 2000年調査 「長谷小路周辺遺跡(ぬ236)長谷一丁目205番12地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊

右l調ヂE報告18 平成12年度発f~l;調究報告(第 2 分間) J 2002{1三3YI 鎌倉市教育委日会

8.山比ガ浜三 fl-1194務25外地点 1987年調査 「長谷小路周辺辿跡(由比ガ浜三丁目 194蒋25外地点)Jr鎌倉市埋蔵主

化1!1・緊右l調査報行 5 IItHn63年度発州i調査報作J1989年 3川 鎌倉r!i教育委日会/ rljl比ガ浜三 r目194番25外泊跡

調汽報告 長谷小路周辺!.c!跡1t"I)'J、秋山ピル建設に伴う黙忽発侃調査J 1990年 3月 長谷小路周辺辿跡発揃調査団

9. [U比ガ浜三丁同 194帯24地点 1989年調査 「長谷小路周辺追跡 (N0236) (由比ガ浜三丁目 194番24地点)Jr鎌倉市埋

版文化財緊急調任制作/17 平成 2年度発桐淵脊報告J1991年 3月 鎌倉市教育委員会

10. LII比ガ浜三丁目199おI地点 19871:1三調作 『由比ガ浜三Tli199番 I地点追跡調査報告 長谷小路周辺辿跡併内、福

地ビル建設に1lう黙急発制調fi:J 1990年 7rl 由比ガ浜三丁目 199諮 I地点所在辿跡発掘調査団

11. 由比ガ浜三丁目202番 2地点 1984年調査 『長谷小路l将辿跡 由比ガ浜三丁目202番 2外所在遺跡の発掘調査報告内j

1992年 2月 長特小路市辿跡発楓調任団

12. 山比ガ浜三Tn2番200地点 1995年調査 『長作小路}，'i]辺追跡l伴発掘調査報告占一由比ガ浜三丁目 2番200地点 (No

236) -J 1997年9f1 長作小路周辺辿跡併発掘調脊団

13 由比ガ浜ス丁目 1978年調査未報告

14. IU比ガ浜三丁円 194帯50地点 2002年調査 「長谷小路周辺辿跡 (N0236) (由比ガ浜三丁目194番50地点)J r鎌倉市埋蔵

主化財緊急調f略報告，1120 、j!-Ji.lt15年度発抑調布報科(第 2分llif)J 2004年 3月 鎌倉市教育委員会

15. 長谷二 「目252寄I地点 1989年調査 「長谷小路}，'(j辺辿跡 (N0236) (長谷二 「目252番 I地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊

急、調査報告、与7 平成 2年度発侃調究報告苫J1991年3月 鎌倉市教育委員会

16. 長芥一丁目33番 3地点 1997年調任「長谷小路周辺追跡 (N0236) (長谷一丁目33呑 3外地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊

iil調脊報特占15 、1"}V<:10年度発』回調査報告，'t(第 2分間t)J 1999"f-3月 鎌会市教育委員会/ r長谷小路周辺泊跡13

長谷 1-33-3地点発術調在報特，!H1998年 8刀長谷小路間辺追跡発掘調査団/鎌倉市教育委員会

17.長谷一丁目248番 u也}，'l 1987年調査 「長谷小路周辺浩跡(長谷一丁目248番 1地点)Jr鎌倉市埋級文化財緊急調査報

情。114 1昭和62年度発f~l;調査報情J 1998年 3)'1 鎌倉市教育委員会

18. 長谷三丁目641帯地点 2004年調査 未報告

19目長谷一 r目265番19地点 2005{f'-訓杏未報告長谷間??'な周辺泊跡 (N0296) 

20. 長谷三 f自97若干 4地点 1993年調査 「長谷観背堂周辺辿跡(長谷三丁目97番 4地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財
a

緊急調査報

告、1111 平成 6年度発掘調査報告(第 2分間)J1995年 3月 鎌倉市教育委員会

21 長件二三 「目4H佐イ J也}:J_ 1992年調有 「長谷観7T堂周辺辿跡(長谷三丁目41番イ地点)Jr鎌fr市埋蔵文化財累急調査報

代、 'no 平成 5 年度発f~l;調有制作(第 2 分 11け ) J 1994年 3月 鎌倉市教育委員会

22. 23. 長谷三 「口81番(1次 ・2次) 1995年調査未報告

24 長芥三丁目658番 1J也}，'J. 1984年調査 f海光山慈照院長谷寺観汗堂新築に関わる埋蔵文化財の調査J1985年 3月長谷

-!F間汗堂改築工事山上文化財み~1空坂ノ下遺跡、 (河0217)

25. 坂ノ|ご53苦手 3J也}，'l 2003{f'-;l!i背任 「坂ノ下遺跡(板ノ下53番 3の一部地点)Jr鎌fr市埋蔵文化財緊急調貸報告;!121

平成16年度発掘調査報代(節 2分間)J2005年 3)i 鎌倉市教育委員会由比ガ浜南辿跡 (ぬ315)

26. 長作二丁目85祷 u山};7， 2002-2003年調査 『かながわ与r'i学財団調査報告164 由比ガ浜南辿跡 都市計画道路長

才~'l行機線街路略的事業にf'j:. う発州調査J 2004年 3YI n~ 団法人かながわィ考古学財団
27. 長谷二丁11122若手9、10地点 1989年調査 未報竹

28. 長谷二 r目118番2t也点 1994年調貸 「由比ガ浜南辿跡(長谷二 fIJ 118番2外地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報血

，!Fll 平成 6年度発桐淵術報告(第 1分冊)J1995年 3月 鎌倉市教育委員会桑ヶ谷療病院跡 (N0294) 

29. 長作三丁目630需17地点 1990年調杏 「桑ヶ谷療病院跡(長芥三丁目630番17地点)Jr鎌倉市埋l議文化財緊:色調査報作

，'17 平成 2年度発侃調子R報f円d1991年 3月 鎌倉di教育委日会

30 長作三丁目630番 1地点 1990年調笠 「桑ヶ作療病院跡(長芥三丁 1-1 630~存 1 地点) J r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報

~l' ， 117 平成 2年度発侃調有報告J1991年 3月 鎌倉市教育委員会高徳院周辺遺跡 (N0327) 

31.長().ー 「目290番 1地点 1988年調有 f長谷一丁目 190搭-1地点追跡高徳院周辺遺跡群|人l、グランフオルム鎌倉辿

i設に伴う中|立辿跡の発投li調査報~'i)U 1989年12)1 1':~1:也院周辺追跡発掘調査団
32. 長谷4丁目548番 4.t也点 1994年調査 『高徳院周辺辿跡(長谷 4r 13548番4Jl!J点)J1995年 3円 高徳院周辺辿跡発

掘調査団

33. 長谷4Tli550帯 2地}，'X 2000年調司令t r鎌fr大仏周辺発制調有報告f!1J2001年 鎌fr市教育委口会

34 長谷4丁115411存地点 1992'ff..J;司有 未報告
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海を見渡せる勝地である。背後の山は谷の名称と共通し、長楽寺山とし瓦う 。長楽寺山の西、甘縄神明社

の裏山を御輿ヶ岳というとすれば、両者は連なったひとつの山塊という乙とになる。「御輿(見越)岳」

は鎌倉西南部にあった可能性の高い山だが、 『万葉集j以来の歌枕であ った「見越111奇Jの所在とともに、

それがど乙を指すかはいまだ確定的ではない。鎌倉西部の景観を構成するこれらの地名については、改

めて考慮、される必要があろう 。

また、この一帯に関連する地名として、古来「美奈瀬川J(r万葉集j巻14 東歌)がある。見越崎

とともに万葉の著名な歌枕であるこの川は、現在ほとんどが暗渠にな っているが、長楽寺谷に源を発

し、現在の稲瀬川のすぐ東で海に注ぐ。稲瀬川は大仏の左右の谷から流下してきた川で、東にやや蛇行

しながら海に流れ込む。ζの川もまたその多くの部分が暗渠になっている。両者はもともと河口を共有

する一つの川であり、後者は前者のI伝説であろうという 。河口近くでは現状の両者の問、約50m(まどが

川|隔であった可能性がある(上本2000第200図など)。

2.歴史的背京

律令時代以前

旧鎌倉地区では、古くか ら人の往来が確認できる。

鶴岡八幡宮から大倉にかけての一帯で縄文時代前期から後期にいたる遺物が採集されており(赤a

1959)、また雪ノ下一丁目にある「北条小IIIJ邸Jと名づけられている場所からは、縄文晩期の河跡湖も

しくは河川跡も発見されている(馬淵ほか2002)。弥生時代中期後半以降には、大倉から杉本にかけて

の滑川河岸段丘上や(馬淵1999など)、台 ・鎌倉山の丘陵地帯に大規模な集落が展開するが、調査地点

付近ではこのころまでの遺構は確認さ れていない。

墳時代に入ると、大倉の平地部や、調査地点にほど近い海岸砂丘地帯で集落が確認されるようにな

る。本地点東約600mの海岸砂丘上には、現在の「和田塚J一帯に群集墳(，下向原古墳群J)が営まれ

たが、明治以降の開発 ・開墾で浬滅した。付ー近から扇カ谷にかけては埴輪片が採集されることも珍しく

ない(河野ほか1990など)。明治20年 (1887)、乙のうちの「采女塚Jと呼ばれる古墳(円墳であろう)

から、人物埴輪 3体のほか、馬埴輪 ・円筒埴輪が発見された。『古事記jや 『日本書紀jには、倭建命

の子足鋭別王が 「鎌倉之別」などの祖、とある。大和朝廷と深いつながりのある 「別」が鎌倉にいた

とされる乙とは、 4世紀代の 2基の前方後円墳が、のちの律令期でいえば鎌倉郡と御浦郡の境に当る場

所に造営されていること(，長柄 ・桜山古墳群J) と併せ、も っと注目されてよい。

調査地点西南160mに位置する甘縄神明社前の地点 4の調査では、弥生時代後期以降土器が出土し始

め、古式土師器や、古墳時代後期のいわゆる「比企型J杯、房総系とみられる土器、また裂などがみ

られる(菊)111995)。遺構は検出されていないものの、その器種桝成と種類の豊富さは至近の場所に集

落の存在していることを予想させるに十分である。

律令時代

この時代の鎌倉はかなり繁栄していたようで、市内には濃密に追跡、が分布し、治物の散布はほぼ全j或

で認められるようになる。調査地点一帯で人跡が確認されるのも、やはりとの時代からである。令制の

鎌倉郡は天平七年 (735)の 『相撲国封戸租交易11則に相模(模)国八郡のーっとしてあ らわれる。郡

内には郷として五つの名があり、現在の旧鎌倉市街地は 「鎌倉郷」のほぼ全域と「住草郷」西半に相当

すると考えられる。『交易11則にはまた、「高田王J(天武天皇の孫か)の食封30戸(田135111T109歩)が

鎌倉郷に存在していたとみえる。郷それぞれの詳細な招域は不明だが、調査地点付近はおおむね鎌倉郷

の西端に位置するのであろう 。
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11 純神明社は、正徳二年 (1712) 成立の社伝 『相州鎌倉郡神輿山甘純~判明白縁起111付 によれば、

利釧三年 (710)f刊行基の草創で、染屋太郎|時忠が山上に神明宮を、箆に神輿山門徳寺を建立したのを

始めとするという 。 しかし神明社の全国的な発生状況からみて、 実際には頼朝入部の少し前、平安H寺代

J~l以降とするのが妥当であろう 。

地点 4では 8世紀半ばに比定される東海系須恵器杯 ・高台付ー杯、間後半のいわゆる 「相模型J. 11有

武蔵型」の杯、平安時代前半8世紀末-9世紀初顕とされる 「甲斐型」郎などがかなりの呈出土して

いる(鏑川1995)。今小路西辺跡(御成小学校内)では、鎌倉郡術である可能性の向い大型倒立柱佳物

群が発見された。調査地点近辺でも東400mlこ位置する 「長谷小路周辺遺跡、J(由比ガ浜三丁目1175番 2

ほか地点)から石帯部材の鉛尼が出土しており(馬1)::11994)、律令の官吏の居住j或に示唆を与える。

律令H寺代の鎌倉を諮るに不可欠なのが、東海道である。大化元年 (645)に五後七道制が施行されて

以来、 宝危二年 (771)に改編されるまで、東海道が鎌倉を通っていた。このH寺期の東海道駅路は、鎌

倉から葉山に抜け、 三~ilì半rJの脊梁を横断して別イt:の横須賀 rl1公郷町にあ っ た京元 (源) 寺 (J発 注、現

官源寺)付近を通過、馳水海(現横須賀rn走本)からjlHiq水道を上総に波って、 終着駅の常|建国府(茨

城県石岡市)にいたった。 しかしその詳細な道筋は明らかではない。

鎌倉への進入についても、おおむね二通りが忽定される。まずは木下正史の説で、藤沢から深沢(現

笛田付近)を抜け、大仏坂を越えて長谷に入り(詳細経路不明)、現，(T:の長芥小路を経て六j山j誠交差点

にいたる、というもの(木下ほか1997)。この経路では、深沢 ・笛田辺で、 l片代宵道にしばしばみられ

るように、近代に敷設された本道路(すいどうみち) (ここでは横須賀本道)に車なることとなる。もう

一つは筆者の考える経路で、海沿いに来て稲村ガ111奇を1回え(詳細経路不明)、坂ノ下から由比ガ浜海岸

を経て稲瀬川河口辺から市域に向かつて北 t、現六地蔵交差点にいたる、というものである。この喝介

の収拠は、海岸から六地蔵に向かう道がほぽ直線をなし、しかも先述の通り、その)協の 「長谷小路周辺

巡跡J(由比ガ浜三丁目1175番 2ほか地点)から石帯部材の鉛尾が出上している点にある。宮道は当然

その時々の相模国府の位百に左右されるであろうから、両案の差はそこに1-1=1来するのかもしれない。な

お、両案とも六地蔵交差点からは鎌倉郡街に向かう北への道路が派生するはずである。また、ともに本

線は六地蔵交差点から京に折れて名越方面に向かうことになるが、名越山7Aに到達するのか、途中から

小坪}j而に折れるのかは|折案がない。いず、れにせよ京海道駅路が調査j・山点から至近の位置を通過してい

ることは確実で、それが地点 4などにおける当該則迎物の豊富な出土の1YJRにあるのは間違いない。/

地蔵から東に向かうとする根拠は次のとおりである。ほぼ方画を企図したけ1世の都市区画内にあ って、

この道は六地蔵から下馬四ツ角交差点までそれを無御するかのように斜行し、しかも少なくとも10世紀

削半には存在することが判明している(この道脇を調査した際、古道のfHI]if"4が，~B ている 。 原成志氏教

示)。おそらく古来幹線として機能してきたために、鎌余H寺代になっても改変することが困難だったの

ではないか。

8世紀中葉成立の f万葉集jには、鎌倉を詠ったものや、鎌倉に関連したものが 4首ある。 うち 2

4 が調査地点にほど近い喝所を詠む。

鎌倉の見越の111奇の石船の君が悔ゆべき心は持たじ(巻14 東歌 4日間)

ま愛しみさ寝に舌は行く鎌倉の美奈の瀬川に湖満なむか(同)

乙の 「見越のIIIt.fJは万葉仮名では 「美胡之能佐古」であり、 「美wl之Jに 「見越Jと 「御輿」のいず

れを充てるかは、後世の判断による。「見越の111奇」については、稲村ガ崎か H'制神UJjf上背後の山とされ

る 「見越岳(御輿ヶ岳)J、あるいは両者を結ぶ1LI塊全体を指す、などといわれ、{確実ではない。 この

点は後述する。「石JIi'IJは IPわくえ」 と読む。「美奈の瀬JIIJは、現.(IほとんどがH音渠にな ってはし
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るが、長谷をIt北に流れる小i可)11にその名をとどめる。源流の Aつを調査地点背後の長楽寺谷にもち、

稲瀬川の束50m-100mを流れる。先JAのように両者はもともと河Uを共有する|叶ー水系の川であった。

王朝国家時代

11世紀'1'
葉、 i原頼議は刺j定によりfnf英て?として鎌れに下向、上肝介平l直方の女をめとった。そして嫡

子八IP番太郎義家を 甘縦の地に生み、岳父u:r方からJW偵の鎌倉を委設される。これにより鎌倉は源氏のも

のとなった。 11'創作1'明社の社伝によれば頼義は判明社に祈り、康平六年 (1063)に社を修復、永保元

年 (1081)には義家がさらに修復をJJIIえた。源氏が神明社に関わり深いことがわかるが、この経緯が

材木座の元鶴岡八IP番宵とよく似ていることは注なを要する。頼義が嫡子義家を生んだという It:1割引が、

広いこの地域のどこであったかはわからない。

この時代忘れてならないのは、大庭御厨の存在であろう 。内来判明社の多くは神戸や御厨に勧請され

ていることから、先述のとおり、高相11光/手は甘縄神明社の場所も大庭御厨の内で、はなかったか、と いっ

ている(1印刷J1959)0 11-組制I!りJ-t上l卒j阿の宅近距離にある坂ノ下御益神社が大出御厨開発領主である平民

11:: (鎌倉権五郎民政)の廟社とされ、また現在の似原にも彼を削る御霊や1
'
社があること、民政嫡流の梶

原氏時の庵敷が別梶原にあったとされていること、などの点からみてもそれは首肖でき ょう 。

鎌倉時代

『吾妻鏡jには調査地点近辺の消息がしばしば登場する。そのひとつである稲瀬川の記事から、鎌倉

H与代のこの付近の動的をみてみよう 。

稲瀬川は鎌灯時代初JYJから-はして鎌倉の州↑J1iJ境界として登場する。最も有名なこの川の記事は、

『吾妻鋭』治不四年卜月卜-u条であろう 。北条政子が伊豆阿l岐戸郷から鎌倉に入る際、 日次が宜しく

ないということで稲瀬川川辺の民家に止宿した、という 。ほかにもたとえば 『源平崎哀-記j治承四年

(1180) 8 J-Jの「小川ZJJX作戦」のくだりに、 「出111次郎ハ Fi.百騎ニテ、由)1二ノ浜、稲瀬川ノ耳ニ陣ヲ取

テ、赤旗天ニ縦ケリJ(1大沼遇三jlli附小坪収合戦事Jr神奈川県史 資料編j1 -826) とある。f吾妻

鋭jには、鎌倉に出入りする人々を頼l閉が送迎する記事がいくつかみえる。|年って承久六年 (1221)

には、 7ft久の変で鎌倉を進発しようとした北条泰Hキが、いったんj篠沢!e衛門尉消近の稲瀬川宅に止宿し

ている(五月 三 卜一口条)。さらに降って鎌台後期、鎌合に到着した京都泉涌寺六l.!:t長老願行房怒静は、

稲瀬川のほとりで念仏会をおこない、これがのちの大IUJ~'f.f院の前身をなしたという(r本明白僧伝j

f律始僧宝伝.D。

これらの記事から、鎌合に丙から入ろうとしたときまず行き当たるのが、稲瀬川であったことがわか

る。遅くとも鎌倉時代のごく初期には、同)jとの往辺路がここに通じている。それこそがおそらく律令

時代東海道の後世の姿だと考えられるが、経路についてはいくつか説があり、 別稿の課題としたい。

H組制I!りj社は 『再}1鋭jにしばしば登喝する。調査地点奥の特のt，ffl;ともなった長楽与について触れ

ておきたい。 f新新1鎌t\よJ に長楽、守谷について、「此谷ニ廿シ、予イT、長楽寺・ ト 号ス 、 法然ノ弟子降~!

住セシトナリJとある。安貞元年 (1227)7月法然弟子の|権党は、奥リ州'1刊Hに流される途lこ十札|

1行t行行A??;「.森入道V丙可阿 (-もE利J季空光)の秘秘、3計計i十岬により 8丹l口A;羽相、{刊日司州飯山に移され (叩『法然上人行状回|際閃支羽lリ』心)、12月13日

に没した。これによると隆Jiの鎌倉滞恥はきわめて傾く、長張、干のIJr.Jt)IJや教義の弘通が可能で、あったと

は思えない。おそらく智慶・願行 ・注念ら弟子たちの活動に与ったところが大きかったのであろ う。な

かでも智)£は、ノミ台から浄土に州依し、消点長楽寺で学んだのち鎌t¥長うfeτ?を1)トJpた、と伝えられる

(r浄土伝灯総系譜J)or百iti鋭j文応元年 (1260)1些!月二十jし11条には、「鎌倉'i1焼亡、白長楽寺前、

コ巨亀谷人尾Jとある。この長楽、?とは現花の長楽、子ヶ谷のものであろう 。『新編相模国風土記稿Jに、

(大IIfJの)祇匝|山長楽寺安設11)'6は片iO:11芥辺にあったといい、そこは今も長楽寺芥の名を残していると
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いう 。先述のように、泉涌寺六世態静は稲瀬川のほとりで念仏会をおこない、それが安養院の前身とな

ったという伝えがある (r律苑僧宝伝J)。念仏会の場所が長楽寺であるとすれば、場所の錯誤があるこ

とになる。長楽寺の廃絶i時期は不明である。

近，(Iの鎌倉H寺代辿跡としては、はやくに1977・1978年に調査された地点 2があり、鎌倉時代後期を

中心とした板組みや端、柱穴列が発見されたほか、いずれも完形近くに復元される鎌倉時代前期の渥~é:

裂や中国産褐柄11双耳奄などが出土した。神明社入仁l、長谷小路に面した地点、4では 3枚の生活而が検出

され、鎌倉時代前期からJ屈立柱建物を中心に 4時期の遺構変遷が確認されている。

鎌倉時代のこの一帯は 「鎌倉中jの周縁部といってよい場所であり、長谷小路を隔てた南の海岸砂丘

地帯は、臓能民の活動拠点であると同時に1I可にと っての葬地でもあった。長谷小路沿いにも職人たちが

多く住んで、いたと推測され、木地点はその北辺にあたるといえる。西の大仏坂は奈良坂 ・清水J反などと

問機下層民の集住した場として知られ、坂(旧道)に面した地点31では茶毘枇も発見されている。

鎌倉時代以後

甘純神明社一帯の消息は減り、大仏の見聞記が中心になる。之の辺の地名が長谷に変わるのは、 「相

模国鎌倉郡村誌J(r皇園地誌J)によれば、 冒頭に書いたように江戸時代初めであり、甘縄と深沢の一

部を併せて長谷村とした。このとき、長谷寺にちなんだ名称をつけたようである。

「御輿ヶ岳」と「見越崎J
本地点裏山の 「御輿ヶ岳」と、先に揚げた万葉集束歌のなかの歌枕 「見越の崎」との関係について、

最後に簡単に言及しておきたい。万葉集から 3由紀以上経った長治二 ・三年 (1105・1106)頃成立 し

た 「堀河百首J(r堀河院百首和歌J)には、左京大夫藤原顕仲の次の歌がある。

かまくらやみこしがたけに雪きえてみなのせ川に水まさるなり

u新編国歌大観j第pq巻 「掘河百首J1382番)

藤原顕仲は右大臣藤原顕房の子で、散位従四位下。旅に親しみ、収められたその百首のなかには東路

の:歌枕を詠んだものがいくつかある。鎌倉も実際に訪れたはずである。 しかし掲山歌についていえば、

御輿岳の雪解けと本無瀬川の増本というこつの事態を単純に関連付けただけで、ほとんど技巧というも

のを見出せない。ここにあるのは万葉の歌枕を用いたありきたりの様式性であり、作歌の伝統的な観念

の産物といわざるを得ない。実際のところ、目にもl明らかな川の増水をもたらすような雪が、鎌倉に|律

ることがあるのかどうか。とはいえ、ともかくも二つの現象間の因果関係が詠われているところから、

両者の位置が近いとの認識があ ったのは確かであろう 。「みなのせ}l1Jが仮に現在の稲瀬川であるとし

ても、神明社の近くを流れていることに変わりはない。とすれば、ここにいう 「みこしがたけ」とは

やはり神明社裏山付a近を指すとみなければならない。では、万葉の 「見越のIh者」 とはどこだろうか。

「みこしがたけ」のこととみてよいのだろうか。

雌原顕il~~から l 世紀半あまりのちの鎌倉時代後期、不|日lfkを能くした幕府6代将軍、親王宗尊は私歌集

n盟玉和歌集jで、

者11にははや吹きぬらしかまくらのみこしかIh奇の秋のはつ風

と詠った。宗尊は文永三年 (1266) まで鎌倉にいた。このとき万葉の歌枕は現実の地名としてあるよ

うにみえる。しかし、ほぼ同時代の文永六年 (1269)、万葉学者の僧仙党はその 『万葉集註釈jで、

ミコシノサキトノ¥イマノコ シコエヲイイケjレトナム申ス。ムカ シモ、イ シノヨノ1クテ、クヅレケ

ルニヤ

として、腰越に比定している。このとき 「ミコシノサキ」は、過去の地名として伝聞休で書かれている

ことに注意したい。f山党は主として鎌倉に住んで万葉集を研究した。著名な万葉の歌枕であるミコ シノ
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サキの名が同|時代に生きていれば、当代きっての万葉学者であったfLiI党が知らぬはずはない。鎌倉H寺代

後期にはこの地名は、もはや里人の日本の'1-'にしか痕跡をとどめていなかったのである。とすれば、宗

尊の歌にみえる 「みこしかIh奇」も実在の地名ではなく、顕仲と同じく万葉の歌枕を観念的に閃いたもの

である可能'性が向い。

はるか律令時代の地名であった「ミコシノ崎」は、~1f5郷制の変貌とともに次第に失われ、鎌倉時代に

はもはや所在不明となっていたのであろう 。代わって遅くとも12世紀初めの牒原顕仲のH、?代には、現甘

純やl'明社の哀-山が御輿ヶ岳と呼ばれるようになっていたのではないか。すでにこのH寺代には、御wヶ岳

と見越崎の区別はよくついていなかったものと推測される。なお仙党のH寺代にも、 JI要越のIllqlが岩の崩れ

やすい場所と一般に肴倣されていたらしいことに的立しておきたい。

現在主流となっている、 見越Ih奇を稲村ガ111者とする説は、ほぼ江戸時代以来のものである。171立紀後半

の歌学者北村季H今は、 「御輿ヶ PI奇J(文字の混同があることに注意)は稲村ヶ111奇のこと 、といっている

(r万葉拾臆抄J)。さらに、ほぽ同H寺代の僧契NJは、元禄三年 (1690)完成の 『万葉代匠記jで、

相模|王|風土記云、鎌倉1~~見越111な、毎打述浪崩石。 同人名号。I-~布利。 謂仮石也。 イハクエハ悔ベキ

ト云ハムタメナリ

として、「今の稲村ヶ崎なりといふ」とした。 しかし、 『相模凶胤J1U が契1'1'の生きた江)ill年代前期

に存1Iしていたとは考えにくい。したがってここにいう 『相般国風上記jとは、誰かの記した 「逸文J

に述いない。だが、現在それを見ることはできず、かえって契沖のこの文章(1体が 「逸文」とさ れてい

る (f風土記j、jL)'L社東洋文)ojI版 ・fJ凪lニ記』岩波，I}J占古典文学大系旧版等)。契沖は何を見たのだろ

うか。Ifft曽布利」とは 「磯削l(振)Jで、磯辺に打ち寄せる波のことである (r広辞苑J)0 I石崩」は

般的な訴ではないとみえ、どの辞典類にも先の 『万i柴柴定定.集jの掲n
{使史つた四理!山として、 「悔ベキト去ハムタメナリ jと契1'1'が指摘するのは、その通りであろう 。「見越111奇」

はやはり海に突き出た場所とみて間違いはない。それにしても 「今の稲村ヶ111奇なりといふ」のは、契沖

の見たらしい風|二記のけ1にあるのだろうか。それとも彼の推論なのだろうか。後{tとすれば制拠が不足

しているといわねばならない。ただ、季11今と契y'IJの説がその後に強い影響を及ぼしたことは確かであ

る。のち、大肝重増は「稲HJir奇、霊山11崎を云ふにや」という (r鎌倉根元記J)。また、古田点伍も 『大

"本地名昨-，l~Jにおいて「稲村ガl崎の，J干名なるべしJとしている。ところがその一方、万葉学者の沢潟

久孝は IJJ要J協の雨の小動l崎」といっている (f万葉集注釈J)。これはfl11党の一文から推論したものだろ

うか。結向、万葉の「見越111なJがどこのことか、不明のままである。 しかしほぽ確実なこと は、これ

はIJ純利iIりjネt背後の「御輿ヶ岳」とは述う、という点であろう 。

j主

j--.It::進_ 2000 í鎌fr . 辺子の地j限発述~と辿跡形成J r神奈川叫返 f rlî池 f伐~Jfo I泣湖、J (f反林)低減保険セ ンター

~目立川地|人Jj-'Jl此文化財先制調1i: 1 'f1 .ボlfil!経!と々 r'i学研究所

河野1'.f.tU郎ほか1990 r今小路西泊跡(御成小学校内)発品jl;~~ff.報告占j 鎌倉市教育委民会
合5川英政1995 地点4報;17J?
木下，E史ほか1997 riJll条川の，'i代道J)II，~沢市教行委員会
尚将11光/f1959 r鎌倉市史 総説制J，'T! 11';1、文館
11j討::J利雄1994 r良行小附lt'iJ)!D.Q跡 11:1比ヶ浜 ー~ J I 11175昏 2外地点1、Jr鎌倉 rlïJ型J~!文化財黙急調位制作、 ' fJ 10 
応i!:unMH999 r大倉幕府川辺遺跡群勺ノ下IIQTn620fl干5J 自) ，'UM%li調介:1殺't_I~. i I~ J 大 fr~J}(:r-}，'iJ辺遺跡、lti'Jt楓調作|司

品iJ::1和維2002 i北条小IU[邸跡 '17ノf-rJ 1400需1地)，'.U r ~~fifr rljl盟版文化財緊:C:t調を報作，.!JJ18 
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調査の概要第 2卓

1. 調査に至る経緯

個人専用住宅と地下室の建設にかかる発掘調査である。鋼管杭打ちをともなう基礎工事であったため

確認調査を実施したところ、中Il!:泥岩地形用が1確認されるとともに遺物の，':1:，二l二があったため、発掘調回a

を実施した。

2.調査方ドー

調査地点は副口

地と南側道路との比高差は約2.1m(造成面高約9.8mη、道路高約7.7m)、地表下約1.5mlこおよぶ近 ・現

代の盛土部分を重機で取り除いた後、調任を開始した。海抜高でいえば、 1確認調究IEy.に検出したrpIl!: 1 

田上面約8.3mから深度fljlJ限高である約 7mまでを調査の対象とした。

測虫は調査区に沿った任意の方|恨j~dI を用いた測量後、 4 級基準点 (D153 . D154) を元に調査地点の

雌棋を求めた。調杏終了後、本報告書作成段階において、任意の方眼区画から!座牒区画X-76 389.000 

-76400.000、Y-26528.000-26538.000内に辿梢図を移しかえて掲4弘した。

詐:1査は平成15年 6月11円から同年 7月10日の期間を要した。主な作業内容は以下のとおり 。

(水)近 ・現代感土部分を重機により掘削 (16U完了)。機材搬入。

(水)確認調査11寺の中世第1面より調査開始。目立った遺構が検出されず包含層と認識する。
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6月19卜1 (木)確認調査H寺の 2而泥府地形暗まで掘り進める。このI山形而を調子モの 11頂とする。全

民 ・個別撮影 ・実測をおこなう 。

26日(木)座標位置測位。

27U (金) 2面全長写真撮彬 ・平面実測。 3面に相当する常滑集中出土(落ち込み 4)を検出。

7月2円(水)常滑集中土(落ち込み 4)を上下層に分けて実測 ・迫物上げをおこなう 。 3面を検出。

3日(木)深度制限により調査区の東側は調査終了となる。

4 LI (金) 3 面全景写真槻彬 ・ 平岡実il~U 。

5 日(土)常滑集中出土(落ち込み 3 の一部)実測 ・ 辿物上げ完~ 0 

8U (火)北 ・束壁7万三損影 ・実測。

91::1 (水)調査区西側を深度制限高まで掘り下げ。全長撮影 ・実測。

10日(木)機材等の撤収完了

第 3章 調査の成果

第 1節層序

(鍛治屋)

本部I :J!F. I亙は北が iJJ 、 !輔が生活道に隣接した雛坦状の宅地の一部である 。 I~I C の土附図にみると おり 一

上の海抜高は約9.8mだが上用H-3 (厚さ約1.5m)は近 ・現代の造成土となっている。中世包含j曹

とされるj4は約8.3mで、検l':l!lされた。j4-9にかけての料質土は、 ι11-1立の迫物を合んでいるものの、

目立った冶~;I'I'tが検出で、きず、生活而とは与えにくい。 確認調査時で第2面とした泥岩地)1ヲは表面が粗く、

良好な整地面とは認めがたいが、若 !ての遺構と土師器が集中して検出されたため、調査においてはこれ

を1前とした。海抜1高8.0-7.7mでコItの山側から南へ緩やかに下っている。なお調査区南に接する現況道

路の海抜高は7.7m、ここで、比，8i差は Oとなる。

2而は小石大-50cm前後の大ぶりな泥宕がつまった務ち込みがみつかった。調査区北西部分で炭化物

や焼士を合んだ明褐色~~~質土がJ如、範岡ながら確認できたため、これを 2 面構成土とした。 落ち込みは

調査区の大半を占めており、造成か崩落によるものなのかは明らかにできなかったが、少なくとも2時

期にわたり形成されていることが確認できたため、便宜一七2a.2bl師に類別した。検出l高は約7.δm。

3而は 1面と同質の泥岩地行七を北阿部で検出した。検出113は約7.7mとなる。 3面の?官ち込みは 2

面とは呉なり調査区中で、東に向かつて落ちている。また落ち込み内には常滑片を中心とした多量の遺物

が含まれていた(落ち込み 4)。

なお 3面下は深度制限により海抜約7.1mまでの調査となった。生活面らしき整地j町立認められず、

図 3 で示したとおり、 北側山H~から崩落してきた自然堆稿用t上面であろう 。 深掘り部分にかぎり 、 海抜

約6.8mあたりから基盤情とみられる黒色粘質土を検出した。

(鍛治屋)

第 2節各説
1. 1面 (I玄14-6) 

検出高:約7.7-8.0m 構成土 :破砕泥岩地行 小石大~半人頭大泥岩詰まる 検出遺構:小穴 5口

-119-



∞ 

Z
I
-
-
イ
i
j
(
l

~t唆

-m 

a
.

7
1

1
1
1
 

問

一

回

8 

。

A 

摘1¥ レー
M 

〆 l

れ3

ミ主E
れふ

可仏 ¥

2m 

、，J
守
山
山

内

f
h
u

山引
引

a

切

i
M

つ'u

川一一
仙

川

む

色

合

M

I

M

下

地

面

凶

凶

面

5

1

1

1
 

1

1

山
石
山
灰

;

七

1
1
|
|〉
|
|
J
即

応

リ

1
l
i
r
-
-ノ

而

11

0

1

土

土

土

M

+
h
t

上

上

k
上

質

t

k
質

士

t
質

伐

り

質

七

質

質

土

土

質

賃

粕

質

賀

村

質

賃

粘

土

峨

粕

質

帖

粕

質

研

H

粘

粘

弱

粕

粘

制

料

粘

色

質

色

柿

色

色

帖

粘

色

色

色

色

色

色

色

色

灰

術

l
叩
同
色
刷
向
山
間
白
色
刷
間
制
悩
組
問
悩
悩
旬
以
茶
色

川

明

畑

山

明

明

仰

向

山

判

明

明

明

明

別

別

明

川

九

階

以

0

1

2

3

1

5

6

7

8

9

 

1
A

A
白

FD
《

b

ゥ，

Q
U
Q
M
M
H
l
'
l
a
-
-
1』

1
1

ト
r

i
a
l
'

1

・

落ち込み6
〆。

深度制限(約 7.10111) 

。寸1

..... 
必ち込み r

/ 

D 
0， 

w
間
隔

.11".・....".. 
~ ~.，‘ 

吾1

己t問自行

t存ち込み4

iftち込み3

31在l

T 

..... B 

O 
A 

O 

， 

00 

む

r 

片
務ち込み 1

刊圃U 句"・ . . 

務ち込み2

2b凶

4 

/
 

ーιu
u
 

l
 

2al古l

土層断面と遺構変遷図

-120-

図 3



戸-N

点
帥

¥
 ¥
 

一一三一

1
~
3
綴
り
土

ιl
明

褐
色

紡
貿

土
少

量
の

泥
岩

粒
士
郎
君
苦
片

・
炭

化
物

を
含

む
.

5
褐

色
粘

質
土

従
軍
す
粒

・
炭

化
物

を
含

む
.

6
明

褐
色

粘
賃

上
7
と|両J:I'i:.

6'
.
6
よ

り
泥

岩
塊

が
少

日
.

6" 
i
.
尼
岩
粒
の
み
含
む
.

7
砂
1褐

色
粘

質
上

多
t
i
1
の
泥
府
塊

・
泥
宥
粒
を
合
む
。
造
物

J~-
.
 

炭
化
物
が
混
入
す
る
。

8
.
0
0
m
 

8
街

色
粘

質
上

9.
耗
1色

粘
質

土

10. 
2
に
似
た
砂
利
を
含
ん
だ
上
。
.
J
Q
乱
?

Cコ

ロロ

Uh門戸
5

一
一_J

一
一

一

l
 面

匂ロロr//

~々々/

9
 

t/ 
、、、

...... C
可
...... 

図剣崎容酬明恒
F寸図

主E

ミ~
5JO.000 

崩
落

部

再三

¥
 

。
相

こ?!....
5
32.

0
00

 

奇さ主主

主主

8
 

ザ
3

0.. 

(nJJ話一ヨヨ。堕安説

川KPM前提為市明則程(brTKリ

-z-
』M

弘之容同国叩拝忘)恒『

~
 

、、、、

主主
建

1話

、、、、

恒

主=
霊

"
;
(
 

""，
:1 

こ
竺

5J1.000
深

栂
り

・
1

-
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ー
一
一
一
一
一
一
」

¥二
?
6
5
"

I
 

可
0
0
0

/
 

¥
十
¥

FECDm 

判明科



10cm 

図 5 1面上出土遺物

-/ -
E
1
L
 

ス

P.3 (図 6) 

位 置 :X -75394.000--75 395.000 Y -25 534.500一一25535.500 規模 :長径約82cmX短住

約59cmX深さ約29cl11 (底而日7.61m) 平面形:桁円形 断面形:ll1l形 主軸方位 :N-26.5
0

-E 充

填土:黒褐色弱粘質土下層部、炭化物を多量含む 重複関係 :小穴を切る 出土遺物:土師器皿R極

小砲(1 -5)土問器旧lR極大型(6 -10) 特記事項 U:fII器はJ邸内された可能性が高い。

1面上出土遺物(図 5) 

1而直上に図示しうる遺物はなかったが、近 ・現代の造成土より下 1面までのrtl世包含層に含まれて

いた遺物を l面ヒ出土造物と して示す。上(::I!i器旧lR極小型 (1-3) .-t師器凹R極大型 (4-6) 

瓦器火鉢(7・8) ・常滑裂(9 -12) ・竜泉窯青磁Jlli(13) ・白磁口はげ1m(14) ・竜泉窯青磁鉢

(15) ・青白磁栴)悦諜 (16) ・皇宋通宝 (17)特記事項 :製品類以外に焼上 3片 ・骨片 2片が出土 13 

は大宰府新分類(山本2000)の IJmI矧」、15は同 「師J知一3b Jに該当。
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図 8 落ち込み 2出土遺物

2. 2a面(図 7) 

検出高 :約7.6-7，9m 構成土:明褐色弱粘質土(図C上層 H5) 検出遺構:小穴4口・ 落ち込み 1

穴落ち込み 1(図 7)位置:X -75 391.000-一75396.000 Y -25 531.000--25 535.000 規

模:南北 (432)CI11X東西 (242)CI11 X深さ31-46cl11 (最下底面目7.08m) 平面形: (方形) 断面形:

不定形 南北軸方位 (N-18.50

- w) 重複関係:小穴に切られる 出土遺物 :図化可能なものな

し 破片数は2面全体として集計した 特記事項 :迫梢としての明瞭な掘り方は検出されておらず、充

填土の分布範囲で示した。充填土は泥岩地行土としても認識できるため、整地時に偶然形成された可能

性がある。

3.2b面(図 7・8) 

検出高 :2a面と同じ 構成土:2 a I百と同じ 検出遺構:落ち込み 1穴落ち込み 2 (図 7・8) 位

置:X -75 391.000--75 397.500 Y -25 531.000--25 535.000 規模:南北 (472)cm X東西

(350) cm X深さ50-(132) cm (底面高未確認) 平面形:不定形 断面形 :不定形 重複関係 :落ち込

み 1に切られる 出土遺物 -:U:市待皿R極極小型 (1)・土師捺IUlR稀小型 (2)・上師探1J_[R種大砲 (3)

常滑饗 (4-10)・青白磁梅瓶 (11)・砥石仕上げ砥 (12)特記事項 落ち込み 1と同質で形状は不明瞭。

落ち込み 1のような比較的均質な泥岩地行土ではなく、大小様々な泥岩が無造作に詰め込まれているだ

けであり、無充j去の空間部を多数合んでいる。

2面出土遺物

2a . 2b をまとめる 。 落ち込み 1 ・ 2 の逃物が主体を成す 2 而の I~I-'， -f-:J!:l物は、 392)十巾常滑が52.3%・

土師器44.4%を占め、常滑の割合の多さが注目される。製品外の遺物として焼土 3片 ・人骨(下顎部)1 

がある。
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図11 落ち込み 3出土遺物 (3)

4. 3面(図 9~13) 

検出高:約7.6-7.8m 構成土:破砕泥岩地行 検出遺構:落ち込み 37¥

落ち込み 3 (図9~11 ) 

位置 :X -75 391.000-一75397.000 Y -25 531.000--25 534.500 規模:南北 (522)CI11 X東西

(186) CI11 X深さ約50cI11 (底面高約6.95m) 南北軸方位 :N-19S-W 重複関係:上層部分は2b面落

ち込み 2により消失。落ち込み 5を切る 出土遺物:土師器JlUR種小型(1・2)・常滑こね鉢 (3-

7 )・常滑壷(8 )・常滑饗(9 -23)・瀬戸おろ し阻 (24)・白磁四耳壷 (25)・竜泉窯青磁折れ縁鉢

(26)・青白磁梅瓶 (27)・青白磁合子議 (28)・鉄釘 (29) 特記事項 落ち込み 2により大部分が消失

してしま ったが、東へ落ち込む人為的な掘り方は明確に検出できた。西側落ち込み肩音15に集中して検出

した造物片は落ち込み 4とつながるかもしれないが、現況では確認できなかった。

落ち込み 4 (図12・13)

位置 :X -75393.000--75397.500 Y -25532.500一一25536.000 規模 :南北 (388)CI11 X東西

(186) CI11 X深さ約42cI11 (底面高約7.1m) 平面形:不定形 重複関係 :落ち込み 5を切る。東側は2面

落ち込み 2により消失 出土遺物 :土師器皿R種小型(1 -3) ・土師器皿R種大型(4・5)・瓦質火

鉢 (6・7)・常滑こね鉢(8 )・常滑懇(9 -23)・磨耗陶器片 (24)・瀬戸おろし1m(25)・竜泉窯青磁鏑

蓮弁文碗 (26)・青白磁栴瓶 (27-29)・青白磁用途不明品 (30)・政和通宝 (32)・滑石鍋 (33) 特記

事項:東へ落ち込む迫梢内から常滑片を中心とした多量の迫物が検出された。本調査区内で、出土した迫

物の大部分がここに集中する。また焼石や花開岩、炭化物などが多く含まれているととも、ほかの治梢

とは明らかに異質であり、廃棄場的な性格をもちあわせていると推察できる。26は大宰府新分類(山本

2000)の 「束口碗n-bJに該当。

落ち込み 5 (図9) 

位置 :X -75391.500--75394.000 Y -25 533.500一一25536.000 規模 :南北 (194)cm X東西

(162) CI11 X深さ約56cI11 (底面高約7.2m) 南北軸方位:N-19.5
0 -w 重複関係:落ち込み 3・4に

切られる 出土遺物:図示しうる遺物はなし 特記事項:人頭大以上の大形泥岩が多くつまった地行

土。3面構成土と同質であることから、 3面構築時に落ち込み内に充填されたと推測できる。落ち込み

3・4との相関関係は不明だが、形状からみて、同位置上に継続的に形成された施設と考えるべきであ

ろう 。
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図13 落ち込み 4出土遺物 (2)

3面出土遺物

¥ゃ-mlr波、
ミ¥¥ ¥ぐ入J 、I {/~lpr ーi (和む

! ~ I ~~~l ~._l~~) 

10cm I 1ふdて，グ

迫物片1059中常滑86.4%で、 2L函よ りさらに比率が高い。上自fIi器i1lll8.9%、磁滞3%が続く 。泉州窯貨車111

の破片-が 1片含まれるが、 3面下で出土した破片と同一個体の可能性がある。このこともまたこの集中

出土が、継続的、もしくは少なくともきわめて短期間におこなわれたことを示していよう 。あるいはい

ちどきに形成された可能性も消去できない。製品以外には焼けた骨1片 ・複数の花岡岩 ・安山岩が含ま

れる。

5.3面下制限深度まで(図14・15)

出土遺物:土削l器I旧R種小型 (1~ 4)・土師器illl'D種大型(5 )・常滑恋(6 ~12 ) ・ 瀬戸洗 ( 13 ) ・ 竜

泉窯717磁鈎蓮弁文腕 (14) ・ 屯泉窯青磁折51要鉢 (15) ・ 白磁小蛍 (16) ・ l守白磁崎瓶 (17~ 18) ー百円磁川

途不明品 (19)・政和通宝 (20)・砥石仕上げ砥 (21) 特記事項: (19)の青白磁不明品は凶13-(31)と

|司一例体とみられる 。 (5) は本調査地点で出土したnH~-のη重上削器lfllである 。 製品以外では焼けた骨

1片ほか安山岩複数。
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表 1 出土遺物観察表 (1) 

lヌ15
tr術協肌 11任(7.4)cm 庇後(4.4)cmr.:t，勾 1.8cm '(-ilnl転ロクロ 底部糸切り 外氏再I1板状It:JH 1勾l辰吉I1ナデ!治上は位色で

R純小J\~ 定Il}:.ÎI色~I~;;物質・砂粒 ・亦色粒 f-~む

一
2 

t削i(，;{IUl 111壬(7.8)cm /j~ 1壬 (4.6)cm 日~，::; 2.2cm .{ il"l'伝ロクロ /j:S; ~il糸切り 外脱却i似WL泌 IAJ底部ナデ !め kは位色で
Rf重 IJ、'l~ J，U'l1母・(1色針状物質・砂粒 .，!Jミ色粒子合む

3 
上向li日日血l 1-1径7.5cm /j'S:l王4.0cm総高 2.5cm 打I~'I転ロクロ /j'¥;部糸切り |勾b志向iナデ l的tは信色で'lUせ・(1色針状物質・
Rf!U 小僧 砂粒・亦色干I1(-合む

4 |二 r~lí (，ìiIUl r 11't (12.8) cm /.必任 7目6cm総尚 3.8cm (jn'l転ロク口 氏百11糸切り 外!応部IHJi状/t痕 l川氏対11ナデ胎 tは位色で
R強大砲 烈121吐 ・ 金安母 国 ÎI 0.~1・状物質 赤色粒子合む

U~~昔日 IIIL 1111: (13.7) cm liHH7.2) cm 制 3伽 1，Inl転ロクロ底部糸切り外附i板状!似川附デ肘;1:は淡|
R州 大'I'! ID色で金'111せ.(1色$1・状物質 ぷ色粒 f合む、

I:(~~ r.:t 1m 111壬(13.8)cm /j:s;1壬(7.4)cm ;ぉ-tゐ4.0cm li倒転ロクロ /j~ffil糸切り 外版部似WFJU い.JJj~~ilナデ J治仁は淡6 
R的 大'¥'J. 位色で宝~Il}: . I1色針状物質・赤色粒f-{1む

7 .1((';~ 火鉢 II*mIJ'，' 愉fl'lみ成形 日日ぷ・は灰色 11f; 1二はi炎J火的色で(1色粒 f.，か色ヰilf-./ゆ杓 ・':21吐合む
l而

8 .1[(，:1 火鉢
II*J部J¥-愉fl'lみI戊Jr3 外IJ[lJは品目J慢で、 ドf，(桁vIi泌 II*Jドに孔n通 総ぷは!火色 JIf; 1:は淡11(位色で110.杓 f・
赤色粒 f. !I1'.llRJ:合む

'ii~討?型E II*J首相片 輸品。iみ成j彩 Ztぷは!パ色~茶色 !め tは!反従j色

';i~消費 11縁部J'，' 輸.fi'lみ ，，~J移 r.:t~長は茶肉色 !治 1:は灰色、J，Hi少は合む 1 I*JÎIfJllJとrn部ドに降灰

'iimt1担 1111き11交X:料品~と j是約子

1i~ Ì'I1惣 np き U 長約「に交;{斜線

7在民47筏JT磁 IIIl 111手(12.9)cm ロクロ成形 ぷ地は淡俄lポ色覇h柴は!?灰色不透明で!早く掛かる 大き 11の1'.1:人

(1磁 11はげ1111 IlhU'，- ロクロ!&:J彩 ぷJ也 l則氏 (1色柄h柴lま淡!以M色半透明、会(ro!l~む 1 Ih~I(li l収り 、 事hぬぐう

15 
-ti!~~良 m滋 IlhU'，' ロクロ)JJUf~ 折れ縁 体部内luiに縦に川rTliの削りを入れてIE1l'1杉とする ぷ地は灰I1色 柄be集は行11e色

鉢 不透明

一
16 

，'1'1'1綴
1Jl大f壬(5.5cm) 総刈 2.3cm ;fU也淡民俗色 柄he絡は水色不透明

朝正瓶 ;1:1 

17 主A三通貨 初鈎 1038{p ~t:;k ~ ， I I 

|χ16 Hdlir.:tllll 11任(7.1 )COl II主任(4.9)cm(，~，:'~ 1.4cm .{il口|転ロクロ Ij'S:ffil糸切り 外IJ'S:ffil板状圧泌 l人IJ.必flllナデ JIf;tは償色

1 R 純小}\~ でJ)，¥'J]I辛・(1色針状物質・妙粉・赤色半世f.(l色粒 f合む

2 
l: f~lí (，iillll r 11i (7.2) COl JiS:係 4.8cm 総，:-~ 2.0cm J.応部糸切り 外成部版状J'Eli{ 1川氏汚I1ナテ: JIf; 1二は淡ぼ色で3付 !;w兵隊

R極小11J! h色針状物質・砂粒 ・赤色粒子合む
ト一一一

3 
1'.師協1111 11任(7.1 )COl IJ'~任 (4.3)cm お刈 2.2cm ロクロ成形応部糸切り |勾j良市fIナデ 胎 |・は淡位色で3砂金'21:辻・

R組小IW (1色針状物質・!ゆ粒・ ，!J，-色粒 f-{iむ
ト一一一

11後(7.2)cm /1幻圭 4.5cm (.:i IÇ~ 2.1cm ロクロ成形底部i糸切り 外底部板状1.1:浪 1付/i~部ナデ l治上はi炎位色で
4 

上附ir.:tIUl
R 純小~~ ヨ11l}:. 金'Bf吐・ ÎI(互針状物質・ {昔、粒赤色粒 f~む

ト一一一

5 
1:(~lí r.:t IIll 1，1任壬 7.7c伽01 Jjほ~1任壬 5.0仇cm 日総i日iI~ω.百~ 2.0cOl町01 .{il川n叶巾lリ小lレB転ロクロ !正ほi必E目部1甘i糸U切Jり 外h氏宝目m部i私i板1状RJ正正M泌.~ 1げ内j付サ叫H氏E向部iナテデ: J胎治 1:1は孟淡位色で

p R細小II~ '21吐・金'.:11吐・I1色針状物質・砂粒 .，k，色杓 f合む
ト一一一

6 3 上向Ii総1[11 11従(4.0)cm 底径(3.3)cm r.:t ，: '~ 0.8cm ロクロJ幻影底部糸切り 1人1/.底部ナデ胎 tは淡燈色で(1色針状物質・ 22
R縄大IW lせ.，11，色粒 f. (1色粒「合む

7 
l: r~lí 日ìiUll r 111: 13.4cm mi  7.8cm総，:'G3.4cm .{ il"l転ロクロ 版部糸切り 外隊出fl板状IE泌 l付版部ナデ胎 iニ は1\1色で~U
R{亜大IJ¥I ':1]1吐 金'sI吐・ I1色針状物質 .，!J，色粒 f'. (1色純子合む

11作 13.2cm ほほ 8.2cm(，N高3.7cOl .{，I"!転ロクロ J忠告I1糸切り 外!j主部仮状11:泌 I"/lj~ffilナデ l治仁はIVl 0.で~U
8 

上向fi(，fi Ull 
R1喧大I\~ '.:11吐 ~'.ß I辻. (1色針状物質・赤色平¥((-. (10.舵 f合む

11任 13.5cm /j主任 8.8cOl:iiiω3.2cOI -lillll転ロク口 氏部糸切り 外/i~ðlí~反状/1:l1{ 内m;ilナ デ 胎 l二は位色で!I¥
9 

1:削iif.fllJl
R極大I.\~ '.:1R}: .金:主計上・(1色豊l'状物質・赤色粒 f.II色粒 f-合む

10 
I: r~!í部ー IUl 1 11i 13.8cm /ii:li 7.9cOl (，fi，.，'~ 3.6cm .{ illll転ロクロ 底部糸切り 外jほ日fl板状rUii 1川氏部ナデ胎|ニは肌色で3
R位大I\~ l吐・金'1]1昔・(1色針状物質・ ，糸色半世 f. (10.事¥1;{1'tむ

1-;<18 仁耐liおよーUll 11従(7.1)cm Jj主任 4.5cm 総刈 2.0cm .{ ilnl転ロクロ l底部糸切り 内底部ナデ 外lii:ffil板状Jt:瓜胎 iーは俗色で

R 何i柑小}\~ '兵隊 .(1色粒・(1 色豊I'~X物質・砂粒・亦色粒チ・!.ì\色料 (' -:Tむ

一
2 

|て印li沈illll 111壬(7.6)cm J，広筏 5.0cm (.itl，':i 1.7cm .{ ilnl転ロ クロほtlti糸切り 内liGlllナデ外j必河i板状11二泌 Jlf;1'.はi:!i位色
Rf'唱小II~ で'111吐.( 1 色 ~I'~物質・み色料 f ./り、粒少は合む

1-1任(11.6)cm ほ径(7.8)cOI :iii向3.3cm れ1';1'似ロクロ m~fl糸切り 内底部ナデ外Ij~t;ií板状1 tl1{ JJfi 1:は淡舵
3 

tf:l!iiiiillll 
RHj大I\~ 色で;Bf号.1'1色針状物質赤色干Ii.f合む

I向 7円前世1 1 Ih~ 円fIJ'，- 愉州み成Jf* r;fij{は，/i，紘j色 JIf; 1:は11汗h正色、長/i'伯尚色j:すをfTむ
込ち 'ìi~ ii't 鈍 IIWlliJ'，占 愉制みj戊j杉 ;訴ぷは点王紙j色 JIf; 1 : は1*色、長イ ，ィ i~ ・俗色車、?を fTむ I 1*止1:111人.JiJilIに|年以
み

'iit討1 ~ Ilh~-hï出/1 焔A:.'lみ成/fs ;針j{は附Jポ色 !治土はl倍以色、長イiを含む r1縁部内側.íí1 1~ilに降灰
2 

'ìi~ii'↑勿 IIU~iíJt 輪抑み!I~M 総-&はH百灰色~茶初色 j約七は以色、長イ1少1百合む

'iitif1翌E /fi:ffilJr 愉wみ成j杉 ;{;i~長はJ火ドu色 胎 1-.はj天依j色、約色粒 ・長イiを多く合む

'iitI'lH車 1111き11 交X~斜線と.Ll:約 I乙

'iit消費 npき円 斜線

，'1'I'1f滋粕Ij)fj{ JII“!日IlJt ，NU也はJポ(1色布IJ柴は水色、 、1'.透明'，If.'/[文

自EィI 111:If自t残 (f.!~(4.3) cm 残({似(3.8)cm J'I-0.7cm lHl.l色紙l商は 21fiI I!r.li屯

円

Lq
J
 

噌

E
ム



表 2 出土遺物観察表 (2)

1'X19 U~li 総1Ul Illf(6.3)cm lJ"~lf (4.7)cm 総刈1.6cm ロクロ成)f~ li~;iil糸切り 内氏部ナデ 外路部似~)(Jf:IU 1治J:は淡位色

Rf唱小但 で']11手.!.U':~k 1せ・ ，N，色liif-合む
ト一一一

2 
1'.ゆ Illf(7.45)cm IJ，(lf (4.8)cm :f.-i，':~ 1.6cm 1;川転ロク口 氏部糸切り I )~IJ'(;'$ナデ 11縁日~)に ìlll伐少: ，tH?} 1的lニ
RfoU小型 lま，Jr<俄色で']Jf吐 :，(¥']11リ・(I@.$I状物'ft.ぷ色料 f-. lil・多 11tの砂粒fTむ

'ij? ~'1'tこね鉢 H者 Ilh'c~j))'，- 輸ぽiみロクロ成形 j胎1:はJ火色で.bHI'!，t¥色村・父泡fTむ

1'hihI f}こねS}IHi[ IJ~ì1ill'， ' 焔.Wみロク ロJ戊j杉 |付liS:llijf'必ハIIU 11f; 1こは以色でU，II・!.(¥色村fTむ

前こね鉢 UiIh訂正(11.8)cm 愉Wlみロクロ成Jf~ '1，'，り付けl河内 外fJIIIドトi:r!11り l付 IJ'~I{IÎ似川似 11f; 卜.は以~色で長イ ifrむ

'iitii'tこね鉢 Tm mf(l6.3)cm 愉似みロクロ1幻影 IA!lis;I@rm 胎 lー は11<~色で大粒長 fi {，む

'i;~討?こね鉢 H 矧 111引30.7)cm 愉悦みロクロ成形 IIW'llí と I)~fJIIIに降以 !的 1:はJ兵制色で長II合む

8 ';;t汁~ !nl 5fJ'1、 :I~
見出:'56.7cm 輪-1'1'1み成 If~ 外fJIIII'i世相villU、 仁Jj級ナデ I )，IIJ'~ と JIÎ;~Iに 1:帯以 出火は亦tu色 !約 1:は11市 I-X色でJ~ I i 
i'tむ

119 0 1 

1;t 討'~ 望号 IIW~II十愉般みロクロ成形総点は1Iì'f以 rtl色月rì I二は11<色ムHi.~:ìむ 1 I *~ I勾側・ )1; flIlに降以

'ì;ti1'~惣 111手(12.0)cm 格的みロツロ成形 総点はIIfil氏側色 IIf; 1:はl火tu色 u，{ I .隊合む IIH市fl ・ ~I部の - ;111にド年以

'i;ti'1't ~理 11紋-ld~11 愉Mみロクロj花形 (.~;<は 1~1 .!i\:尚色 !治 1'.1まl火色 、 !~ィ Î' !，(¥色粉 隊合む 1 Itま-111;1111こI'iく降以

12 'Ii?討1 鍵
11紋-11;;111 輸悩みロ クロ成形 r 1似|人JfJIII・川市に1:制火 川lきII(桁 f-文) 依ぷは1Ii'1I1.;色 IIf; 1'.はl火然倒色、 j止行・

隊合む

13 'i;t討't 1!~ 111引45.0)cm 幡町iみロ クロ成j防 総会は糸~色 IIf; 1'.は11(11火色、U，ii:'i"む 11料開1-lImllに附!パ

14 ~'~年 'ì;t i1't 惣
m f:(l9.0)cm 焔的みロ?ロj山形 総点lまffitu色一以降色 J的上は俗~色でi占 li を fTみ、外liS: I(lj には人司約の IÎ 災
干:1.. ~棄を多 blに合む 1勾l氏I(lj:tsよぴ外001ド{立に液状!日色物質(，11'1

115 6 
込ち 'j;t消費 Ji~1手 23.4cm ~占有iみロタロ成形 I)~IJ主 1 (lj に降る以 総J訂正信~色 !恰 1'.は以色でi剖iftむ

み 一 'ìit 討'~ 1-~ 一一
hbaE ul1ilia，陥fi'lみロクロ1，1i:)彩 縦みはfiH劫色胎 1:は淡11付(t色、u，-II .ィibsfTむ |人JliS:I(ljに降I-X

17 'iï~汁}翌E
ì'~i)} '1" 輸航みロクロj戊j彩 ~.;\(I立.!it~色 IIfJl二 lま!パ色 、 以 fÎ ' IÎ必 ' ~:'i"む !付IJ'S:lfiiにF帯以 外IJま I而にイ î~粒

多くfTむ

18 'ì;'r ìi'~ 惣 mf(24.0)cm 輸的みロヲ ロ，，1/:If3 協会はi定以降色 Ilfi 1'.は11(色一以舵色で民(i.跡、を合む 内氏1(ljに降l火

19 'i;ti1't 1盟
liC1fi)" 輪以みロクロJ花形 術品どは1I)I .!it~色 !治 uまi;長以色、 jれ i少11t合む 1I、'JIJ'S:I(II(こlヅく 1:帯以 外IJ'(I而に他の

'iiril'tl "が!、ti':i

220 1 
'iit ìl'~昔~ IIfIき11 i占有1H

~青7itf討'凶~ IIflき11 的 f

「ーー22ー23 ーーー

一 ..・
泊費 IIfIき 11 約 f と Wí~{

'iitift惣 IIjlきU 述弧文

24 i新1i おろしIIll
1 11f (19.0) cm lii:作(15.3)cm (，~ !o':i 4.3cm ロクロJll<:lf3 1 I ;~ は Rhl状をなす外fJIIII (rj へラ rfll り 11(執hハケ'11り
!f，; 1". 1ま i如氏 tu色でI:I~級

トJ一一L一- ( 1磁 |川町、u:: Ilhl/;' ロクロ成If3 M也は淡!ポ色、!，(¥色微粉 f合みl波紋 柄IFU5は円以色、1"透明、l't人あり

26 
~品4?E Jf磁 1 lif (12.0) cm ロクロ成形折れ紋無文ぷ地はJ火(1色、 t，'i!:'[ 利l換は，'， 1火色不透明で1'1，く掛かる
trr hh¥f:} 

日三 トー1';'(1磁 的胤 阻f(9η巴 ，;U山l立以1'1色附級制、は水色、川町lで外凶iには1'1くl人111[11には柿li，¥'tくlJ十かる J.'ill， 

28 
l'j'l'l磁介f 1 11f: (9.9)cm IJS:作 (6.0)cm 出尚 2.6cm ;{-~J也は以 (1 0. .f1h換は水色、'1'，透明 刑判11 しで上 I (JÎ に l' ~I(!l と市花文、 11[11

.;a 凶iに，'，'(/1:.文

「三子 $:k~f U， 8.3cm 恥j0.4cm 1'1さ 0.75cm

l女112 U~II 出 IIIl 11作7.0cm Mlt 4.5，m出1匂2.0cm {ill1州工、ロ クロ IJ'(iiji糸切り 外民向1;阪~)( / I :IÚ 1人JI[~ flJlナデ 胎 1'.は償色で:13
R同小型 lせ・金'_2Ht.1'1色針状物質 ・，}r'，色料{， 1'1色粒 f合む

←一一一

2 
Ujlll(.~ lII l 1 11f 7.4cm li~lf 5.5cm r.:i ，~'~ 1.4cm lill1l恥ロク口 氏 ;~II糸切り 外氏部似~J.:II)H 内民自11ナデ胎 1'. は位色で ( 1
H純小'12 色mR物'代 -赤色:j!，'!(-. (1色午、，';.f.砂~む

←一一一

3 
1:r~1î :誌IIIl IIlf8.1cm li'訂正 6.tcm日ii・，:::i1.6cm {il"I'T.r;ロク口 氏部糸切り 外底部似状11:桜 内!応部ナデ!治 |ーはほ色で(1 

ト一一一
トー 円相小jlq -4 :色針状物質.，}r、色料 f・']2:1吐 砂合む

4 
UIIII総IIIl 11 11 f (12.4) cm 氏lf(7.6)cm ~尚 2.8cm れ1111転ロク口 氏;ili糸切り 内政ì'~i;ナデ胎 1 '.は的色てザ l 色mJ(物質・
Hf<ll大'¥リ ，nミ色f¥!(-. l' 1色村 f・'ln1t.!けどi手・砂・険ftむ

ト一一一

5 込fちh 
U~li おIIll

1J"(1手(I0.3)cmロクロ成形 成部糸切り IIf;トJ主将色で亦色約 f・'1]1吐目金']111t'1沙fTむ
l司 fiH極大'l~

み J{'i'( 火24 1! 1 h\ ;illll 制み"l<:lf~ 11f; 1'，は!火附で，}r，山戸7lutf 似 Ilt:'i"む外(JIIIド1似こ刷 tlU

脱却1'，'輸{立み"l(lf3 11f; 1'，はIj(ID.色で，}r，色l!(f . (1色村 r..金:31吐frむ 内側ド1也に折日'MU 6とf，il'個体の"J
7 1{'l't 火鉢

能性あ り

'i ;'~汁}こね$} T W Ilh¥i1111十 輸fl'1みロ クロ成IF3 11f; 1'.は11，色でJ-::1i ・ 隙・主(Ì'él~む

1iti1't ~~ Ilht部)¥， 愉Mみロウロ』，tIE2 日::}，dj: 1人 tu色- }j~尚色 11{; 1:はl〆色 11似l人IfJIIJとIl/i¥11にji帯以

'ii~m 惣 11縁部Ji' 悩干潟みロクロ"x.1彩 総点はIIj'i;l兵色 !的 1:は11c色、長(i-:¥む

'i;'r1竹 務 1 1*~ i'iIíJ， ' 愉[，'1みロ クロ"IV彩 協会はlIiì~HIJ色 IIf; 1 :は以~色、長 f iftむ 5ぜl部外rl[llにl準以

711ii; Mtt 治討71 5生2盟理控

l 1 l1t4ま~i都Jì ' 焔的みロヲロ1&1杉 総会は数以色 IIf: 1-.1ま j火色-/:パ~色、.w: {í {守む
i"fi)，' 給付iみロヲ ロ成形 出j.{ 1ま 1~1 .!i~ tu色 1ft; 1はl火色、以{i:'i"も、

14 IJ~f~iW，' 愉有iみロクロIIXlI手 探J，{Iま亦然科j色 11f; 1'.はJ火色、u，(i少llt合む l人，JIJS:I(IIにドキi火
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表 3 出土遺物観察表 (3)

1'.<113 
'l;~討惚~ 1111き11 長約(-にうどJを斜線

15 

'ii~消費 1111き11 ~i隊内に縦線と 3 >1.:の交)，'~線

'ìi~ i'l'1惣 1111 き 1 1 長約 F
'ì i?討'I~昭 11 11 き11 約 fと長約 F
'ii~討怜堅 IIPき11的(. と 3 -1.:交)，'~紙l

'ì i~ i1't現 川l き 11 長約「に')e)，'i:f;:f線

'ìi~itl惣 11 11 き 1 1 脳fにうど;[斜線

'i i~;討7型2 1111き11 也文

'ìi~消費 1111き11 的 f に うど X~斜線

1.品 ifHuI狗)'( 長8.lcm 制 6.3cm i'/さ1.1cm 'ìi~ ifl鷲または列ね鉢の f~}: J1" を恥)1 1 Jillに使JJI泌

込ち i智iJ.. おろしIlIl1 I f~fjfll'， ・ ロクロ成)f~ 1 I t，jは I~縁状をなす 外fJ{lI而iへラI'fljり l火総色11<flll Mくハケ喰り Ilf1 j :は淡以色でI:i~*致

26 
み -ilt見:7恕l'f磁 1 11f(11.0)cm ロクロ成形 外I(!Iに鈎i!Etl'X 休日!1J:h'(でい'Jfillllこ111¥11I 1 し"*~がややす(l'まるボ11腕

鈎J!血弁文同i ぷI也は11<(J 色fdle応は，'f}火色で不透lI)j

27 l'r( J舷村1jJlj( 1II"I~jll'l ' 封(~Jt!!は l:k( 1 色柄11 ，集は本色、 、I~透 11)] l.'f"，'(文

28 ，'f( 1綴村'ljJIK n!"lfjfiJ¥" ぷ地は以(1色 利E誌は本色、透明で細かいn人が人る J，'f ，¥'(文

29 ，';'JLI磁村IJJIj(
!ぽ11¥(8.2) cm I)'l:i'o甘からill"lffilに1mき気味に¥'1.ち 1".がる 山市文およびドl世にi北線 2>1.: ri1jりだし，:'Gfl ，f~ J也は以 (1
色 布lド応は本色、透明で制かいrt人が人る 白川、lき付近は政胎

30 
，'i-rlflH 川途不iりirl *~ ì~l)'， . 1 1紋を水、V. に外似Ij に折り返しì(\う絵に波釘li~jlがつく ぷj山はi災以促色 柄11%1ま微熱により以(1色を eヰ

1" 111 しざらつく お形はλ(11)彩と雌i.i:される 丙却iか

31 
，'i'II磁川途不11))

日*1~:5 1.3cm ぷj出lま!パ(1 色利I~.sは水色 、l'透明内m"jl以!治外fJllj ド fù:に縦沈線、鉄罰11 を }jÍ!! した装tìílill，lj り 1・ j'け1t31， 1 

332 3 
政羽|通貨 MM  1111 11'. 北米附，IJ

i'l'lィi鍋 1 I ~~ìjjl "，' 1)~fJl!j~:fめ }j l í'lの撚IU 外 fJl!1線状 Ut虻~ i\t;. く ~卜t .j"f

1'.<115 U~li (，~1II1 rl1f. 7.1cm J氏lf.5.5cm ?';i，:;i 1.3cm (illll転ロク口氏ml糸切り 内氏自:1;ナデ外脱却似~)\IOU 1 1 *~ ì~lìllJ~県 f ，!"i'i
Rf唱小 I\~ Itf11:1ま位色で・，]]Ht ' ~t't]] J手 亦色粒[..(沙粒'fI!整合む

2 
|ニ (:l li (，~IIIl 1 111¥ (7，0) cm Ml壬5.0cm 総刈 1.3cm .lillll転ロクロ JiS:i'rll糸切り l人lほtollナデ外版部似状lI:泌 胎|てはi:}H笠色
RF岨小 I!~ でみ色料・(1色料，(i'整・多{_Itの1沙革命合む

一
3 

U:lliお1111 1 111¥(7.5)cm 1J~1 f. (6.0)cm 総，:'G1.6cm (iI"I'I't;ロク口 氏日11糸切り |人J ]J~ì"jlナデ外政均IHW.; IJè IÎ{ Itf1 1".1ま位色

H 柿小I\~ で，1J，色料 .'2."吐・ てt)11吐・(1色針状物質t-i"む

4 
I: (~II 日;IIU 111手7.4cm I)'l:lf. 5.9cm 部，:'G1.4cm {iI"1転ロヲロ I)~fjfl糸切り 1)'II)~fjflナデ外氏部似~)(/I:jU 1的J'.は，IJ';I¥!色で

Rf唱小I~~ 亦色村・ ']]1宇田(1色$1状物'l't，隙合む
同ーーーーーーーー

5 
t削i(.;';・Ull 1I1王(14，2)cm 1)主任(5.8)cm 初日 ，~G 2.8cm Fづくね後11縁部内底部ナテ 11t1 jニは淡|在色で亦色位 (1色粒・ ']]k):， 
TfiJ1大I¥V. 1:¥¥')11世田(1色針状物質fTむ! 一67 8 9 一-

'ìi~ ìl'l 型E 11紙日;111'，' 愉fi1みロクロ成)f1 日時点は11;'口氏色 Itf11:は!火色、長引'Ii;整合む

3 
'i;t消ヨf nt~~Il)十 輸術みロヲロ成形 加点lまdiHU色 !治 1:は以t.u色、N:(i . /i;整合む 1 If如何stll，1(li"ll(こ1;字以

而i 'ìi~ i1'1 1r~ 1I紋fjfli'，" "，Hi'iみロクロ成形 日日去はH如氏色~以~色 i1f11:は11;'11火色、N:II'(1い大粒の*，1.r-t-i"む

tkz見!J 
1it討'1 世f 11紋i"jli'J' 輸，h'{みロクロ成ifJ (.N}，{Iま11;'1灰色 l治上は1Iì'i11( 色、N: ri~む

'ii~ ì1't ~理 1 IW;jl-JlÎ ì~1 愉.Wみロクロj災j杉 6Nぷは茶褐色 !治 1'，はI:i(~色、 長 {i イi災合む iJii"iilこJ'/く降!火 IIjIき II(桁{)

11 深1ま~ 'iit討'1 IIjI き11 長約 Fに斜線
トーー1ー2ー-

'ii~討'1 IIjIき 11 不品!!ilj右:民約「

|王
で

漸J' 洗 1I紋1''111'''' ロクロ j北Jr~ J長前hハケ後り Ilfi 1"，はi:，長!火色で(1色粒(-，1，1.¥色flt(-合む

14 
il'i:見47駕17磁

1I紘 一JII"I部Jt ロクロ，，xJfJ ぷJt!!はJ;k!'1色干dl薬は!兵紋色、l'透IIJJ
;!s弁文腕

トーー一一

15 
屯見4'匁，'i"f1H

IrS: ~jl "， ロクロ'J!i:)杉 井~J山はlポ1' 1 色柄h '.応は lT緑色 、1"透明 、 L'l人あり 1'f.f.'きのみ.，';ll治
-tri'昨夏外

王 l' 1 f滋 Ij¥'，:':1 1 111¥ (5.0)cm ，f~J也は以1' 1 色 有h'Jtliは淡m氏色透明 JJ1"lì~lí外 0111 に I\'.!羽 11 しによる巾俗文

17 i'ii' 1磁抑止Ii. 1I紋1';jlJ'，ぷ地はJ火1'1色 柄h柴は水色、ド透明 n人あり

円τ ，'i'( lfi峰 村Ij)jj{ ßI"lì~íJ ¥. ，f~ J山は以1' 1 色 柄h'J;(;は水色半透明 l't人あり l.'f.¥t)(_ 

19 
，'ii' 1磁川途不lりl日~I~'S I・35cm ポI也は以1'1色 柄IJ柴は;j<色、ド透明 l"fl)'l:t"11減胎 外IJ{ljドbi.1こ縦沈線、欽柄IJをぬしたう占飾11，1，りf.Iけ

t『，l't 1'.<113 -31と1，;1"製JIfl

害 政羽|油資 tJ ml 1111 "t'.北米附117

自Hifl:1二Iil¥ 1町9主互({1い~ (6.0)cm 恥i4.2cm J'/ 1.0cm I!fliむ淡位色紙1(li1 
1";(116 U~II 片足 II Il 2.0)cm li'>'11' (6.7)cm 片足，.:~ 3.2cm I iJ1I1牝ロクロ If'>'ffl'糸切り 内ほgiiナテ 外l点 ~MI;( ;秋1 1:れ Itf;J-，は IJIl 0.

l RfÆ)d~ で!，(¥')11吐・1'1色粒 f・，A"";色粒子fTむ

ヒz冶例外
'/i~討'1 1111き11 対i}fjl人lに縦線と 5-1.:のうどぷ線

3 ( 1舷 IIQ.!.f'，:':1
IJj;ffl;J '，' rillり，II!.し113台、小央部でJ'/:さ4.1cm li，'~内部似 Ilfì ぷlt!!は i約〆ほ色で1' 1 色'f\~t :tむ 相h柴はi炎!火山色、平透

I~ I 、創11かい J't人

14 '，'i'l' 1 磁#~JIj( E主任 (9.l) cmぷ;J山は淡限!火色- 1I)JJ:i(色覇IJ柴は水色不透II) Jn卜|き -I)~I削減Ilfì
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法; 手1i 1 1師卜 11Ui 2而 31(，i 31m F その他 Jt J安{H~~片数

日;;;;惣1Ih!l~ 1 '~115-9 1 1 2 

知 IJHIlII I'X112-9 5 5 4 

1i~ìi'l慾 J 1*まIlII !官112-12 3 2 5 2 

1171t州t仲月前間知生理 1 I hl~jl l'xll-10 2 4 6 5 

J I hl~il 将19-11 3 4 3 

11村部 1';(110-13 4 l 6 5 

'1;1汁}惣 11紋郎 1:<19-9 3 3 2 

'ìi~ i1H型 11隊出11 1:<18-6 2 2 2 

1;~討H，~ Ilh~ t.il 1:<110-12 1 7 8 2 

lirifl1理 JJh~l~iI 1';(115-10 2 5 7 7 

'ì古討叩~ h~刈l |刈 10-15 9 10 10 

1ifi1H理 h's:t.il |官110-14 2 1 3 3 

常洞古里 M~il 1';(1 12-14 2 2 

百I計?型~ IJ宮市i |吋110-17 2 2 

'ìi~ ìM!~ bま ;~il 1';(110-18 4 4 4 

百fii1 こね鉢 1':<19-7 3 1 5 3 

'ii~ i1'1 こね鉢 |官19-6 1 1 2 

1i~ ì1'I1曜 日 11 き IJ 1'~112 -15 1 3 5 2 

'li~治労 npさ11 |官112-18 4 2 6 2 

'ìi~ ì1 '1型~ UIIき11 |刈 5-11 2 2 

7it消費 1111きIJ |刈 8-9 3 3 

'iifi1'l禦 1111きI1 1:xJ 12-18 2 6 2 10 4 

1?iitT t泊1')費刻 1111 き11 1'.:(113・21 5 3 8 

1111 き11 |官110-21 1 2 

rìi~汁1量~ 1111き11 |刈 13-20 6 6 2 

11iittH消W費'~ 1111き11 1:<113-19 11 2 13 2 

日11き11 1';(111-22 2 25 2 1 31 17 

'ii~ ìfI惣[lp き 11 1'<113-22 4 4 

'ii~ïl't努 1111 き 1 1 1:<111-23 2 6 2 10 7 

11:'1代火~j. 1';(112-6 2 2 2 

瀬1i おろしllJl 1':<111-24 2 l 3 3 

，'t( Jf滋 イ，(1)1，日 l'x113-31 
2 

l'xI15-119 

，'t(J総 合千必 |立111-28 2 2 2 

，'1( 1縫 打'，jJlli 1:<111-27 3 2 6 

，'i'( 1磁I1IIJIli |宮18-11 1 I 1 4 

，'(('1織防止九 ~官1||1135'-217 8 
3 l 4 

，'，'( 1磁 11JjJlli 1 1 3 

， 'UI~並 t1IJ JIli l'xI13-28 1 l 1 3 

表の見方 'KiW)tXI悦ポ:ii'l物のうち、他にも(，il-(附{本とみられる辺物1;-が惚数m1: しているものについて、脳他日1)に舷1 '，.-数を IJ~ した む端

の附は(，iJ・(1M!本日正)'，ーのなかで実際に般介した般)'，-数である 1目別製古川こついては膨大なlAにのぼるため、 LI紋1"111'底部 ・川lき11が残るJII"I

部など、特徴を拠えやすい部似のみを対象とした 他の部(iI:も対象とすれば、激(1立はJt;11111するものと思われる

第 4i包 常滑集中出土についてーまとめにかえて

同一個体片の層位別出土からみた集中出土の形成

木地点で、は常十I'~ラ1~の集 'I' t'['， r_が見つかった。lI'，イて造物の特徴のひとつは、 IIiJ-fl刷本と忠われる破片お

よび実際に掠令できた破片数の7iリ合が，gjいことである。常滑饗についてはその破片数が多いため、判断

の下掛りが得やすい1I縁台IS・民日IS・IJIJき"が残る胴部の破片を抜き出して、 J安合|刻係および同--1同体で

あるかどうかの検討をおこなった。白白磁栴)既は文様のあるJJI日間IS片を対象とし、 -j::師器凹は除外した。

3而を小心に 2而 ・3而下にまたがって分布する同-個体)十は多数に上る。この状況は、2面から 3

|師|ごにかけて検出された 6つの活ち込みにある科度まとま って廃棄された部分を含むこと、またそれら

po 
q
J
 

t
E
A
 



の遺構の形成|時期にあまり大きな差がなかった可能性を示唆していよう(表 5)。そうだとすれば、編

年上の前後関係はあっても、古くから存在する方の使用期間延伸による同時性が生じたことになる。

年代と叩き目文様について

饗の口縁部は22個休、うち17が6型式、 4が中野晴久編年(rjl野2005)の5型式に属する。 したが

って、大きくみてこの集中出土の年代を、ほぽ1311:!紀l:jl菓から後半とすることができょう 。

叩き目の73匠文様について簡単にみておきたい。文様は全部で22種類、口縁部の個体数と同じである

ことは注意を要する。うち絡子文 8柿・格子文と斜線文の組み合わせ 9椅 ・交差斜線文 3純・述弧文 1

種 ・巴文 1種。111=1世知多古窯枇群の押印文J(中野1992)によれば、述弧文がやや l片いタイフ。で、生).!:E

l也での第 2段階 (12世紀後半期)まで、逆に巴文のような定型化したな匠は第 7段階 (13世紀後半か

ら14由紀前半)に入ってからで、指子文 ・斜線文は第 1から第 4段階にかけて広くもちいられている。

集中出土とその背景

見して明らかなように常滑裂の他を圧する屯が、本迫梢の川'1上辺物の特色をなす(ただし{間体数を

反映しているわけではない、為念)。また、年代は本地点よりやや先行するとはいえ、 地点 2で完形近

くに復元される渥美裂や掲~11I壷などが出土している 。 これらの状況は、調査地点近隣に大担貯蔵符器を

備えた空間ないし施設が存在したことを示している。寺院、あるいは大量の液体を必要とする職能民の

存在が考慮、されるところである。寺院とすれば、位置的にみてやはり長栄寺との関連を考慮、しなければ

なるまい。また職能民に関係するとすれば、現長谷小路(鎌倉時代のH千称は不|リ])沿いのいわゆる

「道々の輩jを想定しでもよいであろう 。

さて、本来存在したであろう木製品が残らなかった可能性を考!慮、に入れても、なお食腕具の比率が低

いことは確かである。貿易陶磁中における青白磁栴瓶片の削合もまた、それが、酒など液体の容器として

用いられた可能性を考えると、貯蔵具の数的優位を補強する。 さらに、製品以外のI'H土迎物において

も、員殻等食物残j宰が皆無であったことも注目される。すなわち、ここで、は貯j域共が選択的に!克棄され

ている状況が看て取れるのである。とすれば、'i然、え]!長|叫年 (1252) の泊油禁止令が泣し包されよう 。

鎌倉幕府はこの年 9FI30日、鎌倉中と諸国IIjで、酒の売買を祭じることを決めた。酒査の数は37，2741問。

羽月16日、鎌倉中の民家にあった刑宣を、 1屋に 11恒のみ残してすべて破却lせしめた (r兵11鋭j同卜|

条) 。 木地点の貯蔵容器集中出土をただちにこの法令の作用 とすることは、年代の問題が克) II~できてい

ない以上、もちろん無理がある。 しかし、 『吾妻銃jの記事が木当であるとすれば、これだけの数が廃

棄されたなら、必やどこかにその痕跡がとどまっているはずである。かつて発侃資料でそれと認定され

た集中出土はないが、今後の検討諜題としたい。

j主

中野H~í久1992 i'l'世知多台窯枇Itfの.jtp印文Jr知多半ぬの歴史と現在J4 11本相祉大学長11多判;占総合研究所

中野[11';'久2005 i潟市't.泌kJr全国シンポジウム資料 rl' ill窯業の請中I1J

(松原 ・馬淵|ーネ11論議)
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図版 1
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図版 2

1. 1面P.3土師器出土状況西から

2. 2面全景東から

3. 2面下全景 北から

4. 2面下集中出土東から
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図版 3

，. 

1. 3面全景東から

3.最終状況全景 北から

企 5. ::jヒ西角土層断面

..・Te  

2. 3面全景北から

4.南壁土層土層断面
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図版 4
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図版 5
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えんかくじきゅうけいだいいせき

円覚寺旧境内遺跡 (No.434) 

ノ内字瑞鹿山393番 3地点、



例 ー

1. ノド報は、円党寺旧境内辿跡 (No.434)内に所在する鎌tr市山ノ内字瑞鹿111393祷 3地点における個人専用住宅建設に

先立ち行なわれた刈!版文化財発揃調査報告である。

2. 発掘調査は、鎌倉市教育委員会が36m'を調査対象面相として、平成15年6月23日~同年 7R24日にかけて実施した。

3. 現地での調査体制は、以下の通りである。

1li 山i者:凹代目1I夫

i拡l査凸:松山敬一郎

調査補助員岩崎卓治

調子町作業員・柴IIt的~'Ijílì、大戸迫獄、牛dt~道夫、浅香文保(以上、社団法人鎌倉市シルバー人材センター)
協力機関:社団法人鎌trl打、ンルパ一人材センタ一、株式会社斎藤建設

4. 辿梢図面合成 ・トレース、泊物実社111.トレース、出土辿物写点撮影、版下作成および報告文作成は、以下の人員で行

った(現地での遺構写真搬影は凹代と松山が行った)。

主 任:宗主E禿IVI
制貧民:小泉衣f~、京長官i立 Jι

本報告の執筆は、辿桝|共|係を宗基秀明が、迫物関係を小泉衣理が行い、宗基が編集した。

なお、以下に掲載する淵笠成果の柿図と記述は、現地調査担当者に代わって、報告者が現地調査時に観察した結果に

必づいている 。 また、 fJ?'地で~if{lJ した図而に認められた J J~実関係の泌乱は、報告おが訂正した。

5 本文中に掲げた桶凶は基本的に、遺構を 1/60、出土辿物を 1/3で示した。これ以外の縮尺も含めて、各挿凶には柿

尺率を示した。

6. .4>:文巾に拘げた柿肉、写真を合む忠誠文化財発婦に|刻わるH'I土品等の全ての資料は、鎌倉di教育委員会が保行してい

る。
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

遺跡名にある円覚寺は、 北条時宗が無学祖元を開山として弘安五 (1282)年に創建した瑞鹿山円党

典型禅寺と称する。円党寺旧境内追跡は、鎌倉の旧市内から小袋坂を北へ越えた円党寺とその周辺を指

し、その範囲は貞治二 ( 1363 ) 年の 『 円覚寺文書目録』 中の「一I~占 寺山井門前新御寄進絵図J(図

1、以下 I境内絵図jと略す)に上杉重能の花押と朱線で示された鎌倉時代後期から南北朝期の円覚寺

境内をよりどころとする。鎌倉末期頃に作成されたこの絵図には、 円党寺門前に設けられた下馬門の北

側に鎌倉から武蔵へと向かう 山ノ内道に面して“新寄進"と記入された地がある。“新寄進"の土地は、

通路によって 2つに画された矩形で、その内には何も書き込まれていない。多くの民家が描き込まれて

いる円党寺下馬門の西方から北西の門前とは対照的である。新に寺領に加わった“新寄進"地に建物が

何も描かれていないのは、絵図の性格上“新寄進"の位置と広さを示すにとどまり、“新寄進"地内の

イ本像を把握していなかったのかもしれない。または、この地が耕作地であった可能性もあろうか。

他方、貞享二年 (1585) 以前の作成とされている f山之内円党寺門前町図jでは、 f境内絵図jの

“新寄進"地に数多くの居住者名が書き加えられている。この時期まで、には山之内道に沿った“新寄進"

地が敷地分割された家並となっていたことは確かで、ある。

ふ回調査を行った地点は、『境内絵図』に記載された“新寄進"地のー画に当たる。なかでも東度・γー

参道の正面に捕かれた北側区画の一部と考えられる。

調査地点の周囲では、これまでに多くの発掘が行なわれているが、つぎの3地点での発掘調査が遺跡

地内の歴史的変選を良く示している。挿図 2中の2番地点(円覚寺旧境内遺跡、山ノ内瑞鹿111509番1)

では、 13世紀後半から末までの火災而が 4枚発見され、多くの迎物が火災面に挟まれた 3つの暗から

出土 した。出土逃物の年代観にもとづいて、発見された火災面は円覚寺年譜に記載さ れた弘安四

(1281)年、弘安五 (1282)年、弘安十 (1287)年、正応三 (1290)年とされた。ただし、 円党寺の火

災は、この後も正和五 (1316)年、文保二 (1318)年、応安六 (1373)年と続いている。年代比定糠

拠資料の一つであった最上層火災面上から出

した常滑の裂の使周年限を想定すれば、厳後の

火災層が正和五年まで下る可能性も残されてい

る。それでも、円党寺起工の弘安元 (1278)年

以前の調査地周辺が水田面の広がる地域であっ

たことを確認した点は重要である。

挿図 2中の 1番は、現在の馬道と県道との聞

に築かれた石組みと土塁による高まりで。2001

年11月より2002年 3月にかけて、土塁に縦長の / 

パを幾本も開けて、土塁の構築年代と下馬門と ' 

の関連を探った。その結果は公刊されていない f 

が、調査途上に実見したかぎり、土塁の構築は

中世まで遡らず、近|比後期以前の土j曹は平坦で

あったと見うけられた。また、調査されたかぎ

りで、の土層中に下馬門を想定させる遺構もなか

ったようだ。『山之内円覚寺門前町図』の山ノ内
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道と馬道の聞に記入された築地も現在見られるような t

ではなかったのだろう 。他方、同図の馬道とUIノ内道が北

側で交わる位置に描かれたイiJ谷は、現在も県道と馬巡の合

流地点、に位置している。

さらに、挿図 2rjlの3帯J山点では、小袋川流路とその氾

灘による湿地であった円党寺創建以前から円党与開山に伴

って整地作業が行われたことが確認され、その後、鎌倉H寺

代後期から南北朝時1にかけての馬道と考えらる辿梢が発見

されている。

このような調査地点周辺で、の発掘成果を勘案すれば、今

回の調査地点でも円党寺閉山に伴う整地作業と、その後の

冶桝を発見できると忠われた。また、鎌倉ボ矧ごろの“新

J進"に伴って、それ以前とその後の当該地点における変

遷を競う恰好の調査となることが期待された。

参考文献

y-25790.786 
x-74011.692 

。 10m 

図3 調査区位置図

)r;j川英政他 1997 rI町、占訓11境内辿跡 (No.434)山ノ|人rl:瑞脱山50911):1地点Jr鎌倉rliJ引退文化fl1・緊急調任報j'l'f，'H4 、F
成 9il三度発制調査報告j 第 1 分 In~ 、 317-410頁。

3誌，峰秀l事1・5長埜目立子他 2005 I I'~党寺川 IÌÎi迫跡 (No.287) I Liノ|メ~7:怯|尚11344番地点J r鍬trl打 jlll';:，~文化財~~お調官報ih

，~21 平成16 'r f- JJ[発441]ぷl査報代j 街 2 分 11l~、 343-420n。

第 2章調査の経緯

円党寺旧境内遺跡に指定されている鎌倉市111ノ内字瑞鹿山393番 3における例人専用住宅の新築にとも

ない鎌倉市教育委只会は、田代郁夫をJ担当者として、住築基礎打'ち込み海抜113まで、の発掘調査を行った。

平成15年6月23日より開始された発J掘調査は、発1!Wによる土置場確保のため、調査範聞を第 I区と

第H区の南北に二分して、 1有iJ!IJの第 I区より始めた。

ITJn調査|丘で確認できた生活l.u:iは、基木的に第 11珂か ら第 3而までの 3枚であったが、生活面の度重な

る部分的更新がなされていて、第 2聞を2al面から2c凶に細分した。また、第 3而より下方は、湧水の

激しい軟弱な粘質土がj以く推柏しているため、より下)Jの調査を断念した。 F方は、 M川または池状の

滞水辺桝覆土と考えられる。

調査に先立つて、 iUijr;U，~~i主J.14 を調在地点敷地内に移fUJ させて、発見される辿~;，Wや制任範Inl を凶 t座ltq

上に位置づけながら|随H寺記録した(凶 3)。調査地点に設けた基準点は、第E区の北東に打ち込んだ杭

の上に設けた。設住した基準点の国上座標値を以 Fに示す。X=-73993.679 Y =-25769.584。また、

調査地の西方に南北に施設された県道際にも座際点を確保した。その出棋は、 X=-74011.692 Y = 

-25790.786である。
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発見された遺構と遺物第 3章

する。その前に第 3面全潰IJ図に付した調査区壁面に発見された遺構と造物を下層より順次ここに報

観察できた遺跡内i桂樹土!習を説明しておく 。

第 1節堆積土層と発見された生活面(図 4) 

調査区内の I区南東の深掘りトレンチで最も深くまで掘り下げた。それで、も表土から下方に 2mで、し

かないが、下層に '1攻弱な~;Ii質土がj享く堆積 していた。 最下院;土は、青灰色の粘質土で、還元した粘

大量の水分を含む。掘り下げ時に も湧水が激しく、滞水j曹と忠われる。第2層も水分を多量に含んだ黒

色粘質土であるが、炭化物や木器を多く交える。さらに、第 3用も水分と木器を多く含む背灰色の巡-元

1¥) 
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5.時灰色紗Ti版築 lニ

J也J総10

第 3面全測図と土層図
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粘質土で、第 1層から第 3層までの粘質土は、近隣を流下する小袋川の氾濫原、ないしは池や水田など

の湿地に堆積した土壌と思われる。

こうした下附粘質土_1:'こ調査地点で"li在認した最古の生活面を想定した。本分を多く合んだ軟弱な粘質

土上面を生活面とすることは、不自然と思われるだろうが、ここより掘り込まれた遺構が存在する。

第 3Joの上万に、生活面であることを判然と示す泥岩版築土が地業される。これが第 2聞となる。

地業層は、火災の後かたづけと思われる炭層や粘質土J習を聞に挟みながら、都合 3枚を確認した。しか

しながら、調査区全体を覆う地業は第 3J啓上面に行われたものだけで、上方の 2枚は部分的な地業であ

り、生活面の部分的改修と考えられる。よって、第 2面は下層より第2c面、第2b面、第2a面としてと

らえた。第 2而からは多くの逃稿、とくに礎板を設置した柱穴と満が発見されて、湿地の埋め立てに伴

って、調査区一帯が活発な人的活動領域に変化したことを示している。

第2a面上に堆積する泥岩小塊を交える明灰色土の第 8層によって、第 1面が梢成されている。第8層

は、従前までの泥岩による版築地業ではないものの、しっかりとした平山な生前面が作り出されてい

る。これより上方に堆較する第 9J曹は、下方の堆和土壌とは全く異なる空気を多く含んだ砂質上で、お

そらくは近世の畠作耕作土と思われる。

第 2節第 3面 (図 4) 

軟弱な粘質七上の生活面である。上層の生活面から掘り込まれた遺構によって本来の生活面を失って

いる部分もあるが、面はほぼ平坦である。ここから溝と思われる細長い土城状の満 8が発見された。

満 8は、第H区の北京に発見され、調査区北外に統くように南北}J向に延びている。現地調査時の

誤認によって、西側の落ち込みを調査できなかったが、調査区北壁の土層堆積に東西の|隔を認めること

ができる。東I)yl幅1m 5 cm、深さ 18cmを測る。調査区内に確認できた南北長は 2m30cmで、あった。 満I)~

覆土は炭化物を交える黒褐色の軟弱土である。以下は満8から出土した迎物である。

~ 5-1は漆1[11。全面に黒色漆を塗った後に、赤色漆で菊花と笹の怠匠を予tillきする。外底面には刃

状工具による切り込みが見られる。 2-3は草履芯。 2は表裏面ともに繊維条痕、植物圧痕を残す。

先端、後端とも直線的に削られ、制Ij縁部は面取りされる。3は片面のみに繊維条痕を残し、恨11縁部、，Q..

わせ部は面取りされる。4-8は答。最短は20.6cm、最長は22.0cmを測り、いずれも両端は細く削られ

る。9は菜箸。10-12は用途不明木製品。10は断面を半月状に成形してから、段状に面取りしている。

11は非常に薄く、先端を丁寧に尖らせている。工具の箆か。12は両端に丸みを，市びさせ、削り込みを

入れる。無数のヲ|っ掻き痕を残す面がある。

第3面下出土冶物

図6-1-5は小型糸切り底かわらけ。 lはTT低で、内底面が広く、器壁は内湾気味に立ち上がる。

煤が付着。 2は背低気味で、厚い鵠壁は聞きながら立ち上がる。 3-4は背低気味で、器壁は聞きな

がら立ち上がり、休部外面中位の核よりわずかに外反する。5は背高で、薄い器壁はやや内湾気味に立

ちヒがり、 1-1将を尖らせながらわずかに外反する。1J=li11日観碗虫を呈する。 6-9はi)1)也糸切り底かわら

け。 6は背高で、器壁は内湾しながら立ち上がり 、口縁部付近より外反する。煤が付着。 7は背高で、

器壁は聞きながら立ち上がり、口械部付近より外反する。8-9は背高で、薄い出壁は|羽狩しながらiI.

ち上がる薄手丸深型で、ある。8は煤が付着。10-14は大型糸切り底かわらけ。10は背低で、|村底面が

広く、器\:置は聞きながら立ち上がり、 11容を尖らせながらわずかに外反する 。 11 はT~高気味で、器日夕

はl直線的に聞きながら立ち上がる。12-14は背低気味で、的:ぃ器壁は内行しながら立ち上がる。14は
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図5 溝 8出土遺物

穿孔かわらけで、孔は焼成後に穿けられている。15は浅鉢型火鉢。内外面ともに表面が剥離し、外底

面は砂底。16-17は瓦質l愉花型火鉢。16の内面は横方向のナデ、外面は磨きが施され、外底面は砂底。

破損断面に付・着する煤から破損後に被熱したと思われる。17は体部内外而ともに磨きが施される。器表

は黒色処理され、亀甲花菱の組合せスタンプ文が捺される。

18は東海産片口鉢I類。体部内面中位より内底面にかけて使用による摩滅痕が残り、高台は剥離して

いる。19-20は常滑片口鉢E類。共に逃存部の使用摩滅痕は不明である。14世紀前半の製品。21は常

滑窯饗のスタンプ文拓影。

第 3節第 2面(図7)

泥宕版築j由来層で造られた生活面である。部分的な版築地業用 2枚が積み増しされてa-cの生活相に

分割できる第 2面は、基本的に東西方向の満に分割された 2つの空間で構成される。

第2cTI日

本期は、第 2面の最古期にあたり、 地業用が厚く広範に広がっている。調査区を南北に分離する東西
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図6 第 3面下出土遺物

満を扶んで、その|宇j側の地業層は厚さ20cmにもおよぶ。発見された〕2411ML東阿YI'，'f2条と礎板を設戸

した柱穴である。

溝4

訓資区の|将よりに、東西に~J[! り込まれる 。 後;統り北tの迫J、1州1

でで、きないが、土周壁にその存在を確認できる。上111高120cmの潜は、調査区外へと延伸する。掘り上げ調

査の進行にしたがって湧水が激しくなって、 30cmの深さまで調査したが、満の!底|日を概認できなかっ

た。推定の下111;は60cl11前後だろうか。以下の造物が溝4から出土した。

医[8-1 -4は小型糸切り底かわらけ。 1は??低気味で、厚|床のある器壁は内脊気味に立ち上がる。

2-3は背低気味で、内底面が広く、器壁は休部中位から F位の強い核より外反する。3は煤が付着す
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る。 4はfT低気味で、底部は厚く、怖い出壁はI)Hきながら立ち上がり 、II唇部付近よりわずかに外反す

る。 5は大地糸切り底。背低気味で、指壁は聞きながら立ち上がり、口縁部付近よりわずかに外反す

る。

6は嶋滝産仕上砥。左右側面に生産地加工痕を残し、表裏 21珂を砥耐として使問している。

7は円形Jll途不|リl木製品 板材を円形に整えた円板状を出し、 IlIl物の益板もしくは底板の可能性も与

えられる。

溝 6

部l査区の北寄りに、東ItS)II合jに位EZする 。 J)t地調査で満の~'&ち込みを確認していないが、調査区内暗

にその治ち込みと満|隔に沿って打ち込まれた杭を確認できる。杭列は点へ 4m30cmの長さ にわたって20

から40cmlHJII品に発見された。一部の杭には側板が寄せかけられる。

2条の満の間のj也業用は、満 6の南側から満 4へ向けて次第に薄くなり、満 4北側では全く比られ

ない。 上j拝観察から、この 2 条の満の新IFI関係を競うことはできないが、地業}~の堆柏状況からは消 4

が古くそして継続時期も長く、満6が後付けで掘り込まれたと偲定できょう 。 しかし、新111作り梓えの

怠l味は不明である。

柱穴

淋 4の北側から調査区の北半分に数多くが発見される。いずれの柱穴もl氏而は 31師および下方の軟ω
|こにある。そのためれ穴底面には、柱の沈下を防止する礎板が拙低 2枚は重ねられる。

三~fl.京期の柱穴は医179-' に 2cと副えている 。 柱並びなどからの建物復元はできなかった。

他方、111ft4より市)Jの厚い地業凶[:(こは、なんら辿梢を発凡できなかった。この部分は通路もしくは

道路であった可能性が高い。そうで、あれば、満4および消6は道路恨11満となる。

深
掘
り

卜
レ
ン
チ

+ 
基準杭

01 

，、
a
nJ』

Q 
2c 

~ 

‘o 

日時

同
V
q
d
k

⑨ 

J ・2篭
凋 6

tι2a 

. ， 

u • 
。 2π1 

---1 

図7 第2a~第2c面全測図
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2bl副

本期も調査区南よりに位置する東西溝によって、調査地内の空間が二分される。2c面上に薄く部分的

に堆和する炭層を挟みながら、泥岩版築または砂質上の版築で地業された生活面である。おそらく火災

あとかたづけ後の生活更新面である。

発見された遺構は、東阿満 1条と柱穴である。

溝 3

先行期の満 4 を掘り換えた東西方向に延びる満である 。 7~'満4持等の両側に杭で

置される 。 治存する側板は|幅17cm、長さ 56cmのものに長さ 195cmの例と械々である 。 治I~~ は、 当初120

cm近かったが、後に58cmにまで南側を狭められる。深さは20clllを測る。次の辿物が出土した。

関8-8は背低気味の小型糸切り底かわらけ。底部は厚く、 ?iFLZ器壁は聞きながら立ち上がり、体部

中位の強い稜より外反する。 9は背高気味の大型糸切り底かわらけで、器壁は内湾しながら立ち上が

る。口唇部の一部には打ち欠き痕と煤が付着する。

柱穴

一期に帰属すると確定できたのは、調査区北壁の土用に確認した 1口のみである。礎板と板材を発見

したが、柱やその痕跡は見いだせなかった。柱穴の中から 1点だけ遺物が出土した。

関8-10は背低気味の小型糸切り底かわらけ。非常に薄い器壁は内湾しながら立ち上がり、口唇部よ

りやや外反する。煤が付託する。

また、 11は2b而下出土遺物。常滑裂の口縁部片で、 13世紀後半の製品。

東西満の南側には、遺構をなんら発見できなかった。乙の付近の炭層上の泥岩版築は部分的で、単純

に考えれば東から西へと而が傾斜していたことになる。しかし傾斜面途中に行われた2c面の泥岩版築を

期のものとすれば、平坦面であったと想定できる。満3の北側では各版築面からの掘り込み遺構があ

るため、それぞれの版築地業用が生活面の更新と捉えられるが、満3南側での|二方2枚の版築用は一度

ミミヨ二J
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図 8 第 2面遺構内出土遺物
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になされた地業でありながら、北側の2b面から2a面の 2生活面を通じて使われた可能'性が高い。

2a]I[1 

2b面上に再び堆積する炭層を磁う厚い泥岩版築地業層上面を生活面とする。調査区の北部では、ほぼ

全面にわたって10-15cmの厚さで地業されて、 2b面の不安定な部分的地業による生前面を更新している。

発見された遺構は、東西満2条と南北満 1条、簡便な建物 1棟、それに柱穴底面に設置されていた

であろう礎板とピット数日である。

溝 2

満3を作り直した東丙満である。一部を第 1商の満 1に大方が壊される。|幅70cm、深さ20cmを測る。

南側を諮沖する角杭列は、|苅 7rl'に写植で示している。満の南側には、上層墜にピットらしき落ち込み

を一つ確認できるが、その他の遺構は発見されていない。

東 Iffi~市の南側は、やはり 2c而以来の通路、もしくは道路であったろう 。 次の治物が出土した。

習8-12-13は小型糸切り底かわらけ。背低気味で、底部は厚く、器壁は聞きながら立ち上がり、口

縁部付近より外反する。14は大型糸切り底かわらけ。背l白.で、やや!1r床のある器壁は内脅しながら立ち

がり、口唇部を尖らせる。

15は龍泉窯系青磁碗。内而の使用によるキズはわずかに見られ、破損断面には持しい研磨痕が残る。

溝 5

調査区東端の中央に側板を杭で押さえながら東西方向に延びる。溝|隔は25cmを測り、確認できた長さ

は調査区東壁から西方へ160cmで、あった。後述の満7が木満の確認限界付近にあるため、満5と溝7は

連結するかもしれない。また、本満に接するように調査区東壁際に、やはり杭で板を押さえた木組みが

発見されている。満 5との関係は不明である。

溝 7

南北方向に205cmにわたって杭で板材を押さえた木組みとして発見された。発見された木組みは 1:9U 

のみであるため、満とは断定できない。簡便な建物かもしれない。

建物1

調査区北京附に発見された。板材と杭列がL字状に発見されたために建物としたが、確証は全くない。

柱穴・ ピッ ト

礎板を内包する柱穴とピットが 5日発見された。
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第2面 F出土造物

~19 -1は極小糸切り底かわらけ。内底面が広く、器壁は内湾しながら立ち上がる。 2-17は小型糸

切り底かわらけ。 2は背低で、器壁は開きながら立ち上がる。 3-7は??低で、 I7-J底而が広く、器併

は内脊しながら立ち上がり、休部中位付近の稜よりわずかに外反する。 4は擦り痕、 6-7は煤が付

，tfo 8-13は背低か背低気味で、~壁は聞きながら立ち上がり、仁l縁部付近でわずかに外反する 。 11

は煤が付着。14-16は背低気味で、底部は厚く、縛い器壁は聞きながら立ち上がり、 11唇部付近よ り

わずかに外反する。17はn高気味で、器壁は内管しながら立ち上がり、休部上位付近よ り外反する。18

-22は大型糸切り底かわらけ。18-19は背高気味で、部iiEは内湾しながら立ち l二がる。18の口唇部に

は打ち欠き痕が残る。20-21は背高気味で、薄い器壁は内巧しながら立ち上がる o {)[IJ而観碗型を呈す

る。20は煤が付着。22は背高で、器壁は内奇しながら立ち上がり、口縁部付近で大きく外反する。23

は瓦背骨質胎土のロクロ成形の白かわらけ。全体的に二次焼成の為、黒く変色している。外底面をへラ削

り後、 指頭によるナデ調整を施している。24は浅鉢型火鉢。内面と外面|寸縁下は折頭による横位のナデ

調整が施される。体音1)は指頭痕と刷毛目痕、底部は横位のへラナデによる調整が顕著に残る。

25と26は東海産片口鉢 I類。25は内面中位より下方にかけて使用による摩滅痕が残る。26は口縁部

片のため、使用による摩滅痕は不明である。共に13世紀中頃の製品。27-32は常滑窯製品。27は輩も

しくは襲。28-30は裂。27-30は13世紀後半-14世紀前半の製品。31-32は裂のスタンプ文拓影。

河10-33-42は龍泉窯系青磁諸製品。33-35は鈎蓮弁文椀。内外面ともに使用によるキズが残る。36

-38は折JI要鉢。 38の高台畳付の断面は尖り気昧で、全面1Ílli~!山後にその畳付周辺のみ利を掻き取る 。 露

胎部分と施利1された境の部分は赤色に発色する。いずれも内外面ともに使問によるキズはない。39-42

は蓮弁文鉢。41-42は内面にヘラ状工具による蓮弁が施される。いずれも内外面ともに使用によるキズ

はない。43-47は白磁口〕じ皿1045-47は内外面ともに使用によるキズが見られる。48は青白磁水注か

小輩。

49は銅製水滴。50は銅製葉。49と50は対になると思われる。51は銅銭。北宋の 「元祐通費」で、ネ)]

銑10861'1三の築書。

52は伊予産中砥。4面とも砥面として使用し、小口には生産地加工痕が残る。

53-54は漆皿。全面に黒色漆を施した後に、 53は竹の怠匠、 54は植物文が主の情景文を内面に予引I

きする。55は太鼓型樽の栓。各面ごとに六角形に削られ、部分的に剥げている筒所もあるが、全体的

に黒色漆が施される。56は草履芯。前後端部ともに山型に削り込まれている。表渠l面はj蒋耗が激しく、

わずかに繊維痕が見られる。

図10-57-図11-63は平瓦。57の凹而はナデ調整が施される。凸面には多51の砂粒がみられ、砂粒は

叩きによって打ち込まれている。58は凹面に指頭ナデ調整、凸面に砂目と指頭ナデ調整が施される。破

J日|斬l師に斜め方向の研磨痕が残る。59は凹面に布同痕を残し、上下端部付近に丁市な指頭ナデ調整。!日i

而は縦方向の指頭ナデ調整が施される。60は凹面に砂目と指顕ナデ調整、凸!日に砂目と斜格子目日IJき棋

が残る。61は凹商に縦方向の幅広な指頭ナデ調整、凸面に斜格子目叩き痕が残る。62は凹面に砂目と

指頭ナデ調整、 f'l而に斜杭子日叩き浜と指頭ナデ調幣が施される。63はPII而に砂仁!と指頭ナデ調整、凸

面に斜格子日と花文の日iJき痕が残る。64は軒丸瓦。凹面に布目痕と指頭ナデ調盤、凸面に縄叩き目痕と

折頭ナデ調整が施される。
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第4節第 1面(図12)

第2a面上に厚く堆積する破砕泥宕粒子を交える明灰色土で嵩上げされた上回を生活面とする。発見さ

れた泊梢は、やはり東西方向の渦の他にピットと柱穴である。

溝1

束両方向の満で、先行期以来の東西満の位tnを断製して減 2 を壊している 。 泥岩の知)r~切TÎが深さ 20

cmの北側肩に護岸として配置される。南の落ち込み肩は明瞭でなく、緩やかに傾斜する。|有北両日の諮

岸の有無と落ち込み傾斜の差異は、満を挟んだ南北空間のそれぞれの利用法の述いを示唆している。

緩やかに立ち上がる満の南側ljの生活面を梢成する I~J褐色 tの堆積は、北側に比べてiVtい 。 こうした第

1面桝成 tの堆積j事の差異も満 1を扶んで南北両空間の利用の述いを示している。第2而時と同様に束

西端の南側IJは通路、もしくは道路であったと与えれる。

その他の遺構

路[(ii_1二lこ2口のピットが発見されている。いずれも掘り込みは浅く、深さは10cmほどである。消北

側の ピット 3も深さは13cmと浅い。北西隅にある 2つの ピットは10cmに満たない記長さながら、 一つに

は礎板が配置されていた。浅いピッ トも柱穴になる可能性があるものの、柵や?d!物になるような配間は

確認できない。ピット 3から次の辿物が出土した。

図13-1は大型糸切り底かわらけ。7T高気味で、薄p器監は内湾気l床に立ち上がり 、1-1唇部を尖らせ

ながら体部上位付近より外反する。

乙のほか、調査時に{確認されていないが、調査区北壁の土庁可に深さ55cmの大きな落ち込みを認めるこ

とができる。内部の磁 t堆積状況から、柱穴などでなく、ごみ穴であったIIJ能性が向いが、その性格は

不明とせざるを得なPo

。
+ 

基準杭

試
掘
抗

。 2π1 

図12 第 1面全測図
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図13-2-3は小型糸切り底かわらけ。 2は底径口径比の差が小さく、器壁は直線的に立ち上がる。 3

は??高気味で、薄い器壁-は開きながら立ち上がる。 4-9は大型糸切り底かわらけ。 4-6は背高気

味で、器壁は内湾しながら立ちヒがり、体部上位付近よりやや外反する。 4は煤が付着する。 7から 8

は背高気味で、内底而が広く、器壁は内湾しながら立ち上がり、体部上位付近よりやや外反する。 9は

背低気味で、指壁は内奇しながら立ち上がり、体部lこ11位付近の強い稜より外側に大きく外反する。

10は龍泉窯系青磁蓮弁文Jm。内面にへラ状工具による蓮弁文が施される。内外面ともに使用によるキ

ズがわずかに残る。11は泉州窯系の緑柄II盤の口縁部片 。

12は常滑懇で、 13世紀後半-14世紀前半の製品。

13は伊予産1_1:1砥。 4面ともTl届面として使用している。14は全体的に摩滅が激しい。赤間硯の一部か

と思われる。

15-17は漆J[11015は全面に黒色漆を施され、無文である。16は全面に黒色漆を施された後に、内面

に赤色漆で笹と帯の組合せ怠匠が子描きされる。17は碗全面に黒色漆を施された後に、 内面のみに赤色

漆が施される。外面には赤色漆で鶴の意|正が子描きされる。高台は欠損している。

第 1面上出土遺物(図14-15)

関14-1-10は小型糸切り底かわらけ。 1-4は??低で、内底面が広く、器壁は内湾気味に立ち上が

り、休部上位付近よりやや外反する。 4は煤が付着する。 5-6は背低で、器壁は聞きながら立ち上
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がり、休部中位付近の綾よりわずかに外反する。 7は背高気味で、薄い端壁はIJHきながら立ち上がる。

8 -10は背高か背高気味で、薄い器壁は内脅しながら立ち上がる。 8は口縁部付近でわずかに外反し、

9 -10はわず、かに内湾する1J!1J1 師 trJI碗型を呈する 。 8 、 9 は煤が{、]'{"'fする 。 11 - 12は Ij~担糸切り底かわら

け。11は背低気味で、器壁は内脅しながら立ち上がり、口唇部で外反する。煤が付着。12は背高で、

器壁が薄い、 中型の博子丸深型を呈する。13-16は大lt!糸切り底かわらけ。13は1171苛で、口径底径比

が大きい腕型を呈する。14-16は背高気味で、器壁は内湾しながら立ち上がり、体部上位付近よりや

や外反する。17は軒平瓦。上向き剣頭文で、瓦当面に砂粒が多く見られ、 6n部は横方向のへラ削り調

憶が施される。18は平瓦。]11匝iは砂目と指頭ナデ制強、 1.':.'.1面は斜栴子I:JIIpき浪が残る。19-20は丸瓦。

19はI
n，凹而の両側縁にl幅広なへラ削り、 1-!21而に縦方向のJ行頭ナデ調整が施される。20の山市は布日痕を

伐し、 I出師は横方向の指頭ナデ調整が施される。21は16世紀末-17世紀イ吃の述江系内耳土鍋。木来は

器l笥が高いが、焔焔へ移行する 巾途段階の器l句が低いタイプである1)。

22と23は東海産片円鉢 1頒。22の門縁部下部分は強い指頭ナデ調整が施される。共に温存部には使

用による摩滅痕が見られない。13世紀中頃の製品。24-28は常滑窯製品。24は費u縁部片で、 14世紀

後半の製品。25-27は聾のスタンプ文拓影。28は転用品の擦り常滑。29は備前部もしくは章。接合は

できなかったが、肩部と底部が出土している。|木l而はfi'IJ/J向の指頭ナデと縦位のへラナデ調整。外面は

刷毛、外底而は剥Hかいへラ調整が施される。30は近|仕以降の瀬戸 ・美治窯の1m類か。全体的に金箔が施

され、部分的に鉄分が付汗している。31は産地不|リjの近世陶器の説。八角形の愉花砲を呈し、外面に

松灰罪，11、内面は飴柄]1が掛けられる。底部は腐食した針が付着し、破損部の断而に漆l喰で修理した痕跡が

残る。32は尾張常滑型山茶腕。口械部の一部は被熱している。ill存部に使川による!翠減痕は見られな

い。13世紀前半の製品。33-34は13世紀中頃の東泌型山茶碗。迫存部に使用による摩滅痕は見られな

い。33は明和期 (13世紀111頃)の山茶碗と比べると円筒、 llE1今律、器11Eともに法祉の小さな小地の"

能性がある。34は煤が付着する。35は瀬戸輪花型人子。外底面はへラ切り、追存部に使用による摩滅

痕は兄られない。 13tt!:紀 rll ~語以降の製品。 36は瀬戸以~Ili瓶知。 全体的に一次焼成を受けているため、鉄

~I]Jのように茶色に変色している部分もある 。 14 1立紀後、|三 - 1 5 山紀前半の製品。 37-38は瀬戸灰利折縁

深皿。 共に 15世紀前後の製品。 39は瀬戸 ・ 美~l~i郡山拙鉢。 治存部に使用による摩滅痕は見られない。 |

縁部に研磨娠が残る 。 15 世紀後半- 16世紀前、ドの製品。 40は美泌灰~UI丸皿l。 内j底 l面の窯道具痕は平ら

に擦るなどの調整は見られない。17世紀後半-18世紀前半の製品。41は瀬戸もしくは美濃の志野丸皿。

高台内を除く内外面は強い二次焼成を受け、柄11は白濁している。外底面のトチン痕は無調整。17世紀後

半の製品。

42は褐利裂か輩。43は占白磁印花文小1m。内外而iともに使)ニIJによるキズが見られない。

44はJ1巴前染付筒型碗。外l面の染付は牡丹唐平文が子JIllきされる。17世紀前、|土の製品。45-46は肥前

染付碗。内而に使用によるキズが残る。有田周辺窯の可能性がある。17由紀後半-18↑1-1:紀初めの製口1:10

47-48はI!鳥滝産仕 |二砥。左イi1J1IJ面に生産地1JII工肢を残し、表長2面を砥而として使川 している。49

-50は用途不明木製品。49は丁寧な面取りで円形に成形されている。51は曲物のほ板。周縁部に孔は

なく、 1W1A:涯をしめつけることで結令する。52は漆培り符。上半分は黒色漆、 F、|モ分は赤色漆が施され

る。53は銅製の鋲。頭と*111は組み合わされ、総者:される。181l.t紀後半-19世紀1=11頃の製品。54は銅銭。

北宋 「祥符元153」で、 1008年初鈍の階古。

盟15-55-58は表面係集辿物。55は黒漆塗りかわらけ。背ltEで、薄い持壁は開きながら立ちあがる、

静予九深型に近いタイプ。

56はJ日途不明円形木製品。 57は漆山l。 全面に黒色漆を施 した後に、 包 I~ヨに花の来Il合せの怠|丘を内面
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に手描きしている。

58は東海産片口鉢I類。内面は使用による摩滅痕が著しい。

[1.:1:l 
l 金子他一氏(瀬戸内蔵文化財センター)、松井一明氏(袋井市教育委日会)の御教示による。
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山本 1，1犬 2000年「大宰府府条幼跡 一磁器分知編Jr太宰Jr:t市の文化財j第49集、 1-86頁、太宰府di教育委日会。

第 4章 まとめ

軟弱地盤上に設けられた第 3面からは、南北方向の満と思われる遺構が発見されたのみで、調査区内

の土地利川の性格は判然としない。第 2面以降になると土地利川が確定して、東西部をj党に南側の通路

もしくは道路と北側の柱穴を中心とした建物などが建てられる居住空間となった。 この土地利用状況

は、第1而まで継続した。 これら 3 枚の生活面の年代的な差は、 ii'l .:I::.泊~~Jからほとんど確認できなかっ

た。一つには、 現j地山調査でで、の退*持断石

凶が不li碓{確，在仕カか、で、あつた。

年代的差異をほとんど見いだせない 3枚の生活面から出土 した遺物は、 概 して円党寺創建を前後する

時期にリnt属する。かわらけは糸きり底のみである。概ね背低かn低気味の内底面が広い古手のタイプが

多くみられる一方で、、背高の薄い器壁を内湾しながら立ち上がる側而観碗型を呈.する大砲と小型かわら

け、薄子丸深地を呈する中型かわらけも出土することから、 131J:t紀後葉-14世紀前半に比定できる。そ

の他の;市消窯製品や舶級品にも13世紀rlーl頃-14世紀前半の生産地年代が与えられる。こうした年代は、

円党寺|日境内追跡(山ノ内瑞鹿山509番 1)調査成果で示された弘安十 (1257)年もしくは正応ー

(1290)年火災後とする 『境内絵図j作製年とほぼ重なる。各生活而の詳細な下限年代比定が困難であ

ったものの、今回調査を行った地点が 『境内絵図jに示さ れている 「門前新御寄進」の地域であること

が妥当ならば、耕作地から寄進後に門前のIsJ屋地域に変化 していく姿を調査結果の第 2而に想定できな

いだろうか。

また第 11:W上一表採にかけての出上泣物は、近世以降のものが混入するとともに、黒漆塗りかわらけ

や金箔喰りの瀬戸 -J産拠窯のmなどJ室しい冶物も山上している。これらは本調査地点が円党、干|円J:tZ内迫

跡という特妹な土地柄であるためであろ うか。
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表 1 遺物観察表 (1) 

婦図番号 出土地 種 別 口径 底径 器 高 備 考

5 ?ll 3 lfii i，'r， 8 淡IIIl 9.6 6.0 1.7 

5 2 ?ll3而 i持8 ，\'Oi~Lú~ 全長 21.8 幅 4.5 }手 0.25

5 3 ;:P; 3而 ii48 ，'/0i~LD~ 全長 21.7 幅 4.5 }亨 0.3

5 4 ~;31(ij Ur， 8 ?ヰ 全長 21.1 幅 0.7 }It 0.6 

5 5 ?ll31(Li W18 ?守 全長 22.0 似 0.65 }'/0.5 

5 6 !:j'DI白 j.'ft8 ?ヰ 全長 21.0 幅 0.6 }字 0.4

5 7 ?ll3而Ij 1，'118 下町- 全長 20.6 幅 0.6 Jfl. 0.45 

5 8 第 31uI i持8 ?ヰ 全~22.0 幅 0.6 Vt. 0.5 

5 9 安131而 1i時8 主主下5 全長 26.0 幅 0.8 }字 1.0

5 10 第 31而泌8 川途不lり1木製J111 全必 14.7 ，幅 4.7 i't 2.1 

5 11 首~ 3 I面前8 川途不iリ]木製品 全長 10.0 削 1.0 f't. 0.3 

5 12 第 31uI i的8 川途不iりi木製1111 全長 31.4 似 0.9 }'f. 0.8 

6 1 ?ll3而ド かわらけ (8.2) (5.8) 1.5 
'21吐 It 、 Î I ~I 、 ~U色微妙、 ( 1 色微砂を合むH庁茶色4財務}質上
煤1、j'(i-・

6 2 第 3凶iド かわらけ (7.0) (5.2) 1.9 ~Wj:)\- 、~，U色微砂を多めに~むザラついた II iJfUL色IÌlj粉質上

6 3 首~ 3而ド かわらけ (7.1) (5.2) 1.7 ')].1辻I¥"、見i色微妙、 (1色微妙を合む般色ゆj粉i11二

6 4 ?ll3 [耐ド かわらけ (7.8) (5.2) 1.8 '111世J¥-、(1$1'，!日色微砂、(10.微妙を合むH古JUl0.l財務}質 l

6 5 ?ll 3 I(Uド かわらけ 7.0 3.9 2.0 J，(¥色微妙、(1 色微砂、・'21吐"' .、 (I~I をíi"む俗色4財務H't上

6 6 第 3而ド かわらけ 11.8 8.0 3.1 ';'2 1吐)\- 、 ÎI $I 、 !，(\色微砂をi'tむIIff肌色弱1~)質上総(、j' .j'f

6 7 ?ll3而ド かわらけ (11.2) (5.8) 3.3 '2 /1~IL (I~I 、 :;u色微妙、(1色微妙を合む淡俗色4財務.)'[11-.

6 8 ?ll 3 IUIド かわらけ 10.8 6.1 2.9 '211m'，見i色微妙を合むi誕祭色似粉tt1: i;!lt、j'(i

6 9 ?ll3而ド かわらけ (10.6) (5.8) 3.2 '11nj:}¥'， ( 1 $ 1 、~(\色微砂、( 1 色微砂を~むね色財務}質 上

6 10 首~ 3 IflI卜 かわらけ !JI0.微妙、(1色微妙、'2/:j:}¥'，(1針を合むIIll色IÞH~)n 1: 

6 11 第 31而ド かわらけ 'l?Jlj:)¥" ， (1 ~I' 、 ]，(\色微妙を fTむ11，古川l色~þj粉7'í t

6 12 ?ll3 r侃ド かわらけ 13.2 8.2 3.2 '，21リ1'.・、 仁l針、!，(¥色微砂、(1色微I沙をfTむi実燈色IIlj粉質 1'.I 

6 13 苛~ 3而ド かわらけ (13.4) (8.2) 3.1 ']l ll*!十、 ~U色微妙、 1' 1色微妙をfTむ淡的色3財務ml・

6 14 首~31飼ド 1 穿イしかわらけ (11.9) (8.2) 3.2 '.11 Rj:}¥'， ]，(\色微砂、 ÎI色微妙を合む)lll 0.~財務}質 l二

6 15 第 31偏ド ì)l外 '1M火~1> !治 1'.はH背!反抗j色 k

6 16 首13rliiド 瓦t't輪IE'¥l!火鉢 }lf; 1こは ÎI 色微妙を多く合む淡紅色瓦質 I ~.

6 17 ?ll3而ド JU1給 IË'\~火11> !庁i1:はI;i((1色JH11:

6 18 第 31liiF )~.， 1鉢 U1 11#1二は (1色小 -~ill{iを合む附灰色 l二

6 19 ~3 而ド 'ii~滑}'，" " 鉢 日 航 }!fi 1:はILI色微~小イiを合むIIfl抱色 1:

6 20 耳~3 而ド 'ii~ 汁tJ'，" ， ，鉢 日知 l!fi 1:はILI0.微ー小{Iを合も、IIiBHU色 1:

6 21 第 31IIIド 然消費 }!fi 1".はILI色微妙をfTむ灰色 1".

8 1 第 2c而 j，\~ 4 かわらけ (8.0) (5.2) 1.7 :11 11t)'，" ， ( I ~I 、 ]，(\色微妙、 ( 1色微妙を合むi炎燈色SPJ粉ttt 

8 2 首i2c'自治4 かわらけ (7.0) (5.0) 1.6 :1t I吐)'，"，(l~rI 、 !，(\色微妙を fTむ!日l 0.l財務.ì 'lt 1: 

8 3 第 2cIlri IJIl4 かわらけ (8.7) (6.0) 1.9 :1111):).... (IH， W色微砂を:'i'むH古川L色ゆj粉'l't上保{、j'{f

8 4 第 2c1而 1，'114 かわらけ 7目4 4.0 1.8 ']lllj:}¥'、(I ~I 、 !.\I色微frJ、を合むi炎JUL 0. silj粉îH

8 5 気12c1出 1，'114 かわらけ (13.0) (7.6) 3.1 '111吐1'.'， II安|、!.u色微妙をfTむi創立色ゆj粉t1上 焼成不良

8 6 ヨ~ 2c 1耐 i，'II4 I!(.l ìl~ tl: 上自t 巡(?長 7.5 幅 3.65 }11-0.6 11'1.':氏色~ill粒i疑似YJ製

8 7 百~ 2c 1飼 i，'II4 川j杉本製品 i口(7- ~4.3 巡n削 4 .0 }'!-0.5 

8 8 第 2b1m i，'r， 3 かわらけ ']l Rm ' 、 (I~ I を合む"育JUL-夜、 依i色~þj粉rt 1: 

8 9 ?ll 2b I(II i，'，7 3 かわらけ 12.7 8.8 3.4 '2 /l~)'( 、 ( 1針、)，(¥色微妙を1¥"む茶色3財務.)f[1: i;!lt、j'i"I'
8 10 第 2b[fij 住火|勾 かわらけ '.3 1せ1'.・ 、!.u色微砂を 合むIUL-み~色ぅ品j粉質 l二 煤卜j.n・

8 11 ?ll 2b r:lii卜 'li~討?型E }!fi 1ニはILJ色微粒~小石を多めに合むi;主将-1.ポ色上

8 12 m 2a I(ii ì.'~ 2 かわらけ 7.8 4.4 1.8 
!，(¥色微妙、(1色微妙、'.131吐1'.'， (I ~I を少:，t合む淡茶色Iilj粉
'l'( 1". 

円EI m2alIlI i，'II2 一 ート一一ー

';slltJr、)，(¥色微妙、 II@微妙を合む淡IIIL色似粉'i't上8 かわらけ

8 14 W， 2a lfii IJIl 2 かわらけ (11.8) σ5) 3.6 J，(¥色微妙、 (Ifri'，'21吐}'jをfTむ淡位色5財務)'l't上

8 15 安12a1函 i.'112 ，'j'f滋腕 (3.4) ポ地は1911:ポ色silj料，11級密 l'.覇hはH白めの白紙色を日¥1"る

9 1 ?ll2而ド 側小かわらけ 5.1 4.1 1.8 !~U色微妙を合む位色弱粉質 1 :

9 2 W， 2 r耐ド かわらけ (8.2) (6.2) 1.5 ']11-せ}t 、 (1 色微妙、 w色微妙、 I' I~Iー を合む淡位色似粉7'í 1ニ

9 3 W， 2 IIIIド かわらけ (7.4) (5.4) 1.65 J.¥I色微妙、 (1色微妙、(I ~ I を{);む亦純j色3財務.)t't 1: 

9 4 第 21飼l' かわらけ 7.6 5.9 1.6 !~I 色微砂、 'J1 1吐)\' ， ÎI}I を~むi炎俗色弱1WI't 上 1:1<分卜lJ7 
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表 2 遺物観察表 (2)

出土地 種別 口径 備 考

9 5 >O 2 r(li f かわらIr (8.3) (5.7) 1.6 J ，(\色微妙、 'J!， H}}\' 、 I' I~I・を~む11m日l 色tl1'î I'.

9 6 第 2rflI F かわらrr (8.8) 6.4 1.5 'J!， I ~m 、1' 1 針、 J，(\色微妙を~む肌色似粉1'[1'. i!iHu' 

9 7 第 21m下 かわらけ (8.0) (5.5) 1.7 'J!， I ~})L 1'1針、:，(¥色微妙を合む淡IIJL色弱粉'l'il二 煤{、j'li

9 8 >1121而ド かわらけ (8.2) (6.0) 1.6 '..'11サ!'r'，I' I ~ I 、 J，\l色微妙、1' 1色微妙を~む淡陥色ゆ.):f.j)'l'i 1'. 

9 9 >l'¥2rfti l' かわらけ (7.8) (5.6) 1.65 1，{¥色微妙、'J!，Il;n'を多く'rl"む附IIJl色弱:f.j)'t(1: 

9 10 >l'¥21面下 かわらけ 8.3 6.15 1.95 : ，(\色微砂、 1' 1 色微砂、 (-I~I を合む淡茶色~)粉1'(1:

9 11 約2rml' かわらけ 7.6 4.6 1.9 '1t， I:}} '(、 J，t\色微砂を fTむi指茶色~ÞH~m 1: 燃l、j'{i

9 12 >O 2 r(II l' かわらけ 7.9 5.85 1.9 :，(¥色微妙、 (1色微妙、(I ~ I を合む俗色粉1'( 1-. 

9 13 第 2r師下 かわらけ 8.2 5.0 2.1 '1m 11' ， (I~L !JI色微砂、(1色微妙を合む位色s}i)粉ftt

9 14 >O 2 lnI下 かわらけ (8.2) (5.6) 1.9 '1t I~}J '1 、 m色微妙、 (1 色微砂を fTむ1I1l色~)lJ粉 rt l二

9 15 >O 2 r(riド かわらけ (9.1) (4.1) 1.7 'J!，Il})'I'， (1 f， 1 、 J ，U色微妙を1rむ，N IiU色 1~)1'( l' 

9 16 第 21而F かわらけ (7.6) (4.5) 1.8 '1t IlJ;J '1' ， J，(¥色微砂、 1'1色微妙を合。i主肌色S財務H'it 

9 17 第 21Jri下 かわらけ (7.4) (5.3) 1.35 
J，U色微砂、(1色微砂、 'J!，I:m-，1'1針をわずかにfTむIIftlUl色
1)}n!: 

9 18 >l'¥2r面下 かわらIt (12.1) (9.2) 3.05 
]，(¥色微I沙、 (1色微妙、I'IH，'J!，llt)tを多めにfTむサ・ラつく

lIi'lfU色粉1'(1:

9 19 >l'¥2rUl l' かわらけ 12.4 8.25 3.3 
!.l¥色微妙、1'1色微妙、(1 f，1'、'J!，H):)'iを多めに合むザラつく

IIJl色f.))質上

9 20 第 2rfii下 かわらけ (13.8) (7め 3.0 '..'n~):); 、 J1\色微妙、 ( I ~ I を fTむ淡俗色弱粉'I'( 1'. i!i卜tn
一-j-

9 21 言121(liド かわらけ (12.0) (7.0) 3.0 会 I ~}) '1 ' 、 :;u色微l昔、を合む)汎色~ÞJれ.)'t(-粉1'(1: 鉄分H行

9 22 第 21tuF かわらけ (13.9) 7.0 4.1 
!H色微妙、1'1色微砂、宮Ilm-、1'1針をわずかに合む淡茶色

s~，J粉î'î 1: 

9 23 >O 2 I(II下 1'1かわらけ )If; 1 '.は ~i~l'îな )1<1 ;\I -J，(\色粉TlMl込 |岨

9 24 >l'¥ 2 UtI 1; iHf..'1'.!火鉢 (34.5) (27.4) 8.6 Jlfi 1:はl火色ムL1'i1二

9 25 >l'¥2r而F }tll~l 矧 !め 1'.は(1色微~小イiを多く fTむ精II、灰色 J:.

9 26 >O 2 I(IIド n'l Itf.. 1 J;f{ Ilfi卜.は(1色微~小(Iを少1ltfTむlIiiJ:パ色鰍i宇.:1:. 

9 27 >O 2 1街F 'ìi~治、ù( or ~担 (16.0) !的 1 : は判lめの!ポ-lIì~):火色上

9 28 >O2而下 ;常消費 (36.0) }治1'.は(1色微~小行をfTむ:ilir昧灰色 k

9 29 者12r侃ド 百t討・I~担 )治 1 '. は (1 色微干\'，-小 IÎを~む Þ~I床以色上

9 30 >O 2 I(IIド '; i~討7型E !治 1:はl'10.微ー小liをfTむJ火!，(¥色 1:

9 31 >O 2 Itli下 'iit討T型5 IIf; 1'.は(1色微ー小{Iをftむ灰!，(¥色上

一9 32 >i'¥2lui l' 'ìi~ i1'1ぅ理 )lfi 1'.は1'1色微~小IIをfTむjパ色1:

10 33 >o 2 UII F 1'I'f滋鈎lill弁丈腕 5.1 ォ{J自はi:長以色S~，)粘'l'(級官上 利|はi炎汀緑色を:止する

10 34 第 2rui下 14f磁Ullill弁文腕 ぷj也は以I'I0.smM1級1も:1二 前"は不透明なj泌総色を苫する

10 35 >o 2 If!Iド 1'1fi語鈎必すr文!施 ォu自は 1，(1色微砂を多めに合む!ポ1' 1 色~)lj:j\'i11級i官 t
利|はlI!'il'j'M色を1する

10 36 第 21而F JJ磁tfi"版鉢 (12.0) *~J血は l火 (1 色~ÞJ粘'I'î紙~~ヰ.，' J: 明Irlま淡lT緑色を叫する

10 37 1I2r耐ド 1・f磁折版f} (13.0) 
，{'~ J也は!パ 1' 1 色強i判，11級i宇.，' 1-. 糊は不透[I)jなH行Jf紛色を 061す l

る l

10 38 !:j"; 2 flii下 11f 磁折lI~fド (6.8) ォ;地は1'1色事'i'l't級i官|。 覇"は不透lリ!なj天緑色をhiする

10 39 >i'¥2rfii 1ご ， ' í' fI必 lill11、 文~} ポ地はJ火色~þj粘1'(級?キ" 1'. 覇lrは1Il'1，'j'緑色をVlする

10 40 11 2 rlli下 ，'j.舷鉢 ぷj出は以1'1色4みi粘ium争，，'1二 車"は11市Jf緑色を11する

10 41 112而下 Jf磁必弁文~i> ォu也はl天1'1色s)l):f¥'，11級;ヰ:仁 稿"はj天緑色を'tiする

10 42 11 2 luiド 17磁lill11'文$1> ，f~ J出は{t~1床以色似品'j't1級術 1 : 覇"はオリープ色を はする.-.. . 一
10 43 >o 2 r{li下 1'1磁11比例 (15.0) ，f~ J血 lま!火( 1 色~þj粘n級i釘上 布"1立川111<手LI'I色を'止する

10 44 第 2I(II l' ( 1磁lリ[11Il (7.4) (5.6) 2.0 
，{.u也は砂粒 fを ftむlパ (1 色S~/) :fI'i1'î級待;上 布Irlま乳Ili罰色を
日する

10 45 第 2IflI F ( 1磁11)山Il (12.0) (7.4) 2.9 
井o也はlり、j:i/('をi'tむ)，kl' 1 (弘同名'，11*)'1¥ヰ"1-. ~1 1r 1ま手Lrι1)民)(立を
'tiする

10 46 第 21TII下 1'1儲n)L:11U ォ{J也は ll'i l味 (1 色~þj粘'l'(級?十，，' 1 覇"は手L(l ìH~色を'，iする

10 47 >i'¥2r!!Iド (1磁rl)山IL
ぷJ也lまI目、料fをfTむ11'[1球灰1'1色ゆ，)1¥'j11級待"1: 明"は乳11色
を日する
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表 3 遺物観察表 (3)

挿図番号 出土地 種別 口 径 底径 器高 古書 考

10 48 >il2 L而ド ，'.ii' 1綴水71:0'小官官
~U也 lま砂半世 F を~む!火l' 1 0. s)l)1¥'j ~白紙iキ; 1-. flllは淡水色をtA
する

10 49 >il2而下 銅製-il'<i尚 1.2 3.4 2.2 

10 50 知 2面 F 銅製品 lf4.0 -2.5 

10 51 第 21偏F 主E r iLJli通貨j

10 52 第 2而下 伊予'1'自由 ifW長5.2 幅 3.3 厚1.0 主1-災灰色を9.する在足以作製

10 53 >il2而 F 漆Ull (7.4) 

10 54 第 21而ド 淡IUl (6.6) 

10 55 第 2而下 太鼓型憾の住 全長 7.9 1壬1.5

10 56 第 2[而 F I，!股，E; 全長 23.3 削 5.8 1'l.0.3 

10 57 第2IfiiF 、fJ、L !lfi 1'.1まI*.色J{質上

10 58 >il 2 IUI卜 平瓦 Ilfi 1:1ま軟i'tな灰色級街 1-.

10 59 r:T-; 2 IIii I~ 、11:主L Ilfi 1:は灰色JU'(l' 

11 60 安:2而下 主fJ{ j約1:はiJt人物を多く合む灰白色lu't1: 

11 61 首~2 而 F 5f'R !Ifi 1二は'.1~ 1，吐微)'，-を多く~む灰色lÜ'( 1-. 

11 62 >il2而 F す!リL !lfi 1二はiJt人物少なめの以色Ju't1'. 

11 63 第 2凶 F 平瓦 !治仁はj〆色瓦質上

11 64 >il2而下 判:九瓦 !lfi 1:は19JI.火色lL'f'{1-. 

13 l ヨHI而 ピット3 かわらけ (13.1) (7.4) 3.1 :，(¥色微砂、 '..'tfltJj"， (1$1、II色微妙を{i-むi堤防色ctJ粉'f!1: 

13 2 >ill 1.U1 F かわらけ 7.2 6.3 1.9 :J~ 色微妙、1' 1 色微l沙、定 iせ片を合むH古符色~ÞJ 砂'fH

13 3 首~ 1而下 かわらけ (6.6) 4.2 1.95 江l色微妙、 (1色微妙、1'1針を少11t合む淡茶色粉'f'H

13 4 Wl凶jf かわらけ (11.9) (7.2) 3.5 !，¥I色微砂、1'1色微妙、l'1$1を合むほ色必l$)n1: 

13 5 書:1回 F かわらけ (12.6) 7.8 3.35 1' 1 色微砂、I' I~I・を多く合むザラつく ì:Jí位色似粉質上

13 6 百:1而下 かわらけ 12.2 7.8 3.1 n~色微妙、 (1 色微妙、 '21辛!t 、(1針を :¥むIllL0.sTi粉111:

13 7 百Il凶 |て かわらけ (13.2) 7.8 3.6 w色微1沙、 ':liHt!'，'，(I~}I を合む11tH立色似粉'j'( 1: 

13 8 第 1[飼 F かわらけ (13.0) 7.4 3.65 以l色微妙、 (1色微砂、(1$1を多 く合むIIli燈色粉質 上

13 9 ml而 F かわらけ (11.8) (7.4) (3.1) l.U色微妙、(1色微妙、(1 $ 1 を合む~:長茶色粉íH.

13 10 百:1 [師ド _，I(舷;ifj角f文IUl 巣地は11)11:ぷ色強1¥'，伏級'，"f，'1: 執hは，7M色を'tiする

13 11 言II而下 総有hor二彩絵 !Jt; tは淡俄色s)IH¥'，'j'(上 納 は緑色を'ιする

13 12 m IllI! F 'ji~討't~~ !め 1:は(1色微~小イiを多 く合むIIi'IiJ1(色 1:

13 13 m 11街F {Jr予，'，低 JX! {?長 7.1 幅 3.0 T'l-2.7 紅l味(1色i疑以rJ製

13 14 百:11沼下 赤nlll31.? 遺作長 5.8 巡(7.恥i4.8 !'l-1.9 

13 15 m 1 1而F 淡IIll 6.0 

13 16 W 11飼 f 淡町l (7.0) 

13 17 雰:1面下 i護椀 (7.2) 

14 1 第 1IlI!上 かわらけ (7.5) 5.1 1.5 !J\色微砂を多くp;む惚色~ÞJ粉'fH

14 2 第 11mt かわらけ 7.7 5.4 1.5 ':1]11):) 'i、(I~I 、(1色微妙を合むほ色ゆj粉1'(1-. 

14 3 首~ 1而 t かオコら It 7.5 4.9 1.6 'BI吐)'，、(J 色微妙、 !J\色微妙を;'ì-むi射す色s~，i1~)î'f 仁

14 4 W1Uiil: かわらけ (7.9) 4.95 1.55 !Xl色微妙、(1色微妙、 'llllJ:)'，-をfTむH川在色sl¥j粉'tt1-. 

14 5 >il 1 ITu上 かわらけ (7.8) (5.8) 1.7 '1m)'，'、(1針、!日色微妙を合むJ1!l0.s財務}質 1:

14 6 第 l而上 かオコら It 8.0 5.6 1.6 'lm!1-、(1色微妙、!x¥色微妙をftむJ1!l色5財務}質 t

14 7 m 1 L(ij 1-. かわらけ 7.2 4.4 2.0 '11 HJ:)'，'、 (1 色微妙、!，U色微妙を~むi堤防色~(;j粉'f'! ". 
一一一一ー ← ートー

14 8 ;:iH 而 t かわらけ (7.4) 4.6 2.0 : ，(\ 色微砂、 'ぷ Ilþlt 、 (1 色微砂を{\-む位色弱1~)質 1 '. 煤1・H7

14 9 努11部仁 かわらけ 6.4 4.0 2.1 !X\色微砂、 '~lïþ)'，を合む給色~þj粉'tí 1-. 煤{、l行

14 10 W 11而ヒ かわらけ 6.25 4.3 2.2 ':ß I~)'，-， (1$1' 、:，1，1色微妙を~むi災位色~hj粉~'r 1: 

14 11 第 llujt かわらけ (10.8) 7.8 2.5 'ß HJ: I'( 、，~\I色微砂、(IjllをfTむ11lめの淡JlfL色弱粉'i'it 

14 12 m 11耐|二 かわらけ 10.6 6.2 3.2 iJt人物をわずかに合むlIì'tほ色1~) 'l'(Mぬ " .

14 13 ヨ:1而 k かわらけ (11.8) (6.0) 3.5 'sIlW，-、(Ijll、!，(¥色微妙、(1 色微砂を~~むm色弱t)tt 1: 
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表 4 遺物観察表 (4)

指図番号 出土地 種 別 底径 器高 備 考

14 14 mll(III二 かわらけ (13.5) 7.0 2.2 'lmJ¥-、II色微砂、A!色微妙を合む淡俄色IIli粉'l't上

14 15 第 llUI上 かわらけ (13.7) (7.8) 3.6 'J1RJ:)'r、h色微妙、!品色微I沙を合む淡位色5}$i粉質上

14 16 m liUI 1-. かわらけ 12.9 7.9 3.4 ÎI ~十、 ILI 色微砂、!Xl色微妙を含む従色弱粉質 j二

14 17 第 11商|二 粁メL瓦 J治|二はj反I'I(己中入i1瓦11上

I 14 18 mll侃上 、F瓦 }治上l立以内色軟質瓦質上

I 14 19 mll飼1-. )L瓦 府i1'.1ま1IJ1灰色瓦'l'tヒ

14 20 m 11(li 1: .i.LK Ilfi 1-.はlりl灰色瓦'l't1: 

14 21 m llfii上 |人Jlf鍋
j始上は 1' 1 色微粒ー小打、 J).l色微砂、 '兵隊)~'ì' を含むH音俊色似

粉質 |二

14 22 第 Illli1二 1"，-11鉢 1W Ilfi 1:は1'1色微イ，-小イ7を合む羽1いjパ色上

14 23 ;;n 1 1而J'. )'il 1$ドB!1 !胎|ニは (1 色微イ?を多めに';'\;むH官庁I~色上

14 24 ;;n 1 1凶ト 常消費 Ifti上は11色微砂~制llfiを合むm灰色 t

14 25 お 1rTu 1二 1Î~消費 Ilfi 1こは|ιl色微粒ー小イ1を合むlり1:京総j色 t

14 26 第 11街J: clj{消費 !治」ーはh色微粒~小イ1を合むf，Q灰色 t

14 27 第 11茄l二 'ji~汗}霊f !治 tは(1色微干iを多めに合む粗めの11fT!示色上

14 28 約 11而|二 すり伶i1't 長 5.5 収，¥7.1 Jtf. 1.5 !治 1:はII色微純一小ィ7を多めに合む判lいH将位色上

14 29 m 11m 1: ul目前鈍 or'1:i 
Ilfi tは(1色微粒ー微イ1を合む淡茶色上 6/1 j，( 1ま淡茶祇j色を

呈する

14 30 苫~ 1 1面上 漸， iX沼， ? IJIl矧 (23η j治仁は i;長~\l' -llll色級w:t 内外耐ともに金許可

14 31 ml凶1仁 J屯j也イミ l川'~Ja~惣 32.2 }的 tは淡肌色弱粉'l'tl: 前11はこげ茶-11育祭色を'止する

15 32 m 1r(ij上 命治山茶碗 )lfil二は11色微粒を多めに合む粗い灰色七

15 33 ;;n 1 t(u r. ~[活~J\~ II I ぷ lìIi1 !治 tはlリ|灰色粘質級待J上

15 34 第 1Iru上 *泌J~~山茶碗 !治 |ニはI.Hl色弘j粘質級?もにlニ

15 35 m lufJl二 海lJ Î輪 {E IJ~ 入子 Jlfi tは災昧IVI灰色liIi粘質級待:，'1: 

15 36 ;;n 1 1而1-. 漸IiJ天羽111悦r.n Ilfi 1ニ lま淡laI灰色~Þî粘質t徴税 |ニ 覇111ま波紋-111'1茶色を呈する

15 37 m ll(，i 1: 瀬Ii)天草MIi'hl深IJIl j時it.Iま灰 ~I-):Æ色ゆi;f\'iî't級?右上 前UIま淡!ポ緑色を去する

15 38 m 11面1: 瀬戸民事litli'縁深IIIl (13.4) Ilfi Ui;'~灰色弱粘'i't級*1: 利lはi炎&1灰包を呈する

15 39 m 11(，iJ-. 時現l'かXii岱釘i明1It，1;$} Ilfi tはi真白色粉'l't~*浮'，' t 明11は然l刷白茶色を呈する

15 40 m1lfiiJ: n;aI1<執II)LlIll 7.4 Iltd二は此1L1<灰色弱粘質級?も"t 利lはH仰天緑色を呈する

15 41 ;;n 1 I(n 1二 漸liR泌ぶ9'y前lI)tUll (11.3) (6.3) 2.65 !治上は(1色微~小イ7を合む粁lぃ1l(1氏色 t 利lは乳門色

15 42 m llfu 1ニ 尚南11鷲 01'官官 (17.9) 
IftiJ:はII色微粒~小行を合む灰災-)ポ色*，'i質上 納はH古茶

色を'止する

15 43 第 11面上 ，'i't'1綴I=P花文小肌 1.4 語;地l孟茶色弱粘質級待.'t 糊は淡水色を弔する

15 44 約 11而|二 11巴liif染l寸断i (9.0) 主将J也は淡灰ILI色3財布ll質鰍iヰfヒ 染1、lはil1i色をl.tする

15 45 第 lluI上 JI巴liii!会i寸前 (3.8) 巣地はI'I@似品w't級将J上染l、lは脱色を!止する

15 46 第 11師」ニ 11巴liii:M、J'碗 4.7 京地lま(1色弱粘質総書it 染{、I~ Iま淡続色を '止する

15 47 m 11m 1: I!!l沌ftJ二耐t 治(H毛4.5 恥13.7 JitO.7 J反主t色制粒凝灰rf製

15 48 第 1r耐仁 I!日j削1:上限 令長 7.9 恥，13.8 Jリ1.4 i炎1をJ火色細粒i疑J火ff製

15 49 ~; 11('I Jニ 川途不1111木製品 j'fo 5.6 ，'，'~ 2.4 

15 50 i;i'I11(lIl二 川途ィ、1IJ1木製品 illa長 9.5 恥13.2 Jヲ1.6

15 51 m 11市上 Illl物))王桜 1壬27.5 J'].O.7 

15 52 mlrfii上 j奈J会り1;: 全長 21.6 I壬0.75

15 53 i;i'Illf，iJ'. 31，鳩山E m(n長4.8

15 54 m 11(，I上 $~ r ~下符Jën'J

15 55 .kt.l< 淡1在りかわらけ (7.3) (3.6) 2.4 
J:¥1色微砂を合む燈色IIll粉'i'tt 内外而ともに !~H色淡が塗ら
れる

15 56 1"-探 円形木製品 全長 2.8 冶作J平0.35

15 57 ぷtr- 淡IlJl (9.8) (6.0) 1.2 ']1 1辻j午、 ÎI ~，I 、見i色微I目、を合むJUL色仏j粉質 t

15 58 l<t.J: I~ I 1外[JJi Ilfi上は(1色微粒~小イ1を多 く合む納lい灰色上
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浄妙寺旧境内遺跡 (No.408) 

浄明、 3番 2地州



{列

1. 本古は鎌余市浄明寺三丁1-131存2J也点に所在する、 個人 ~'l.用住宅の新築に先だち行われた浄妙!í'川境内追跡、(山辺跡
台帳No408)の発姻調査の報告』である。

2 発』臨調斉は平成15年 7日111から|口liF-8 )二18日にかけて、鎌倉市教育委日会文化財却が実施した。

3. 本』使用の辿梢凶及び辿物克~llil図は調資日が分担し、原制執箔は、 m 1 1:1.を l:!=ï lll -t@ーが、加 2J~' ?X~3Ì;1 ・ ~4J';1 
を福凹 誠が担当し各文末に執行l.fí.・~， を記した。 編集は福田が行った。

4. 使用した写真のうち全長 ・例別辿桝写真は稲田・鈴木絵美が、泊物損影は山田土 鈴木が行った。

5. 発1M:調子モ ・整瑚作業の体制は以下の通りである。

発品li調査

Z任調査員 福田誠(鎌余市教育委口会l嘱託)

調査日石元道f 事"山川子鈴木絵美
調査補助日 内田仁俊 ー 鈴木1t、太長友純 Jι(鶴見大学大学院) 久保111裕美 川村篤史総沖仏三 野附美帆

山口正紀(鶴見大学)

作 業 員 (社)鎌倉市シルバー人材センター

荻野 jlNl ft沖六郎 y{f上三代治

6 整埋作業

u壬調査口 稲田誠(鎌nrli教1守委員会l踊託)

調 1空白石元道f ')南川 5'~ l'iiU-t.俊一 鈴木絵呆

7. 発掘調査資料(記録|ヌ11飼・万点.1'1'，上辺物)は、鎌倉市教育委μ会が-J古保特している
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第 1章調査地点の位置と歴史的環境

本調査地点は浄明寺三丁目 3番 2地点に所在する。現在の背v妙寺境内域の南西に位置し、鎌倉市教育

:~. h-に よ っ て「神妙寺旧境内池跡 (神奈川県逃跡台帳No408) Jと名付けられた区画に合まれる。こ

の一帯は滑J11の中流域の右岸にあり、 北側を胡桃山など、の山地、南側を滑川で扶まれた平地で、 川沿い

をかつての六浦路である県道金沢鎌倉線が併走する。調査地点の周辺には浄妙寺のほか杉木寺、報国キ-

が現存し、足利尊氏の居跡と伝える足利公方屋敷跡、足利直義創建の大休寺跡、足利高義語Ij挫の延福寺

跡なども史料上にその名を確認することができる。

辿跡名ともなる浄妙寺は稲荷山浄lり]寺と号する臨済宗建長寺派、鎌倉五山第五位の寺院で、ある。最盛

期の寺史や伽藍規模などは未詳な点が多いが、 「稲荷山浄妙禅寺111告記J(浄妙寺所蔵)によると、文治4

年足利上総介義兼が現寺地に極楽与を建立し、鶴岡八幡宮の供僧職や造京大寺大的IJJ.ffi職などをつとめた

退来n行勇を開山第一世に招いたことに始まる。創建時は密教系寺院であったが、I苅渓道隆の法嗣月皇官

然が正嘉元年 (1257)に住持以後、禅宗寺院となり寺名も浄名(妙)と改められたという(鎌倉市史

社寺編)。

南北朝期から宰IOJ期にかけてのl臨済禅の興隆にともない 9か院の塔頭が存布した(新編相模)。延文

=年 (1358)に京都東福寺や鎌倉沖智寺とともに五山第五位とされ、至徳三年七月十日 (1386)最終

図 1 調査地点位置図
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的にこの位次が決定された(扶桑五山記、円党寺文占/lIA!と資 3上ー5011)。 しかし宅IU[後期から戦国

期に入り保諮者足利氏の没訴により、予北の荒廃を招く 。文明 ・長享年間 (1469-1488)の作とされる

『北凶紀行jにもその様 fが記されている。現在は宝j汗六年 (1756) に同住された仏殿と総]'C].宝蔵

庫・同L:.lfのみの伽藍が伐される。

杉本、予は行基のrm山と伝えられる天台宗寺院で、大j城山在日行|涜と号する。鎌p;則には大f.¥観背堂 ・椙本

観音堂と呼ばれていたことが知られる(吾妻鏡建暦二年)L)-!十八H条)。文治五年十一n廿三日夜，観

lま堂から失火した際、 別当作台房が煙火"，に入り本停を救出した(再妻鋭)。縁1包では、この時木尊の

卜一l面倒音 3体が炎を避けて大杉のもとで姉いていたため割、干げを命名したとする(県史資 8下)。

佳久二年九月に源相r.iJIが堂宇の荒廃をあわれみ、修I'1lのため ìf~布200反を存除。 同三年五n南御堂で

修せられた後1'-1河法皇の四卜九日のl守的供廷に当寺前 1人がJ百かれ、白イ1i1反、袋米 1を!I掛った(1!:l調

書鋭kl!久二年九月十八円条) (註 1) 0 1司四年九 )=I~m':\月は大~r~の大病が小康を得たので、取謝のため参詣

し、翌年二)1 にも訪れている(円兵鋭) 。 南北判則の征元一年卜二月、 ~t ，~!JJî家が鎌f.\を攻めた |際、斯

波家長は当奇観音堂で向7与したといわれる(鎌倉大LI記 太、F記/占典大系)。なお背後の丘陵には杉

木城という '1'世城郭が作在するが、同日廿五円長山の杉本城が部城している(鶴岡社務記録) (註 2)。

その後の、別廷は未詳だが、 『鎌p，ぷjに 「中比主主微して、実，;fF山i)Cなりしを、近年の住持僧これを改め

て、今は消f円也」とある 。 また、'í寺の額が挫長寺1591立の f純符公準ということから、 -11寺~長寺僧に

よって作埋されたとの説もある(鎌治rli史社寺柿i)。

次に近隣の調杏事例をいくつか見ていきたい。②地点は後山の詳しいJ党市Lにより明確な逃桝は確認さ

れていないが、僅少の'1'出迎桝に混じって弥生時1'¥:'I' J~l後半から後則前半にかけての向ノ台則や久ヶ原

則の上器が出土している(大河内1996)。⑥地点では掘削深度の規制で充分な調査はなされていないが、

調任区南側で中世前半月lに遡る冶物包合j習を検n '， している(宗全~2002) 。⑦地点、では13山紀前半-15 世

紀前半の両官ll]に側溝を伴う道路状泊桝が検出されている(田代・原1991)。③地点で、はItl境内東側の塔

頭城があった喝所と椛定され、 141世紀一15111:紀にかけてのiRII立柱建物 .;)-1二戸 ・七以・淋などの迫桝が確

認されている(大三輪 ・原 ・偏n11985)。⑨地点、では13世紀前菜-15世紀前柴にかけての変遷が窺える。

多くの辿梢、道路、 ↑!!|lhkjF戸などが検出している(原1994)。⑩地点では「六illi路」の側満と思われ

る満や武家屋敷に関述すると与えられる冶桝・辿物を検1'1'，している(大三l陥1986)。⑪地点で、はl十I世の

大型の掘立柱建物や薬研掘満、井戸、道路などが検，~I， されている(馬淵2002) 0 21地点で、は13世紀後半

-14世紀前 、|土の変遷が競える 。 南北}J向の消や~物の一部、冶物溜りや粘上を探if. 11 したと !gわれる土臓

などが検出している(原2005)022地点では13世紀-151立紀にかけての掘立柱建物 ・塀 ・消などの巡械

が確認された(宗去 ・松1111999)。

(~註t1 ) この r 10;.友鋭」辿久二f年1:'三j九LJI卜八H条には 「是れ大i誠占は行.ド()，品Lカ) 1

1

，'1尚7

IJ聞jA川}日If抗か制iド川1リlのi伝ぷjポ衣がj成£立していたことが知われる (fタ戸角里'i有i句'0川l川111イ本王j地山?朽ノう1人-lA1作宇f:s典処U) 

(，112) i鶴岡社務記録J@;元ゴドトソl什丘11条に 「杉本械部(J 、また 「常~記」 同年卜 二 r1 11二 ( 1 j-]:i.か) 11条に iJ折
波家長奥州己下、於杉下城数根被HJと見える(大11本!と料6-4)
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① 沖Iljj，'i''':_rll 3需2r~調代地点j
② n.1り j，'f :::. TI-1 6 併 3 外 U1Ht rl i J'I!I絞文化l!1緊急，'，I~n仰の ，' H2-2 J ["浄lリl.'f汀・LI6 f件3外地点J1994 
令 行川1，'(ドセ111156211')'33r~tt d iJ-lJ1戯文化 IW以Zi E淵 fi骨i:り ， I ~ 8 J ["浄lりL'f・'j-:'む1111562需33地点 1992 
4 i下1111，'fミ1'11 16lff 1 H括合 d ï J-l li桜文化I!-t恥.:':t ，~，ff.切れ m8-2J ["浄lI}j，'t汁 '1116喜子 1地点 2002 
① f(.lljl!t -fi 1 6991住外 HlHt d日~li厳文化1!1 :l-t:':t ，}1fi烈1 ' ;' ，'Hl-2 J Ii下Iljl.'f . 1'1 16991fi:外地I，'，U1995 
⑤ 沖Iljl，';字|古j小路78酢 r~JHt dïJl li lÎ:主文化nm品li~約千f.年総 r J 1983 
⑦ n.1り1，'(ドl'川、路901fi:1 H賠ft d i J1li総文化IH 唱さ ，~~湖 tf.縦 : ' ;' ， 1 ~ 7 J 11f.妙，'j'l!lJ党内J1991 
8 れ，.191，'t学稲仰小路1291件2n帳ft rl iJ ll'~ 文化l!-t:l-~:c) ，Wj (f.制作， I ~ 1 J ["i下妙、午川J必II{ifi跡J1985 
~ i下Iljj，午 三rll14311'f2r3服代市内総文化l!1際立t，i.1tf.*l:'i'，'HO-1J ["i下191、子・ー1'11143需 2地aJ1994 
⑩ 浄Iljl，'f'ド稲何小路1291fi:2rw条川県内!版文化l!1訓1t制作28J1986 
⑪ れ，.Iljl'干 'f:琢応533孫 『鎌Ü dï J-l1!蔵文化 1!1党側i淵千t{l~報 1 J 1983 
@椴Ihl，'O党|人Jr縦161，'t境|人lやぐら発品li，制作制作m 1988 
Q3 ((，lljl，'，'520寄 r'(;1I11ヶ芥やぐら併J [" 平成)~年IJr$J~Ü di仏'1 ，~l傾斜地JiJl段対策 'l~~に I'i'う ~~jlti ， ~1代制作.'u 1991 
Jj 二 1Ç，11:~宇杉本903 1fí: mUdi内総文化l!1光州i訓:1'i{1三朝ilJ 1983 
⑬ 杉本，';;境内 r'l' l l t イ ï~}!ill併の訓資 凹 J ["杉本寺やぐらItrJ ["平成 9 年度的慣れ d i l"J:":t傾斜地1tJlJ;災対策事業に「ドう~1lli訓究明~~'i)U

1999 
16 杉本 .'r-1li1辺 『杉本 ，'flliJ辺m跡内ゃくら ~fjlli，淵資制作 ， ' u 1998 
⑫ '.1附月桁守ヤい刊，)勺}日;
⑬ て寸|附併4常:!:. i幻ノ?下{.似P叶岬19明0別!‘初干判j地也b以(I仏内λ刈)r刊' 1ド'1 1川l町f イ行j:ç秘E巡{榊h持tの ，~淵，11代+宅廿f吋J ["杉.-i>本~ 、，'，' 1;川肋川‘Ii!切'in辺.!D冶白跡l内刈や ぐらJ ["、平!ド主勺1成求 6 1作rド. 1.皮立 3針鍬l帳H余T川d市|打í l内刈ι必1 1傾頃t斜H地也IW1J対策 ' lf~に 11'う

~fllは'jft判4i'j'.'U 1996 
19 ~ IWi吹乍 (:Ë柄880 ・ 874 1fí: r l í 'J (f:納治則;~1I1Í，~'-d:朝H';'，'U [":附.:;t宇佐附880・874番J1985 
~陥没85 1寄 『杉本JJ& II~や ぐ ら J ["平成 ，(:il'. /交~Üdil付.21傾斜地IÍllJ災対策 ' 1りきに 11' う光州，~~f時ì;り， IJ J 1991 
む i'(.191、予三 r11126需 rt推計diJ-ln厳文化l!m 品li凋ti年初21-2J rrr.191Sモlil12611H也!，'，(J2005 
② 浄lりI，'f三丁[1115需 2r鎌ttdm 必文化l!j緊急調ti科目;'i.'H5J ["げtlljJ!i'二rll115昏2J出!，'，U1999 
③ j下旬|‘千二丁11474需122007年度ilH'j'r，定
24 {(.Iり1，干 '.Ii1474需11外 2007年度判Wif'定
一27 ~ミ制作

図 2 調査地点と周辺遺跡
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第 2章調査の経過と層序

本遺跡の発掘調査は、平成15年 7月1日か ら表土掘削を開始し同年8月8日まで行われた。調査面

積約45m霊。 グリッドは、住宅の建築範囲にほぼ平行して基準の南北車111を設けた。追跡の位置は北緯35。

19' 08"、東経139
0

34' 17"である。鎌倉市4級基準点 (第庇座標系)の1070(X=ー75，523.157 Y= 

-23，782.404) と1071(X=ー75，516.939 Y=一23，816.454)を用いた。グリットの基準と したのは、南原点

(x=一75，533.898Y=-23、814.307)と北原点 (x=ー75，533.126Y=-23、812.387)を結んだ刺繍で、真北か

ら10
0

6' 20"東に振れる。調査中に使用したレベルは、浄明寺二丁目1先に設置されている鎌倉市

級水準)~BM35 (海抜12.7773m)を移動して設置した南原点 (15.375m)と北原点 (15.418m)を使用

した。

調査区は、まず、現地表(海抜15.35m)から約30cm表土を人力で、掘削した。地表面はほぼ平坦で、

したがって検出した第 I面もほぼ平坦な面(海抜15.10m)となった。

-23.820 

。

-23，815 -23.810 

..北原点

x=ー75.533.898
Y=ー23，814.307
Z=15.375 

x=ー75.533.126
Y=-23.812.387 
Z=15.418m 

図 3 調査区設定図
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調査区の北端では、表上カか、ら地山l而師まで

して土層の堆1有棋T技i状況を観察した。結果、中世地山とおぼしき|暗灰色粘質土層までの聞に、この治構面も

合めて 6J~]にわたるの地業而を確認した。 この結果を踏まえて、 I而-vr而(中世地山商)までの調査

を行う方針を定めた。

I面は地業が弱く冶，N，'tの密度が比較的低p。鎌合石は頭頂部が僅かに顔を覗かせているだけである。

E面は南北約8.6mの調査区の南から約 4m地点から北に向かい全体が落ち込む。北端では地表から65

cm (海抜14.70m)となり I面と比較して湧水が多い。この落ち込みは I面構築|時に埋められたものと

考えられる。出土した逃物から、この地業面の年代は概ね15世紀の中葉と考えられる。

国面はE而の下約20cmで、検出した。 凹而桝成土は比較的薄いが土丹地業用で、磁われていた。南北約

8.6mの調査区の南端から北に約3m地点から北に向かい全体が落ち込む。落ち際に庭石とみられる径

1m科の鎌倉石が 2個据えられていた。落ち込む斜面上には30cmの厚みで、瓦が敷き詰められていた。

lV而 .V市は田而の下およそ70cmで、検出している。南北約8.6mの調査区の「初出から北に約 5m地点で、

土丹を用いた設岸を境に北に向かい掘り込まれている。

vr面はN面 .V面の約10cm下で、検mされている。H昔灰色事'1flt土J習の中世j山山を削りだしている。

8月8LIに器材等の搬出も合め、全ての調査を無事に終了した。検出した辿梢の詳細は次章に譲る。

第 3章検出した遺構

第 1節 I面の遺構

I面は、現地表から調査区の南端で、30cm程度の深度で、検出した。北端でも地業面は、地表から30cm

程の深度で検出した。この聞は、附茶褐色粘質土用、 1-3 cm符の上丹粒や小石を含む土!日でf1'if成され

るが、締まりが比較的思く、ところどころ後世の撹乱を受けているのが目立つた。生活面であると明確

に断言できるものではなく、むしろ包合層の一部ととらえるべきものであろう 。

mfl件もはっきりとしたものは認められなかった。わずかに、数ヶ所の柱穴があるのみである。

第 2節 E面の遺構

治構の密度は低いが、北側が落ち込み!逼石風の鎌倉石と不J前いながら東丙}j向に 4穴並ぶ柱穴列 ・土

;肢2穴を検出した。

都ち込み(池)

I面の約20cm下で、H面を検出した。この面を梢成しているのは、しまりのやや悪い暗茶褐色粘質土用

の地業面である。 I面と異なり束に向かつて緩く傾斜している。調杏区の南端で、海抜14.65m、北端で

は海抜14.20mで、高低差は約45cmで‘ある。

鎌倉4二l

庭石として嵩かれていたものか。I而では頭頂部しか確認できなかったが、 H面では2つ置・かれてい

ることが明らかになった。形は不定形であり、表面の風化が著しいが石本体は深く据えられているよう

である。石の周囲はH前梢成土(第 3}啓)で加われている乙とから据え方は椛認されていない。

柱穴

鎌倉石の脇から束に向かL、4穴 (P1-P4)検出したものである。深さは20-30cm。間隔はPl-120cm-

P2、P2-11Ocm -P3、P3-90cm-P4と不揃いである。簡単な刷i列の様なものカ 。

土城 1

直径154cl11、深さ204mの点堀の井戸状の上級で、ある。検出当初は鎌倉石の抜き痕と考えられていたも
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のである。意図的にj虫め込まれたような締まった粘土j習を制りFげると、下肘の 皿.lV . V LWをJ71き、

地山のVI面も掘り込んでいた。i忌|ご層から瓦)'i、かわらけJ'iが出土した。

上峨 2

調査地のほぼrl l 程で検出したJJd，N~である 。 111径70 cm 、 深さ 20cm程の上城.で、ある 。 締まりのない灰色

料賃上が額七である。出石の抜き出の可能性がある。

第 3節 E面の遺構

E而を椛成している砂質上を20cmほど掘り下げると、 J二月ー粒や炭化物粒を多く合むやや粘性のある茶

褐色上の商となる。I面及びE面と比較して|りJI僚な構築面であり、整然とした巡1111も検出された。以 I、

にその個々を述べる。

ヒ尼;池状冶梢 1

南端の標高は14.7111，庭石の鎌倉石を境に徐々に落ち込み、北端で、は14.2111程になる。状況から与え

て、鎌倉打より北1)[11の落ち込みは池になるものと与えられる。封筒Tしている上丹粒、小砂利混じりのH背

茶褐色粘質上層は池rl-Iの堆積上と忠われる。さらに暗茶褐色料質上層のドにj平さにして約20cmの瓦溜ま

りが比られる 。 鎌fì".fíの JIおから焔ち込みに沿って約2.31ηの|隔で、 ~fH~'I している 。 これは、瓦の破片をm

いた池底の補修だと与えられる。

鎌f.r平i

Ii:i市で頭を覗かせ、 E面で盗を射した鎌倉イゴは、皿面で、はlfjさ35cmまで脱出した。}.'f]IJi:Iでは行を肘え

るための掘方がl確認されたことから、この而で鎌倉石は抑えられたと考えられる。掘万を侃り下げた結

果、鎌倉石の厚みは約60cm程あることが確認された。

鎌倉石の表面は浸・食が著しく、詳細に観察すると 1-5 mm大の小石粒が集まり凝固したものであるこ

とが分かる 。 これは、いわゆる鎌余円と H千ばれる右有の rll でも、上総}~o'，14問問11)\づに属する未回航凝灰質

砂岩であり、表面に貝の開けたホールが観察されることから海辺(葉山一色海岸か)から浬ばれたと与

えられる。用途はおそらく池の本際に並べられた庭石と思われる。

治状追梢

治ち込み(池) 内北角で長さ4.5111、IIJ@約60cm、深さ約10-20cmの消状辿梢を検，'Hした。

上戚 3

j待状追械を切る形の土;燐3を検出した。規模は|直径約85cm、深さ約45cmで、ある。

第 4節 ν面・ V面 .vr面の遺構

皿而構成土ーV而直上までの t層(第 4附~第12層)、 IV[Wで、はJkW，jは陥認されず、よく締ま った車内

質 tJotlで梢成されている 。 短J~]川に人為的にl点られた V I日. VI 1師をJ盟め込んだ上回であると考える。

|頂で、はVI面を埋め込んだ|療の浅い部ち込みがl確認されている。下層池状ill梢 2の柔らかい上陪，のために

沈み込んだものと忠われる。

下回池状辿椛 2

VIr1oで、はj山山を侃り込み、 tJ'Jを積み上げた池状追梢が確認された 訓査区の南端(海抜14.1111)か

ら北に約 4mJ也}，'J_ (海抜13.9m) で大きく j山山 を仰iり込んで、いた。底面までの 1
1
1訂正差 は約100cm (海抜

12.9111)である。掘り込みは京1&方向にl直線的に延び、るものと忠われ、掘り込んだ地山の斜面に人頭大

の |ょ丹塊を市し石町iみにしているもので、池の諮斥と与えられるものである。iJ2414内の!1H1'1tは平械の柏物

遺体を含む土用 (35層 ・39府)が観察されるととから、1'"1然!it積で徐々にj型波していったと推察され

る。
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第 4章出土した遺物

第 1節瓦以外の遺物 (図 9'"図11) 

・試掘、 I面まで、 I面柱穴、 E面まで、 E面土壌 1出土の遺物 (図 9) 

111百までで出土している青白磁水注 ・剖花文白磁血・ 青磁訓花文碗は13世紀前半代、 瀬戸折縁皿は14

凶己代だが、かわらけを概観するならば、おおむね15世紀代の範時に収まるものと与えられる。E面ード

.wl1，' ~ -tのかわらけは15 世紀中を rl'心とし、 I 面及び H 面のかわらけは15 世紀後半( 皿而よりやや新

しいか)を中心とした時期のものと推察される。

. n 1市上lt;il、血IIDまで、田ua辿桝、 lVI日出上の辿物(図10)

H 面土.ljl~ 1出土の漆器皿は内外全面ともに黒漆塗りである。愉高台の断面は三角形を呈する。

凹而illfl'~t 、 凹 面までで出上している遺物を概観すると、 i祥子だが器高の低い腕'1嘘成形の一群や手J5!ね

成形だが丸底や指頭痕が不明瞭な製品が見られ、瀬戸平碗が，'1:'，土していることからも13世紀後半の範時

に収まると考えられる。23のみ15世紀代まで、下って しまうが、 lDiiiまで、出土ということでおそらく紛れ

込んだものと考えたい。一点だけ弥生後則の二重口縁の直が出土している。

IVT百1':1'，上のかわらけはすべてが予担ね成形の製品で、 13由紀中頃と考えたいところである。

lV 面、池 rl' 出土の迫物 ( 1~lll )

池中からは木製品の箆 ・ 草履芯 ・ 箸、漆器1Dlが ，~I~，土している 。 漆器凹は内外全而ともに黒漆塗りで、

内而には亦漆で松食い鶴が手JIltiきで捕かれている。高台は平日台で底面には漆が塗られていない。13世

紀中頃のものと推察される。

第 2節 出土した瓦(図12"'32、出土瓦観察表)

ほとんどがm面まで(池'1')で、出|二したものである。凹聞の時期に池底を瓦で張り増し補修したH寺の

ものである 。 すべて破片で、完Jl~~';j!， や長さ、 11屈などの法14全体が分かるものはほとんどない。 試掘で出

した瓦片は皿面まで(池中)と同じJ也点 ・層位である。

瓦の大きさを分けると大噌と小型の 2種が有り、概ね大砲は永橋寺Il!事jの13世紀':1'頃、 小型は永福寺

田期の13世紀後半一14世紀と考えられる。数点、永福寺 I期の製品が見受けられる。

鐙(粁丸)瓦(図12)

ほとんどが破片で、図版に載せた12点の内、瓦当径の分かるものは2点(図12-1・2)である。いず

れも右同りの三巴文中央にムスタンプを押印されている一群(間12-1 -6 )で、鎌倉系の胎土を有し

凹期に属するもの。0!iirの砂粒の少ない胎土を有する一昨 (図12-7 -12)の内、 2点(図12-7・8) 

はi政)J，'ではあるが他の鐙瓦より大きな製品である。新しくとも H期ないしは I期である。残りの4日

(凶12-9 -12)は、小砲の製品と思われるが胎上は精良で硬質でありIlJ剖のものと忠われる。63点出

上。

宇 (JI汗)瓦(図13-15)

剣頭文字(粁)瓦

16点山上した剣頭文字瓦の文織はすべて|場事11で、この内7純が下向き(図13-1 -8、図14-1-

4・6)、残りの 2種(図14-5・7. 8) が上向き剣頭文で 9樋類の箔が{確認されている。中心に寺銘

と三巴文が入る(医113-1-3)製品の瓦当はいずれも顎貼付けである。瓦当日l町、fけの技法は 6点 (1玄

14-2 -7)惟認されている。これ以外の剣頭文宇(i肝)瓦は小片のため詳細lは不明である。29点出土。
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Pt草文字 01午)瓦

FT草文は 8点が均正PT平文、残りの 1点が偏向防車文である。図14-9は瓦当面がH佐一残り、上下顎

|隔が分かる試料である。Jl台上は鎌倉系といわれるk瓦Eと同じ胎土である。|司文の凶15-1-6も同じ

N台土である。文織は界線で凶まれ、中心の花弁から左布均等に退化した府草が広がる。いずれの宇瓦も

左端に |司じ箔{拐を持つ !計j箔瓦で、ある 。 鎌倉血 J~] o 1支1 1 5- 1 は瓦当面に丸形の竹行文が捺されている 。 I~I

15-7はきめ細かな良質な船上で焼き締ま っている。瓦当面には界線と珠文が巡る。内側に紺lい線だが

はっきりとした府草が凸線で、表されている。鎌合H期。図15-8は永福寺I則 (YN01) と同箔の下瓦

である。鎌倉I期図15-9は偏向向車文である。瓦当面には界線と珠文が巡る。|人l側に細かく図案化さ

れた唐草が配されている。鎌1.1n期。破片数40点。

児瓦(図16-21)

ぺ瓦A.色は灰白色~淡灰色。fI台七はきめ荊IIかく砂っぽい。マーブル状に縞が入るものもある。永

福与 I則と同等。破片数809点。

男瓦B.色は灰色~附灰色。H台上は白色粒が多く、砂が少ないものと砂が多く粗いものがある。永

福寺E期相当か。破片数1159点。

ig瓦C.色は茶灰色~灰色。砂粒が多く粗くガサついている。韮山!頗成就|涜 ・鶴岡八幡宮の胎上に

似る。永福寺 H則。破片数 1点。

児瓦D.表面の色は;関べ焼き風で黒色。断面は淡灰色一灰色。粗いよj山に!守色物が帯状に人る。砂

の多いものと少ないものがある。水福寺田WJfl:l ill，か。破片数621点。

k瓦(図22-31)

k瓦A. 色は灰色。胎 tは砂粒が少なくきめ細かい。l欧質と硬質がある。凸面縄何日pき、離れ砂あ

り。凹而狭端部ケズリ。永福寺I則。破片数1493点。

9:瓦C.fJ台土は淡灰色~灰色。斜格子叩き中に上 ・キなどの記号あり。水殿瓦窯産系。永福寺E期。

破片数365点。

女瓦D1.胎土は灰色~淡lfi_色。精良で砂粒が少ない。断面にマーブル状に純が人るものあり 。イ6菱

の叩き1::10 !I'<福寺E期か。

女瓦D2.JI台土は灰色。1'-1色粒、砂が多い。l立l面li.lff:れ砂、斜桁子。焼き締ま っている。永福寺 lIJ明か。

女瓦D3.凹凸両国に布目痕。"L，而に網口、凹而に木円状て具痕、f:J台土は灰色で砂が多く荒~ ¥0 D1-

D3破片数3208点。

k瓦E.胎土は表面:偲べ焼き風で黒色。断面淡灰色一灰色~暗灰色。凹凸面に刺11かな黒色粒の離れ

砂が付く 。 京地に ( 1色物が情状に人る 。 砂の多い少ないがある 。 鎌倉系。 永福寺 田 J~~ 。 破片

数1552点。

鬼瓦(医132)

全体の形が分かるものはない。L、ずれも倣'片で1St(ナているものもある。ノk払}，y.1則で使われたきめ刺11

かな良質な胎土のもの(図32-1・2)、ねっとりした胎上に細かな向色粒が入るもの(関32-3・4)、

同じく向色粉が人るが、砂が多く ザック リと したJlf)士のもの(凶32-5 -8)が山上している。永前ウ

I矧の鬼瓦は厚みもあり水殿瓦窯周辺で生産されたものと見られる。その他の鬼瓦は規格は大きく変わ

らないととから鎌fr.rl'期に相当するものと考えられる。8点出上。
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UJ:製品 ($洲)

[1 I而]P-1 

[D かわらけ 7.4 6.0 2.0 機櫨/&.J杉

[1耐]1'-3 
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第 5章 まとめ

調査地点は沖妙寺旧境内に位置し、西側に鎌倉時代以前より存在している杉本寺が、背後の丘陵には

'1'1日城郭の杉本城が存在している。東側には浄妙寺がある。南側陪東西方向に滑川が流れ、同じく滑川

の河岸段丘に沿って六浦道が通っている。今回の調査の大きな成果は、これまで、検出例のなかった浄妙

、円由民で初めて、池跡を確認したことである。この地域は鎌倉時代前期より大命幕府の東側に位置し開け

ていたと考えられる。また南北朝 ・室町時代にかけて公万屋敷が置かれ、六浦道沿いということもあり

Hえていたと考えられる。しかしその実態は調査のf'1ニ数に比べ明らかにされていないことが多い。調L

で確認した池の南岸と思われる冶~;持は、平坦地の北側に大きく水面があり、更にこれに伴う建物(屋敷

もしくは寺)が北側の山沿いに存在していたことを伺わせるものである。池の補修に使われ出土した多

くの瓦はこれを期待させるものである。しかしその多くが紺!片であり、焼けたものも多く見られること

から怨定される建物に使用されたものか、あるいは他から運ばれてきた可能性も示唆されよう。いずれ

にしても一部ではあるが池跡の発見は、今後この周辺地区の調査において更なる広がりを期待するもの

で、ある。

参与文献
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図版 1
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図版 3

最終卜レンチ (南から ) 最終卜レンチ (北から)

最終トレンチ内石積み検出状況

調査区西壁土居断面 (最終卜レンチ後)

チ、ノ

一

レ

2

ト

辺

終

一

最



石積み部土層断面 (西壁)

杉本寺から調査地点の南辺、宅間ヶ谷を臨む
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図版 4

石積み部サブトレンチ調査状況

，〆調査地点

杉本寺から調査地点及び北辺を臨む
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報国寺遺跡 (No.306) 

浄明寺二丁目474番11外地点
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

1 .遺跡の位置

本;J.f;11在地点は鎌企diの京市15、鎌ffrlin~r~J 寺二丁 11474替11外に所{f.する ( 1叫 1 -1A) 浄I~]寺郵便}， J付

近から lキjに人り込む芥)íは宅問ヶ谷と H千ばれ、 ]R横須f~線鎌fr駅から点方約1.8kmのところ、現在作戸

の人り fl付近にあるf.+1I.li1，Ifに近般したい:門にある。宅問ヶ件は市川の111流域から南に細長く人り込んで

おり、 JMlJt-Iを90-100m科.のr，'St、丘陵がIJJ:Jむ。lyjfHljには辺 fdi・との境をなす丘陵があり、北側は芥を北

流する主Il'd川が滑川に合流し、対伴には浄iり j 、予や杉本城のある大~'f山丘陵がある ョ

2. 歴史的環境

宅h"dヶ谷は浄lリj、?っー11に花り、花11¥1.琢!持・討tll1jともいい、もと鎌f.i郎浄明、子村の小'fこの|呼称で、あ

る。元J丹元年 (1184) 正月、源抑制の命で、)J'{t'1Ilからド向した絵師宅問為久は聖観汗像をJA'iき、翌年に

はj防長んも|涜の世Ir可を;jjlj作するなど、鎌trk，~!Gf と深いつながりをもった このため為久は{の為行と共に

鎌倉宅熔派の組とみなされ、派の-系が雨北t;引から宅町時代にかけて活躍した。報国sはかつて宅l山法

|出作の迦架像がまつられていたことか ら宅問主ともH千ばれていた 現花では竹庭が盤備され 「竹のキ」

として有名で、ある。

報IlilJは鎌倉di浄明主宅問ヶ谷に在り、 ILi号をJ))I立山といい、正式には報同、予住忠利i，'f=， 1臨済宗一位長

寺派に府1する 。 通説ではIJHMは足利家11キ、閉山はポlil~Uぶで仏来杓ínr1i と溢されている 足利家H与は部氏

の担父にあたり、報|司、干殿と H予ばれていた。 当、子は佳武元 (1334) 年の間車IJ と伝えるが、 『足利系 ~;{IJ

にはiI吐修JIJ1.大夫屯)/J!J:、文保元イド/:;，J I二 1-1i.111;.JJ!J比 一 卜JL段、け柑llil;j:殿、法名義忠、 H目従 三位」

とあり、家11寺は文保冗 (1317) 年に波したという記録もある|二(詑 1)、家H寺のIJH必説は成り立たな

い さらにお誌の 『蝦lElJfJ己j に l二杉 ~llAítが開いたと行記している点から、 f鎌合 di山』 では開)，fは仁

杉重兼であると推i!lll されている 。 JUFfJ{広は以前より足利家II!I~の州依を受けており、すでに家lI.ÿの IJHt

た -JFが伐ったものを上杉市 ~rtがさらに拡張同位したものかとも忠われる 。 i供i畑山はJ比渓Jt;rl。 閉山の

J持所休耕!屯や)J休J伝などのj許頭があったものの、今は廃絶され、刻。:の仏殿.l，ji担などは新しいもので

ある。

また、、li、?には、 ijHJ13M利家時の他に足利品久の必がある。持久は鎌ff公JjH氏の焔児であり、永 1Jf.

トー (1439) 年、京都の~，~If守勢との戦いに l波れ、持氏はノド安、予で、義久は 、 lí 与において白尽している 。

また、 n英!点兵乱記jによると i，k字卜 a年 二Jj伴氏御門古、 ('':~Ii';安久卜成にならせ給ひけるを奉;、! 日

き山IfrIえければ、十世|五|寺に御座せしが人々馳せ参りて此山1]1しければ仏liiJに焼香なされ念仏ト返11[¥えさ

せ給ひ、御守フj引抜き/1":の11thにう足立てづ|自!!!しうつっぷきに伏し給うJ(，11:2) とあり、鎌給公JJとして

IJ4代jし|イドにわたり、鎌fTをrll心として勢j戒をF[!った|到*の足利氏終おの地でもある

制い;1、干の地|人jは上JUcで、は芥の1m!1 市15(， J'近にあるが、 『新編制脱い:り瓜!て ， iè~lU (，1，1: 3 )によれば、11JFの

境域について幕末頃は広大なものであ ったらしく、 「東州j、Lそl叫.Ji.ls r、市北十七 ・八IIIT詐りにして坤

方の紺張111も境内に以せり」とあり、世J持伽位も'縫M(Iされ、その1:'1¥容を，ti1っていたようである また、

Il~永 卜 (1633) 年、~~!む押印liが、1'1 与を訪れた頃は 『鎌合遊覧記j にあるように、 「安(ここ)沖妙、?を

n'lで、てむかうの 111 に報同ヴ: とぷふあり、総f'[J に~'Ji1i人佳境と L 、ふ問字を題す コ 結より附み人ればrfのめぐ

りたる }j}3に、例殿JI丈あり、さばかりのあとなり」 とその、与時の感慨を述べている(詑 4) 党政 三
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(1791)年の報国寺境内絵図には、報国寺の伽蛙配置と境内が示されている(図 2) (詑 5)。絵図には

滑川に架かる橋(華の橋)を渡れば、すぐに表門に達し境内に入ることができる。I鎌倉市史社寺編j

では境内には開山の休刺!奄や万休庵の二庵しか伝えるところがないとされているが、ここでは法泉粁 ・

東禅院 ・浄蓮庵 ・慈!明院 ・慈眼院の五庵が描かれている。さらに境内奥から山l也に入る道は、逗子市久

木の岩殿寺に通じている巡礼道が拙かれる(現在は宅造で切断されてしま っている)。つまり宅問ヶ谷

全体がかつて報国寺境内であったこ とが窺える。

次に調査地点周辺の調査についても若干触れておきたい。図1で示した通り、谷戸内の調査はあまり

行われておらず、対初に調査されたのは地点2の報国寺座禅堂建設に伴う発掘調査で本堂北東側の旧咋

裡跡であった。調査成梨では鎌倉Hキ代末から昭和初期と 5期に至る、凝灰岩切石による石J:g列が検出さ

れ、 石垣梢築による境内造作方法がとられていたことが判明した(註 6)。谷戸内の調査は現在までや

ぐら調査が行われ、地点 3-8において調査された。地点1Bは今年度報告分で本調査地点調査終了後

に調査した地点である。また滑川を挟んだ北側には稲荷山浄lリ1寺があり 、県遺跡台'1展 (No.408)に折

定されている浄妙寺旧境内辿跡がある。地点12では13-15世紀にかけての掘立柱建物 .7，14・塀などが

検出され(註 7)、 地点13では六浦道の側溝と思われる出や、品iil立柱建物や井戸などで構成された武家

敷跡と思われる遺構 ・遺物が検出された。

註

(1) r鎌倉市史社寺編jより引用した。

(2) J高保己一編 1957 r関東兵乱記Jr杭前2古類従j第20粉 t
(3)相武!と料1'11行会編 1930 r新編制|脱lfil胤上記稿j
(4)日本|ヌl.!lセンター 2001 r鎌倉遊覧，1cJr沢!低利尚全集』第 3巻
(5)三浦勝男 1992 r鎌倉の内絵岡 1J r鎌倉国セ館凶録 第十五集j 鎌倉市教育委日会

(6)松尾立方 1983 r報同寺境内Jr鎌余市J~U}i貰文化1I~ 発品Li調査年報 11(1利46年度-52年度j 鎌frrli教育委μ会

(7)総山敬一ωI 1999 r浄妙手'rlrIJ党内辿跡 (No.408)一浄lりl寺三 fllu5番2J-t!!J.':( -J r鎌:frdîJ~l版文化IH緊急調俊輔lift7
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第 2章 調査の概要

1 .調査の経緯と経過

木部!査地点は、報国-:'í'泊跡 U~.追跡台Iþ.長No.306) の束恨|ト.14に位置しており、県道金沢鎌倉線から

滑川に架かる華の橋を渡り、南へ800m程入った東側に位置した鎌倉市浄明寺二丁目474番11外じ所在し

ている。今回の現地調査に先立ち、個人専用住宅の佳設工事についての事前相談があり、基礎工事にと

もない表層地盤の改良を含んで、実施する計画があったため、工事の実施により埋蔵文化財に影響を及ぼ

すおそれが予想された。このため確認調査を実施したところ現地表下70cm以一|勺こ中山迫物包合用及び中

Ilt巡柿田が存在することが明らかになった。これにより当該辿設工事による埋蔵文化財・への影響は避け

られないものと判断され、事業者との協議を経て文化財保諮法第57条の 2の届出手続きを行い、施工者

との調査実施によるて程・方法調整の協議及び発掘調有の準備が整った後、平成15年6Jl23 nから 1ヵ

月の予定で、調査面積30.00111'を対象として発掘調査を開始した。

!}l地調査では平成15年6月2111に機材を搬入し、同月23日に重機により表土を掘削したのち、人)J

により制り下げて調査を実施した。調査期間中は多量の湧き水に悩まされたが調査を進めた。その結

果、鎌合11寺代中期から後期をrll心とした511寺期の生活而とそれに伴う遺構・遺物が発見された。同年 7

)=12311までの間に記録保存を行い、別j也調査を無事終了した。その聞の調査経過については、以 |マにPJi'i1

杏日誌の抜粋を記す乙とにする。

[円誌抄1
6川2111 機材搬入してテント設営。調査区を設定。

23日 重機による表上掘削。第 1面の調査開始。

27円 鎌倉1114級基準点を法にして敷地内に測は間基準点を設定。海抜標高を鎌倉市三級水準点か

ら移動。

30FI 第 1面の調査終了。令民放び{問別追械の写真撮影。第 1面全測図作成。

7 rl4卜| 第 2商の調査終了。全対及び個別逃梢の写真搬影。第 2面全測図作成。

1611 第 3面の調査終了。全長及び個別遺構の写兵撮影。第 3面全測図作成。

18n 第 4面の調査終了。全景及び個別逃榊の写真掛影。第 41面全測図作成。

23円 第 5面の調査終了。全民ー及び個別逃桝の写真撮影。第 5面全測図作成。

25日 現地調査終 f。関係科)JI而に発掘調査を終 fした竹を述絡し、機材・撤収。

2.測量軸の設定

調査にあたり使用した~WI量!líUIの設定は、図 3 (上)に示した国土陀楳の数値を問いた。まず調査地点

西fJllIと報国寺境内東側に挟まれ、南北に走る道路上に鎌倉市道路管理課が設置した鎌倉市 4級基準点の

H075・H076の 2点を確認することができた。これら両基準点の図上座標から敷地外の路地上に任怠

のA点を設け、そこから敷地内の社Mill州基準点にあたる B-5杭と B-6杭をそれぞれ設置した。図3の

ように 11; 1上陸棋の数値を求めて京阿'jïll l と南北中IJI をそれぞ~h2 m方眼により車II I線を配し、東西ilídI線には西

から ~I川数字 2-6 、南北!jílh線にはアルファベット A-C をそれぞれ付してグリ ッ ト設定を行った。 方

|眼'Iiill線は測量の便利性と予想される泊梢の主jlilh方位を優先させるかたちで、調査区のj惨状に即して設置

したため、同上座棟計には一致していない。なお、鎌余市 4級M準点(第庇座標系)のH075.H076、
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市5級基準点

H075 

内

E
h
h
h可

h
v匂

北緯35・18' 58"東経139・34'23" 
国土座標値

H075 X-75801.459 

Y-23669.180 
H076 X-75823.786 

Y-23 678.542 
B-5杭 X-75821.893

Y-23652.944 
B-6~五 X-75821.547

Y-23654.214 

市4級基準点

H076 

A測量基準点設定図 (8=1:200)
V グリ ッ 卜配置図 (8=1:100)

4 3 2 

-A 
N-15' 14' 00" -E 

-B 
B-5 

-c 
i..0)~ 
。プ

Qコ

A-一ー

B一一 〈島

c-一ー

図3 測量基準点設定図・グリッ卜配置図
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B-5 . B-6 .fiLの図上陸悦数航は図 3 に示した泊りである ο I~IIIIの方位はすべて;1北を採川し、調査地

点の経

!度 ・糾度は以下のようになる。

南北平[11*京: (N -15
0 

14' 00" -E J 

調査j伽:l:北緋 (35
0

18' 58" J 京経 (139
0

34' 23" J 

海抜隙113の原点移動については、谷)Î人り口のすI~の橋を波ると県道金沢鎌打線と交差し、そこから東

側歩道に杭世する花閣の仙え込み"11こ設けられた鎌fll打三級水準点 (BM326) の際III'~ を IvM:ð:地内の B -

6杭J:に仮水準点として移動した 文口;111'及び抑図にJUt|返されたレベル数ill1fは、すべてこれを基準と し

た海抜121!日である。

鍬fll打三級水準点〔海抜棋，'，'U5.437rnJ B -6 杭〔海抜牒1'，'~2 1.277rnJ

3.層序と生活画

調査地点、は現地表の海抜際15が21.30rn前後に位ぼした、HIlな宅地である。調査で昨認された堆相仁

jirjは概ね11府に区分されたがそのrl'で少なくとも 511抑制の牧市l国が検H'，された 堆航 k附の状況は|文14

の淵任区間喧上!?j凶に示したとおり である。

表 tは厚さ45-50cm科Jrtで、それを除去すると、|りlA5何色砂ntの上)'}粒・凝灰打開軌を多 く含んだF31

さ25cm前後の1IIIlt遺物包合附(2 J~oj ) が!確認された 。 11 1 II!冶物包合層を取り除くと|りl茶何色砂質 tの

大 ・ 小tJ，))鬼と凝灰持質粒を多く合む、非常に締まりの強い地業F~'~; (3附)である第11而を検出した。

海依jTEll-5は20.60rnli背後をl汁る 第11(LI構築上を除去したあとnu肘を挟まず、に海抜牒，'，'520.40rni)'Ij後のと こ

ろで11'・小上)'j-J鬼と凝灰行問粒を多く合んだ明JiE紘j色砂nt (4J門)の第 2而とする性活而が検出され

た 第 1・21師ともに検出した泊椛は泌・上臓などである

!f， 21而を構築していた尽さ 15-20cm前後の 4層を-thl¥り Fげたところ、海抜隙I缶20.20-20.30rnを計り、

北|珂J或は市内j戒に比べややll.5めの幣地を }j'1!i している第3而が検r'l 1，された 。 J由来J~づは大-小 l:J'J塊と i疑!火

打開粒を多く合んだ非常に締まりのある茶褐色砂1'(t (5 }，~r，;)である 。 5 J，~初、らは満と柱穴列が検IIU で、

きたが、 il~j底に柱穴列を確認し、部Iftl丘側満の断!日を観察してi存ち込みを確認したところ、~物跡と 下IJ

ロu
t
i
-
-t

s~息~Oml 4 

7 

一ー5函
12 

網代

1:II'm'，lL 
1. ix 1: 
2. IIJI1iHU色fi1!'l11: 1-3cm1fl I".!'l ì~，fJ*{'t'Im! を多く rtむ

!I('I 1.泌物包 r~ /O;.í
3. IIJJ!iHU色紗'l11: 大 ・小 l:J't地i\'..t l火~' ，lTJt粒を多く ftむ

Jhi~に締まり イ l り 第11(1I
4. IIJJ茶阿色1沙1'i1: '1'・小 I:f't均 i防災{'，"tH，{を多く frむ

~~l まり l i り 第21("
5.糸HJ色砂質 上 大 ・小I:J'IJ!l!iW氏i':'{'i料を多く fTむ

JI :'ìi~ に納まり {j り 苛l31('I
6. !iHU色l沙'l't1". iijl火山'l'l干Jrを多く frむ締まり央!iし

7. 111'1 !i~ M.!色:f\li í'I I : 1，機物l削11'11:が 1-:1.本木:i:i'W役 ・

かわらけ*i，を t¥l(にfTむ

8. lI iì!i~ r-U色粘質 1 : ;ijl火山i'(約を多く fTむ布告まり {iりか141('I
9. 11白糸尚色ゆl:Wi'!'t1:小 上i'tJ!l!'炭化物・本総・

Iぽl火mt1・J，を多く fTむ締まりやや{Iり
10. lIii!iHU色粘杭 1: Iえ化物 田 本山 田 ;111必 '/I~lt~軌をれ( '::-tむ

k~l まりやや {í り
11. 1Ii'i!iHU色粘質上 手大 I:H';如氏れ町村をftむ

M代町?の持r.Jj泌 1:
12. Iポr-u色粘'('(1". 'I'IIU也111JI"ìi ~に締まり If り 第51('1

1面

o 
』

2m 
j 

図 4 調査区西壁土層堆積図
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断した。そこで、満の南側25cm相掘り下げたところ暗茶褐色粘賃上で、はあるが有機物腐植上を主体とする

木器 ・只殻 ・かわらけ粒を多量に合んだ 7J習が確認された。 7J曹は建物の覆土で、ある。この生活面から

検出できた治梢は上!門と下!日に区別でき、上}0~梢で、はおIlfが確認され、下層巡梢で、は建物1が検 ，t され

た。 さらに北側の厚さ20-25cmの5層を掘り進めたところ、 問層を挟まず、 北側IJに凝灰岩質粒を多く

合み締まりのあるH音茶樹色粘111-.を法盤とした 8F.1が表nl，した。9層は第 4回ヒの包合j習で小土丹塊・

炭化物 ・木器 ・凝灰岩・質粒を多く含んだやや締まりのあるH音茶褐色弱粘質土である。第4面の海抜標高

は北iJIIJが20.00m前後、上横や柱穴が検出された南側は海抜標高19.60-19.80mを計る。

10貯は厚さ20-40cm程あり第 5面上の包含!習で炭化物・木器・凝灰岩質粒を粁千合んだfl音茶褐色粘

質上であり、やや締まっている。その下から検，tt，されたのが第 5面 (12府)であり、灰褐色粘質土を

基盤とした海抜楳高19.40mを計るほぽ平坦な巾|山山山である。11陪，は網代板壁の抑り方の額上であり、

準大士丹 ・凝灰岩質粒を合んだ暗茶褐色粘質土である。第5面の遺構は網代より北側を建物内とし、そ

れを始め土成 ・柱穴などを検山した。
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第 3章検出遺構と出土遺物

今11=11の調査で、検出した治構面は、 5時期にわたり rli[.tt前期から中期に属するものである。各面で検出

した辿械には、掘立柱?ill物跡 2 練、網代塀 1 手IJ 、 i l~} 3 条、土J成10基、建物を~;llllf)~えしない柱穴33口など

である。なお、第 1-4面にかけ調査区東端は試制服により削平されている。出土した迎物は、かわ

らけ、舶I陶磁器、瀬戸 ・常十月窯製品、瓦質製品、金属製l!1111、布製品、木製品などが認められた。

1 .第 1面の遺構・遺物

現地表下70-75cm、海抜株高20.60m前後を31-り、ほぼすr-!日な生活面を構築している。第 1面で検山

した治構は、土城 2基、満 1条、柱穴 1口である。m物にはかわらけ、f.lrlil説磁器の rl:j""j滋や白磁の碗 -

m類、 ー1]"Iこi磁の瓶子、瀬戸窯の碗 .illl、常滑窯の裂やJli!鉢、 t部質火鉢、安lや銭の金属製品、 1砥不iな

どの石製品などが出土している。

a.土境 (図 5-7、原|版 1・8) 

土境 1

調査区B. C-3・4グリ ットで検出された。平面形状は桁円形を量し、確認規模は東西ililJl1m、南

北IIîlJn05cm以上、深さ 20cm を~[lJ り、断而は浅い皿l状を宅している 。 覆土は締まりのない明茶褐色砂質」ー。

山上逃物(図 7)は 1-4はロクロ成形かわらけで 1・3は小皿、 2・4は大1mである。 5はロク

ロj却|ヲの白かわらけ、 6は白磁口〕じ阻、 7. 8は常滑窯の裂である。

土横 2

調査区南東|明で検出されたが西半部は調査区外に拡がっているので全体規模は不明である。確認でき

た規枚は東西刺l約90cm、|判北'lilh130cm以ヒ、 深さ20cmで、あり、平面形状は桁円形を足す大地の土峨と推

iU~ される 。 掘り方の断面は浅いJJll状である 。 裂上は凝灰岩質粒を多く含んだ明茶褐色砂質上である 。

I'~上遺物(図 7 )は 9-14がロクロ成形かわらけで 9は口径7.8cmの小皿l、10-14は口径11.2-13.6

cmの大mで、11は燈明日IIである。15は瀬戸窯の折紙深1m、16は常滑銭の裂、 17は北宋銭の 「元祐通

、J、18は鉄釘である。

b. 溝 (図 5-7、図版 1. 8) 

溝 1

調査区北側、 Bライン沿いを東西に走る満を検出した。西側は調査区外に拡がっているが、東側は試

掘臓により拡がりは不明である。主判|方位はN-106
0 

30' -Eである。第 2. 3面で検出された榊と

はほぼ同様の位置であり、その脱棋や主軸)j位は多少異なっているが、この上j山の地別を継承し造成さ

れたと考えられる。来掘りの満で断面は浅い皿状を呈し、満府は上丹j鬼で刑:lく補強されている。規模は

調査区内で確認できる長さとして約3.8m、 I~.端)111同80-110cm、下端|陪60-70cl11、深さ 20cm前後で、ある 。

淋I~は海抜標高20.30m前後でほぼ平坦に掘られている 。 極上は凝灰岩質粒を少旦含んだ茶褐色砂質

である。

山上遺物 (図 7)は19-26がロクロ成形かわらけで:'19-24は口径7.2-8.0cmの小JUl、25・26は口径

10.8-11.2cmの大1mで、ある。27は白かわらけ、 28は鉄釘である。
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c.柱穴 (図 5・6、図版 1) 

この面から検出できた柱穴は 1口であり、 B-4グリット付近において満 1を切るかたちで確認され

た。平面形状は桁円形、掘り方の断面は逆台形状を呈し、規模は東西軸30cm、南北判135cm、深さ 18cm

である。磁土は町l茶褐色砂質土で凝灰岩質粒を少量含む。図示可能な遺物は認められなかった。
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d. 第 1面遺構外出土遺物 (図 7、図版 8) 

第 1面の遺構に伴う以外の出土遺物で、あり、包含層や確認面検出時に出土した遺物を一括してここに

掲載した。図 7-29-36はロクロ成形かわらけである。29-34は小皿、 35・36は大皿である。37-40は

車磁であり、 37・38は龍泉窯系の青磁鏑蓮弁文碗、 39は鏑蓮弁文鉢、 40は天目茶碗、 41は印花文を施

した青白磁の花瓶である。42・43は瀬戸窯の折縁深皿と卸皿、 44-46は常討す窯の部 -JE鉢 I類、 47は

器質火鉢、 48は北宋銭の 「景祐元宝j、49は鉄釘、 50は粘板岩製の仕上砥である。

2. 第 2面の遺構・遺物

現地表下90cm、海抜際高20.40mを計る、ほぽ平坦な生活面である。第 2面で検出された治梢は満 1

条、土頗 1基である。辿物はかわらけ、舶d事磁器の青磁の碗・ 皿・ 鉢、瀬戸窯の皿1.入子、;常滑窯の

裂、土器質火鉢、女瓦、銭・釘などの金属製品や硯といった石製品が出土している。

a.土壌 (図 5. 8 . 9、図版 2・8) 

土墳1

調査区南西|梢で検出されたが、西半部は調査区外に拡がっており規模は不明である。平面形状は陥円

形を呈しているとみられ、掘り方の断面はすり鉢状である。規模は東西刺155cm、南北事Ih80cm、深さ35

cm前後を確認した。磁土は明茶快j色砂n土で拳大の土丹を含む。

出土遺物(図 9)は 1がロクロ成形のかわらけ、 2. 3が龍泉窯系の青磁鏑蓮弁文碗と鉢、 4は瀬

窯の小皿、 5は粘板岩L製の硯、 6. 7は北宋銭の 「最徳元宝J. I烈寧元宝」、8は鉄釘である。
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b.溝 (1:K15・8・ 9、図版 2. 8) 

溝 1

調査区中央佐ほぼ東丙に走る。第 1面で、検出された満と同様に丙側は調査区外に拡がっているが、東

側は試掘峨により削平されており、その規棋は不明である。第 1而で検出された満よりも満肩を土丹

塊・鎌倉石でより補強されている。主軸方位はN-97
0

-Eである。第 3面の満と主中，"方位 ・位置もほ

ぼ|同機であることから踏襲されて造成されたのだろう 。|折而は浅いITIl状又はすり鉢状。時訟できた刷棋

は長さ 4m、上端幅35-60cm、下端11I高30cm前後、深さ 15-20cmで、ある。覆土は明茶褐色砂質土で凝灰

岩質粒を少量含む。満底は海抜121高20.10m前後を計り、ほぼ平坦になっているが東側にごく僅かでは

あるが下がっている。

出土迫物(図 9)は 9-13がロクロ成形のかわらけで 9・10は，-，径7.8-8.4cl11の小皿、 11-13は， ，律

12.4-12.8cmの大皿で、ある。14は常滑窯の裂である。

I I 

¥ ¥ 28 



d. 第 1面下~第 2面上遺構外出土遺物 (1ヌ19、図版 8) 

第 1 而梢築t中及び第2而のJlW1t に(、I~ うもの以外の ，'H 1:遺物を一指してここに掲載した。図 9-15-

24はロクロ成形かわらけで、 15-22は円任6.6-7.6cmの小JJJl、21.22は燈明皿、 23はil径10.7の中l皿、

24はu径12.3cmの大皿lで、ある。25・26は龍泉窯系の青磁鉛蓮弁文碗と折縁皿、 27は瀬戸窯の入子、 28は

?;ti17窯の盟、 29は土出質火鉢、 30はk瓦である。

3. 第 3面の遺構・遺物

第 3[面で、検出された追梢は、満と建物を1確認した。満と南城の柱穴タIJを検出後、淋の底|百において遺

構が雌認された。同町宮堆M土!付を観察したところ満北辺より活ち込みが確認できたので、 -B記録保存

を行い、 j11tより市域の地業用を取り除いた。 したがって、第 31面の北域は道路状冶梢の可能性もあると

忠われ、 一段下がったところに掘立柱建物を構成する柱穴があったが満によって)'iIJ平されていることが

|り!らかになった。ここで、は上川浩桝としてがIj1条、 FJF7iiMittでは1M:立柱建物などを桝成する柱穴 9n、

またそれを成さない柱穴 3 口を検山した。 上層遺構面の海抜牒l~玉は20.10-20.20m、下j百辺桝面は19 . 74

-19.89m を言|る 。 上用逃~;l4の迎物はかわ らけ、舶載磁器の青磁碗、褐利の賞、常滑窯の惣、 |有部系山

茶腕、土器質火鉢が出土している。下J村治桝ではかわらけ、 1引泊施、白磁の小輩、青!と|磁の合子議、瀬

戸窯の人 f、常滑窯の恋 -Jil!鉢、滑不i製の漏石、鎌 -銭 ・釘などの金属製品、石製品の砥石や箸や菜

許 ・ハ]途不|りjの木製品が山上している。

a. 建物 (1刈10・11・13、|京|版 3. 4・9) 

建物 1

調査|烹A'B-2-4グリ ットで点阿に並ぶ柱穴、建物 1-イ ・ロ ・ハを検出した。前述したように満

を検出後、 H~U底部に東西に並ぶ柱y・〈列を確認したので、満により掘削されていた。 従って構よりも建物は

内い時朋にある。建物1は柱穴の底而に礎板を据えた1Ai:立れ建物であるが、建物の規模は不明である。

ここでは故初に検出した柱穴ダIJを性穴列1、満によって削、Ii.さ れていた列を柱穴列 2とする。柱穴夢IJ1 

は点丙 1問の柱穴 211とそれに伴う柱穴であろうと思われる 311が検出した。柱問寸法の芯々距離は建

物 1-イーロが200cm、1-ロ~ハが80cmを測る。辿物1-イ ・ハには礎板のほかに柱が残っており、 1 -イ

には柱似の両!Ihhに10cm大の土)'J-で村)強されている。柱穴JIJ1の主車rh方位はN-94
0 

50' -Eである。 ま

た、 1-ノ¥iiy辺より部i査区南阿Im~日'J近ま でJ'J さ 2 CI11程の板材が並んで、いた。

柱穴安IJ1の延長にあり、中Ih方位も同一なので建物を構成していた一部だと与えられるが用途は不明で

ある。確認できた長さは72cmで、ある。名柱穴の半面形状は桁円形を呈し、確認規模は任40-50cm、深

さ30cl11I日後を測り、 !Ai:り万の断l師は逝台)1ヲ状で、ある。磁上はl引j茶褐色砂質土で凝灰特質粒、かわらけ片

を合む

柱穴ダIJ2は*Ii可に必ぶ柱穴 6I I、'liul万{立はN-90
0 

30'-Eである。位穴安U1とは多少主中Ih方位がず

れている。性問、「法の芯々距tiltは丙からは70cm、80cl11、 110 CI11、 60cI11、 130cmを浪IJり、建物を梢成する

配位には適しているとは思えない。板硝等は確認できなかったが建物内への補強のための怠l沫をもっ柱

穴列ではないかと推測できる。各柱穴の半面形状は確認できなかったが円形及び楕円形を星していると

般加IJされる 1-2・4・6にはj平さ2-4 cmの礎板が泣印していた。lirff認規模は径20-60cl11、深さ30

-40cl11を測り、掘り }Jの断面は深鉢状である。磁土は縦灰岩質粒を少量含んだH昔茶位j色弱ねi質土であ

る。

山上冶物(図13・14)は、 1 が子担ね成II~の白かわらけで、 立~物 1 -イから I~I . I二 。 ~物 1 -ロからは
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図示可能な冶物はない。 2-3はロクロ成Jfヲのかわらけ、 4が龍泉窯系の青磁碗、 5が白磁の小宜、 6 

が青白磁の合子蓄、 7は褐利!の査で、四耳宣と思われるもの、 8が常滑J宝鉢H類、 9が北宋銭の 「皇宋

通宝j、10は鉄釘、 11は上野産のものに類似した中砥、 12・13は用途不明木製品で、 12が中央に穿孔が

あり、環状を呈しているもの、 13が全体に削り加工を施してあり、箆ではないかと思われるもので、建

物 1 ーノ 1から出土。 14はロクロ成形のかわらけ小皿iで、~挫J!物 1 一寸1 カか、ら l出1

小皿でで、、建物 1すから出土。16はロクロ成形のかわらけ大皿、 17は常滑担鉢I類で、建物 1-3より出

上。 18は全体に火を受けたかと忠われる川途不明の木製! I I II II で、建物 1-5 から I~III上。 19-49はえl!物内覆

七から I~~土した辿物である 。 19-26は口径7.2-12.6cl1lのロ クロ成形のかわらけ、 27が手担ね成形の |さ

かわらけ。28. 29が龍泉窯系の青磁銃蓮弁文腕、 30は瀬戸窯の人子、 31-37は常滑窯製品で31-33は

担鉢I類、 34・35は担鉢E類、 36・37は部である。38は鉄製の鎌の芸部、 39は滑石鍋の底を転用した

温石、 40-49は木製品で40-45は箸、 46・47は菜軒、 48・49が加てはしてあるものの用途不明の木製

品で、ある。

b.溝 (図10・12・14、図版 3・5・9) 

溝 1

調査区A.B-2-4グリットの範囲で検出された。主1111"方位はN-92
0

25" -Eであり、建物 1より

も新しく、第 3面において上j智治構として区別している。一部試掘臓により削平されているが制査区内

をほぼ東丙に走り、満肩は大 ・小土丹塊と鎌倉石で中ili強されている。主'MI方位はN-92
0 

- Eである。

掘り万の断面はすり鉢状を呈し、確認規模は長さ4.7m、上端l幅30-50cl1l、下端JII日30cI1lrIIJ後、 深さ20-

25cmで、ある。満底の海抜標高は19.87m-20.00mを計り、東から西に向かい徐々に下っており、検出範

囲内では13cm下がっている。東城ではrr'?11屈は狭く、丙j或か ら東城にかけて拡がりをもっ素掘りの治であ

る。組土は凝灰岩質粒を多量に含む、締まりのない茶制色砂質上。山土遺物 (医114)は50-56がロク

ロ成形のかわらけで、 50は口律4.7cmの内折れかわらけ、 51-55は口径7.5-8.5cmの小田lで、 54は燈|問

血、 56は口径13.8cl1lの大illlで、ある。57は龍泉窯系の占磁鉛蓮弁文腕、 58は褐手111の也、 59は常滑窯の童話、

60は南部系山茶腕、61は土器質火鉢である。
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c.柱穴 (図11・14、図版 3・5) 

この面から検出できたピットは 2口であり、 B-3グリット杭付近、 -Jjは調査区Bライン西側で建

物 1-1に削平されるかたちで確認された。両ピットの平而形状は円形、掘り方の断而は逆台形状を呈

し、規模は東西車11130cm、南北車IJI35cm、深さ18cm前後で、ある。覆土は暗茶褐色粘質上である。図示可能

な遺物は認められなかった。

d. 第 2面下~第 3面上遺構外出土遺物 (図14、図版 9) 

第 2面梢築土中及び第 3面の迫柿に伴うもの以外の出土逃物を一括してここに掲載した。図14-62-

72はロクロ成形かわらけで、 62-69は口径7.2-8.0cmの小illl、70-72は円径11.8-13.6cmの大mで、ある。

73-76は常滑窯製品であり、 73が裂、74が担鉢 I類、 75・76がJ12鉢H類である。77は上諸質火鉢、 78

は女瓦である。

4. 第 4面の遺構・遺物

海抜際高19.60-19.80mを計る。この面で検出した迫梢は土成 3基、住物と思われる配置を示す柱)

5 口、倒立柱建物などを構成しない柱穴15円である 。 遺物はかわらけ、龍泉窯系青磁の碗 ・皿、'，t~rl~t窯

の饗 -J2鉢、土器質火鉢、常滑窯製品を転用した砥石、銭や鉄製品の刀 j乙、漆器の皿や符や箆といった

木製品が出土している。

a.建物 (図10・15・16、図版 6. 10) 

建物 1

調査区A'B-2-4グリットから検出された。建物とする北辺には40-60cm大の上丹を組んで区画

されていた。そこから南側が約40cm掘り込まれて泊桝群が検，11'1されたことにより建物と認識した。さら

に第 3商建物 1より建物内の拡がりが認められる。建物を梢成するような椛実な柱穴配置は定かではあ

ったが、事111方位 ・柱問寸法などの関係から東西に並ぶ柱穴列を 2列確認した。

建物の北辺に石(土丹)積み列を確認した。 10-70cm大の土川で、30-70cmの土丹塊をf~J-日し、梢成

されている。lli由方位はN-94
0

30'-Eである。検出範囲内では長さ440cmを測り、調在区西側に拡が

りが確認できる。さらに、石積みダIjに沿って不等間隔で掘り方のない杭が打たれ補強されている。調査

亙内での杭の間隔は西側から80cm、30cm、28cm、60cm、40cm、75cm、52cl11で、あり、調査区西壁にも見

られる。この各杭は比較的大きい上丹の前回に打たれている。板壁を抱え、 4有杭j応Lで

でで、も確認されているが、ここでは板壁を使用しない造り方の可能性が考えられる。

B-2 -3グリットの範囲で束丙一間 (P1・10)を検出した。中111方位はN-92
0

-Eとなり、柱問寸

法は210cmで、ある。P1の平面形状は桁円形を星し、確認脱棋は*"西4il1140cm、南北軸54cm、深さ24cm、

掘り方は逆台形状である。底面には礎板が据えである。P10は第 3面の治構と P9により削平されてい

るため、規模は不明であるが、およそ径50cm科、平面形状は桁円形をidしていると与えられ、深さ約

30cmで、ある。ピット綴土中に礎板が 2枚検出された。

方の柱穴列 (P6・7・8)は挫物北辺石(上丹)秘みに沿って検出された。'liilI方位はN-92
0

30' -E、各柱穴の柱間寸法は西から196cm、198cmで、ある。先述した柱穴列とは1MI方位が若干異なり、

また、南北における配置にも適さないので同じ建物を構成する柱穴列とは考えられない。だがここでは

建物内にあり、建物に凶述する迎梢とした。P6・8は石相みにより正確な規模は不明である。P6の

q
J
 

P
O
 

内

L



、!I.I(i])f3状は|判九方j肢を足し、確認できた規棋は律40cm前後、深さは35cm、|析|踊は逆台形状。P8の平面

形状は円形を宝し、任40cm、深さは55cm、断而は逆行形状である。P6には20cm大の偏平な七丹が、 P

8にはl底面にJ平さ 5cm程の !i症板が1~えられており、その上には腐蝕した 111 さ 70cl11れの )(J柱が遺作してい

る。 P7のiJffiり方の、F面形状は11m丸方形、出rr凶逆台形状で、ある。確認、規模は東西ilill134cm、南北車，1!40cm、

深さ54cI11で、ある。磁 !:は凝j氏;r，n粒 ・小仁丹塊を多く合んだH古司j定住j色似粘n土で、ある。このピットに残

存する礎板等は検出できなかった。

作柱穴タIJは;RV可1-211'rJと検出したが、調査区内では点丙に延びるような配置は認められなかった。

しかし、調査区内で、限った結果なので拡がりをもっυJ能'1唱は惟i!llJで、きる。また、行ftiみ列北側は有機物

!商品I'j土と凝灰右粒を多jllに合んだ粧l砂粒状の上で地業されている。この石町iみ列より南側部分は一段下

がって住物が|丘四され、北1JliJ ~!3分はほぼ平国に整地されている 。 こういった梢造は市内追跡にも例があ

り、北1J!1J部分は道路と推測することができる。

iI'， Iこ冶物 (1z<116) は、 19はロクロ成形のかわらけ大山l、20は常計刊12鉢 I知、 21は北宋銭の 「元盟通

't」である。P1から山ιt。
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図15 第 4面土墳・柱穴各遺構
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b. 土墳 (1豆110・15・16、図版 6・10)

土境 1

調査区 B-4 グリ ッ 卜、南京I~'J~で、検 II~I したが、第 3 1因遺構により削、IL されている 。 他の遺構に比べ、

多量の冶物が廃棄されているのでゴミ穴として使川したのであろう 。平而形状は方形を日しているとjs
われ、 (1m認胤棋は束同中11i60cm、|札|ヒ!r11i80cm、記長さ30cmで抑，りプiの|析而は逆台形状で、ある。出 i二は111・

小上丹l鬼とかわらけ片を合んだ時茶褐色弱粘質土である。

山上辺物(凶16) は、 1-12がロクロ成形のかわらけで、 1-4が口径7.8-8.2cmの小l皿、 5-12が

u径11.6-12.8cmの大1fI1、13が子担ね成形のかわらけで、口径9.1cmで、ある。14は龍泉窯系の鈎蓮弁文腕、

15は (~Î行17J E鉢 I 類。

土靖 2
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図17 第 3面下~第 4面上出土遺物
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調査区B-2グリットで検出された。本遺構は大型の土成に切られていて規模は不明である。平面形

状は円形を呈していると思われ、確認できた規模は、東西jPrt'60cm以上、南北軸60cm、深さ15cmで、掘り

方の断面は浅い皿状である。額土は日音;茶褐色粘質土である。

出土遺物(図16)は、 16がロクロ成形のかわらけ、 17・18は木製品で、 17は箸、 18は箆である。

土靖 3

調査区B-4グリット杭付近で検出された。大型の土墳だが、第3面遺構や当面検出の遺構に削平され

る形で検出され、土域2を切っている。従-って土城 2よりも新しい時期に位置づけられる。掘り方の平

面形状は不整円形を呈すると思われ、断面は浅い皿状である。規模は東西j!i，ln06cm、南北車，bll0cm、深

さ10-15cmで、ある。額土は締まりのない暗茶褐色弱粘質土である。図示可能な遺物は認められなかっ

た。

c.柱穴 (図10・15・16、図版 6・10)

この面で検出した各柱穴は、前述した掘立柱建物を構成するような柱穴以外はそういった配置を認め

ることができなかった。P2では当迫構と同様の大きさをもっ鎌倉石が柱受けの根石として残存してお

り、 P9にも20cm大の土一月が残存していた。P3には偏平な鎌倉石が底面に据えられていた。P4は10-

20cm大の土丹ー 2個が積み重なっており、 P5では礎板と考えられる 2枚の板が袈土中に迫存していた。

その他の柱穴には見られなかった。掘り方は平面形状が円形または楕円形、断面は逆台形状またはすり

鉢状を呈し、規模は径30-40cm、深さ20-50cmで、ある。覆土は凝灰岩質粒を多く含んだ暗茶褐色弱粘

質土である。

各柱穴の出土遺物(図16) は、 22がロクロ成形のかわらけ大皿、 23は常滑窯製品を転用した切り出

し痕が認められる転用砥石で、 P2より出土。24は青磁櫛描剖花文Jlliの底部で、 P3より出土。P4から

は、 25はロクロ成形のかわらけ中血で、仁!縁を輪花状に整形しており、推定 8弁になるものと推測さ

れる。その他の柱穴からはかわらけ小片だけで図示可能な遺物は認められなかった。

d. 第 3面下~第 4面上遺構外出土遺物 (図17、図版10)

第 3面構築土中及び第4面の遺構に伴うもの以外の出土遺物を一括してここに掲載した。

図17-1-19はロクロ成形のかわらけで、 1-14は口径7.4-8.5cmの小皿、 15-19は口径11.9-12.8cm

の大血である。20は復元口径12cmを測る手控ね成形の白かわらけ、 21は龍泉窯系の青磁鏑蓮弁文碗、 22

は口縁部を輪花状に施しである青磁無文碗、 23は褐粕査の胴部片である。24-26は常滑窯製品で24は

饗、 25は提鉢I類、 26は捜鉢H類。27は土器質火鉢、 28は凝灰岩質の仕上砥、 29は鉄製の刀子、 30-

37は木製品で、 30-35は箸、 36は箆、 37はへラ状に加工したものである。38・39は漆器の皿で、 38は

内面に亀甲花文のスタンプ、 39が内面に草花文を手描きしたものである。40は一部漆が付着している用

途不明木製品である。
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図18 第 5面全測図

5. 第 5面の遺構・ 遺物

この面で検出された遺構は網代板壁、土~J:i 4基、-tAII立柱建物を構成しない位穴14口である。治桝面

の海抜標高は19.30-19.60mで、ある。出土遺物はかわらけ、土器質火鉢、木製品や布が出土している。

a. 建物 (図18・20、図版 7・10)

建物 1

調査区A.B-2-3グリットで検出した。建物形態は網代(板壁)を持つ掘立柱建物であるが、桝

造的に捉えられないため判然としない。さらに東西に並ぶ柱穴列は調査区ほぽ中央を東西に検出した網

代の北側に沿って検出した。網代のIPI1I方位は N-92
0

-Eであり、柱穴列も同位置の方位を示す。この

網代上部から北側域は10cm程低く、第4面建物に似た様子が窺え、網代から北側域を建物内と区別した。

確認規模は東西2間×南北 1間で、東西問の柱間寸法は西から120cm、140cmを測る。南北聞は160cmと

なる。北側の柱穴列は調査区外にあると思われ、調査区内では確認できなかった。各柱穴の平而形状は

楕円形または方形を呈すると考えられ、径36-52cm、確認面からの深さ23-43cmを測る。掘り方の断

面は逆台形状またはすり鉢状を呈す。磁土は凝灰岩質粒 ・炭化物を少景子守んだAfr'茶褐色糸J11"i土。また、

同じ建物内において調査区北東隅から網代とほぼ同ーの軸方位で、南側に杭で、打たれ補強しである板壁を

検出した。長さは226cmを測る。建物 1と関連性はあるのか不明だが、そういった可能性も示唆できよ

つ。

~III土遺物(医120) は、各柱穴からは図示可能な辿物は認めることができず、挫物内からの出土辿物

だけである。 1はロクロ成形のかわらけrl'Jlll、 2-4は木製品で、 2は椀、 3・4は端部に漆が付着

po
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しているが用途不明品である。

b. 土境 (図18-20、図版7・10)

土壌 1

。

図19 第 5面土境・柱穴各遺構

ーー盟主区西壁
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調

土域2 I宮
北
壁

ートA-4

2m 
一一ー一 一」

調査区B-3グリ ットにおいて検出したが南側部分は調査医外に拡がっている。平田形状は|制丸方形

を呈していると考えられ、陥認できた範囲では束西径 1m、南北径60cm以上、務長さ60cm前後を測る。掘

り方の断面は逆台形状を宝している。額七は凝灰!M'l1:粒を合んだH音茶褐色料質土で、ある出土遺物(I玄|

20) は、 5 がロクロ成形のかわらけ、 |一l径9.2cll1を測る ~I'lillである 。 そのほかに |羽示可能な遺物は認め

らオ〆Lなかった。

土壌 2

調査区A-4グリット、北西附において検出した。東側は柱穴により削平を受け、北 -西側は調査l五

外に拡がっているため、憶測だが平田形状は精円形を呈すと考えられる。南北径 ・東西径は削平が激し

いため不明である。深さは24cmを測る。帰り方は逆台)惨状を呈していると考えられ、覆土は暗茶褐色弱

粘質上である。

II. ~I土辿物(図20) は、 6 がロクロ成形のかわらけで外而全体に煤が付着し燈明 l山である 。
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図20 第 5面各遺精・第 4面下~第 5面上出土遺物

c.柱穴 (図18-20、図版 7・10)

¥ーーナーィ
A土横1

A土域2

:s;::グ
I 13 

12 

il1.面から検出した各柱穴は掘立柱建物などを構成する配置は認める乙とはできなかった。各掘り方は

平面形状が精円形または不整円形を皇 しており、規模は径26-74cm、確認面からの深さ 10-61cmで、あ

る。覆土は凝灰岩質粒を若干含む茶褐色粘質土である。

図20-7 -13に示した柱穴出上の遺物について簡単に触れる事とする。7・8はロクロ成形のかわら

けでP1から出土。9・10はロ クロ成形のかわらけ、 11は黒漆で全体を塗布された木製の櫛、 12は捻ら

れ漆で塗り固められている布、 13は小片で、はあるが外面を黒漆地に朱漆を塗布しである漆器の皿であ

る。9-13はP2から出ム。

-270一



d. 第 4面下~第 5面上遺構外出土遺物 (区120、図版10)

第4面構築土中及び第5面の遺構に伴うもの以外の出土遺物を一括してここに掲載した

~120-14-20はロクロ成形のかわらけで、 14-17は口径7.8-9.0 cmの小皿、 18-20は口径10.4 -12.1cm

の大血である。21は手提ね成形のかわらけ、 22は口径4.2cmの極小白かわらけ、 23は角型の土器質火鉢、

24は述歯下駄である。

ーi
円
/

n
L
 



表 1 遺物観察表 (1) ( )は復元

図番号 出土面・ 遺構 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土・ 繁地 c.色調 d.粕薬 e.焼成 f備考(cm) (cm) (cm) 

7-J 知 1[師上城 1 かわらけ (7.2) (5.0) 1.6 aロクロ外)JS:糸切11H微砂 '..'.(，1吐iミ1-.c. b~位色

7-2 " かわらけ (11.6) (6.4) 3.1 a.ロクロ外底糸切痕 b微砂'.lll吐UI:c位色

7-3 " かわらけ (7.6) (4.8) 1.8 aロクロ外)J'i:糸切泌 b.微妙 '21手段 1'.c.l，Hif色

7-4 " かわらけ 12.2 7.2 3.3 a. ロ ク ロ外)J'íO糸切泌 b 微妙 '.ß I吐 I'I~I' I:n粘やや制 I~. c. {立13色

7-5 " 1'1かわらけ / 4.6 / aロクロ外政糸切浪 b微妙災 |・c./火(1色

7-6 " ilf滋 11)[ IUl 11縁部小!'t- b. )氏r1色1j'lT!階級 d.l:点(1色、ド透明 11竹部隊l治

7-7 " 'ì;~消費 )J主部小);- b. )兵制0.砂粒 (1色粒多 ijtc. tu色ドキJ火向IIH羽色

7-8 " '市 消 費 11ft (37.6)縁41?幅 2.6 b. )氏tu色fi'j、粒 II色粒少!止 c.1I青みw色 1:年以都民灰色

7-9 :r， 1 ifli 上横2 かわらけ 7.8 5.8 1.7 a. ロクロ外Ij.'(糸切泌 b. 微妙 '1] 1苦み色料I' I~I' 小イ i粒ややm lニ c. &~立色

7-10 " かわらけ 11.2 8.0 3.05 a.ロクロ外!必糸切浪 b微妙 '21吐，Ji'<色ヰ;，I' I~I 五LI二 c. !.\~位色

7-11 " かわらけ 11.2 7.8 3.1 
a. ロクロ外!必糸切炭 b. 微妙 '.Rltþ 赤色粒 I' I ~I 小石粒やや栴1 1: c.m色uな
1911Ul 

7-12 " かわらけ 13.6 8.2 3.1 aロクロ外ほ糸切痕 b微妙'21吐，JJ、色事11(1針小イi粒ややmt:c.1登色

7-13 " かわらけ 11.2 5.8 ; 3.1 a. ロクロ外IK糸切痕 b. 微妙 '21吐亦色料 ÎI針小[j*~ 粗上 c. 19H't初色

7-14 " かわらけ 12.4 7.2 3.1 a. ロ ク ロ外股糸切線 b. 微妙 ']1: 1辛亦色卒、~ l' 1$1・U1:. c.l!J.般色

7-15 " itil i折**深1m 11絃問i小川ー b. 111.灰色fi'J、粒*"iU仁d.{北灰緑色 c.Wf閥抗

7-16 " 百~ìfi 型E 縁4iF幅 2.2 b.1I古灰色砂粒小石粒少fac 肉色降灰部t~l.反色

7-17 " 銅製品 ~~ fえ尚通'Ii~t:l<初j/; 1086 {['. 

7-18 " 鉄製品 書I 伐{{-j是7.8XI隔0.7X)'l 0.6 

7-19 :r， 1而i.'1i1 かわらけ (7.6) (5.6) 1.6 aロクロ外li.i:糸切IRb.微妙 '21吐II針良 |二c.11t燈色

7-20 " かオコらrt (7.2) (5.6) 1.8 a ロクロ外}J'í:糸切出 b. 微妙 '.1J I昔I' I~十 五! I:c.m色

7-21 " かわらけ (7.6) (5.4) 1.8 aロクロ外/j'i:糸切れ b.微妙、'.11，世1'1針山 1-，c. !It位色

7-22 " かわらけ (7.6) (5.8) 1.3 a. ロクロ外政糸切痕 b 微1目、jï: f手Î1 ~I' 1込1:c. 1世俗色

7-23 " かわらけ (7.6) (5.8) 1.7 a ロクロ外政糸切痕 b. 微砂 '_ll lせ (I~I 五! 1: c. b~俗色

7-24 " かわらけ (8.0) (4.6) 2.0 aロクロ外ほ糸切IHb.微砂*"iU1: c. 191bHU色

7-25 " かわらけ (10.8) (6.2) 3.0 a.ロクロ外底糸切痕 b.微砂雲母段上 c.bH在色

7-26 " かわらけ (11.2) (6.2) 3.4 a.ロクロ外ほ糸切炭 b.微砂'1m良 1:c. bH，t.色

7-27 " (1かわらけ m'il部小川 b微妙良 1:c.災I<U色

7-28 " 鉄製品 事I 妓{(長 7.0X耐 0.5xn 0.4 
7-29 第 11価上 かわらけ (7.2) (5.0) 1.4 a.ロクロ外股糸切lj'{b.微妙'.sRtぶ色料 (IWHlI二c.民俗色

7-30 " かわらけ 7，1 4.7 1.8 a.ロクロ外ほ糸切れ b微妙 '2k;';，、色料(1 $-1・I:H平世相1t. c. 191{立I<U色

7-31 " かわらけ (7.4) (5.0) 1.65 3.ロクロ外1[1;糸切IHb微1沙'.21吐ぷ色粒(1$-1-~U 1: c. b~際色

7-32 " かわらけ 7.2 5.2 l.75 a. ロクロ外ほ糸切lj~ b微妙'.21吐，Jr<色料 (1$11二n粒 mI:c. b~燈色

7-33 " かわらけ 7.4 5.15 1.7 a.ロクロ外!底糸切liH微妙fZ母み色位 (1針|二f't粒羽11:c， 1'11rr色

7-34 " かわらけ (7.8) (4.2) 1.95 aロヲロ外J応糸切IUb.微砂'ぷ母亦色粉(1針*11r-. c燈色

7-35 " かわらけ (10.8) (6.2) 3.0 aロクロ外J氏糸切自主 b.微妙 '21せ，Jrミ色料 1'1$1'llll: c. lI)JbHU色

7-36 " かわらけ (12.4) (7.8) 3.2 aロクロ外IJ'i:糸切浪 b.微妙'ぷI社，}jミ色粒 (1$-1'I:It粒粧l上c.11~fな色

7-37 " 
百I1 fJ~:1{系 (14.6) / / b明以(1色柄'1五山城主d.)兵紋色透明[外l耐釘li!1i11'文;

，'i'f滋島:SMi弁文腕

7-38 " 
自11 J.í~ :1{系

11縁部!"i- b.WI以 1~1 0. f~ll~ J官級 d総灰色透明!人i外凶iNr-のl庖布hf外r{jj鈎泌11'文
117殴鈎Mi弁文碗

7-39 " 
自 11 J.í~ :叙系

t'i磁鈎.必11'文鉢
(11.3) / / b.1リl以(1色fi'IU"ii級 d，YT緑色不透明r.外而鉛必弁文

7-40 " JJ磁天11茶碗か Llhli.'ill/l、)'，. b. IリJ/:kl'l色精良堅級 d.f91J:氏総色不透明

7-41 " ，'(( If滋 イEJIli i忌大nl司告1i1.壬 (7.6) b.191灰(1色粁i五!I~~級 d . 191 1長総色不透明[ 介わせ'\刊さり外úii Fll{Ë.)(

7-42 " 瀬戸折h~深 IJJl 11縁日II}'，- b.乳(1色砂粒 (1色粒良|二d.lI11品位以色 e.Wf似'l't

7-43 " 瀬Ji卸IIil l底部小);- b.宇L(I色 ILI色料炎上 d.19IMI.バ色 e..TWli!l!U

7-44 " 'ìi~討't ~控 *~イ ， }I陥 3.0 b. M.l色紗粒 ILI色料やや多:，1c.1I内側色~灰色
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表 2 遺物観察表 (2) ( )は復元

種別
口径 底径 器高

a成形 b胎土・ 素地 c色鯛 d.紬薬 e.焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

7-45 ;;ji 1 I(!I 1・ 1円滑 j'Ul> I JJ! IIUffl¥小，'，- b.1示(1色{沙粒 (1色料多 :，tc.)ポ(10. 

7-46 " 'ìi~ i1~ Wfc宇1f羽 / (16.0) / b.1:パ色紗粒 II色粉小イi粒多量 c.灰色

7-47 " 1'.紛 れ火鉢 (43.0) (32.8) 9.7 b. ):火色li'J、粒小ィ;粒ヰqll:c. .fU色~灰色 e.lHf'~史 'l't

7-48 " 銅製J111 銭 f.JJt村i疋':li~tA( 初$)/ 1034年

7-49 " 鉄製品 ~r 臣賞作長 5.2X師 0.4X}j品0.4

7-50 " イ1製品自Hi 残存j圭6.1X似 3.9Xl'1-0.9 c. }バII色~灰株j色f.ft 1司自E料i板作製

9-1 m21而 1:綴1 かわらけ (7.9) (5.6) 1.8 札口 クロ 外底糸切11'{b微砂'1i1吐赤色村(1針山 l二C.1Q俄色 Uifl91llil

9-2 " 
oil見4窯系

1 I t~ ffl \小lt b. þ~灰色村良 l稽級 d 灰緑色不透明内外而原子の施柄h f.外I師鋭iili弁文
Ji磁~mjf)左腕

9-3 " 自包決策系 ，'(磁n 1 I h~~i\小 1'，- b. Jポ Î I 色 r，'1良，~そ級 d. 1I背!氏M色不透明

9-4 " 瀬Ij 小IUl 1 Ih¥dI¥小片 b. :iqJポ色 I沙粒相良上 d.1911:火緑色内面ド!立lJ1If;

9-5 " 石製1111" ，拠 残存j是12.1X恥¥2.3 Xl'1-1.3 C.I:長潟色f.粘似k.}製

9-6 " 銅製品 銭 f. 1;(徳Jl:'If北京初鈴 1004年

9-7 " 銅製品銭 L煎;簿iJe'主 北米初銚 1068lf'. 

9-8 " 鉄製品 ~T 伎作~5.7 X!T;，1 0.8 Xl・1-1.0 

9-9 ;;ji 2 IflI i，"11 かわらけ 8.4 7.0 1.2 a. ロ ク口 外}i~糸切泌 b. 微妙、 '11 1吐亦色料 ( 1針やや如上 c. 191 :iqt，fj色

9-10 " かわらけ (7.8) (5.8) 1.3 a.ロクロ外J底糸切線 b.微妙'1iltt赤色粒 II幸|上丹粒やや杭ltc.191&褐色

9-11 " かわらけ 12.4 7.3 3.1 a.ロクロ 外底糸切jj{b.微妙怒りろか色料 (1針上I'tt立政 1:c.位色

9-12 " かわらけ 12.8 8.8 3.1 3.ロクロ 外l怠糸切IHb.微妙 '111吐亦色粒 h針|二n粒込 1-.c. 191Tt初色

9-13 " かわらけ 12.8 8.9 3.5 a.ロクロ外!底糸I;JJlub微妙'.91吐，}i，色料 (1針仁川粒良 1:c. I~ll'~補色

9-14 " 前~ift ぅE ilU (39.0)総41?恥¥2.4 b. )ポ色紗粒黒色粒 1' 1 色料小イ7粒多~，t c. 11向亦ru色~拘色

9-15 
;;ji 1 rfiiド

かわらけ 6.6 4.8 1.1 aロクロ外JJま糸切痕 b微妙'1iro:tJ1粒段上c燈色
-;;ji 2 I(lj上

9-16 " かわらけ 7.2 5.4 1.7 aロクロ外収糸切泌 b微妙 '.11.1吐1'1針 1-.丹粒良 1:c. &位色

9-17 " かわらけ 7.4 5.2 1.6 aロクロ外J必糸切1Mb.微砂 Jtlせ(1$1'r.J'H立段上 c.!Q:格色

9-18 " かわらけ 7.7 5.8 1.5 aロクロ 外ほ糸切li{b微妙 '2ll}内針 t丹粒良 f:C. ~I立俄色

9-19 " かわらけ 7.3 5.8 1.6 aロクロ外!底糸切Ij{b微砂1HlTII量l'J:J'I粒良 1:c. t竜燈色

9-20 " かわらけ 7.6 5.8 2.2 a. ロクロ外Jt~糸切Ij~ b.微妙 '_sI:!):(1$+ I:H粒T!t c. t世俗色

9-21 " かわらけ 7.6 5.1 1.6 a.ロクロ外底糸切線 b.微妙'ぷ陸上上丹粒 良上c田氏燈色f.焔'91111l

9-22 " かわらけ 7.45 5.65 1.85 a.ロクロ 外底糸切IHb.微妙 'ltfせk丹粒 i込iニc.位色u立1!fIlUl

9-23 " かわらけ 10.7 7.2 3.5 a.ロクロ 外股糸切炭 b.微妙主将|二n純良 jニc位色

9-24 " かわらけ 12.3 8.2 3.1 a.ロクロ外底糸切IJ'{b.微妙']1:l辻仁丹杓段上 C.位色

9-25 " 
I11!見47恕糸 1 11i (10.8)刈内向 2.9

b. ( 1灰色 m色料 相良 "i~鰍 d . 1 りI!:火緑色、J~透明 刊行f/:f.t ~ Jlfi 
lT磁RII茶碗 日目，:'~ 5.75 

自il5に:匂糸
b 以内色杓L~'をt抵当 d. :!1l 1味総灰色不透明粗lぃr.t入必fî'ïl:卜J'~客船 f 外而鈎

9-26 " fT磁j/.1泌弁文折 1151今任 10.8
主主すl'文

hHUl 

9-27 " 瀬戸人 f IIU;ijl小)¥- b. !/1.灰色砂粒良 1:c1. 11(色 e. 良好やや~!l!1~

9-28 " 常計・1世f W ir恥¥3.3 b. 19 1!，~事u色砂粒( 1 色粒多 ~，1 c. ，~\~ fU色降Jポ gfI J1( i' 1 色

9-29 " t日;;'['( 火鉢 1 I ~求問i小1'，.. b.l:火色砂粒1'1色料小イi粒粗 tc.被j色e.良好 ~!l!'l't 

9-30 " !，(瓦 (、Je.J{) 銭(7-J>l:5.1Y長({恥，16.9J'正2.1
a.l"illlI3i'1約F文総れ砂 ''''1而横1立ナデ端部へラ削り b.Jポ色砂粒 !，U色粒(1 
色粒相lt e.良IlH史質

13-1 
;;ji 3 1筒

( 1かわらけ (8.2) (7.2) 1.8 3. f.Nね外!必折vu泌 b微妙良 r.c.字L(I色
ill物トイ

13-2 
司~ 3 t(Li 

かわらけ (7.6) (5.6) 1.4 a.ロクロ外政糸U.Jji{b微{沙雲母(1針やや粗土 C.俊色
ill物 1-ハ

13-3 " かわらけ 12.9 8.4 3.5 a. ロクロ外Jj~，t{切lii b.微妙 ']11吐(1針 l二J、仲立やや精11:c.位色

13-4 " 飽Jh47喫系 14f磁碗 Ilhlffli小1¥- b. J，反(1色相良明級 c1.J:民総色、ド透明

13-5 " Ilf!滋 小、U( / (4.6) / b.以II色村良1計約 c1.r iI.火色透明外而鉛)的

13-6 " ，'i'( 1磁介 (-;u (7.2) / 1.6 
b. J天 ILI 色 J，U色料 r，'IÞ込 I~そ級 c1. ， 'í'k，~色透明 1 1行部-1丸山i天的卜J' llí: ~~ J恰 f 外
I(JII'1l佑文 ・iili11'文明隙

q
d
 

弓

f
円

L



表 3 遺物観察表 (3) ( )は復元

図番号 出土面・遺布陣 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土 ・繁1也 C.色調 d紬薬 e焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

13-7 
m3r師 同相hi:;: 

1 1I壬(12.4)総，抑制 2.8 b.灰色紗粒 h色粒良 td. ~\\快j色 IAJïi刷阿部*'め e 良好 fl]l! 'l't
え~物 1 ーハ (凶耳蛍か)

13-8 " 百ii1't 担鉢日矧 11縁部小片 b.1情褐色砂粒 ILI色粒少公 c.llf'r赤紙j色

13-9 " 銅製品 銭 f. Q.*・通rj[北'ノk・初銚 1038{ド

13-10 " 鉄製品宮I 伐{7-長 5.9X幅 0.4X厚 0.2

13-11 " 布製品目I石 残存長 3.3X幅 2.8XI早2.6c.貨制色r.'1'低七野路か

13-12 " m途不明木製Jrl 長2.4X幅 3.0 r. rl':!k，にZFイLfJ;l状

13-13 " )tJ途不19]木製品 長16.3XI幅1.9X坪 0.7 f.全体にrfllりlJil工ヘラか

113-14 
ヨ131百

かわらけ (7.6) (5.8) 1.6 aロクロ外底糸切炭 b微砂 . ...'lli}:白針良上 c.1別茂被j色ill物 1-1

113-15 
m3而

かわらけ (7.8) (6.0) 1.7 aロクロ外股糸切浪 b.微妙'五時!とl金|良上 C.燈色
ill物 1-2

13-16 
穿i3而

かオコらIt 12.8 8.8 3.2 a.ロクロ外ほ糸切炭 b.微妙. ...'lnt (1針良七 c.I~I災被j色
ill物 1-3

13-17 " 'ii~ìft 担鉢I類 (30.0) 
尚台f圭

13.2 a. íI占付r~'h b.l反紙j色砂粒 il@.粒小石粒多fJc.J.氏側色 f.内而l持i域
(14.8) 

13-18 
自O3 1筒

川途不lリl木製品 長31.5X削 5.4 f.全体的に火を受けたのか
組!物 1-5

13-19 百13凶建物内 かわらけ (7.2) (5.0) 1.6 a. ロ ク ロ外!必糸切痕 b 微砂 (I~I' .t丹粒 やや粧i上c.I~]災何色

13-20 " かわらけ (7.8) (5.8) 1.6 a. ロ クロ 外}J'~糸切痕 b 微砂 雲母 (1長十五! t c.l竜総色

13-21 " かわらけ (8.6) (6.8) 1.6 a. ロ ク ロ外/i~糸切痕 b. 微妙 '1m 1込上c.19H北側色

13-22 " かわらけ (7.6) (4.8) 1.6 a.ロクロ外底糸切痕 b微砂 '.!tfせ段上c燈色

13-23 " かわらけ (7.8) (5.6) 1.4 a. ロ ク ロ外Jij;糸切IHb. 微妙 (1剣上丹粒やや粗上 c. 19H~ 紙j色

13-24 " かわらけ 7.8 5.6 1.5 a.ロクロ外J必糸切痕 b.微砂'21吐白針良土c.燈色

13-25 " かわらけ (12.6) (8.6) 3.4 aロクロ外底糸切線 b.微妙113母白針良土c.燈色

13-26 " かわらけ (12.4) (6.8) 3.4 a.ロクロ外l必糸切IHb.微妙 . ...'lHt ILI針良 1:c.般色

13-27 " l当かわらけ 11緑内i小/t a.手J2ね外!必.r，守im浪b微妙良 1:c.灰白色

13-28 " 
加泉家系
-，17綴錦泌弁文腕

(17.2) / / b灰白色納良l程級 d.灰緑色半透明 t外面鏡注弁文

13-29 " 
飽Jぶl:議系

11縁部小片 b灰!とl色相良!笠級 d.以緑色半透明 席予の胞覇hf.外luimi!fi弁文
ff磁鈎雄弁文l施

13-30 " 瀬戸 入子 5.5 3.0 1.7 
a 外!底糸切I~ b.灰Il色紗粒 段上 d.灰利l灰(1色e.良好 I硬質f.内耐火維
物多量に卜h'1

13-31 " 前汗tfl鉢I類 11縁部小片 b.灰祇j色砂粒 ILI色粒小石粒 多htc灰色降灰白111音灰色

13-32 " 1常滑担鉢I鷲I .1縁部小片 b.灰依1色砂粒 (I@.粒 やや少沿 c.灰祇j色降灰部H音灰色

13-33 " 百I討・1担鉢nri 円縁日11小)'，' b. 灰~色砂粒 (1 色粒多it1c. Jj正問色

13-34 " 'ìi~消位鉢 IH浪 11縁1111小)t b . 灰紙j色 砂粒 |ι| 色粒少は c. 1I白~色降灰持11灰緑色

13-35 " 常汁}払!鉢D'煩 11縁古11小)'i b灰総色紗粒 iI@.粒多益 C. llf'r~色|海灰部灰緑色

13-36 " 'ii~ìft 主題 / (16.0) / b反絢色紗粒 1'1色粒 多)Jc. 11向 ~色

13-37 " 'iit消費 / (16.4) / b灰色砂粒 (1色粒 やや多:.1c.灰色-}j圧倒色

13-38 " 鉄製品釘 妓(7-J是11.9X嗣1.2X)'1-0.2 f芸部

13-39 " 石製tile， i品石 長12.0X幅 8.5XJ'1-1.7 c. :謀説j色f.十刊行鍋のほを転川上万に円孔あり

14-40 " 木製品管: 長17.7Xf!ili¥0.7 XJ'l0.5 f.刃物で断1m多角形に而取lJlI工l河端尖り気味

14-41 " 木 製 品 答 j圭19.9X取t.0.5XJ平0.5 f刃物で断I師多角形にl街取1111工 l'日端尖り気味

14 -42 " 木製品 符 長 20.6X'師 0.5X}t，[ 0.4 f 刃物でl析削多 f(( Jf~に而取加 c (，日制尖り気味

14-43 " 木製品箸 長22.0X幅 0.7XJ'1-0.5 f.刃物で断lui多角形にruj取IJlI工 lildll'，M尖り気味

14 -44 " 木製品 1時 長22.4X血官 0.7XJ'1-0.4 仁刃物で断，m多角形にI回収1111工 1，Ijj端尖り気味

14-45 " 木製品 管 長23.7X耐J0.8 XVl-0.6 E刃物で断l侃多角形にl而Jll(!Ji11.: lð~1，iJ尖り気味

14-46 " 木製品業符 伐イ7-.bi:22.2X恥11.0X Jlj[0.8 工 式L.W~R I こ l師I収11I '-C

14 -47 " 木製品 主51時 F長mミ22.7X幅0.9XI亨0.81 丸.v1~Rに l而J.&11Irc

14-48 " m途不明木製U，残(7-j正17.8X幅1.6X 1'1-0.7 f.)L< 1而取りIJlI工IJlI工途'1'か
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表 4 遺物観察表 (4) ( )は復元

図番号 出土面・遺構 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土・繁地 c.色調 d.糊薬 e.焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

14-49 ?1i 3 liJI 他物件l JTl途不19j木製JIJ』 伐(?長10.5X幅1.9X J早0.8f.1師取JJ11工

14-50 ?1i3削減i l勾折れかわらけ 4.7 3.4 1.1 a.ロクロ外底糸切浪 b.微妙13母赤色粒良上 c.t1t俄色

14 -51 " かわらけ (7.5) (6.0) 1.4 a.ロクロ外1Js;糸1;IJ1.良 b.微砂']11#赤色粒やや粗J二c.m色

14-52 " かわらけ (7.5) (5.2) 2.0 a.ロクロ外Jほ糸切瓜 b.微砂3母ぷ色粒段上 c.l.t般色

14-53 " かわらけ (7.5) (5.0) 1.7 a.ロクロ外底糸1;1)瓜 b.微妙3母赤色ぬ 1'1針やや粗 tc.燈色

14 -54 " かわらけ (8.0) (5.8) 1.6 a. ロクロ外J広糸切浪 b. 微砂雲母r-I 長|良 tc. 19H'HU色[ 燈1~1 1lIl

14-55 " かわらけ (8.5) (6.7) 1.6 a.ロクロ外底糸切IHb.微砂 ']1Bj:白金l'1二n粒 j込1-.c. 191武術色

14-56 " かわらけ (13.8) (9.8) 3.7 a. ロクロ外底糸切痕 b. 微砂赤色粒内幸|小石粒良上 C. 町JÞ~祇1色

14-57 " 
他泉:~系

(17.0) / / b.1火色祈i五i恒級 d.1I白紙灰色、ド透lリIf.外 l而~l!fi弁文
JT綴~j雄弁文腕

14-58 " 被j稿h I!~ H阿部小片 b事u色紗粒 h色粒*，'I.TLtc. 1I音制色 e 良好日~'i'f

14 -59 " 'ji~討't 型E 縁':日制1.9 b.1哨灰色砂粒小行粒やや少は c.1I青赤紙i色~見H心色降J天河i灰緑色

14 -60 " l輔自ai系山i15腕 (13.8) / / b. Jポ1'1色1;1，¥色粒やや羽I1二c.灰II色e.良好やや軟質r.J6'JJE¥M 

14 -61 " 上?rii質火鉢 lほ告liJj、)十
b 灰色砂粒 !J~色料白色粒小石粒稲l上 c. J.天武色 e.良好ややI硬質 f外底
flIi_二次焼成のためポ11雌

14 -62 
第21而F

かわらけ (7.2) (5.4) 1.6 aロクロ外底糸切Il'lb微砂 '.2Bj:赤色粒 II針 l二J't粒やや精11ニc.燈色
~第 31[lI上

14 -63 " かわらけ (8.0) (6.3) 1.3 a.ロクロ外!底糸切泌 b微妙3母赤色粒r-I針ねl上c.償色

14-64 " かわらけ (7.6) (6.1) 1.5 aロクロ外JJ¥;糸切IUb.微妙'.21母ILI針ぞや粗J:c. 1リIt占拠色

14 -65 " かわらけ (7.8) (6.6) 1.5 a. ロクロ外IJ'S.糸切痕 b. 微妙 3付赤色粒 ILI ~Iー やや刺lJ: c.燈色

14・66 " かわらけ (7.2) (6.0) 1.5 a.ロクロ外J必糸切IHb.微妙:21暗赤色粒 円安|上J't粒机1t c. 1'1燈色

14-67 " かわらけ (7.8) (5.8) 1.7 a.ロクロ外出糸切線 b.微砂']1J吐ILI針良 tc. 19U占褐色

14 -68 " かわらけ (7.9) (5.8) 1.2 a. ロクロ外Ji~糸切泌 b. 微妙 '.2et ，Ji，色粒 ILI針段上 c.位色

14-69 " かわらけ (8.0) (6.0) 1.4 aロクロ外底糸切Il'lb微砂雲母赤色粒r-I針 1:1't粒粗上 c.r~J1i立褐色

14-70 " かわらけ (11.8) (7.8) 3.6 a ロクロ外}j~糸 I;!)IH b.微妙3母亦色粒r-I針Jニj、州立やや相 1:c.燈色

14-71 " かわらけ (13.2) (9.8) 3.3 a.ロクロ外l応糸切自主 b.微妙'.2Rt，Jr"'色粒r-I針上r~粒利良仁c燈色

14-72 " かわらけ (13.6) (8.8) 3.7 aロクロ外底糸切痕 b微砂雲母亦色粒r-I針上1'+粒:fil上c.rit燈色

14-73 " 百~ì11 ~理 総，liF恥i1.7 b.1天~色 1沙粒 ( 1 色粒小イ1粒やや多 ltt c. 111'r亦~色 降l派部J反 Î I 0.

14 -74 " 'ì;~ ì1 't 1'1鉢U1 IIW~il小Jt b.1ポ紙j色 (I(目立小行料多l止c.以色

14 -75 " 百~ìtt れ!鉢 [[ J'Si 1 I *i~il小}T (1';-11部) b. 1天~0.砂料 (1色粒やや少祉 c. 1I音亦耗l 0.

14 -76 " 百~ì1't 1'1鉢 [1，抗 (27.6) / / b . 1I宵執j色紗粒 (1 色粒小イ7粒多 jJtc. Ilt'M，~色

14-77 " 1::i1持質火鉢 Il直日1I小)¥- b. J天(1色i沙粉以i色粒r-I色粒粗」二c.b'i般色 e.良好軟1'1

14-78 " k瓦(平瓦)
残存j乏13.0残イF恥，j19.01平 a.l!!I而イH口I.I{，""面縦111H級位ナデb灰純j色砂粒 IL，色粒良土 c烈灰色

2.3 e.良好1i!1!'u

16-1 百~4 1価 上機 1 かわらけ (7.8) (6.1) 1.3 a.ロクロ外!必糸切I!'{b.微砂，.1針 tn粒i誌上 c.19hl在員j色

16-2 " かわらけ (7.8) (6.4) 1.9 a.ロクロ外JJ'S.糸切浪 b.微砂 '2f号赤色粒 tN粒良 1:c燈色

16-3 " かわらけ (8.2) (6.0) 1.6 a.ロクロ外IJ¥;糸切IHb.微妙赤色粒(1針 tN粒やや朝11:.c侵色

16-4 " かわらけ (8.2) 6.1 1.3 a. ロ ク ロ外Il\i糸切泌 b. 微妙雲母上川粒!~_I: c. IIJI災執j色

16-5 " かわらけ (11.8) (8.4) 2.6 a ロ ク ロ外股糸切痕 b 微砂 ~ littl f"・ tJ't粒良|ニ c. 1り l 災被j色

16-6 " かわらけ (12.0) (8.4) 3.0 a.ロクロ外JJ¥;糸切Ij{b.微妙3母亦色粒 (1告l'1ニj、同Il良 tc.償色

16-7 " かわらけ (11.8) (8.6) 2.7 a.ロクロ外IJ'S.糸切線 b微砂 '2母白圭l'tn粒小行事立政 tc.促色

16-8 " かわらけ 12.2 7.8 3.2 a.ロクロ外!必糸切泌 b.微妙雲母(13，1上jヰ粒車内良I::c従色

16-9 " かわらけ 11.6 7.8 3.1 a ロクロ外Ji~糸切瓜 b. 微妙雲 l吐 tl針小行料良 l二 c.m色

16-10 " かわらけ 11.7 8.1 3.3 a.ロクロ外底糸切痕 b微妙玄母赤色粒(1針土J't粒良上 c.茂燈色

16-11 " かわらけ (12.2 (8.4) 3.5 aロクロ外!必糸切炭 b微砂赤色粒白金l'1::丹粒やや現11二c.燈色

16-12 " かわらけ 12.8 9.2 3.2 a.ロクロ外Jj'S;糸切泌 b微砂3母(1針小イ1純純l上c.1911''j_悦j色

16-13 " かわらけ 9.1 7.1 1.9 a. H1鼻ね外J必指!inl.良b.微妙 ':1j，1St白壷l'小行粒組上 c.19iJYi執j色

16-14 " 
百115品百草系

JI縁部小J'j b.1I削反色)，U色粒相良l経鰍 d.，')'緑色不透191f.外!日鈎泊弁文
-I 'i 磁~/.'il!fi:fr文腕

F
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弓
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表 5 遺物観察表 (5) ( )は復元

図番号 出土面 ・遺構 種別
口径 底径 器高

a成形 b.胎土 ・素地 c.色調 d.粕薬 e.焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

16-15 ヨ14I(lI 上減 1 'ii~ ì1 '1 1'1鉢l煩 11総1111小片
b.1I削派色紗粒見:¥0.粒t'l(目立小イi粒多{，tc.}，天1'1色f.11縁日I1外l百IIこJ，¥'JlIIJす
るl糸線(jり

16司 16~4 1(ij 上綴2 かわらけ (12.2) (8.7) 2.9 a.ロクロ外庇糸切IHb微妙 '21吐lιl量|小石粒粗|二c.I~Jt竜紙j色

16-17 " 木製品 7ヰ 成(i.良20.8X帆0.5X )'/0.5 f. ].J物でl担ilfli多角形にI而取}AIC 

16-18 " 木 製 品 箆 長 23.3X幅 0.8XI'l-0.3 f. Jl_[jjij IこIlu1収JAI.C

16-19 首14而 P1 かわらけ (8.0) (5.2) 1.5 a.ロクロ外股糸切痕 b微妙 II針小行粒別11:c. IIl1 b~褐色

16-20 " 'ij~ ì1 '1 r~鉢 1m (15.8) / / b.J.示色 l沙粉1'1色粒小イi料多-!itc. J.〆祇i色f.1刈I(II泊UHI

16-21 " 銅製品 $Jl [元~通セ ~t:ぷ初$>> 1087 {f. 

16-22 ヨ~ 4 I(JI P 2 かわらけ (12.8) / / b.微砂'1Uf1t' l~J' t丹駅t良 iニC.償色

16-23 " r.IlIJ'i中止m由5ィ7 守主 (ï.~5. 5 X帆 6.1XJポ1.0 f. 'I，17I'1:熊製11tiの恥JlJ"II"1人umに切り 11'.し泌

16-24 第 41lu P3 )'i'fi滋樹It革[!}I1.m文IIll / (4.2) / 
a. 削り山 しょWi b. i':.1 色 ~U色粒 M良!笠級 d . JÍ\ ， 'í 色半透明外!氏自IlÇâl治 f 外
而怖錨釧イEiど

16-25 第 41(LI P 4 かわらけ 8.8 7.4 1.7 
a.ロクロ外収糸切線 b微妙赤色粒 II$-十やや相1.1ニc.I¥l色f.1 1;)j8f1を輸IE
(f佐定 8弁)に加工

17-1 
第 31日F

かわらけ (7.6) (5.2) 1.65 a.ロクロ外ほ糸切Il"H微妙 ':31吐赤色粒 h針純11:.c. bi位色
~首14面上

17ー2 " かわらけ (7.6) (6.7) 1.7 a.ロクロ外収糸切瓜 b.微妙 '.11，.吐(1針小イi料相 1:c. 1リIJW鈎色

17-3 " かわらけ (7.9) (6.4) 1.7 a火.ロされクてロ笈外色jJ"S;糸して切いIHるb.l1.<砂 ':I0ltt'1$-1上N粒ヰifJJ:c . 以下u色 f. lfH~f去に Ilf

17-4 " かわらけ 8.2 4.9 1.7 aロクロ外Jほ糸切IUb.微妙 '21'吐，Jr;色粒1'1針 1:1't粒精11二c.biFJ.色

17司 5 " かわらけ 8.0 5.4 1.5 a. ロクロ外li~糸切IHb 微1沙 '2 1吐1' 1 $十やや将1 L: c. b~位色

17-6 " かオコら It 8.2 6.4 1.4 aロクロ外IfS;糸切痕 b.微砂雲母(1針やや相J:.c. 1I}lbx紘j色

17-7 " かわらけ 8.6 6.2 1.65 a. ロ クロ外li~糸切必 b. 微l沙 'Z母 ，}j;色粒 ( 1 $-1' J'丹、位相IJ.c.燈色

17-8 " かわらけ 7.8 5.5 1.6 a ロクロ外li~糸切痕 b. 微妙 '111tJ 亦色粒(1$十l二f'f-粒相I上c.黄信色

17-9 " かわらけ (8.1) (7.2) 1.5 a ロ クロ外IJ~糸切痕 b. 微砂 3母赤色粒 h針行、同世 111 1二c.2立俗色

17-10 " かわらけ (8.5) (6.3) 1.5 a ロクロ外li~糸切痕 b 微妙 'B1吐ぷ色料1' 1書 I' J-. N革命制 1 1 : c. 1りJbi被j色

17-11 " かわらけ (8.5) (5.8) 1.45 aロクロ外山糸切痕 b.微妙 '.111吐，1J<色粒 1'1針上Nf立中:U1: c.燈色

17-12 " かわらけ (7.4) (4.7) 1.45 aロクロ 外lほ糸切線 b.微砂3母赤色粒 1'1針上}'t料 m I:c. r則氏耗i色

17-13 " かわらけ 7.8 5.5 1.6 aロク ロ外IJ'S:糸切痕 b微妙'21せぷ色約1'1針判|二c.~\'H\f色

17-14 " かわらけ (8.2) (6.1) 1.4 a ロ クロ外IJ'S:~~切線 b . 微妙 '11 IlJ ぷ色粒 (1$十羽 11ニ c. tiH立色

17-15 " かわらけ (12.0) (7.7) 3.5 aロクロ外収糸切浪 b微妙11母亦色粒 (1$1・やや組j二c.r~]主HU色

17-16 " かわらけ 11.9 8.0 3.2 
aロクロ外IJ'S:糸切痕 b.微妙'11fせ亦色粒(1針 1:丹杓小ィi粒 やや税i上
c.11な般色

17-17 " かオコらけ (12.8) (8.4) 3.4 
a.ロクロ外lJ'io糸切痕 b微砂 ':.!1IlJ赤色粒I'!Ht丹粒羽1t c.l史料j色 f.1$~
~í去に同火されて変色している

17-18 " かわらけ (12.0) (7.4) 3.3 a.ロクロ 外lii:糸切浪 b微I沙'21吐，}j;色粒(1針やや*111:c. 10'1.位色

17-19 " かわらけ (12.0) (7.8) 2.8 a.ロクロ 外IJ:l;糸切泌 b微砂 'BI#赤色粒(I ~ I' 小行粒 i込 t c. r~] 災争U色

17-20 " 1'1かわらけ (12.0) / / a.手引ね外庇指u1i1.長b.微妙 i込1::c.1天性l色

17-21 " 
能見47祭系

(16.5) / / 
b 灰色 .~U色料1' 1 色粒料五円?級 d. l9Uoklポ色 、I~透明内外而j写子に IjÎ!刺f.外

JJ俄鈎iilift~文碗 而銃五E弁文

17-22 " I'í' fi滋 書!~文腕 IIW~II小)'í b. 1I計灰色 *1'1五!I:i~級 d. 1I背!民総色不透明|人l外 l而j平 T の純明h f. 1 1縁部輪イw
17-23 " 向車h!託 11同日I1小J'i b.1I音灰色 J，(¥色位五!1:. d.1I布袋快j色e.fHf 再~1't

17-24 " 'li{消費 縁，ii?幅1.9 b. ，灰初色砂料!，U色粒 (1色粒小石粒多!;ic.灰色

17-25 " 'lj{汁1 f'~鉢 r m 11総計I1小)'J' b.1天下U色砂市世小行粒やや多 :.ltc目 I ~II:ポ色

17-26 " .;;~討;1 J'm>nm 11 車止 t~I~/ J 、 1'.- (1 '，"1 11'011) b . n舟j火色 Iゆ約 ~.U 色粒1' 1 色料小 1;純平平少 :， t c. n I"1 .}J<t.ll 色 1:牟以 ~~i)J:パ似色

17-27 " 上滋賀火鉢 (43.4) (31.0) (9.45) b.1ぷ色紗粒1，(¥色粒白色粒小{j粒祖i上c.þ~t立色 e. 良好やや軟質

17-28 " ィ1製品自IHi 残存長 9.3X幅 3.6XI'/. 1.2 c.l~ltHU色 f. 11: J:砥凝灰~'Ift

17-29 " 鉄製品 )) f 
伐(fJ圭 15.9X恥11.5X 1'1-2.5 

[一向1).)が伐る
-3.0 

17-30 " 木製品 ';p， 長 20.1X恥~ 0.6 Xi'l 0.3 f刃物でi新t([i多jJj形にuur双IAII:1河端尖り気味

17-31 " 木製，I，i'， "';守 ~ 20.1 X師 0.6XI'/. 0.5 f.).)物でlifrl(JI多角形にl師l収IJlIt:1刈端尖り気味

F
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表 6 遺物観察表 (6) ( )は復元

図番号 出土面 ・遺構 種別
口径 底径 器高

a成形 b胎土 ・繁1也 c.色閥 d.紬薬 e.焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

17-32 
百~3 而下

木製品管 校 (7-lミ20.9X似0.8XJll-0.4 f.})物で|折而多角形にl商I{!VJlI工
-?il4而 t

17-33 " 木製品管 残存長21.9X幅0.6X厚 0.5 f. メj物で|斬I而多角形に IfÍl取}~J l:

17-34 " 木製M， ?ヰ 長 22.0X幅 0.6X厚 0.5 f刀物でl析I伺多角形にl侃fnum工両端尖り気味

17-35 " 木製品筈 @{7-長23.0X師0.5X}亨0.5f.刃物でIlli而多fJJ}~ に而IllUffI工 11町端尖り気味

17-36 " 木製 品 箆
長 17.7X幅 0.5-1.0 X}平

f.刃物で断而多角形に1[IJI{i(}JiIL先端fJliIを議く尖り気味にl1i1工
0.4 

17-37 " ヘラ状木製品 残存長23.3X師1.3X}写O目6r.1折而多flJ}移にI伺取l1i]l:先端ov.にiミり加工

17-38 " 漆総 IIJl (7.6) (4.3) 1.1 r.!Jl漆地に朱漆の 他，，~花文をスタ ンプ

17-39 " 詰~r.:t IUl (9.0) (6.8) 1.0 [外I面服部を除きm詰~~イlï Wi袋地に朱漆の t，!イ6文を名古く

17-40 " !刊途不I~l木製品 伐(7-j是38.4X車両1.6X)平0.9r.1折面多角形にl回収加工一部漆l、f".i'j<

20-1 第 5[iU建物件l かわらけ (10.4) (8.0) 1.5 a.ロクロ外底糸切浪 b.微妙渓母赤色粒白針粗 1:c.ゆjf電fU色

20-2 " 木製JU1 腕 (15.0) (8.4) 6.1 a削mし尚fH所々 ノミ 痕比られる

20-3 " 月i途不l仰木製品
長 14.9XI偏 2.0X厚 0.2-

r. III而iWr円 }f~ に削りl1i 1工端部に淡H1'J
0.8 

20時 4 " rrn金不 I~I木製品
長 23.0X帆1.2-1.8 X}平

r.1析而多角形に円11りl1i1.L端部に漆f.t.j'J 
1.0 -1.4 

20-5 首~ 5而土成 1 かわらけ 9.2 6.4 1.2 aロクロ外!底糸切瓜 b微砂 雲母亦色粒白針やや羽]土 c.1別賞褐色

20-6 ?il5面上品質 2 かわらけ 10.0 7.8 1.5 a. ロクロ外1)5:糸切痕 b 微妙 J1母ぷ色粒 ÎJ告1. )込上 c. I珂t.:c~[J色 I 燈I列肌

20-7 安i5 1函 P1 かわらけ 8.4 6.5 1.7 3. ロ クロ 外Ij~糸切痕 b. 微砂 32母ぷ色粒白針段上 c. I~J!(l初色
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第 4章まとめ

本調査地点は、鎌余市浄明寺三丁ト1474番11外に所在しており、現在谷戸の入り口付近にある報|玉|寺

に近接している。約30111'と限られた範囲の謝査であったが制査結果から、鎌倉H寺代を"，心とする 5時期

にわたる生活面とそれに伴う巡榊 ・泊物が検出された。各生活面で検出した遺構や遺物からその年代観

と調査で得られた成果を述べる。

第5商は、柱間寸法や構造的に'I!IJ然としないが網代(板壁)を持つ州立住建物の一部と大型の土峨や

柱穴を検出した。 出土遺物の量は少ないが、 r~ 上遺物や第 4 而との府l7ï年代を考慮すると、検出遺構を

合めた生活面は、概ね13世紀前半までの年代観がうえられ、 13由紀'1'葉を'1'心とする年代が担、定され

る。

第 4而では北1J!1Jに石 (1::丹)制みし、それらを杭で、 ~rn強した構造をもった掘立柱建物を検出した。

第 3面検出の建物より規模が大きい繰相が窺えた。鎌合市|勾遺跡でもとれと類似した構造をもった例が

確認されている。また、上墳 1からは多むのかわらけなどがn!，tしており、ゴミ穴として一指廃棄され

たと思われる。出土遺物ではかわらけ、能泉窯系白磁鏑述弁文腕、褐利賞、常滑窯製占ム木製品箸や漆

器1mなどの出七が確認されており、第5而に比べ生活レベルが汗干向上したと考えられる。第3面では東

阿に走る満とそれに)lílJ平される形の掘立柱建物が確認できた。 第4面~物廃絶後、 H音茶褐色粘質土を基

盤とする有機物腐柏土により埋め立てられ、新たにほぼIIiJ位?e. iPIU庁位で底部に礎板を据えた柱穴が並

ぶ掘立柱建物が検出された。辿物81.絶後にI，ljf協を tJ'J・鎌倉石で、補強された溝が造成された。この満は

谷戸内部に向かい持干下っている。第 4・3面の年代は遺物の組成からみると、前者は概ね13世紀後

半、後舟は13世紀後葉と位置づけられ、近い時矧lで連続したペミ活而であると位、定できる。

第 2. 1面共に第 3面で検出した満と同様の構造で形成されている。主IMI方位は若 Fのズレはあるも

のの第 3面から統くr，'，与を 3時期にわたり、踏襲する様相を足している。この溝については図 1-lB地点

(浄明、子二丁目474罫12)の調査においても臨認されている。遺物の組成からみた年代は、第 2面~第 1

面にかけて14世紀前~-15世紀代の様相を旦しており、連続した生活面と j出われる 。

以上のように、本調査地点における生活空11¥.1の形成は遅くとも鎌灯時代'1'期より IJ目立hされ、少なくと

も3n寺J~Jにわたり居住宅間を形成していたものと考えられる 。 また、報同寺は建武元 (1334) 年の開

創 (I別法説を除く)と伝えられているが、遺構・冶物の変選から第 2-1而は報同寺に関連する時期だ

と思われ、 5-3面においては報国寺開創以前に谷戸の呼称にもなっている宅間氏と関連していた時

期・空間かと思われる。報国寺の前身として宅|山氏による谷戸開発が行われていたことが推測される。

[参与文献]
総J~穴方 1994 r公 JjJ宅政跡 (No268) 沖I~] 、予 ~ rlH43$J也2地点Jr鎌余 rljJ'll版文化財緊急調位制作l~noJ 鎌frrli教

行委L~会
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図版 1

企 b.土境 1(南から)

企 c.土壌 2(西から)

ハヨワfn
L
 

"'d.溝 1(西から)



図版 2

企 a.第 2面全景(東から)

出 品 、恕凶岨日:J.i;

Ac.湾 1かわらけ出土状況 (北から)

企 b.溝 1(西から)

企 d. 2面上 青磁天目茶碗出土状況(東から)
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図版 3

Aa. 第 3面全景(東から)

‘.11.7;. .. 

Ab. 建物 1検出状況 (東から)
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図版 4

.A e.建物 1柱穴ω (南から)

企 f. 建物内瀬戸入子出土状況 (東から)
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図版 5

(南から)

A ‘a.第 3面溝 1

(東から)

b. 溝 1石積み状況(南から)
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図版 6

企 a.第 4面全景(東から)

(東から)

(南から)

企
b.建物 1北辺石積み状況 惨
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企 a.第 5面全景(東から)

企 b.網代板壁検出状況 (北から)
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図版 7

企 c.関査区酉壁
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図版 8
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図版10
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例 き

1. 本報は、報国寺追跡、(県追跡台It.長No，306)の追跡内に所有する鎌倉市滞明寺二丁 11474番12地点における個人専用住

宅(杭基礎fll~造)主~設に伴う掠急発掘調査報告 ，!?である 。
2. 発tfii調貨は、平成15年 7fl28日一同年8JJ31L1にかけて、鎌倉市教育委員会が実施した。

3， 調査体制は、以下の通りである。

調査担当者:原 11d志
調 査 員:須佐直 f.須佐仁平11・甲ー坂flll市， 1-1 リ II ~二 ・嶋岡渓背

調貸補助只.宇都洋、f!:.尚柿妬也・ UJ口正紀・小野五Z莱 ・里子崎美帆(鶴見大学生)、 稿本利之 ・j京 与史(国上舘大学

ノ1ミ)、銘苅春也

協力機関名:鎌tr考~干学研究所 ・ 東凶歴史与古学研究所

4. 本報の執筆は、第1-2]';Í まで小野が幸~lm:，原が監修し、第3-?;!については調任日協議のもと小野が稿を卒した。
挿図 ・写兵図版の作成には、須佐(直) ・野崎・山門が行い、辿物観察去を山口が作成した。

5. 本報掲載の写真.は、全対 ・個別辿椛を原・須佐(仁)、 mt辿物を須佐(仁)が帰影した。

6. 発楓調査における出 |二泊物、 |ヌ11国類、写点矧などの資料は、鎌trrli教育委μ会が{栄作している。

7. 本報の凡例は、以下の通りである。

-挿図縮尺 全~Uil図 1 /50
治桝|ヌ1:1/40 
辺物1::<1:1/3、 1/6 

-迫構 図 泊械のレベルは海抜標高の数値を示している

-i自物図 一 ・ー ・ーは利柴範囲を示す。黒海は燈明IfIlH.jjの油煙煤、漆器の朱漆文械を表現する。手担ねかわ

らけ!鼠径の法111は外!底指頭出と LJ緑町iとのj党、綾部の数値を表している。

8， 別地調査及び資料整理においては、以下の多くの方々からご助「?とご協)Jを賜った。お名前を記して感謝のなを表し

たい(敬称略、 E十音順)。

秋山哲雄・大三輪龍彦 .)Jl.1納克己 ・河野氏知郎・鈎川 良・鈎川英政 ・五l沫文彦 ・佐}燦仁EZ-宗坐秀Ilj]・宗沼町1'-1:

子 ・凹代仰犬・浜野浩美 ・稲田 誠 ・4ti尾宣万..';~v:: 1手11 0.11
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第 1章調査の概要

1 .調査の経緯と経過

A 調査地点は、報国寺遺跡(県遺跡台111長NO.306)の東側一角に位置しており、県道金沢鎌倉線から

滑川に架かる華の橋を渡り、南へ800m程入った東側に位置した鎌倉市浄明寺二丁目474番12地点に所在

している。今回の現地調査に先立ち、個人専用住宅の建設工事についての事前相談があり、工事の実施

により埋蔵文化財に影響を及ぼすおそれが予想された。乙のため鎌倉市教育委員会により確認調査を

施したところ、現地表下70cm以下に中世遺物包含用及び中世遺構面が存在することが明らかになった。

これにより当該建設工事による埋蔵文化財への影響は避けられないものと判断され、事業者との間で協

議を経て文化財保護法第57条の 2の届出手続きを行い、施工者との調査実施による工程 ・方法調整の協

議及び発掘調査の準備が整った後、平成15年7月28日から 1ヵ月の予定で調査問積21.00m'を対象とし

て発掘調査を開始することになった。

現地調査は、平成15年 7月28日に重機により表土を掘削したのち、同月29日に機材を搬入し、人力

により掘り下げて調査を実施した。調査期間中は多量の湧水に悩まされながらも調査を進めた。その結

果、鎌倉中期から後期を中心とした 5 時期以上の生活面と、それに伴う遺構 . ~物が発見された。 同年

8月31日までの聞に記録保存を行い、現地調査を無事終了した。その間の調査経過については、以下に

調査日誌の抜粋を記すことにする。

[日 誌 抄1
7月28日 重機による表土掘削。

29日 機材搬入してテント設営。調査区を設定。

30日 第 1面の調査開始。

8月2日 第1面の調査終了。全景及び個別遺構の写真搬影。第 1面全測図作成。

4日 鎌倉市4級基準点を基にして敷地内に測量用基準点を設定。海抜標高を鎌倉市三級水準点か

ら移動。

6日 第 2面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。第 2面全測図作成。

12日 第3面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。第3面全測図作成。

19日 第4面の調査終了。全景及び個別遺構の写真撮影。第 4面全測図作成。

26日 第 5面の調査終了。全長及び個別遺構の写真撮影。第 5面全測図作成。

31日 現地調査終了。関係各方面に発掘調査を終了した旨を連絡し、機材撤収。

2. 測量軸の設定

調査にあたり使用した測量'111"の設定は、図 1上段に示すように国土座標の数値を用いた。本調査地点

の測f.i14ilbは東隣の滞l明寸f二丁円番474番11外地点のグリ ット西日置を踏襲する形にし、同 a方n艮で調査区

内を 2m!こ区割りし、設定を行った。従って、図 1のように、南北方向は前回と同じ北から A-Cの)1闘

でアルファベッ トを付したが、東西方向は前回東から 1-6の名称を与えたので、本調査地点では同じ

く東から 7-11の算用数字を名称とした。従って、隣接地点と同じく方眼軸線は測量の便利性と予想さ

れる遺構の主軸方位を優先させるかたちで、調査区の形状に即して設置したので、国土座標系には一致

していない。なお、市4級基準点の(第医座標系) H075' H076、B-5・6杭の国土座楳数値は図 1

q
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円
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市4級基準点H076

A測量基準点殺定図 (S=1:200)
V グリット配置図 (S=1:100)

市4級基準点H075

北線35'18' 58" 東経139'34' 23" 
国土座標値

H075 X-75801.459 
Y-23669.180 

H076 X・75823.786
Y-23678.542 

8-7杭 X-75826.070
Y-23656.912 

A点 X-75823.385
Y-23665.501 

11 10 

B一一ー

C一一ー

9 8 

図 1 測量基準点設定図 ・グリツト配置図
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に示し通りである。

盟中の方位はすべて真北を採用し、調査地点の経度 ・緯度は以下のようになる。

南北111111線: (N -15
0 

14' 00" -E J 

調査地点 :北緯 (35
0

18' 58" J 経 (139
0

34' 23" J 

海抜楳高の原点移動については、谷戸入り口の華の橋を渡ると県道金沢鎌倉線と交差し、そこから

側歩道に位置する花壇の植え込み中に設けられた鎌倉市三級水準点 (BM326)の標高を調査地内のB-

6杭上に仮水準点として移動した。文章中及び挿図に記載されたレベル数値は、すべてこれを基準とし

た海抜標高である。

鎌倉市三級水準点〔海抜標高15.437mJ B -6杭〔海抜標高21.277mJ

3.層序と生活面

調査地点は現地表の海抜楳高が21.30m前後に位置した平坦な宅地である。調査で確認された堆積土

層は概ね11層に区分されたがその中で少なくとも 5時期以上の生活面が確認された。堆積土層の状況は

図 2の調査区東壁土用堆積図に示 したとおりである。

厚さ55-60cm程の表土を除去すると、明茶褐色砂質土の土丹粒 ・凝灰岩質粒を多く含んだ第1面の構

築土 (2層)を確認した。海抜標高は20.43-20.50cmで、遺構は溝や土城などを検出した。その後、厚さ

約15-20cmの構築土を除去したあと間層を挟まずに、大 -小土丹塊と凝灰岩質粒を多く含む明茶褐色砂

質土(3層)の強い地業層の第2面を検1':11した。この生活面は、西から東に向かつてに緩やかに下がり

ながら傾斜しており海抜楳高は20.30-20.40cmで、ある。

厚さ20-35cmの3層を除去すると、海抜楳高20.00m前後で、厚さ 4cmの薄い炭層が検出される。それ

を除去し、 表出したのが暗茶褐色粘質土の小土丹塊 ・凝灰岩破砕粒を含む第 3面の構築層(4層)であ

土層注記
1 表

2. 1!fIヲ区制色!沙質上 1-3cm角土丹凝灰お1it粒を多く含む ←1而

;;下通2~P hγi普21/〉勺 溝17
3. I~~茶悦j色1昔、質 t 大・小土丹塊凝灰岩質粒を多く合む

非常に締り有り ←2而
4. n音茶拘色粘質七 小土J'l塊及び凝灰掛破砕粒(粗1沙)

を含む ←3而

旬、8z二;a一一S 5. u音茶制色粘質土 凝灰岩質粒を多く合む締り有り
20.00m 

6. 1暗茶祇j色粘質土 小土丹塊及び凝灰岩破砕粒(椛l砂)4面

8 
を含む ←4面

5a面 7. u音茶褐色粘質t 小土丹成及び凝灰岩破砕粒(粗砂)
を若干合む

8. u昔茶制色粘質土 小上丹塊及び凝灰岩l破砕粒 (ID妙)

11 を合む
5b面 、、、ー- 戸_./' 9. n昔茶褐色粘質土 小土丹塊及び凝灰岩!被砕粒(精1砂)

12 を少iii含む ←5a而
10. 11ft茶祇lø.~m車li'Ï't土木}十 、 凡)十、 上N:f町 、 事Lllφブロ ァク を

やや多めに含む非常にkiilり有り
11. u音茶褐色粘質土 木片、粗砂を多盆に含む締り無し
12. u音茶褐色粘質上 'l'lt控地山、粗砂プロック、茶灰色粘土

プロックを多111に合む
非常に締り1-Tり ←5b而

図 2 調査区東壁土層堆積図
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る。その上で検出された炭層も包含層と考え第 3而とした。調査区南側では4層とほぼ同じ海抜際高の

掘り込みの溝と建物を検出した。4層を除去すると、暗茶褐色粘質土の凝灰岩質粒を多く含んだ締まり

のある第4面包含層(5層)が検出される。 5)替の除去後、小土丹塊 ・凝灰岩破砕粒を含んだ茶褐色粘

質土の小土丹塊 ・凝灰岩破砕粒を含む第 4面の地業層(6層)を検出した。第4面は 7層の暗茶褐色

粘質土の小土丹塊・凝灰岩破砕粒を含んだ包含府を挟み 8層の暗茶褐色粘質土の小土丹塊 ・凝灰岩{波砕

粒を含んだ第5a面包含層から成り立つ。第4面で検出された建物跡は、第 3面では踏襲される形になっ

ている。一時期までは建物であるが、埋め戻されその壁を利用して第 3面では、満が造られていた。

海抜標高19.50m前後で、の小土丹塊・凝灰岩破砕粒を少量含んだH音茶褐色粘質土(9層)を第5a面の

地業用とする。また、 9)習から調査区を東西にはしる満を調査区南側で確認したため、この面を第5a商

とした。 9層を除去すると、非常に締まりのある木片 ・貝片 ・土丹角 ・粗砂ブロックをやや多めに含む

H音茶褐色弱粘質土 (10層)の第5a面構築土が検出される。10層を除去すると暗茶褐色砂質土の木片 ・

粗砂を多量に含む、締まりのない第5b面上の包合層 (11層)が検出される。その下は中世地山の粗砂

ブロック ・茶灰色粘土ブロックを多量に含む非常に締まりのある暗茶褐色粘質土から構成されている。

第5b面の遺構は士臓や柱穴などを検出した。
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A第1面全測図
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A第2面全測図
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図 3 第 1・2面全測図

-297-



第 2章検出遺構と出土遺物

今回の調査で検出した遺構面は、 5時期以上にわたり中世前期に属するものである。各面で検出した

遺構には、掘立柱建物跡2棟、満5条、 土峨4基、建物を桝成しない柱穴21口などである。なお、第 1

-4面にかけ調査区東端は試掘城により撹乱で削平されている。遺物は、かわらけ、舶載磁器、瀬

常滑窯製品、瓦質製品、金属製品、石製品、木製品などが出土している。

1 .第 1面の遺構・遺物

現地表下55-60cm、海抜標高20.50m前後を言|・る。第 1面で、検出した遺構は、上横 2基、満1条、柱

穴 2口である。遺物にはかわらけ、瀬戸窯のJm、常滑窯の懇や提鉢、瓦器質火鉢、釘や銭の金属製品

などが出土している。
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図 4 第 1面土靖・溝各遺構
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a. 土墳 (図 3-5、図版 1・6) 

土壇 2

調査区北東壁|稿、グリ ッ卜B-8で検出されたが北東部は調査区外に拡がるため全体規模は不明であ

る。平面形状は楕円形を呈し、確認規模は東西軸60cm以上、南北朝I!50cm以上、深さ30cmを測り、断面

は逆台形を呈し、覆土は締まりのない明茶褐色砂質土であった。

出土遺物(図 5)は 1のロクロ成形のかわらけ小皿だけである。

b.溝 (図 3-5、図版 1・6) 

溝 1

調査区南側に位置し、 B" C-8 -10ライン聞に位置する溝であり、 C-10グリット杭付近で北側に折

れ曲がり、調査区北壁・東壁に拡がっている。規模は長さ東西420cm、南北190cm、上端幅90-100cm、

端|隔70-60cm、深さ20cm程で、断面は浅い皿状を呈する。満底は海抜標高20.30m前後でほぼ平坦に

掘られている。覆土は凝灰岩質粒を少量含んだ茶褐色砂質土である。

出土遺物(図 5)は 2が口径8.6cmのロクロ成形のかわらけ小皿、 3. 4は常滑控鉢E類である。

C.柱穴(図 3-5、図版 1・6)

この面から検出で、きた柱穴は 2口であり、 B-9・10グリ ット聞において確認されたP1は平面形状が

~~ 「ーク2

、斗よJ

¥ニ土コグ

ミヨJ。

モ=平~

」一一→ ー「ーク12

A土城2

T
U3/
 

一

竹

「ムそ乙f
A溝1

ヒヰ~d

、~-:7.

-=p 
.A.P1 

そ:ヰJ
平司でヨ

マ三弓 ~d.

図 5 第 1面各遺構・第1面上出土遺物

a第1[面上
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楕円形である。規模は東西車1l125cm、南北刺130cm。調査区東側の溝 1の北側に P2が、円形の掘り方で確

認された。断面は両柱穴ともに浅い皿状を呈 し、深さ20cmで、ある。覆土は明茶褐色砂質土で凝灰岩質粒

を少量含む。出土遺物(図 5)は 5・6がロクロ成形かわらけ中皿、大皿で、 7が常滑提鉢E類であ

る (P1) 0 8は常滑窯の裂である(P2)。

d. 第 1面遺構外出土遺物 (図 5、図版 6) 

第 1面の遺構に伴う以外の出土遺物であり、包含層や確認面検出時に出土した遺物を一括してことに

掲載した。

図5-9 -15はロクロ成形かわ らけである。 9-12は小皿、 13は中皿、 14・15は大皿。16は瀬戸窯の

縁利小皿であり 、17は12弁のスタンプ小菊花文の瓦質香炉、 18は吉備系土器、19は鉄釘、20は銅銭の

「開元通宝」 か、 21は北宋銭の 「天聖通宝」 である。
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図 6 第 2函溝・柱穴
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2.第 2面の遺構・ 遺物

現地表下70-80cmで、ほぼ平坦に構築した地業面を確認することができた。海抜標高20.40m前後を測

り、第 2面で検出された遺構は満2条、柱穴2口である。出土遺物にはかわらけ、縦l載陶磁器、常諜

窯の饗、 北部系山茶碗、女瓦(平瓦)である。

a.溝 (図 3・6・7、図版 1・6) 

溝 1

調査区B. C-8グリ ット聞から、 C-l0グリ ッ卜に東西方向に伸びる満であり、東 ・西側は調査区外

に伸びるため全体の規模は不明である。規模は、確認できた長さが530cm程、上端(図 6の満から) a 

45cm前後 ・b70cm前後・ c65cm前後、下端は共に (a. b . c) 30cl11前後で、深さは cが確認面から20

cmで、海抜標高が20.14cm計る。 aが確認面から10cm前後で、海抜楳高20.27cm計る。東側から西側にかけて

溝のi隔が狭くなり深さも浅くなる傾向が認められた。掘り方の|断面は、東側は浅い捕り鉢状で西側にな
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図 7 第2面各遺構・第1面下~第 2面上出土遺物
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ると浅い1[11状になる。額上は明茶褐色砂質土で拳大の上丹を含む。

出土造物(図 7)は 1-4がロクロ成形のかわらけで、 1-3は小皿、4は大皿で、 5は女瓦であ

る。

溝 2(図 3・6・7、図版 1・6) 

調査区中央を南北に走る満である。北側は調査区外に延び南側は、構 1に切られているため、その規

模は不明である。断面は浅いU字形であり、確認できた長さが1.6m、上端幅35-45cm、下端|幅15-30

cm前後、深さ 15cm程で、ある。覆土は明茶褐色砂質土で凝灰岩質粒を少量含む。満底は海抜楳高20.24m

lJiJ後を計り、ほぽ平坦になっている。

I~I~I土遺物(図 7 )は、 6は龍泉窯系青磁鈎蓮弁文の口縁部、 7は白磁の口冗皿である。

d. 柱穴 (図 3・6・7、図版 1・6) 

検出した柱穴(ピット)は 2口で掘立柱建物を構成するような配置は認められなかった。P1の掘り

方は平面形状が円形を呈しており、規模は径35-40cm、確認面からの深さ15cm程で、ある。

P1の出-tJJd物(図7) は、口径12.7cmのロクロ成形のかわらけ大国lのみである。

e.第 1面下~第 2面上遺構外出土遺物 (図 7、図版 6)

第 1面構築土中及び第 2面の遺構に伴うもの以外の出土遺物を一括してとこに掲載した。図7-9-

13はロ クロ成形かわらけで、 9-11は口径7.4-8.2cmの小皿、12は口径10.8cmの中皿、 13は口径12.4cm

の大肌である。14は常滑のき語、 15は北部系山茶碗である。

3. 第 3面の遺構・遺物

第 3面では東隣の浄町]寺二丁目494番11外地点の調査で検出された満の続きが検出された。その調干

の満底の海抜標高は19.87m-20.00mを測り、本地点の満底の海抜標高は19.68cm-19.70cmを測る。第 3

面建物内の海抜標高は、 19.59-19.70mで、あり、浄明寺二丁目494番11外地点の調査の第 3面と同一敷

地内の生活空間が展開していたことが想像できる。遺構は建物と溝と土墳である。満と建物は同一面か

ら検出したがやや時期差がある。

第 3面の迫物としては、かわらけ、舶載磁器の碗 ・皿、 褐和lの輩、常滑窯の蛮 ・襲、土器質火鉢、

滑石製スタンプが出土している。

a.建物 (図 8-10、|刻版 2・6)

建物 1

調査区B・C-8-10グリットで東西に並ぶ柱穴列を確認した。当初は、満と思われたが、柱穴が検出

されたことにより満が造られる以前は建物が存在していたことが磁認できた。建物の主体は調査区外の

南東側に拡がると思われ、東隣の、浄明寺二丁目494番11外地点の調査の第 3面建物と同じ軸方位と考え

られる。建物の柱間規模は東西2間以上が確認されたが、南北は調査区外のため不明である。主!Iirh方位

は全体規模が確認できないため、不明である。東西の柱間寸法の芯々距離は194cmを測る。各柱穴の堀

方は短径30cm、長径36cmの楕円形を呈し、深さ25-30cm程で、ある。検出した柱穴 1口には柱と思われ

る角柱が残っているものもあった。長さは、 30cm程で、厚さは10cm前後に加工されていた。建物内の海

抜標高は、 19.59-19.70mで、あり、磁土は明茶褐色砂質土で凝灰岩質粒、かわらけ片を含み、締まりが

ない。出土辿物(図10) は、 1-14がロクロ成形かわらけで 1-10が小血、 11-14が大皿、 15・16は
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龍泉窯系青磁の鏑蓮弁文碗、無文碗で、 17-21は常滑窯製品で17は査、 18-20は襲、 21は控鉢 I類、

22は土器質火鉢である。
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b. 土墳 (図 8-10、図版 2・6) 

土靖 1

調査区北西|料、 B. C-10-11グリットに位置しており、南西側が誹|在区外に拡がっている。確認さ

れた規模は東西長80cm以_1:.、南北長100cm以上、深さ50cmの大型土域と忠われる。磁土は凝灰岩質粒を

多51に合む、締まりのない茶褐色砂質土である。

出土治物(図10) は23がロクロ成形のかわらけ小皿で、 24は白磁の査の胴部小片で、 25は常滑提鉢

I類で、 26は滑石製スタンプである。

c.溝 (図 8・9、図版 2) 

溝 1

調査区南東|判から、 B.C-8-9グリット 'i:'央まで束丙に走る満である。満 1は建物 1を埋め戻す

11寺に造られ、建物 1の墜を利用して造られている。I114肩は40-60cm大の土丹と鎌倉石を積んで補強さ

れ、北側の溝肩は調査区外まで延びるが、南側の満肩は 8グリット付近で、はっきりしなくなる。確認規

模は、北側満肩の長さ450cm、南側溝肩の長さ 100cm、 |ご|幅約60cm、下|幅30cm、深さ40cm程で、ある。磁

は、茶褐色砂質土で、締まりがない。

d.第 2面下~第 3面上遺構外出土遺物(図10、図版 6) 

第 2而構築土中及び第 3而の遺構に伴うもの以外の出土遺物を一括してここに掲載した。

凶10-27-39はロクロ成形かわらけで、 27-34はLJ径7.2-7.8cmの小皿、 35-39は口径11.0-13.0cmの

大皿である。40-42は向磁の皿で、 40は口冗阻である。43は瀬戸窯の卸Jm、44，45は北部系山茶碗、

46は常滑窯費、 47・48は常滑窯呪鉢I類、 49・50は常滑禁煙鉢E類、 51は鉄釘である。

4. 第 4面の遺構・遺物

第 41厨は、第 3 面下20cmf'~で、調査区北側に海抜標高が19.85-19.90mの土?l版築によるかなり強固な

寸百面を検出した。これは通路状の遺構と考え、府部を半裁した。その他には第3面で検出された建物

もみられる。泊物はかわらけ、龍泉窯系苛磁の碗・鉢、白磁のffil.輩、株j車lhの蛮・と思われるもの、瀬

入子・瓶子、北部系山茶碗、常滑窯の費・壷 -tt鉢、瓦器碗、土器質火鉢、輔の羽口、砥石、碁凶、

火打石、箸などが山上している。

a.建物(図 8・11、|ヌ|版 3) 

建物1調査区B・C-7-11グリットから検出された。建物の壁とする北辺は生活|商から30cm程掘り込

まれ、大・小土丹塊で区画され、 C-8グリッ卜-l';Lf，J.近からは礎板が出土しているため、建物と認識し

た。建物内で柱穴は見つからなかったが、建物とする範囲が南側調査区外に拡がる様子が窺える。認

は小上丹塊及び凝灰岩破砕粒を合むH育茶褐色粘質 tであり、確認できる建物の東西範囲は550cmで、全体

の棋チはとれ以上に拡がると思われる。

建物の北側は、前述したように強い土丹版築l百が拡がる。建物に伴う通路状泊構とみられる。地業の

堆舶を確認するために調査区東1J!1JB. C-8グリット机付近で建物の壁から調査区北壁に向かつて40cm

の深さで南北にトレンチをあけた。層位は、 H音茶掲色粘質土の小土丹塊及び凝灰岩破砕粒を含む地業が

3回行われている様子が確認できた。
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図11 第 4面建物 1・通路地業堆積

b. 第 3面下~第 4面上遺構外出土遺物(図12、図版 7) 

第 3面構築土中及び第 4面の遺構に伴うもの以外の出土造物を一括してここに掲載した。図12-1-

16はロクロ成形のかわらけで、 1-8は口径7.4-8.4cmの小皿、 9は口径11.2cmのrr'lfJl、10-16は口径

11.8-14.2cmの大皿で、ある。17-20は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗、 21は龍泉窯系青磁碗の底部である。22

は龍泉窯系青磁魚文鉢、 23は白磁口克小l皿、 24は白磁輩、 25は褐)fill，の査と思われるもの、 26は瀬戸の

入子、 27は瀬戸の瓶子、28は北部系山茶碗、29は常滑窯小輩、 30-32は常滑窯輩、33は常滑窯費、34

は常滑窯控鉢 I 類、 35-37は常滑窯担鉢 E類、 38は瓦器碗、 39 ・ 40は土{，~質火鉢、 41は輔の羽口、 42

-44は石製品で、42は砥石、43は碁石、 44は火打石である。45・46は木製品の箸である。
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5. 第5a面の遺構・ 遺物

第5面は、第 4面でトレンチをあけた時に確認できた小土丹塊 ・凝灰岩破砕粒を少量含んだ暗茶褐色

粘質土の地業面を検出すると、満 1条、迎梢の性格がはっきりしない木組遺構などが検出された。第 5

面の海抜楳高は19.44-19.53cmで、あった。

a.木組遺構 1 (図13・15、図版 4・5・7) 

調査区中央B・C-9グリットに沿って鎌倉石が積みあげられ、その西にはl隔2cm程で、長さ 9cmの薄

い板材がもう一つの板材で留められていた様子がみられた。また、鎌倉石と板材の聞からは、かわらけ

が検出され、周辺からは杭が6本確認された。出土状況などをみても、性格ははっきりしない。出土遺

物(図15)は、 1の口径8.4cmのロ クロ成形かわらけ小皿のみで、ある。

b.溝 (図13-15、図版 4・5・7) 

溝 1

調査区南側B・C-7-10グリ ットで東西に走る満であり、東西端は調査区外に延びている。確認規

模は長さ 3m程で、上|隔が約25-30cm、下幅が15-20cmを測り、断面は逆台形状を呈している。確認

面からの深さは25-30cmで、ある。満壁には、大小土丹塊が据えられていた。

出土遺物(図15) は、 2-4がロクロ成形かわらけで、 2が口径7.6cmの小皿、 3. 4は口径13.0-

13.6cmの大皿lで、ある。 5は白磁口克皿、 6は白磁皿、 7は瀬戸の小輩、 8は木製品の曲物叢である。

C. 第4面下~第5a面上遺構外出土遺物 (図15、図版 7) 

第 4 面梢築土中及ひ守勢~5a面のJ.fHI'~に伴うもの以外の出土遺物を一括してここに掲載した。

図15-9-15はロ クロ成形のかわらけで、 9-13は口径7.6-8.2cmの小皿、 14・15は口径12.0-12.6cm

の大皿である。16・17は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗、 18は龍泉窯系青磁無文折縁皿、19は青磁折腰鉢、

20・21は白磁口JC皿、 22は白磁皿、 23は青白磁皿、 24は北部系山茶碗、 25・26は常滑捜鉢I類、 27は

瓦器碗、 28は女瓦、 29は木製品の燈台、 30・31は漆器皿、 32-37は木製品の箸、 38は用途不明の木製

品である。

6. 第5b面の遺構・ 遺物

第5b面の海抜標高は19.10cm前後で、中世基盤層を生、活面としている。この生活面で検出した遺構には、

木組遺構、土城 2基、柱穴15口などを確認した。
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a.木組遺構 2 (図13・16、図版4・5・7)

調査区南西側C-9・10グリット杭付近でかわらけを伴った板材が重なりあって検出されている。板

材は長さ110-113cm、|隔10-15cmで、東西方向に約4ωOcmの閲|隔l涌雨で

1臼5-3ωOcmの礎板なども検出された。そのため建物に関連する遺構だと思われる。

てヱヨ=ヨ

ミ孔J
b韮d
℃~~I 
ミ司=J， 七一』ライ

¥ 

"'P1 

A木組i盤情2 企 P2

図16 第5b面各遺構出土遺物

℃二ヰー二考3

QE 十一ーイ4

lモ一三士一J~5
¥ 

百三Lj

すり
くこ二二工18

A土繍2

。 10cm 

出土遺物(図16)は、 1が口径9.2cmのロ クロ成形かわらけ小皿で、 2-6が手短ね成形のかわらけ

で2・3は口径8.8-9.0cmを測る小皿、 4-6は12.2-13.2cmを測る大皿で、 7は手提ね成形の白かわ

らけである。

b.土靖 (図13・14・16、図版4. 5 . 7) 

土境 1

調査区やや東よりのB・C-8・ 9グリ ット付近に位置し、柱穴3口に壊されている。平面形状は楕

円形を呈するものと思われ、規模は長径150cm、短径10cm、深さ20cmを測る。掘り方の断面は浅い皿状

を呈し、覆土は暗茶褐色弱粘質土である。

出土遺物(図16)は、 8. 9がロクロ成形かわらけで、10は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗、 11は泉州、|デ

系黄刺鉄絵盤、 12は常滑の狸鉢E類である。

土靖 2

調査区西側に位置し、 B-10グリット杭付近で検出された。平面形状は|明丸方形で、規模は長径160

cm、短径120cm、深さ20-30cmを測る。掘り方の断面は浅い1m状を呈し、額上は凝灰岩質粒を少虫含ん

だ暗茶褐色弱粘質土である。

出土遺物(図16)は13-15が口径7.8-9.0cmのロクロ成形かわらけ小皿で、 16は能泉窯系青磁碗、 17

は常滑窯の控鉢I類、 18は木製品の曲物の底板である。

C. 柱穴 (図13. 14・16、図版4・ 5. 7) 

η
J
 

噌

E
Aq

d
 



この生活面で、検出した柱穴(ピット)は掘立柱建物を構成するような配置は認められなかった。科堀

方は平面形状が円形または椅円形を呈する。規模は径50-65cm、確認面からの深さ 15-20cmで、覆土は、

凝灰岩質粒を若干合む茶褐色料i質土である 。 柱穴の底面に、長さ 35cm 、 l~bÜOcm 、厚さ 2 cmの柱受けと

考えられる礎板が検出されるものあった(P3)。

以下に図16-19-21に示した柱穴出土の泊物について簡単に触れる事とする。19は丹磁櫛tffiJili弁文flru

の口縁部分がP1から出上し、 P2からは、 20の口径12.0cmのロクロ成形かわらけ大皿、 21の常滑窯拒鉢

I類を山上した。

d . 第5a面下~第5b面上遺構外出土遺物 (1ヌ1 17 、 I~I版 7 ) 

とこで、は第5a面構築上111，&ひ寺第5b面の逃榊確認11寺のJ屈りれずに伴って山上したもので遺構に共伴しな

い逃物を一倍して述べることにする。

医117-1 -4はロクロ成形かわらけで、 1-3はII径7.6-9.2cmの小JIll、 4は口径13.6cmの大lTIl、 5 

-9は子担ね成形かわらけで、 5-8は口径7.6-9.6cmの小皿、 9は口径14.0cmの大田l、 7. 9は灯明

皿である。10-12は向かわらけの口縁部小}，、 13-15は龍泉窯系青磁鈎Jili弁文碗、 16・17は向磁UJL

碗、 18は白磁口〕印l、19は青白磁栴瓶、 20は黄柄11の盤、 21-24は常滑窯担鉢 I類、 25.26は瓦器碗、

27は瓦質火鉢、 28は女瓦、 29は漆器皿、 30-34は木製品の答、 35-37はm途不明の木製品である。
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表1 漬物観察表(') ( )は復元

図番号 出土函・遺精 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土・ 素地 c.色鯛 d.粕薬 e.焼成 f.備考
(cm) (cm) (cm) 

5-1 首n而土品質 2かオコらけ 7.0 5.3 1.7 a.ロクロ外底糸切痕 b.微砂 雲母1'1針良上 C.燈色

5-2 第 1而鴻l かわらけ (8.6) (6.4) 1.1 aロクロ外底糸切線 b.微妙22母赤色粒白針.bl土 c.位色

5-3 " 'ìi~ ìft t~鉢 I1 ~i 1-1縁白i小片
b. J.天 ll~色砂粒 I~I色粒 小石粒多fo1 c. 11ft赤判色降灰部灰緑色 e.図 5-4と

!日l一個体の可能性約り

5-4 " 時t消却鉢u，摂 / (15.8) / 
b . 灰t~色砂粒白色粒小石粒多 iìl c. 11脅，!i<同色~絢色降灰部灰紛色 e.凶5
-3と同一個体の可能性有り

5-5 第 1而 P1 かわらけ (9.4) (7.2) 2.6 a.ロクロ外底糸切痕 b.微砂 23母亦色粒 !とl針 j込上 C.災位色

5-6 " かわらけ (12.2) (5.4) 3.4 a.ロクロ外底糸切痕 b.微妙3母亦色粒!'cl針良土 c.3在俗色

5-7 " 常 滑 担 鉢 I1:煩 口縁部小片 b.悦j色砂粒小石粒多盆 c.1情赤褐色

5-8 百~ 1郎 P2 常消費 Jj:(-胴部片 b. I天褐色砂粒白色粉多i注 C. 執J色 I~草灰 ffil灰内色

5-9 第 1而上 かわらけ 6.8 4.0 2.0 aロクロ外lほ糸切痕 b微砂 22母赤色粒良土 c.1立燈色

5-10 " かわらけ (7.5) (4.7) 2.1 aロクロ外!底糸切痕 b微砂 22母 II告1土丹粒やや粗土 c.1n燈色

5-11 " かわらけ 7.2 5.0 1.7 aロクロ外底糸切痕 b.微妙 'J1Rt ILI告!上ff粒 i込土 c.19Hol初色

5-12 " かわらけ (7.8) 5.3 1.1 aロクロ外l底糸切痕 b.微妙'11RJ:白針粗上 C.位色

5-13 " かわらけ (11.0) (5.4) 3.1 a.ロクロ外底糸切痕 b微砂 12母赤色粒良土 c燈色

5-14 " かわらけ (13.2) (9.4) 3.3 a.ロクロ外底糸切痕 b.微砂雲母亦色粒やや栴1土 c.1電位色

5-15 " かわらけ (13.0) (7.2) 3.7 aロクロ外底糸切痕 b微砂J1母 II針土丹粒良土 c燈色

5-16 " 瀬戸縁取b小山l (12.9) / / b. j竜灰色砂粒lJJ色粒利良土 d以祇j色不透明 e良好'.x質

b.灰白色 1沙粒潟色粒I-I@.粒良土 c.1灰w色 e良好硬貨 f口総下に 2本

5-17 " 瓦'l't 香炉 (9.4) (7.4) 4.3 のI'x線、その11¥1に花袋文とI，ljJ，!.文に似た S'pの文線、以下に株文、12弁

のスタンプ小菊花文

5-18 " 古~m系土(.;} 体部小}Jr b.灰色~乳白色微砂処色粒小石粒砂'l'tl込土 c.茶褐色

5-19 " 鉄製品釘 j孟6.3X耐，¥0.7 XJfl. 0.5 

5-20 " 銅製品銭 f.lm口口宝 庖初鋭 621年間元通宝か

5-21 " 銅製品銭 [天:w通宝 北米 初 鋭 1023年

7-1 第 2面総 l かわらけ 7.0 5.2 1.6 aロクロ外低糸切痕 b.微砂 2母赤色粒白針七丹粒良七 c.燈色

7-2 " かわらけ (7.6) (5.8) 1.2 aロクロ外底糸切痕 b.微砂32母 II針やや粗土 c燈色

7-3 " かわらけ (8.2) (5.4) 1.7 a.ロクロ外底糸切痕 b.微妙 '1t母」赤色粒 II歩l't丹粒良土 c.ïi~燈色

7-4 " かわらけ (11.2) (6.8) 3.2 aロクロ外底糸切痕 b.微妙 13母赤色粒向針良 |ニc.1竜促色

7-5 " 女瓦(平瓦)
残存長 19.1Xr協11.2XJ亨 a.l1'1ilii離れ砂 川面i上告11糸切浪斜絡子叩き悶離れ砂 b灰褐色 U'.T粒以色粒

2.5 |士!色粒良土 c.灰色~灰紙i色 e.良好目見'l't

7-6 第 2而 i/il2
能見4百足系

口縁gjl小片 b.1灰内色1M色粒相良1M級 d.I~U必灰色半透明 j亨下に施利 f 外而J.lll弁文
'1'(磁鋪員長弁文l涜

7-7 " 自 綴 口 冗肌 (11.2) / / b . 灰黄色 ~IJ色粒精良堅級 d . 1I官灰h色不透明 口径部銘胎

7-8 第 2而 P1 かわらけ (12.7) (6.4) 3.3 a ロクロ外底糸切痕 b. 微妙 ~母 赤色粒 相良土 c 償色

7-9 
第 1面下

かわらけ (7.4) (5.2) 2.1 aロクロ外底糸切IHb.微砂 :rl母 ILI針やや組土 c.I明資制色
~第 2而上

7-10 " かわらけ (7.2) (4.8) 1.5 aロクロ外底糸切痕 b微砂 雲母赤色粒 II針土丹粒良二CC.燈色

7-11 " かわらけ (8.2) (4.8) 1.6 a ロクロ外隊糸切痕 b 微砂 ~母亦色粒 1'=1針上丹粒良土 c.m色

7-12 " かわらけ 10.8 5.3 3.2 aロクロ外底糸切痕 b微砂'1m赤色粒良土 C.位色

7-13 " かわらけ (12.4) (7.6) 3.4 aロクロ外!底糸切痕 b.微砂 32母赤色枚 (1針上丹粒良上 C.li~燈色

7-14 " 'iiti'11 ~理 縁iJ?何 3.7 b灰白色砂粒煤色粒白色粒小石粒やや多五1c. n音初色

7-15 " 北flIl系山茶碗 (13.6) / / 
b.灰白色紗粒黒色粒白色粒精良 1:c.賞味灰白色 e.良好やや軟質 f束

昔話型

)0-) 守i3 [師建物 1かわらけ (7.2) (4.8) 1.7 3. ロ クロ 外底糸切痕 b 微砂 ~母白針五~ t c.燈色

10-2 " かわらけ (7.2) (5.2) 1.8 a.ロクロ外底糸切痕 b微砂内針良 Cc. I狗災掲色

10-3 " かわらけ (7.4) (5.4) 1.6 aロクロ外底糸切瓜 b.微砂32母良JニC.般色

10-4 u かわらけ (7.8) (5.2) 2.2 a.ロクロ外底糸切浪 b.微砂 23母白針良七 c俊色

10-5 " かわらけ (8.0) (5.6) 1.9 3.ロクロ 外底糸切痕 b微砂 52母良上c於燈色

10-6 " かわらけ 7.4 5.6 1.4 a.ロクロ 外底糸切痕 b微砂雲母五['Cc. IりIJ'者紘j色

10-7 " かわらけ (7.8) (5.8) 1.6 a，ロクロ外戚糸切浪 b.微妙 雲母白針良上 c.19h'q褐色
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表 2 遺物観察表 (2) ( )は復元

図番号 出土面・遺精 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土・素地 c.色調 d.粕薬 e.焼成 f備考
(cm) (cm) (cm) 

10-8 第 31m iJJ物 1かわらけ (7.6) (5.4) 1.6 a.ロクロ 外ほ糸切泌 b.微砂 ']1RJ:1ιI ~l 良1: c.俗色

10-9 " かわらけ 7.9 5.8 1.6 aロヲロ外It"l:糸切i!ib.微砂雲母 J込1:C. tl~俗色

10-10 " かわらけ (8.4) (5.8) 1.6 3. ロクロ外li~糸切f.iH. 微妙雲母 Iιl安|ー 良 t c.燈色 f燈l列IUl

10-11 " かわらけ (11.1) (7.3) 3.0 a ロクロ外IJ~糸切'1 1.良 b . 微妙 '.ß I# ILI多|・五Ltc.19J災制色

10-12 " かわらけ (7.4) 2，8 a.ロクロ 外低糸切痕 b.微砂雲母 II針良l:c. '91武技j色

10-13 " かわらけ (13.4) (8.8) 3.3 a. ロ クロ 外Ij~糸切痕 b. 微砂雲母円針小イヲ粒良 t c. i有償色

10-14 " かわらけ (12.8) (7.0) 3.3 a. ロ ヲロ 外IJ~糸切浪 b. 微妙 ~Rnl針良 t c.償色

10-15 " 
百E五47気系

民間i小片
b.1パ(1色f，'Jlν型車f1d. 1珂灰緑色、ド透明 IY.予に施執I1やや粗い白人f.外而必

fT磁ui泌弁文{涜 弁文

10-16 " 
自llJR ~稼系

胴日明小，.，，. b 灰色祈i良l格納 d.191灰緑色半透明j事J.Iこ施執h
l'T磁無紋I秘

10-17 " 給計1 ;J'~ 目阿部iYo14.2 b灰尚色砂粒少liic.灰能j色

10-18 " 常消費 bHi~幅 2.2 b.1I行株j色砂粒 (1色粉やや多Glc. ~U尚色

10-19 " 'i;f討;t古里 Wi~幅 2.7 b.l:ポ色紗粒 (1色粒多1，1c.見!持j色降灰部Jポ緑色

10-20 " ~jï{消費 絞ii?幅 2.5 b.灰祇l@.砂粒 (1色粒多な c.1I音紙j色降灰部反緑色

10-21 " 'iitii't -t'f鉢 Ui 正~fîl壬 12 .0
a. J刷、h¥Wib.19J1反il色l昔、粍瓜色粒 (1色料小イイ粒多l，tc.191灰内色 L内

凶ili.，減痕

10-22 " 土器質火鉢 11縁 .IL"I:部小片
b. T'lffi色一Jパ色微妙23母白色粒粗JニC.I:天悦i色eややあまい軟質 E再
火のため紺JflUt.大

10-23 tiJ31('I 上J筑lかわらけ (6.8) (5.2) 1.5 aロク口外政糸切浪 b微妙 'sf{):良|二c.位色

10-24 " !ιl 磁'5~ Jllulffll小片 b.l.灰(1色村_b!U廷級 d.191灰Iιl色半透明やや粧lい11人f.外lhillli弁文

10-25 " 'l-it討7 阻害事 Ui1 11縁日I1小)十 b.191灰色砂粒 !;u色粒円色粒やや多i止c，l.束尚色|作灰ffll総灰色

10-26 " 計画|干7製スタンフ j正4.2X幅 2.6XJt! 0.7 c， J:采(1色-!XI肉色 f.ii1石鍋からスタンフに加工途'1'か文械イミ191

10-27 
宮~2 而下

かわらけ 7.2 4.6 1.5 aロクロ 外j応糸切浪 b微砂雲母向針良l:c.燈色
-tiJ3而上

10-28 " かわらけ (7.2) (4.4) 1.6 a.ロクロ 外lii:糸切痕 b.微妙'li~}:段上 c . ld俗色

10-29 " かわらけ (7.2) (4.4) 1.7 a.ロクロ外!氏糸切痕 b.微砂雲母 II針 I込1:c.位色

10-30 " かわらけ 7.6 5.2 1.8 a ロ クロ 外IJ~糸切浪 b 微妙 ~ f辛 ( 1針良 1: c. tl~位色

10-31 " かわらけ (7.4) (5.2) 1.5 aロクロ 外M糸切瓜 b微妙-21:せI1針段上 c，位色

10-32 " かわらけ (7.6) (5.0) 1.6 a. ロ ク ロ外)J'~糸切瓜 b. 微妙 l斗壷|良 1: c.ll~際色

10-33 " かわらけ (7.8) (5.2) 1.7 a. ロ クロ 外IJ:~糸切浪 b. 微妙 ':2RJ:良 1:c， 1''lm色

10-34 " かわらけ (7.6) (5.0) 2.1 a. ロ クロ 外)J'~糸切炭 b. 微砂 'ß RJ: I 1多l'J込l:c.煎位色

10-35 " かわらけ (11.0) (7.2) 3.2 a.ロクロ 外ほ糸切痕 b.微砂良上 C.位色

10-36 " かわらけ (11.4) (7.8) 3.3 a. ロクロ外'~"I:糸1;1)痕 b . 微砂段上 C. 抱色

10-37 " かわらけ (11.8) (7.6) 3.4 aロクロ外j必糸切痕 b.微妙'兵隊!ιl針段上 c.民俗色

10-38 " かオコらけ (11.8) (6.8) 3.6 aロクロ 外ぼ糸り')1.良 b.微fd、主母(1針小石粒良 1:c， ~在位色

10-39 " かわらけ 13.0 7.0 3.6 a ロ クロ 外IJ~糸切lii b. 微砂沼町五! 1: c.位色

10-40 " (1綴 11)[ IUl (10.0) (6.0) 2.6 
a.ロクロ 外IJ"I:糸切線 b.1.天1'1色利政!翠鰍 d.;1印刷バ1'1色不透明日性向i・外
IJìS fflS~\l J胎 [目 1 1将 fflS煤1、J' 1'(

10-41 " II磁 Illl / (7.0) / a.外!氏糸切痕 b.J天門色村良l翠級 d 灰lJ~緑色半透明外Ji主剤S1;t J恰

10-42 " II磁IIll / (8.0) / a 外IJ~糸切I.iH.JM I 色村良堅級 d.1り l灰 í l 色半透明外Mffll露胎

10-43 " 瀬戸卸Illl (12.8) (6.4) 4.0 b.1I官以l'1色{沙粒祈i五!t d.明武執j色~此紛色e田良好硬質

10-44 " 北部系山*1純 (13.0) / / 
b.1兵(1色砂粒粁11込tc. 19l1:天災色e田良好破!'l'tf. I)~I而 -I I Uffll外而にかけ
(1然車hH{'f京沼恒

a外IJ'i:糸切羽，:{lUi付日行籾殻似 b.19]灰黄色紗粒料良 l二c.19"1灰黄色[内而
10-45 " 北部系山茶碗 / (5.4) / 

1'1然相h卜tnJlt波惚

10-46 " 'ii¥'ifl ~聖 総41?幅 2.4 b.l.災被j色砂駅!.II色粒多治 c，n音赤尚色降灰告11灰緑色

10-47 " 'l;t討't 1'1鉢un 11縁部小J'r b.1反核J色紗料 II(目立小6粒多五lc.紙j色

10-48 " 'iit討? 担鉢Bl1 (12.0) 
b.1ポ色 I沙粒m色粒白色粒やや多51c灰色 f刊行剥雌内前払.jt、l将滅痕 ・
煤l、lげ

10-49 " 'iitift 1'~鉢 n 紅i 11縁ffil小Ji b. J火事u色I沙粉 II色粒少ほ c亦制色降!兵部!天緑色 f外1mハケ調態

ヴー
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表 3 遺物観察表 (3) ( )は復元

図番号 出土面 ・遺構 種別
口径 底径 器高

a成形 b.胎土・現聖地 c.色調 d.紬薬 e.焼成 f備考
(cm) (cm) (cm) 

10-50 
第 21伺F

'ii(n't r.u:t> u m (15.0) a砂11n:~ b.以紙j色1沙粘(1色粒多百tc.~色-lIfí赤紘j色"布!天 ~~I灰緑色
一筋 3L(U七

10-51 " 鉄製品釘 残{?長 5.0X幅 0.4X}平0.2

12-1 
tn 3 I而F

かわらけ (7.4) (5.3) 1.5 a.ロクロ 外!氏糸切IHb微妙宮町赤色粒 (J針上丹粒朝ltc.明1'IfU色
一貫i4而七

12-2 " かわらけ 7.4 5.4 1.55 aロクロ外!ほ糸切痕 b微砂雲母ぷ色粒 h針 tJ守粒粗 tc. r別i古紙j色

12-3 " かわらけ (7.6) (5.7) 1.5 aロクロ外股糸切炭 b微砂'n仕*，Jf;色半世ILI針明IJニc.lq，隠色

12-4 " かわらけ 8.2 6.5 1.35 a. ロ ク ロ外政糸切痕 b. 微砂~母赤色粒門針やや将1 1二c武将色

12-5 " かわらけ 7.6 4.7 1.45 aロクロ外氏糸切泌 b微I沙雲母赤色粒白針利上 c.俊色

12-6 " かわらけ (7.8) (5.4) 1.45 a.ロクロ外Jlio糸切IJlb.微妙'.21-世ぷ色粒1'1告l'J: J、}粒 ~n .lこ c. ffi色

12-7 " かわらけ 7.6 5.95 1.7 a.ロクロ外!広糸切泌 b.微妙3母赤色粒 rl針小行事世相上 c.ffi色

12-8 " かわらけ (8.4) (4.4) 1.7 aロクロ外l底糸切痕 b微妙 雲母赤色半世白垂|ーやや粗 tc. I~lb~ 紘j色

12-9 " かわらけ 11.2 5.6 3.5 
aロクロ外l氏糸切炭 b微妙:JJ母亦色粒(1針やや羽1t c. 191t'立世J色f燈1リl
IIIl 

12-10 " かわらけ (11.8) (7.6) 3.1 aロクロ外ほ糸切狼 b微妙'I!:母亦色粒 |勺告|純1t c. 1m竜初色

12-11 " かわらけ (12.0) (7.4) 3.25 a.ロクロ外JI宝糸切痕 b.微砂'Jl母ぷ色料 h針粗 tc.抱色

12-12 " かわらけ 12.2 7.3 3.2 a.ロクロ外ほ糸切泌 b.微砂 'sI昔亦色粒 (1垂l'I:}'J粒判I上C.-j，;主位色

12-13 " かわらけ (12.1) (7.2) 3.65 a.ロクロ外戚糸切IJ'ib. 微砂雲母内針 t丹粒やや利七 c.ll~燈色

12-14 " かわらけ (12.6) (7.3) 2.8 a. ロ ク ロ外JJ~糸切浪 b. 微妙 '~ I吐 ろが色料(1針 t丹粒精1上c.ffi色

12-15 " かわらけ (12.4) (7.0) 2.85 a. ロクロ外Jぽ糸切炭 b. 微妙 '兵隊亦色粒 (1金|小石粒精l上 c. 1 リH立~色

12-16 " かわらけ (14.2) (8.4) 3.45 a.ロクロ外l疋糸切娘 b.微砂i1母h安l'J主」二c燈色

12-17 " 
地~吉良系 11縁部小片 b.I!flJ天(1色相良幣綴 d.M灰色、ド透明 f外商法弁文
l'T磁~I;lli弁)(腕

12-18 " 
地広l窯系

L-I縁部小)¥- b.明灰色料i込l墾級 d.11計灰緑色透明f.外回llli弁文
'，')'[1滋鈎立fi弁文腕

12-19 " 
自IUi~気系

11縁部小Jt b 灰色和五!'曜級 d.J采緑色、|土透明 f外l凶;lli弁文
fT磁~î;lli弁 5t:.腕

12-20 " 
能~~系

円縁持s小片 b.明!天rl(互利五!'蜜級 d.I';'緑色不透明 f外面>lli弁文
!?磁釘m 弁文腕

12-21 " 
日t品43民系 -，'f磁

/ (5.8) / b.l911反 1' 1 色 ~U色粒 相良!翌級 d. 緑l〆色透明外正~ffil~客船組い瓜人
碗

12-22 " 
能見i官民系

J~丹1I小I't b.灰rl@.瓜色粒杓五!1翌tfId.主v灰緑色不透明細かいは入f.I)~而 f.fJ.文
lT磁f.f).文鉢

12-23 " (1磁 11)じ小IlIl (8.8) (5.6) 1.8 
b.191灰 (1 色村良明級 d.1州勺 167 色透明 fl村部~Iめf. r I~寺計11煤卜|在俗191Jlll
として{史川か

12-24 " 白t起 き~I:~ / (7.2) / b. 灰h色!以色粒草1'1良型級 d.1列 (':1総色透明高台ffií~~1治

12-25 " 制覇Ir 、 :I~か 11阿部 ?小JI'
b.l.災被j色1ゆ粒黒色粒 ILI色粒小イ1粒粗 tdぷ執j色透明 l"llui(1溺非常に
i\~ く 施柄lre.l~H 硬質

12-26 " 瀬戸 入子 (4.8) (3.2) 1.2 
b 灰 1I 色 砂粒 m色粒 l勺色粒粉良 |こ c.1天 1I色降灰部灰緑色 e.l~H やや
軟'l'f

12-27 " 瀬戸 胤F iJfi告li1壬 (3.6) b. J天(1色砂粒H¥色粒 rl色粒析1，1;込 td.);民病IrJ.采似色 e.T!H !i!l!i't 

12-28 " 北部系山茶碗 11ml小川“
a.削り川しrift籾波浪 b.灰(l0.1沙粒烈色粒利良土 c.1明灰llj_色 f内而白
r.~柄Ir N 将来浪明

12-29 " .;;~計?小、ú~ / (4.0) / 
b.灰従j色砂粒煤色粒小石粒 やや多lilc. ~色|海灰門官級灰色[外服部へ ラ
調態

12-30 " 'ìi~ ii't .;:'~ (10.8) / / b. 1I昨灰紙j色 fd>粒 白色粒少1~! c. ~Q褐色|符J天河11灰緑色

12-31 " ';;tr丹、 *~':l}師 2.0 b.1I音灰色砂粒 以i色粘 (1色粒小'I粉 やや多iilc. !以制色

12-32 " 't;~討it '.:'ii J.lS:河川、}'j' a. f沙LIJ.ぽb.1I行以株j色l沙粒 h色粒小石粒多主tc.1I音赤初色降灰剖i灰総色

12-33 " 常消費 l寸fモ(49.0)総，;日偏 3.7 b.灰補色~償色砂粒 (1色粒小石料やや多fitc.初色

12-34 " 常計't位鉢I傾 li:S:古11小)'.
a.IUi卜|必ずîb 灰h色紗粒 ~U色粒(1也事1小イ7粒やや多filc 灰色 f内市 t
i'iIllftil域I"Jli主計11煤卜J'Jf

12-35 " 常 治 犯 鉢 n，;r[ 11縁部小片 b灰制色砂粒仁l色粒小石粒多"tilc.1J持続i色|年以部灰緑色

12-36 " 'Ìi ~ i1't t7:鉢H矩i 11紋剖i小I't- b灰総色砂粒小行粒多ittc. U育制色

12-37 " 'ii~ i1~ 担鉢 n，羽 底部小!γ b俄色紗粒(1色粒少佐 c.1I行ぷ肉色f.1λliIii底部!制球IU
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表 4 遺物観察表 (4) ( )は復元

図番号 出土面・ 遺構 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土・繁地 c.色調 d粕薬 e焼成 f備考
(cm) (cm) (cm) 

12-38 
m3而 F

.Ii;m腕 11紘一IJ~ì'ffln '
b灰(1色~灰色紗粒 (1色粒良t-.c.}!)江 |色~灰色 e良好軟質f.11縁部外 |

-m4uii上 而に~{、j' lJ

12-39 " 上;お質火鉢 1-1*量百1I小)t b . 促色砂粒~母亦色粒良 r. c.於燈色f.1人.JI焔煤卜w
12-40 " I:a{質火鉢 / (23.4) / b. J.災(1色砂粒 'lm小石粒やや判11:c従i色~燈色 f.iヰ火を受けている

12-41 " 怖の己);]11
残存長 8.3内部径(1.7)外 b.位色-1り11者能j色 微砂 '_1J肝fj:Jiミ色杓 (1針J_Ltc.以i色~武灰色 f.先端部に

部1壬(3.3) ガラス質の溶II物が!、t.(1 

12-42 " イi製;171 自tィ; 残(7-長 3.6X幅3.0X)亨1.9c.191災(1 色 f 泥作製七ffPEか小 ru~

12-43 " 行製I~I~ ~ . ~ィ i 長1.3X恥¥1.6 XJ亨0.3 c. ~n色

12-44 " 石製品火打ィ; 長 3.0X制 2.5X)早1.6 c.1仰向灰色 f全体に打惣IHがみられる

12-45 " 木製品衿 伐(7.長 18.0X削0.7xnO.8 [ メJ物でI~I而多角形に l(iiI仮)JWC

12-46 " 木製品符 銭(?長20.4X削0.7X)平0.7[メj物で、断l而多角形にl而l以加IC

15-1 
m 5a而

かわらけ 8.4 6.1 1.7 aロクロ外1底糸切瓜 b.微砂2母み色粒 (1量|小ii粒やや粗上 c.位色
木剥II白桃 l

15-2 第 5a1而 i，1'i1 かわらけ (7.6) (5.6) 1.3 aロクロ外l底糸切IRb.微砂113時点色粒 (1針やや粗七 c.1リl皮肉色

15-3 " かわらけ (13.0) (8.2) 2.9 
aロクロ外底糸切痕 b.微砂雲母赤色粒 h針土丹粒やや組 tc. 1珂i'-'trn
色

15-4 " かわらけ (13.6) (10.1) 2.6 aロクロ外政糸切到達 b.微砂'2Rj:，Jj，色粒(1 針 tn~立 やや粗 t c.償色

15-5 " 白磁 1 I)CIHl (12.6) / / b. )天白色 ~n色粒 m良，:延級 d. }天 !ιl 色不透明日将剤í~客船

15-6 " 1I綴 IUl / (6.4) / aロクロ外底糸切痕 b.灰1'1色 m色料相良Il官級d灰II色透明

15-7 " 神田}; 小'Il:~ / (4.0) / b. !ポ(1色砂粒!込色粒祈i五!t c.灰色 e，良好 硬質

15-8 " 木製品 1111物必 イu壬0.5直径 9.2 Lメj物で円形に加工中央{こ穿.fL

15-9 
ti141市下

かわらけ 7.6 5.0 1.8 aロクロ外底糸切炭 b.微1ゅう雲母み色粒 II針やや粗 tc燈色
~茸¥5a 1而

15-10 " かわらけ 8.0 5.3 1.7 aロクロ外底糸切炭 b.微妙雲母赤色粒 (1針小石粒やや粗 1:c.燈色

15-11 " かわらけ (8.2) (6.7) 1.5 
aロクロ外!底糸切11{b.微li'.T玄白土赤色粒 1'1針小イ1粒やや相J:c. 1りl煎耗j
色

15-12 " かわらけ 7.8 5.4 1.5 aロクロ外Js:糸切IHb.微砂 'BI:}T亦色粒 (1針上丹粒五!t c. 19JtHU色

15-13 " かわらけ (7.9) (5.4) 1.8 a色ロクロ外底糸切痕 b微妙叩赤色粒附明やや籾山側 l

15-14 " かわらけ 12.6 8.0 3.0 
aロクロ外}j'宝糸切泌 b.微砂 ':21吐赤色粒(1針上N粒やや羽11二c.l9Jti立制
色

15-15 " かわらけ (12.0) (6.6) 3.3 aロクロ外l必糸切IUb. 微砂雲母亦色粒 ( 1針小石粒やや粗」二 c.l~従色

15-16 " 
他見47駕系

r'，'&合径 5.0
b 灰ÎI 色尽i色粒宥i五! I~級 d. Þ~I味灰緑色透lり I f外耐えIl弁文内11互に}市川す

..;.ft必鈎Mi弁文腕 るi'A:線イfり

15-17 " 
能JH7索系

11総計li小)¥' b 灰|ιl色w色粒 *i'l五!1宅級d緑灰色不透明厚手の胞稿lif.外面注弁文
l'T磁鈎Mi:fr文i班

15-18 " 
自E見~~系

(21.0) / / b灰ILI色 J以色粒符!良l喧級 d.1I計総J火色透19J)亨子の純利 E到1¥文
-I'i'磁貴!Ult庁総IUl

15-19 " ilj"磁折H要鉢 / (6.1) / b 灰色黒色粒相良L~級 d.1明灰緑色半透明 rfE i今n l、| 鈴!治

15-20 " ( 1磁 r1J[IUl (10.0) / / b灰白色，!，l;¥色粒 *'11:[1警級 d.):ポ ÎI 色透明 1- 1 1'刊aí~~ !lf~

15-21 " f"1I滋 nJLilll (10.0) / / b. }:天白色烈色粒*，'1五!1宅級d貨l床灰白色透明 116問iiMl治

15-22 " (1磁 IIJl / 5.1 / 
b. )ぷII@.~\\色粒堅級 d. 明灰1' 1 色不透明底部係!附 f. 1λH底に!羽1"1するI'x線
イIり

15-23 " ，';'(1磁川l / (6.0) / b 以内色!日l色粒 *i'良昭級d町1水!?色、ド透19](.がJIJ宅に).'iJlnlするI'x線イTり

15-24 " 北部系山茶碗 1 I *j~í小)\' b灰白色砂約料五!t c灰(1色f.r)、H雨前滅

15-25 " 常 滑 川 鉢 1J!r[ 11緑門li小)¥' b. }ポ色紗料 (1色粒やや多lltc.灰色

15-26 " 'lit7f't N鉢 1J:I'! bそmi小片 b灰色砂利 (1色粘 土込上 c.J.ポ色 |削火部以緑色

15-27 " 瓦骨骨腕 I，j;;河川、)'，' b以内色砂粒 j込土 C.灰白色~灰黒色 e良好やや硬質 f内i侃附文

15-28 " μ-瓦(、Î瓦)
残存長 8.6X似 8.5Xl't 3.0 a凹i(ij繍位糸切浪縦横位ナデ縦れ砂 1"11而料約刊IJlき11縦横{立の駁いナ

-3.4 デ b.l以内色紗粒千l色粒良上c灰色~灰白色 e.良好硬質

15-29 " 木製品燈台
残存j是7.4X幅 6.8X)平0.6

[航行19ji分を除き!l¥i漆を冷イ百 位向の下ffiiか
- 1.6 

15-30 " i議日if 1111 (10.0) I (7.5) I 1.4 f.m淡I也に米液でF品目き的文か
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表 5 遺物観察表 (5) ( )は復元

図番号 出土菌・遺構 種別
口径 底径 器高

a.成形 b.胎土・ 繁I也 c.色翻 d粕薬 e焼成 f備考
(cm) (cm) (cm) 

15-31 
耳~4 市iF

淡日日 IIllか 残存長 2.6X中iti3.5 XI事0.4 r.以.¥i奈I也に米淡でT01mき文線イミ191
~第 5a1而上

15-32 h 木製品 ii>，: 伐17-長 17.4XI幅0.6XI亨0.6r.メJ物で断市l多角形に商l収)AI工

15-33 h 木製品 ";1>，: 残(+l主18.0X幅0.7XI平0.5r.刃物で|斬凶1多角形にl而収加工

15-34 h 木 製 品 管 残存長 18.2X幅0.7XI'，[ 0.4 f刃物で断面多角形にiiii取)AIl:

15-35 h 木製品 答 残存長 18.7X幅0.7xn 0.5 r.メj物で|断凶多角形に部取1J!H

15-36 " 木事~ I IIIII ~芹 残存長21.2X幅0.5X Jtl. 0.5 f.))物でl折Il[j多角形に，fliIIJ(1J!1[ ~I日制尖り気味に1JiI工

15-37 ε， 木 製 品 筈 残存長24.3XI幅0.6Xi'l-0.6 L).)物でl斬l鋪多角形に回収IJIl工両端尖り気味にI.JIIL

15-38 h 川途不lりj木製B111 残存長 11.3X恥i1.6 XI早0.6Lt端にix \ 、~孔

16-1 
第 5b而

かわらけ 9.2 6.4 1.4 3.ロクロ外Ji宝糸切111b.微妙 ']11昔h量|やや精11ニc.t在位色
木組lli桝 2

16-2 " かわらけ (9.0) (7.0) 1.9 3. H'J!ね 外l底指頭IH b . 微妙 ~Rt 良 tc. l
'
古俗色

16-3 h かわらけ (8.8) (7.0) 1.6 a . 下払lね外I)~指頭線 b. 微砂 ']1Rt 1'-1告|良上 C.).1世俗色

16-4 h かわらけ 12.2 10.8 3.6 a. }-!JIね外If~指頭痕 b . 微砂 'J1 llt 1'-1針段上 c.191災事u色
16-5 h かわらけ 12.8 10.8 3.0 a.予担ね外底指頭痕 b微妙':nBJ:II針小石粒やや粗土 c.1列EE杭j色

16-6 h かわらけ (13.2) (11.0) 2.9 3.下山ね外!底指頭痕 b.微砂 ';11.1平h針l:1't粒段上 c.1列lBt祇j色

16-7 " IIかわらけ (8目4) (7.4) 2.5 a. }位ね外11主指頭泌 b.微砂，.:;_tRt良l:c.灰II@.

16-8 第 5b而上嫌 1かわらけ (9.6) (7.4) 1.5 aロクロ外j底糸切痕 b.微妙雲母仁丹粒 やや粗土 c.明1主総色

16-9 h かわらけ (10.0) (7.8) 1.3 3.ロクロ外J氏糸切浪 b.微妙 1:11:1せ亦色粒上N粒良 tc. 191Jl立fU色

16-10 " 
mHi~~系

高台後 (4.0)
b灰白色 !禁色粒 相良堅級 cI.1I行灰緑色、ド透明厚手の施覇11日台位{、1'-尚台

1 1j'磁~flM弁文腕 l人.J ~J lI合 r.外価M弁文

16-11 h 
泉州:%系

1)~ ilIí小 1 'ï
b.J.辰id色砂粒 i;Q色粒 II0.粒小石粒 ヰu上d.-1/1.灰色透明e.良好やや硬質

災稿II$')<絵継 f.1刈凶牡j守文

16-12 h 'jj')討~ t'f鉢 日頬 底許ti小It b 灰色砂粒黒色粒 I-I色粒小石粒多J，1c. 19H立褐色 f.内而!野滅

16-13 第 5b而七城 2かわらけ 7.8 5.5 1.5 a.ロクロ外lほ糸切痕 b微砂 '2RtI守針仁丹粒 良仁 c.fllH'i絢色

16-14 h かわらけ 8.0 5.9 1.5 a ロ クロ 外Ij~糸切泌 b 微妙 ';3 1せみ色粒 1'-1針良上 c 位色

16-15 h かわらけ (9.0) (6.8) 1.7 aロクロ外!底糸切浪 b微砂雲母赤色粒白針土丹粒良上 c.U)I皮肉色

16-16 h 
地J主i'気系

l志向1小It b.亦灰色料五!I笠級 cI.JI昔!宋緑色不透明1外1m下位沈線ヰTり
，'i'I滋!被

16-17 h 幼討;1 r~鉢 o漬 lコ縁ilIi小1¥- b灰色砂粒 II色粒小石粒多51粘質c目灰色

16-18 h 木製品刷物 残存長 7.0XI隔3.1X厚 0.7f.1.必板 fJlll端斜めにMIl:

16-19 第 5b而 P1 
JJ般 樹i傾注弁

(16.6) / / 
b. J天 1'-1 色 砂粒 J鴇色粒 ，，~級 cI . tf紛色半透明r.11~ ii而 ill11花文 外r(o欄倣M弁

文碗 文

16-20 第 5b面 P2 かわらけ (12.0) (7.0) 2.5 aロクロ外底糸切痕 b微1沙'23母赤色粒白針良土 C.]在位色

16-21 " 'iitifl f'}鉢 1M l寸縁部小1¥- b.明灰火色砂粒 II@.粒多培C.町i灰紫色~茶筒色

17-1 
第 5a而 F

かわらけ (7.6) (6.2) 1.8 a ロ クロ 外J必糸切炭 b. 微妙 ~ I辻赤色粒 臼針やや粗土 c 焚燈色
~第 5b面上

17-2 " かわらけ (8.4) 6.0 1.6 aロクロ外lぼ糸切痕 b.微妙;].1恐亦色粒 h針籾上 C.旬J1ti褐色

17-3 h かわらけ (9.2) (7.1) 1.2 a.ロクロ外JJJ;糸切縦 b微妙雲BUiミ色粒 II針やや粗土 c.llj1虫HU色

17-4 h かわらけ (13.6) (7.6) 3.05 a.ロクロ外!氏糸切痕 b.微砂雲母赤色粒向量|小石粒やや粗ニ1:c. fl~位色

17-5 h かわらけ (7.6) (5.6) 1.5 a.Ni1ね外I)~指頭線 b. 微砂 32母赤色粒内針良上 c. 明f占拠色

17-6 " かわらけ (8.8) (7.4) 1.6 a. H~ね外m行頭痕 b 微妙 '兵隊内針b!-t. c.焚俊色

17-7 h かわらけ (9.2) (4.1) 2.0 a. H}ね外l底抗頭痕 b微砂'兵隊赤色粒白針良上 c.明賛粍j色u宣IljllUl

17-8 " かわらけ (9.6) (7.8) 1.5 a. HJね外股指頭浪 b微妙雲母ぷ色料 II針やや祇ItC.IIJH占拠色

17-9 h かわらけ (14.0) (8.8) 2.95 a.子花!ね外Js:街頭痕 b微妙23母，赤色粒向針 やや机1t c.!t7位色 [従I!J.JUIl 

17-10 " 白かわらけ 白紙~ií小Jヤ b微砂良土c目灰白色

17-]1 h (1かわらけ 1-1縁部小1'， b微妙良上 c.灰白色

17-12 h IIかわらけ 白紙部小片 b.微妙段上 c.灰肉色

17-13 h 
飽泉吉区系
!?般島}立直角、文I涜

口線ilIl小1¥- b.lljJ灰色煤色粒粉炭喧級 d.rljl J~緑色 、ド透 lリIf 外百íï蓮弁文

17-14 h 
的見47稼糸

j底部小1¥- b.J.天内色車両良略級 d.l'l'kok色半透191f外凶iilli弁文
-1';"磁~必弁文腕
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表 6 遺物観察表 (6) ( )は復元

図番号 出土函・ 遺構 種別 口径 | 底径 | 器高 a.成形 b.胎土・ 素地 c.色調 d.粕薬 e.焼成 f.備考
(cm) I (cm) I (cm) 

17-15 
?i¥ 5a而 F 飽~，線系

向1ιt1壬5.2 b 灰(1 色料五! ~認申í~ d. r'11味灰緑色透明尚子?位(、1・nl治f.外而雄弁文
~第 5b而上 l!?磁鈎illi弁文腕

17-16 " 白磁円JC腕 (川)I / I / b. !.天11色料j込1:珪級 d.1匂色不透明 11純計IIiMI治

17-17 " l勺磁 1 IJC腕 11縁fjfl小片 b. !天1" 1 色相良 1:'語紙 d.~立l味l天緑色透明 1 1 将:'lI1鉱脈

17-18 υ 白舷 lリCllll / I (6.4) I / b. !:天 II(皇制þ!~笠級 d.1列黄白色透明

17・19 " ltf仁l餓締瓶 日部小片 b.lljj灰色相良唯級 d..1<'，'i色透明 d外l飼櫛級文周回する 2条の沈線

17-20 " l明11 鍛 fUI小片
b. !.天尚色砂粒 nl色粒白色粒粗i上d.1'Vポ色半透明e.良好 fo!l!宝u.外1m二
次t完成のi.'JIli鈴

17-21 " 101i'1't位鉢 Ut 円緑内1-底部小Ji
a. n，~付，~~fì b. J.示色砂粒白色粒小石粒多坑c.fljl灰何色~灰褐色 t内面j!f-¥i
滅 ~f・j' 1Yi

17-22 " 百mt 1'，~鉢 U1 A.5合f壬(13.0) b灰色砂粒 1'1色料小イ7粒多hlc灰色 f.î1I(lirn滅

17-23 " 'ii(i'I't .f"l鉢u領 高台f壬(12.8) b. fU色砂粒1"1色粒小石粒少fo1c. ~色

17-24 " ';i~消位鉢 T 矩l 1131今係 (11.6) b. !.ポ色紗粒I，U色粒 11色粒小石粒多fdc.灰色f.1勾而.('iflHi域

17-25 " 瓦総 1純 (9.2) I / I / b.灰1'1色砂粒利政上 c.!天 ~IJ色 e. 良好矧!'l'( f. 1)、!外l侃!事粍

17-26 " 瓦ffi 碗 U~~部小片 b.1反1'1色砂粒*，'J良土 c.灰白色 e.良好f.内外面l望純

17-27 " 瓦'l'( 火鉢 II*J部小片 b.1灰色砂粉 (1色料.羽l上c烈色 e.ややあまい軟質f.I;lq外而1事粍

校{7-~ 9.0 -10.5 X幅 15.5
a. jlfl而縦1立ナデによりイH日終il'i1主t'.j面横長の斜給 I乙1111き口側面へラ削り

17-28 " 1;(瓦(平瓦)
-19.0 X厚 3.0-3.5 

b.灰色砂粒烈色粒良上 c.灰白色~灰m色e.良好破!質 f永福寺 U)IJJ瓦水
殿瓦~

17-29 " 詰主総 1I11 (9.5) I (7.2) I 1.4 f. ~U7議I也に米淡の予1，'，ì き 三袋を組み合わせた刷物文

17-30 " 木製 品 筈 長 18.9X幅0.5XJfl. 0.4 f.メj物で|析 l師多 fllJf~に I侃取加工

17-31 " 木製品 7時 校{7-~19.0X幅 0.7 XJiJ.0.5 f.)J物でl断而多角形に而!lJ{!JI]工

17-32 " 木製，1111， .，ヰ 伐(7-長 19.7XI偏0.7X!Y-0.6 f.メJ物で|析l而多角形にI伺取lJIH

17-33 " 木製品 望号 妓rnミ22.8XI編0.8XJ亨0.4E刃物でl析1m多角形にI回収J.nu両端尖り気味に加工

17-34 " 木製Ji1 衿: 事iJWl主22.7X係iO.6X!写0.6[刃物で|折而多角形に而取加工同制尖り気味に加工

17-35 " JT:I途不lリl木製品 長17.8X恥，¥1.0 X厚 0.9 f.1析面多角形にuiil収J.n仁1:菜箸か

17-36 " m途不明木製品 残存j這15.6X幅2.1XJ亨0.8f上端i波担l部煤H1'l'!，腐蝕激しい

17-37 " 111途不Ilj)木製品
長15.9X残存幅1.9XI亨0.1

f. ffJt川村!;il訓話の-:'lJ1か
-0.4 

-A 
q
L
 

q
J
 



第 3章 まとめ

本遺跡は市内北東部、朝比奈へ通じる県道金沢鎌倉線沿いにある鎌倉五山浄妙寺の南方に位置した功

臣山報国建忠禅寺の建つ宅間ヶ谷に所在している。報国寺の境内は現在ではこの谷戸の関口部付近だけ

であるが、 『新編相模国風土記稿jによれば旧境内は江戸時代までは広大な寺城であったらしく、それ

を物語る資料として江戸時代末期(寛文三年 :1791年)に描かれた 『報国寺境内絵図jには表門の南

に仏殿や地蔵堂、西側には1-1-1門と客殿・鐘楼 ・席裡などが拙かれ、谷奥には束禅|涜や津蓮庵などj苔頭の

記載が認められ、この谷戸全域が旧境内j或あった乙とは想像に難くない。調査地点、は、古絵図によると

旧境内域の中央北寄り、仏殿に近い位置にあたると J~，われる 。

本調査地点からは、 rl:1世前期の少なくとも 5時期の生活面と、それに伴う巡梢・遺物が発見されてい

る。ここでは凶18に示したように今回の発掘調査に先立ち調査の実施されたA地点(浄妙寺二丁目474

番11地点)の調査成果も参考にして、各生活面から検出された遺構の配置や出土した遺物の年代観から

3朋に大別し、以下に各期の変遷と年代の概略を述べてまとめに変えたPo

第 I期一第5a. b面(中 |出並基盤屑上) :第第I5面のうち、 5肋b面でで、はH暗音茶褐色粘質土の中世f地山山上面カか当ら

建物を梢成しないピツトやゴミ穴の大型上城など、のi逃立桝が重複する形で

でで、は満以外に主だつたi泣i昌3訓封~i梢、帯持は認められずず、生活の痕助跡、が希i簿等な嫌て寸ずf乙が窺えた。 搬入品からみた年代は、遅

くとも13世紀第 1四半期頃には営為がはじまり、 13世紀中頃を主体とした様相が指摘できる。なお、こ

の東西満の区画及び建物などの主車111方位の状況は次代にあたる第E期一第3・4商へと継本されていたこ

とが窺える。

第E期一第 4・3面 :第 4面では、調査区南端部に東西位の建物遺構がみられた。建物北端には土丹

塊を並べて補強し、北側は土丹小塊や粗砂を交互に版築して通路状の造成を施していた。第3面では建

物廃絶後に両1)l11を土丹塊や鎌倉石による乱石棺iで補強された満へと変化している。搬入遺物からみた年

代は、竜泉窯系青磁蓮弁碗や常滑窯懇編年などから13世紀後半の要素をもっ資料が主体を占め、概ね13

世紀末葉までの年代とみて大過ないと思われ、近い時期で連続した生活面を構成していたと想定され

る。 さらに本地点第 3面の満 1は図18-A地点で検出した満の延長にあたるものであろう 。従って、

1 . n期の遺構と遺物の年代変遷をみると報国寺開創以前の様相が明らかであり、この谷戸の呼称とも

なっている宅間氏の屋敷との関連が想1包されるところである。

第皿期ー第 2・1面:乙の時期の遺構としては、主制l方位の異なる浅い満と土岐などが主体を占めて

いた。両面の搬入品の年代は14世紀前葉にはじまり、 15世紀におよぶ。中世以降の撹乱や削平を受け

た為に遺物の年代的混乱がもたらされたのではないかと忠われる。遺構に伴う出上辺物の年代からみて

報国寺に関連すると時期と捉えるのが妥協であろう 。

[参考文献}

京号秀明 1992 r中町、 14世紀かわらけの変遷Jr考rli論活神奈川j第1t長

5お坐官1'1+ 1996 r鎌倉 ・今小路西辿跡(御成小学校内)の瀬}I窯製百111について-，'i瀬戸前期から後則までの，'1'，1:線
柑-J r瀬戸市上閣議文イヒMセンター研究紀必』

馬討;:1平[lM~ 1997 r~11世食慌の地域性 鎌危Jr匝|立歴史民族博物館研究報杓J71集

n
L
 

n
d
 

q
3
 



C A 

一一一 11 

ー一一 10
I I ~ ¥ ¥ 

道

日告

I I潔払 ~ ¥ ¥ 
一一 9

一一一 8

一一一-7

報国寺遺跡
浄明寺二丁目474番12地点

図18 調査区地点位置図

つJ
円

Ln
J
 

一一一 6

一一 5

一一一一4

一一一暢3

一一一一 2

。 4m 



d 司 σ ・ 潤 M 副 怜 醐 ( 測 比 v m V )

ー ω N h H l s



l
f
)
 

N
 

cη 
(心FQ一存)

A 
d司(心Fnmwm)

(心nQMm)恥。
i

阻同日総・ω

‘

y
 

，
 /

"
 -;~，.-: ，J-

J:!?/¢
ア

トid
グ

c、A竪図



図版 3

企 a.第 4面全景 (東から)

A.c.建物 1基礎板検出状況(南から)
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Tb. 第5b面全景(束力、ら)
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図版 5

企 a. 第5a面木組み遺構 1 (北から) 企 C. 第5b面木組み遺構 2 (南から)

企 d. 土墳 1・P2(北から)

A.b. 溝 1 (東から)

企 e.調査区東壁土層堆積
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図版 6

5-3 
5-13 

5-5 5-7 5-16 

5-18 

5-11 5-16 

企 a.第 1面各遺構・ 1面上 企瓦質香炉

7-6 7-7 
7-1 

7-8 

7-14 

7-15 

企 b. 第 2面各遺精・第 1面下-2面上

10-22 
10-6 10-10 

10司 15 10-16 

10-24 10-25 

10-26 

会c. 第 3面各遺構・第 2面下~第 3面上

10-40 10-41 

10-43 

10-44 10-45 

10-39 10-48 10-49 10-50 
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10-26 

企滑石製スタンプ

10-45 

企美濃系山茶碗

10-43 

企瀬戸卸皿



図版 7

12-21 12-22 
F 

睡 、 12-39 12-40 

12-26 12-28 
12-33 

ラ~-
12ー27 12-29 

12-42 12-44 

12-36 -• 
12-41 12-43 

12-35 12-38 

企 a.第3面下~第 4面上

15-5 15-29 
F 

15-1 

ベ 4⑬ 15-22 15-24 

切 -・15-16 
15-25 15-27 

司F 圃昆23邑，-4 

""'1

1同

15-18 

15-20 15-28 15-32・33・34・35・36・37

企 b. 第5a面各遺構 ・第4面下~第5a面上
企泉州窯系黄柚鉄絵盤

16-8 16-9 

16-1 



幸良 とヒ 抄 会柔
ふ り が な かまくらしまいぞうぶんかざいきんきゅうちょうさほうこくし

t!J 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告l!?

MIJ 41TH 7 名 平成 18年度調査報告

巻 次 2 3 (第 1分冊)
、ノ 一 ズ名

シリーズ番号

t面j 一i雪 者
宮田尻・森孝子/原氏志・iJJ口正紀/馬iJ::1羽.雌・鍛冶屋勝二・松原康子・

鈴木弘太/宗韮秀13)]・宗基富賞寸乙 ・小泉衣理/福田誠 ・古田土俊一

編 集 機 関 鎌合市教育委員会

所 j出 〒248-8686 鎌倉市御成町四番10号

発行年月 日 丙j膏20 0 7年 3Jヰ30日

点、 り が な ふ り ヵ: な コード 調査面fi'l

所収追跡名 市町村追跡昏号
北高年 東経 調査期間

(ば)
調査原因

所 在 J出

わかみぞおねじしゅうへんいせきぐん 神奈川県鎌倉市 35。 139。 20030414 自己問庖荷Ii

若宮大路間辺浩跡j伴 小町二丁目 14204 242 31' 55' ~ 150.16 併用住宅

283番の一部 69" 56" 20030611 (杭基礎桝造)

のうそう~ "と 神奈川県鎌倉市 35。 139。 20030529 個人専問

能 j協 寺 制i 材木座凹 rEI 14204 314 30' 55' ~ 45.00 住 宅
274番 2の一部 54" 74" 20030721 (地盤の柱状改良)

みまなわじんじゃいせ童〈ん 神奈川県鎌台市 35。 139。 20030617 f同 人専用

11・ 制神社辿跡 ~tF 長科-fll 14204 177 31' 54' 一 36.20 住 宅

227番 25 09" 15" 20030710 (地下車庫)

えんか〈じきゅう吋い丘いいせ世 神奈川県鎌倉市 35。 139。 20030623 個人専問

円jZ~旧境内辿跡 山ノ内字瑞鹿山 14204 434 33' 57' 一 36.00 住 宅

393番 3 26" 97" 20030724 (地盤の柱状改良)

Lょうみ怠うL宣ゅうけいだいいせ~ 神奈川県鎌ff市 35
0 139。 20030701 個人専用

、冷妙-.!i'IU境内迎跡 浄明寺三丁11 14204 408 19' 34' 一 37.13 住 宅

3番 2 08" 17" 20030808 (杭基礎構造)

ほうこ〈じいぜ曾 神奈川県鎌合市 35。 139
0 

20030623 個人専用

報 因子T辿 跡 浄明寺三丁目 14204 306 31' 57' 一 35.00 (主 宅
474番 11外 61" 32" 20030725 (杭基礎梢造)

ほうこ〈じいせ虐 神奈川県鎌ff市 35。 139。 20030728 個人専用

報 国 寺 泊 跡 滞lりj守三 「回 14204 306 31' 57' 一 21.00 (主 宅

474番 12 も;2" 29" 20030831 (杭基礎構造)

所収追跡名 所収辿跡名 主な時代 な 辿 H~ 主 な 遺 物 特 記 事 項

わかみやおおじしゅうへんいせ倉ぐん 道路状以降、長11立柱 舶載陶磁器、国産陶部

若符大路周辺辿跡群 都市 鎌倉時代 建物跡、 11二戸跡等 かわらけ、金属製品
i奈日昔、木製品、石製品ttf

のうそ・うじあと 鎌1.1'時代 住プ〈、七殿、情跡等 かわらけ、銭、石製品

能 蔵 τ干 跡、 社 寺 ~ 舶載陶磁器、国産陶器、
室町時代 金紙製品当;

，，!. ，.l，じんじゃいせ章ぐん 鎌倉時代 村:穴、 lニ殿、満跡、 かわらけ、銭、石製品

î=l' 純神社泊跡 ~tr 古11ili 一 版築rw等 舶載陶磁出、 |羽産陶日目、
室町時代 金同製品等

えんか〈じ書ゅうけいといいせき 道路、前、住穴等 かわらけ、 IJiJJ!1!陶滞、
1¥仙川前社 寺 中|仕1清月1 Tl自.1袋磁2昔、淡所i.lm符 御寄進絵i司jに摘かれ

円覚寺 111J党内追跡 た地点で可品10Jのk地
判m~JIを確認。

じみうみようじ宣ゅうけいだいいせき 鎌倉時代 池跡、~ かわらけ、瓦等 池~のS監.:

浄妙寺 11:1J党内追跡 社 寺 ~ 

主IlIr時代

ほうこ〈しいせき 鎌倉時代 柱穴、上品賞、消跡等 かわらけ、銭、石製品

私l国寺辿跡 都 市 ~ ~Irldi'(陶磁出、同産陶出、
室I'~'時代 金k~製品等

はうこ〈じいせ書 鎌倉H寺代 柱穴、上成、消跡等 かわらけ、銭、石製lJ
報 国マ1・泊跡 都 市 ~ 舶i蹴陶磁器、国産陶器、

宝IIrJ時代 金脂製品令:
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